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　こつこつと甲かん高だかい靴音が、耳に障さわった。

　変わっていない──そう思いながら、甲こう院いん薫かおるは先を歩く革靴の男を見つめる。

　甲院が体を失う羽は目めになった十年前から、その男は少しも老ふけていなかった。顔立ちは二十代の青年のまま、その動きの軽さにも変化はない。

「──変わらぬな、カーマイン」

　甲院は、見た目と実年齢の釣つり合あわない旧きゆう知ちの男の背に、そう呟つぶやきかけた。

　妖よう刀とう・真しん女めに宿り、覚かく醒せいするまでの十年──その間に、甲院の知る世界は大きく変わっていた。山やま之の内うち派はより勢力を強め、ガムナ教団は解体、甲院派にも往おう年ねんのような力はない。

　しかし、前を歩く男とその周囲には、たかが十年ほどでは、大した変化も訪れなかったらしい。

　振り返った男は、唇の端に薄い笑みを見せた。

　丸まる眼鏡メガネの奥に覗のぞく鋭い眼めつきに、甲院の背がわずかに粟あわ立だつ。

「そうですか？　確かに外見はそのままでしょうが、私は夢ゆめ路じさんとは違って、〝不老〟というわけにはいきません。体の若い時間が、人より少し長い程度ですよ」

　その男──〝災さい厄やくのカーマイン〟の異い称しようをもって畏い怖ふされる権力者は、流りゆう暢ちような日本語で答え、穏おだやかに笑った。笑うとわずかに目元が柔やわらかくなるが、肝かん心じんの眸ひとみは凄すごみをなくしていない。

「一応は人の身──そのうちに寿じゆ命みようもきます。変わらないように見えても、中身はそうでもありません」

　カーマインは再び甲院に背を向け、薄暗い廊ろうを歩きはじめた。石の敷かれた道に、こつこつと足音が反響する。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐん、紅あかく紅あかい巨人・ウォーザイ──その影響を受ける彼の体は、人のそれとは老化の進み方が異なっている。異い能のう者しやごとの個人差はあるものの、百歳程度までは二十代の姿を維持し、その後の十年ほどで加速度的に老おいるのが彼らの特徴だった。

　欧州を牛ぎゆう耳じるカーマイン派の主にして、今は甲院の〝同どう盟めい者しや〟──若者の姿をもつ彼は、しかし外見とは裏うら腹はらの大物だった。

　甲院は今、カーマインと彼の護衛達に先導され、広い地下道を歩いていた。そこはカーマイン派の拠きよ点てんで、表向きは古城の体てい裁さいをとっている。

　丸みを帯びた高い天てん井じようからは、空調設備の作動音が微かすかに聞こえていた。古臭い石壁の内装は主の趣味というだけで、中の設備は意外に整っているらしい。

　地下道のところどころには扉とびらや分ぶん岐きがあり、迷めい路ろのような雰囲気を醸かもしていた。

　甲こう院いんの背後には、二人の腹心、仙せん崎ざきと座ざ王おうが従っていた。座王は車くるま椅い子すに乗り、仙崎がそれを押している。他の部下達は、地上に待たせてあった。

「私のことはさておき、まさか死んだ貴方あなたが、この世に復帰するとは思いませんでしたよ。いかに変転の激しい世の中とはいえ──何が起きるか、わからないものですね」

　青年の声で老人じみた言葉を呟つぶやき、カーマインはある扉とびらの前に立ち止まった。護衛を務める背広の男が、すかさず両開きの扉を引き開ける。

「その点では同感だ。その上、この私が卿けいの世話になる日が来るなど、誰だれにも予想できなかったろう」

　甲院は、故こ意いに疲れた声を出した。故意にとはいえ、それはただの演技とも言い難い。山やま之の内うち派から逃れて日本を出た後、カーマイン派の〝迎え〟と合流し、欧州へ着くまでに三日を要した。座王や仙崎らに護られてはいたものの、なかなか気が休まらなかったのは事実である。

　その疲労に乗じて、あるいは〝由ゆ姫き〟が何かをしてくるかとも思ったが、彼女が妙な反応を示したのは〝乾いぬい真ま砂さご〟を追い詰めたときのみで、その後はいたっておとなしい。

　甲院の不機嫌を察したカーマインは、曖あい昧まいな苦笑を漏もらした。

「長旅でお疲れのところ、申し訳ありません。もうじき着きますので」

「このような地下迷めい宮きゆうの中、我々を何ど処こへ連れて行く気だ？」

　甲院は眉まゆをひそめた。まだ幼さの残る少女の顔に、警戒の色が濃く浮く。

「すぐそこです。しかし──〝地下迷宮〟と、きましたか。残念ながらここは、そんなに気の利いた場所ではありませんよ」

　カーマインが応こたえる。

「ご存知ですか？　〝迷宮〟というのは本来、一本道で分ぶん岐きがないものを指すそうです。一本道なのになかなか出られない──あるいは永えい劫ごうにさまよい続けるメビウスの輪。ここはそんな場所ではありません。分岐もありますし、壁沿いに進んでいれば、いずれは外に出ますから」

「ほう？　しかし一本道のそれはともかく、永劫に出られぬ迷宮など、この世に存在しないのではないか？」

　甲院は嫌味のつもりで言った。カーマインはしかし、少しも動じない。

「必ずしも〝存在しない〟とは言い切れません。

　一本道に回り続ける回かい廊ろうに、何者かを放り込んで、その出入り口を壁として塞ふさいでしまえば──閉じ込められた者は、出口のない世界を延えん々えんと巡り続けることになります。

　──誰が名付けたのかは知りませんが、〝迷宮神しん群ぐん〟とは、言い得て妙でしたね。もっともこちらでは、彼らはＳｔｒａｙ・Ｓｔｒａｎｇｅｒ──迷まい子ごの異い邦ほう人じんと呼ばれていましたが……」

　カーマインの言い回しに、甲院は意い味み深しんな響きを感じた。

「──何が言いたい、カーマイン？」

「なに、さして意味もない戯ざれ言ごとです。それより、こちらへ」

　災害対策らしい二重の扉とびらを抜けると、その先はドーム状のだだっ広い空間に通じていた。全体に丸い部屋はプラネタリウムに似た造りで、肌はだ色いろの柔やわらかい照明が足元を照らしている。

　石いし畳だたみから絨じゆう毯たんへと足元が変わったことで、カーマインの靴音が止んだ。

　甲こう院いんは、はじめて目にする施設をぐるりと見渡した。

　角のない丸い部屋に、木製のベンチがずらりと平行に並んでいる。視線よりも高い位置の壁には、ステンドグラスが嵌はめこんであった。

　一見して教会のような趣おもむきだが、正面にあるのは十じゆう字じ架かではなく、いびつに歪ゆがんだ楕だ円えんの塊かたまりだった。閉じられた眼めの形にも、また卵や種子たねにも見えるそのオブジェは、甲院薫かおるにも見覚えがある。

「あれは──ガムナ教団──の……」

　口にするのも忌いまわしい、その宗教団体の奉まつる象徴──

　カーマイン派がガムナ教団を吸収した話は、もう座ざ王おうから聞かされていた。目の前のそれは、その証しよう拠こともいえる。

「えぇ。ここはガムナ教団の聖せい堂どうです。彼らが来た折に、この地下の空いた空間を提供いたしましてね。なかなか立りつ派ぱなものでしょう」

　カーマインの口調は軽い。

　聖堂の奥には、革張りの豪ごう奢しやな扉が見えた。映画館にありそうなその扉が、甲院の視界でゆっくりと開いていく。

　床ゆかに擦こすれるほど長い衣ころもをまとった司し祭さい達が、そこに姿を見せた。

　フードを目ま深ぶかに下ろした彼らの様子は、どこか〝星ほし詠よみのエスハ〟にも通じるものがある。純白の衣は、首周りや袖そでといった縁ふちの部分だけが、黒い線で彩いろどられていた。

　コントラストのはっきりしたその衣装は、ガムナ教団に関かかわる者達の正装だった。それぞれが首に楕円のオブジェを吊つるし、その信者であることを主張している。

　彼らの列が割れ、その中心から細身の司祭が前へと歩み出た。

　その人物だけが、長衣ローブの上に華か美びにはならない程度の装飾を施しており、一見して格かく上うえの司祭と知れる。

　衣を押し上げる柔らかい胸の膨ふくらみに、甲院はすぐ気がついた。顔はフードに隠かくれて見えないが、どうやら女らしい。

「ようこそ、お越しくださいました。カーマイン卿きよう、そして──甲院さま」

　日本語で発せられた透すき通る声は、まさに娘のものだった。それが〝エスハ〟のものではなかったことに、甲院は少し安あん堵どする。決して似ているわけではなかったが、フードを被かぶった人物にはつい、条件反射で警戒してしまう。

　娘の白い手が、自らのフードを剝はいだ。

　甲こう院いんは、思わず息を吞のむ。

　そこにあらわれたのは、まだ二十はたちにもならないような若い娘の顔だった。甲院が操あやつる〝由ゆ姫き〟と、年の頃ころはさほど変わらない。

　柔やわらかな、人を和なごませる微笑を浮かべて、その少女は小首を傾かしげて見せた。旋毛つむじのあたりできつくまとめられた、ややくすんだ色の金髪には、簪かんざしにも似た銀の髪飾りが刺さっている。

「先夜、星を詠よみました──貴方あなたの来訪は、私達にとっても喜ばしいこと……歓迎いたしますわ、甲院さま」

「──ありがとう」

　甲院は社交辞令的に頷うなずいて、少女を見み据すえた。

　カーマインが、脇わきから声を挟はさむ。

「彼女はガムナ教団の司し祭さい、シューウェンです。私の派は閥ばつと教団とのパイプ役も務めていただきました。神しん群ぐんに関する知識は随ずい一いち、その扱い方もお上じよう手ずです。実は、貴女をここに呼んだ──つまり、カーマイン派での貴方の受け入れを最初に提案したのも、彼女なのですよ」

　その言葉に、甲院は違い和わ感かんを覚えた。カーマインが独断で自分を招いたとばかり思っていたが、どうやらそうでもないらしい。

　カーマインは続けて呟つぶやく。

「もちろん、受け入れを最終的に認めたのは責任者たる私ですが……甲院、貴方達は、この城で自由にしていて構いません。けれど、貴方達の身元引受人は私ではなく、彼女ということになっています。何か不便があったときは、これから彼女に言ってください」

　カーマインの言葉を受けて、司祭の少女はにっこりと微笑ほほえんだ。

「よろしくお願いいたします、甲院さま」

　シューウェンという名の少女は、そっと右手を差さし伸のべてきた。

　ややわざとらしく感じつつも、甲院はその手を軽く握り返す。相手が権力者のカーマインならばともかく、今は力を弱めたガムナ教団の司祭如ごときと、深い交こう誼ぎを結ぶ気はなかった。

　甲院が握手に応こたえたことに、司祭の少女は、屈くつ託たくのない微笑を見せた。

「キャラバンに迫害された者同士、仲良くいたしましょう」

　その言葉を受けて、カーマインが脇から苦笑を割り込ませた。

「シューウェン。私もキャラバンの一員ですよ。今や君も、その一人です」

　窘たしなめられたシューウェンは、しかしただ華はなのように笑う。

「左さ様ようでした。でも派閥のことなど、本当はもうどうでもいいのです。私達は、私達にできることをするだけ──甲院さまも、そう思ってこちらにいらしたのでしょう？」

　そう問われた甲院は、言葉に詰まった。

　返答次第では──この場で、カーマインに〝危険分子〟と見なされるか、あるいは〝役立たず〟とも見なされかねない。カーマインの底そこ意いがまだ知れない今、不用意な答えは避けるべきだった。

　咄とつ嗟さに、甲こう院いんは言葉を選んだ。

「──われわれは、態勢を立て直す必要に迫られている。何を為なすかは、まだこれから決めるところだ」

　ただ曖あい昧まいに、そう答えておいた。あながち噓うそでもない。

「そうですね。すべてはこれから──道は、幾通りにも開けています。焦あせらず参まいりましょう」

　シューウェンの言葉は説法するような内容だった。しかしその喋しやべり方は、友人に接するように気安い。

　特に不快感は覚えなかったが──甲院は、心の底で警けい鐘しようを鳴らす。

　シューウェンのようなタイプは、二種類の人間に分かれやすい。

　非常な善人か、とんでもない悪党か──今の段階では、どちらとも断定し難かった。

　シューウェンは、甘あまえるように甲院の手をとった。柔やわらかい少女の指は、細く滑なめらかに甲院の──由ゆ姫きの指と絡からまりあう。

　少し離れた低い位置で、唐とう突とつに舌打ちの音が響いた。

「……うるっさいなぁ。甲かん高だかい声で、ぴぃぴぃ馴なれ合あいやがって」

　無礼な声は、まだ若い娘のものだった。不機嫌な響きを隠かくそうともしていない。

　甲院は眉まゆをひそめ、声のした方向へ眼めを向けた。

　聖せい堂どうに並べられたベンチの海から、ちょうど一人の娘が体を起こすところだった。横になって眠っていたものらしい。喪も服ふくのような漆しつ黒こくのツーピースに身を包み、大きな酒さか瓶びんを片手に握っている。

　真白い顔に酔よいの色はなかったが、瓶の中身は三分の一ほどしか残っていなかった。

「──ネイ、客人の前ですよ。控えなさい」

　カーマインが静かに咎とがめた。

　ネイと呼ばれた少女は、険けわしい眼まな差ざしを甲院に向けていた。

　服の色と同じ漆黒の長髪を、さらりとかきあげ、

「──ちっ」

　聞こえよがしに、再び舌打ちをする。

　とても友好的とは言い難いその娘の態度に、甲院は不快感を通り越して、〝ただの酔っ払い〟と判断した。

　寝起きらしい娘は、その清せい楚そな顔立ちには似合わぬ粗そ暴ぼうな手つきで、瓶の中の酒らしき液体を呷あおった。

　ぐびりぐびりと、三度ほど喉のどを鳴らして──

「ちっ」

　三度目の舌打ちをかます。

「──なんだ、あれは」

　甲こう院いんはつい、控えめな手つきで娘を指さした。

「お気になさらず、ただのアル中ですわ」

　応こたえたシューウェンが、酔よっ払ぱらいの娘とは対照的な優やさしい微笑を振りまく。

　アルコール中毒呼ばわりされた娘は立ち上がり、酒さか瓶びんを甲院に向けた。

「私がアル中なのはあんたらのせいよ、あんたらの──まぁ、そっちはいいわ、お酒、美味おいしいし」

　ぶつくさと呟つぶやき、娘はまた酒瓶に唇をつけた。

　何が何だかわからないながら、甲院は娘に冷たい眼まな差ざしを据すえる。

　その左手が、そっと刀の鞘さやにかかっていた。あとは右手で柄つかを握れば、すぐにも抜刀できる構えである。

　ネイと呼ばれた黒こく衣いの娘の視線は、ただひたすらに甲院を注視していた。

「……ったく、噂うわさはホントみたいね。情けないったら……」

　酒瓶をその場に置き、少女はびしりと甲院を指差した。

「そんな女に利用されるほど、あんた、弱い子じゃないでしょ。私ゃ、あんたをそんな風に育てた憶おぼえはないっ！」

　完全に酔った口調で、早口にまくしたてる。

　甲院はカーマインに向け、頭の横でくるくると指先を回して見せた。

「育てられた憶えもないが……大丈夫なのか？」

「失礼を。ネイ、いい加か減げんになさい。悪ふざけが過ぎますよ」

　カーマインが叱ると、ネイは、ぷい、と顔を背そむけた。

「ふざけてなんかないもん」

　不意に拗すねた口調になって、

「由ゆ姫きぃ。いい加減に、目ぇ覚ましなさいよ。そんな女に、乗っ取られてなんかないでさぁ……」

　小声に呟いた。

〝由姫〟の名を聞くや、甲院の眉まゆがぴくりと跳はねた。

「──私のこともわかんないわけ？　一いつ緒しよに、真砂まさごのギプスに落書きしたじゃん。白はくの裸はだかにお経きよう書いたり、フローラの寝顔、パンダにしたり──」

　ネイはそこで言葉を止め、やや上うわ目め遣づかいに、視線を中空へさまよわせた。

「よくよく考えてみたら、私ら、ろくなことしてなかったよねぇ」

　そう言って、急にけたけたと笑いはじめる。

　酔っ払いに特有の脈みやく絡らくのない態度に、甲院は苛いらついた。

「なんのつもりだ、貴き様さま……」

　ひとしきり笑ったネイは、ふっと視線を険けわしくし、底光りのする眼めを甲こう院いんに据すえた。その眸ひとみ には、酔よっ払ぱらいのものとは思えない明確な力が宿っている。

「甲院、私はあんたの復活なんか認めない。由ゆ姫きは返してもらうから」

　呟つぶやいたと同時に、ネイは背後から小さな竪たて琴ごとを取り出し、胸に抱えた。ついでとばかりに、その手には、使われた形けい跡せきのあまりない真新しい拳けん銃じゆうが握られている。

　甲院には、攻撃力の知れた拳銃よりも、竪琴の方が気になった。

　カーマインの表情に、一瞬の緊張が走る。その動きを読んで、甲院は件くだんの竪琴が、彼のコレクションの一つと判断した。

　ネイという名を持つ彼女は、由姫の友人らしい。すぐに殺されることはないはずだと見当をつけて、甲院は声をひそめ、カーマインの耳元に問いかけた。

「──あれは、何の〝神しん具ぐ〟だ？」

「神しん竜りゆうの弦げん──弾ひくことで、強力な衝しよう撃げき波はを発生させます。こんな所で弾かれれば──おそらくは、天てん井じようが崩くずれますか」

「なんとも物ぶつ騒そうな品だな」

　甲院は苦笑した。

　その神具については、噂うわさに聞いたことがあった。ただし、とんでもない欠けつ陥かん品ひんで──弾いた本人の体さえもまとめて吹っ飛ばすという、ほぼ自じ爆ばく専用の品である。

「要するに、回収して繰り返し使える〝爆弾〟か？」

「ご存知でしたか。まぁ、そんな品です。倉庫の奥で、埃ほこりを被かぶっていたのを持ち出したようで……」

　カーマインは丸まる眼鏡メガネを外し、胸のポケットに仕し舞まった。和なごやかな若者の顔で、老ろう成せいした声を張る。

「ネイ、およしなさい。貴方あなたの友人の〝由姫〟まで死なせてしまっては、意味がないでしょう」

　ネイは薄く嗤わらった。

「それでも、甲院なんかに復活されるよりマシじゃないですか？　それに私の言うことを聞いてくれれば、誰だれも死なないですみます」

　カーマインに対しては一応の敬語を用いつつ、ネイが応こたえた。居並ぶその場の一同が、彼女に対して構えを取るが、どうにも安あん易いには近づき得ない。

「私の要求は二つ。甲院、あなた刀を外して、由姫を解放しなさいな。その後は私が由姫と一いつ緒しよに逃げるから、追わないで。たったそれだけよ」

　仙せん崎ざきと座ざ王おう、その二人が身構えるのを、カーマインの手が制した。

「それは無む茶ちやです。逃げられませんよ」

　子供の我わが儘ままを嗤うように、カーマインは苦笑する。

「私だって、無茶は承しよう知ちしています。だけど今を逃したら、そこの女に──」

　ネイの言葉の途中で、不意に眩まぶしい閃せん光こうが聖せい堂どうに走った。

　電気の走る耳みみ障ざわりな音が、甲こう院いんの耳を刺す。

　唐とう突とつな光に眼めが眩くらんだのは、ほんの数すう瞬しゆんのことだった。絨じゆう毯たんの焦こげる臭においと、独特の金属臭が合わさって鼻び腔こうを突き、甲院に何が起きたのかを悟さとらせる。

　ガムナ教団の崇あがめていた神しん群ぐん、光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエル──その異い能のう者しやは、体内に蓄ちく電でんのための器官を持ち、文字通りの充電を経て、溜ためた電気を自在に放出する。

　そのスタンガンに似た一撃を放ったのは、教団の司し祭さい、シューウェンだった。食らった方のネイは昏こん倒とうし、床ゆかに伏したまま動かない。絨毯の上には、竪たて琴ごとと酒の瓶びんが転ころがっていた。

「ほんの少し、吞のみすぎのようでしたので、静かにさせました」

　事態を治めたシューウェンは、やや照てれたような微笑を甲院に見せた。

　カーマインが頷うなずき、護衛の部下達に指示を出す。

「その子を部屋に運んでおいてください。しばらく、謹きん慎しんさせましょう」

　ぐったりとなった黒こく衣いの少女を、背広姿の男達が担かつぎ上げる。

　カーマインが、甲院に向けて頭を下げた。

「甲院、失礼をいたしました。子供の頃ころから面めん倒どうを見ている娘なのですが、どうも甘あまやかしすぎましてね」

「──いや。別にいい」

　呟つぶやいた甲院は、失しつ神しんして運ばれていくネイを、黙って見送った。カーマインの謝罪などより、今はもっと気になることがあった。

　彼女が、倒れる寸前──

「そこの女に」と口にした、その時。

　ネイの眸ひとみは明らかに、甲院薫かおるではなく、ガムナ教団の司祭、〝雷らい人じん〟シューウェンを映していた。
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　乾いぬい真ま砂さごは、果ての見えない漆しつ黒こくの世界に立っていた。

　黒の一色に重なった地平線と空の境は判別がつかず、天地の有う無むさえが怪あやしい。

　その見慣れない光景に、わずかばかりの不安を感じ、真砂は周囲に視線を巡らした。

　そこにいるのは、真砂一人ではない。

　流れるような銀髪に、碧みどり色いろの眸ひとみをもつ娘。

　額に青い石を輝かせた怜れい悧りな人形師。

　細身の体に、人間離れした身体能力を宿らせた少年。

　フローラ、白はく、桂けい──昔馴な染じみのその三人も、確かにそこにいた。光源もなさそうなその世界で、しかし何故なぜか仲間や自分の姿は、くっきりと浮いて見える。

　そして、もう一人──

　そこには、つい先程に知り合ったばかりの少年がいた。

「しばらく待ってください。うまくいくかわかりませんけれど、探ってみますから」

　希き崎ざき心しん弥やという名のその少年は、穏おだやかな口調で呟つぶやいた。その眼めを閉じ、頭の中で何かを模も索さくするように瞑めい想そうをはじめる。

　フローラの知り合いだという彼の導きで、真砂達は今、そのただ黒い空間へと来ていた。

「──大丈夫なのか？」

　少年に聞こえぬような小声で、真砂は傍かたわらのフローラに問いかけた。

　問われた銀髪の娘は、さぁ、と曖あい昧まいに小首を傾かしげて見せる。長い銀髪をかきあげるその手首には、細い縄なわが結び付けられていた。

　縄は、この場にいる全員とつながっている。心弥という少年の指示で、この世界で迷まい子ごにならないようにと結ばれたものだった。

　フローラはわずかに首を傾げたまま、真砂へと笑いかける。

「だけど、大丈夫じゃなくてもしょうがないでしょ？　他ほかにいい案もないんだし」

　事態を楽しんでいそうなその表情に、真砂は釈しやく然ぜんとしないものを覚えたが、しかし彼女の言葉はいたって正しい。

　つい先日のこと──

　甲こう院いん薫かおる、つまりは碑ひ文もん谷や由ゆ姫きを勝かつ手てに追いかけ、結果的に山やま之の内うち派を裏切った件に絡からんで、真砂達は謹きん慎しん処分を受ける予定になっていた。

　その処分を無視して、脱走したまではよかったが、今度はより現実的な問題が真砂達の頭を悩ませた。

　甲院派が欧州ヨーロツパのカーマイン派と結びつき、渡航を画かく策さくしているという情報は手に入れた。しかし、自分達がそこへ乗り込むための方法が見つからない。

　今の真砂まさご達は、脱走者として山やま之の内うち派にも追われている。派は閥ばつのバックアップが得られない現状では、パスポートの偽ぎ造ぞうも不可能に近かった。海路や陸路から国境を破り続けて自力で行くには、欧州ヨーロツパは遠すぎる。

　散さん々ざんに考えあぐねた末──

　フローラが思いついた策が、〝希き崎ざき心しん弥やの手を借りる〟ことだった。

　真砂は、彼女がこの方法を提案した時のことを思い返した。

　彼女の知り合いに、かつての仲間だったネイと同じ〝グランレイス〟系の異い能のう者しやがいること。

　グランレイスの描いた風景画は、全すべてが一つの異い界かいにつながる扉とびらの役を果たしているらしいこと。

　そして──その絵のほとんどが、神しん具ぐのコレクションをおこなうカーマイン派の手元にあること。

　彼女のその話が、どうして欧州への交通手段につながるのか、はじめはわからなかった。その直後に聞かされたフローラの狙ねらいは、単純かついい加か減げんで、荒こう唐とう無む稽けいにも思えた。

『絵はたくさんあるんだもの。もし出口を適当に選べたら──確率的に、カーマインの拠きよ点てんに出る可能性が一番高いんじゃない？』

　この真っ暗な異界、〝画が廊ろう〟の存在を、真砂はその時にはじめて聞いた。グランレイスの絵についてさえ、それほどの知識を持っていたわけではない。

　フローラの提案はいかにも場当たり的ではあったが、結局、他の現実的な策は思いつかなかった。考え込む時間も惜しく、真砂達は彼女の不確定な策に頼り、ひとまずは希崎心弥の元を訪れた。

　そして今、入り口となる絵を抜けた画廊の中にいる。

　心弥という少年の抱える複雑な事情については、道すがらにフローラから聞かされていた。

　年も近いその少年は、このひたすらに黒いだけの世界〝画廊〟で、探し物をしている。黒い世界とはいっても、異能者たる彼の眼めには、また別の風景が広がっているらしい。

　その異界は、グランレイスという絵師が、迷めい宮きゆう神しん群ぐん、虹にじの屍しかばね・オルタフのために創つくったものだった。

　神群・オルタフについては、存在そのものが、山之内派の内部にも知られてはいない。翁おきな居い夢ゆめ路じが事件を隠いん蔽ぺいしたせいで、フローラ達のような、直接に関かかわった者達しか詳しよう細さいを知らなかった。真砂もまた、フローラ達の口から事の次し第だいをはじめて聞いたばかりである。

　当然──山之内派も、その絵が〝国外への脱出ルート〟になり得るとは認識していない。

　真砂達が囚とらわれの場所から脱出し、フローラが心弥のことに思い至るまで、すでに三日を浪ろう費ひしていた。甲院達はもう、カーマインの元に着いていると見ていい。

　もし、この〝画廊〟を通じて、欧州・カーマイン派の元に渡れるとしたら、山之内派はもとより、甲こう院いんの意い表ひようを衝つくこともできるはずだった。

　うまくいけばめっけもの──駄だ目めなら、改めて他の手段を探す覚かく悟ごもできている。

　瞑めい目もくする少年、心しん弥やの前には、白はくが立っていた。

　やや前まえ屈かがみに少年の顔を覗のぞきこみ、遠えん慮りよがちな声をかける。

「──なんとか、なりそうか？」

「多分──大丈夫だとは、思うんだけど……」

　曖あい昧まいに頷うなずいて、心弥は立ち上がった。

「まぁ、目的の場所に出られるまでは付き合います。グランレイスの絵は数百枚って言われてるけど、その七割方がカーマインて人の所にあるらしいから、フローラさんの言うとおり、適当に出口を選んでも出られそうです」

「──ありがとう、助かる」

　真砂まさごは礼を言いながら、呆ぼう然ぜんと果てのない暗くら闇やみを見渡した。出口と言われても──そんなものがあるのかどうかさえ、疑わしい光景だった。

「いいですよ、これくらい」

　呟つぶやいた心弥の横顔には、どこか憂うれいの色が目立った。

　真砂はつい、申し訳ない思いに駆られる。今の彼にとって、〝時間〟は切実に貴き重ちようなもののはずだった。

「この際、欧州ヨーロツパ方面なら、カーマインの拠きよ点てんじゃなくてもいい。とにかく日本から出られて、向こうと陸続きの場所なら──」

「いえ。フローラさんの話だと、カーマインて人のところには、グランレイスの絵がたくさんあるんでしょう？　たくさんの出口が、ほとんど同じ場所に重なっているところがあるみたいで……これもオルタフの異い能のうなのかな──あるいはグランレイスの置おき土産みやげかもしれませんけれど、この異い界かいの仕組みのことなら、ある程度はわかるんです。

　……肝心のことは、わからないんですけれど」

　そういって浮かべた寂さびしげな微笑は、真砂の眼めに──ひどく、痛いた々いたしく映った。

「綱つなにつかまっていてください。それから、余よ計けいなことは考えないように。ここで強く何かを思うと、そのことが幻げん覚かくを生む場合があります」

　心弥の体が、わずかに浮いたように見えた。真砂は特に浮遊感を感じなかったが、それでも自身が、どこかに向けて動き出すような感かん触しよくを覚えた。

　まるで動く歩道に乗ったように、足は動かさないまま、体が暗闇の中を流れていく。見た目には止まっている心弥が、一同を先導していることは明らかだった。

　出口となる場所を目指しながら、心弥が真砂を振り返った。

「それから何も考えなくても、オルタフの異能者じゃない人間がここに長なが居いをすると、軽い幻覚症状が避けられないみたいです。まだ大丈夫だとは思いますけれど、気をつけてください」

　真砂まさごは頷うなずいた。そのことは、フローラからも聞いている。この世界に、彼がたった一人で探し物を続ける理由が、その副作用にあった。他の者には手伝えない。

「──着きました。確認してきますから、ちょっと待っていてください」

　心しん弥やが呟つぶやいた。その体が、不意に暗くら闇やみへと吞のまれて消える。

　真砂は驚いたが、どうやら〝出口〟から、外の様子を窺うかがっているらしい。

　闇に消えた心弥は、すぐに戻ってきた。

「倉庫みたいです。同じ絵が何枚も──とりあえず、ここから行ってみてください。もし目的と違う場所なら、また呼んでもらえれば探し直しますから」

　心弥はそういって、胸のポケットから通信球を出して見せた。それは画が廊ろうに入る直前、〝連絡用に〟と白はくが渡したものである。

「その──ありがとう。探し物で忙いそがしいはずなのに」

　真砂は本心から、感謝の言葉を告げた。

　心弥には心弥で、やらなければならないことがあるはずだった。しかし心弥は、真砂達が唐とう突とつに訪れるなり、たいして理由も問わずにその頼みを聞いてくれた。

　はじめて会った時──彼の眼めつきに、真砂はどこかで会ったような違い和わ感かんを憶おぼえたことを思い出した。知り合いでないのは確かだが、何故なぜか赤の他人とも思えない。

「先、行くよ！」

　フローラと白、桂けいの三人が、心弥の示した場所から身を乗り出した。周囲の黒い世界から、その身が別の場所へと出て行く。

　真砂も後に続こうとしながら、その場に残る心弥を振り返った。

「あのさ。一つ、聞いていいかな」

「うん？」

　心弥の眼は、真砂の問いに真しん摯しに答えようとしていた。

「なんで──手伝ってくれる気になったんだ？　君だって、人のことをかまってる場合じゃないと思うけど」

　真砂が控えめに問うと、心弥は穏おだやかな微笑を見せた。

「フローラさん達には、お世話になってるから」

「……それだけ？」

　真砂は再度問う。心弥という少年は、人が好さそうに見えた。それだけと言われても納なつ得とくはできる。しかし──それでも、話が早すぎた。

　心弥は厄やつ介かい事ごとを頼まれる前から、それこそ真砂達に会うなり、ずっと好意的だった。

「なんとなく、それだけとは思えないんだけど……」

　真砂が言うと、心弥はわずかに笑った。

「理由があるとしたら……こんな言い方は、失礼かもしれないけれど──君が、今の僕と似た〝色〟をしてたから、かな」

　グランレイス系の異い能のう者しやは、人の感情を〝色〟で読む──そのことは真砂まさごもよく知っていた。研究所にいた頃ころの仲間にも、その異能を持つ少女がいる。

　真砂は、何も言わずに心しん弥やを見た。

　心弥は言葉を続けた。

「何かに必死で、懸けん命めいで──出口が見えてこなくても、諦あきらめないでもがいている──そんな感じの色に見えたから、なんだか他人ひと事ごととは思えなくてさ」

　その答えを聞いた真砂は、心弥の眼めつきに違い和わ感かんを覚えた理由に、ようやく納なつ得とくがいった。なんのことはない、それは鏡かがみに映った自分の眼と、よく似ていたのだ。

　真砂は、心弥に頷うなずいて見せた。

「──早く見つかるといいな、君の彼女」

「お互たがいに、ね」

　心弥は微笑し、出口を指差す。

　強い意思の籠こもったその眸ひとみの色に、真砂は背中を押されたような気がした。
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　欧州ヨーロツパは、とある古城。

　人里を離れた、観光地にもならない森の奥深くに、その城は幻まぼろしのように建てられていた。

　一年のほとんどを霧きりに覆おおわれる立地のためか、その城の存在を知る者は、世間にあまり多くない。また、周囲の森や谷も含めた一帯が私有地であるため、そもそもその土地に立ち入る者が稀まれだった。かつてその城の傍そばにあった集落も、今は過か疎そが進み切って一人の人影さえない。

　そんな寂さびれた地に建つ城にも、住む主はいた。

　その名をカーマインという。

　表の世界にはほとんど姿を見せない、俗に言うところの影の権力者だが、本人は〝楽らく隠いん居きよ〟と言ってはばからない。

　しかし実際には隠居どころか、世界中に広がったキャラバンの中でも屈くつ指しの力を持つと目もくされる、〝カーマイン派〟の首しゆ魁かいでもある。

　向こうに回すには、あまりに厄やつ介かいな相手──

　そのことをよく知る娘が、城の一部屋に起居していた。

　漆しつ黒こくの長髪に、やや気の強そうな顔立ちを備えたその娘は、ネイ＝プレヴェールという名を持っている。

「……むっかつくなぁ。あのゾンビ女──カーマイン卿きようの陰かげに、こそこそ隠かくれて……」

　毒どく気けたっぷりにぼやきつつ、その少女はシャワールームから出るなり、近くにあったクッションを蹴けり飛ばした。

　古城の一いち隅ぐうにある彼女の部屋は、しかしその内装だけを見ると、とても〝西洋の城〟の中にあるものではない。足元は畳たたみ敷じき、そこに敷きっ放しの煎せん餅べい布団とクッション、座布団の山があり、ちゃぶ台と座ざ椅い子すが置かれていた。部屋の端には、襖ふすまつきの押入れまで見える。

　城の外観を徹てつ底てい的てきに無視したその内装は、〝城の主〟ではなく、あくまで〝部屋の主〟の趣しゆ味みだった。

　裸ら身しんにバスタオルを巻いただけのあられもない姿で、ネイは布団の上に座り込んだ。

　手にしたジョッキから、こくこくと冷たい清酒を呷あおる。シャワーで流した汗の分を補給するにしては、その成分にやや問題があったが、娘は気にする様子もなく、なみなみと注がれた酒を一息に吞のみ干ほした。

　ぷはっ、と熱の籠こもった息を吐き、その身を布団の上に横たえる。

　部屋には暖房がついていたが、季節は秋から冬に近づきつつある。アルコールを飲んでいるとはいえ、裸はだかには寒い室温だった。

　しかしネイは、特に身を震わせることもなく、むしろその肌はだ寒さむさを楽しむように、しばらく寝そべり続ける。

「復活のゾンビ女もだけど……けど、一番むかつくのは、あの雷かみなり女おんなか」

　ガムナ教団の司し祭さい、シューウェン──

　人を逸そらさぬ彼女の微笑が、ネイの脳のう裏りに浮いた。

　その笑顔に騙だまされた者は少なくない。事実、彼女があの若さで教団の司祭にまで出しゆつ世せできたのは、その偶ぐう像ぞう的てきな容よう姿しが多少ならず影響していたはずだと思う。

　しかし、グランレイスの異い能のうを受け継ぐネイの眼めには、彼女の心が色となって見える。そのまとう感情の色には、暗く醜みにくい部分がどうしても目立った。

　あまり、付き合いたい相手ではない。

「なんとかしなきゃ……なんとか……」

　ネイは、内心の焦あせりを吐と露ろするように呟つぶやいた。

　ネイ＝プレヴェールは、〝実験室の子供〟の一人だった。

　グランレイスの絵画から、人の感情を色彩で判断する力を授かり、また〝遙はるか見み晴はるかす眼め・デフィスボンス〟の異能者を両親に持つため、その異能たる常じよう軌きを逸いつした視力も同時に授かった。

　そして──ネイにはもう一つ、モデルを描くことで、その人物の潜せん在ざい能力を一時的に引き出すという力もある。絵と色にまつわるグランレイスの力と、デフィスボンスの視力。その二種が合わさったことで、ネイは人を描く際に、その本質を見つけて描き出す力を得た。

　ただし、潜在能力を引き出すには相あい性しようの問題が大きく、成功例があまりない。引き出した後には反動がくるという欠点もある。

　そんな様々な異い能のうを得た彼女は、しかし代だい償しようとして小さな副作用も得た。

　良質のアルコールの補充なしでは、その視力を保てない──それが、彼女の泣き所だった。アルコールを断たれて丸一日もすれば、彼女の眼めは光すらも感じなくなってしまう。もっとも、体質的には極端にアルコールに強いこともまた事実で、いくら吞のんでも泥でい酔すいするということがない。

　その彼女が、カーマインの元に引き取られたのは、十年前──甲こう院いんの研究所から助け出されて、すぐのことだった。

　日々の酒代が否いや応おうなしに嵩かさむ理由もあって、生活に余よ裕ゆうのある引取り手をまず探されたが、その折に真っ先に名乗り出たのがカーマインだった。そのことでは、恩おん義ぎを感じてもいる。

　彼にしてみれば、ネイは数少ない〝グランレイス〟の異能者でもある。利用価値云うん々ぬんというよりは、ただ好奇心で引き取られた可能性も強かったが、しかしカーマインは間違いなく、幼いネイを大事にしてくれた。

　さして不自由を感じることもなく、また嫌な任務を強制されることもなく、彼女はこの十年をなんとなく生きてきた。

　しかし、今──

　その安あん穏のんとした生活を捨ててでも、助けたい人間が、この城に来ていた。

〝甲院薫かおるが、碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの体を乗っ取って復活した〟

　最初にその噂うわさを聞いたときは、何かの間違いだと思った。しかし旧友のファウナから届いた電子メールは、その噂が真実であることを告げていた。

　そして、カーマイン派が件くだんの甲院の引き取りを決定した直後に、情報の漏ろう洩えいを防ぐため、ネイの使用できる回線は全すべて切られてしまった。

　今、ネイは外部と連絡を取る手段を持っていない。

　しかしそれでも、彼女は遠い昔の約束を破る気にはなれなかった。

　誰だれかが危なくなったときは、それを助けられる誰かが助ける──それは子供じみた約束だったかもしれない。しかしだからこそ、大人おとなの言い訳や駆け引きが入り込む余よ地ちのない、正しよう真しん正しよう銘めいの〝約束〟だった。

　反ほ故ごにしたところで罰ばつ則そくもなく、遵じゆん守しゆしたところで報ほう酬しゆうもないが、けれど、破ることのできない──決して、破りたくない約束──

　それはネイの、ひいては仲間達の〝誇り〟なのかもしれなかった。少なくともネイは、そう感じている。

「──まだ、諦あきらめちゃいないからね」

　自分の意思を確かめるように、ネイは独ひとりごちた。

　たとえ独りでも、無む茶ちやといわれても──由姫を助けて、ここから逃がしてやりたいと思った。

「フローラ達は日本だろうし、連絡手段もないし……なんとかできるのは、私だけか」

　呟つぶやいて、ネイは半身を起こす。

　寝ている暇ひまはない。甲こう院いんをこの城へ招いたのは、主にガムナ教団、シューウェンの発案だった。その詳くわしい狙ねらいは知れないが、感情の色を読んだ限りでは、よからぬことを考えていることが容よう易いに想像できる。

　沈ちん思しして策を練りはじめたネイの耳に、ふと、微かすかな物音が聴こえた。廊ろう下か側から聞こえたような気はしたが、その可能性に確信ももてないほど、小さな音である。

　見た目より使い勝かつ手てを重視したネイの部屋は、マンションの一室のように、いくつかの小部屋で構成されていた。

　寝室と居間を兼ねたこの畳たたみ敷じきの部屋以外にも、簡かん易いキッチンとアトリエ、バスルーム、さらには滅めつ多たに使わない物置がある。アトリエと物置には、今は鍵かぎがかかっていた。

　廊下側には見張りこそいないが、二十四時間、監かん視しカメラが作動している。またこの城は、容易に侵入者が入り込めるような場所でもない。

　ネズミでも暴あばれたかと思い、ネイはさして、気にもしなかった。
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「──じゃ、みんなには黙っててあげる」

　笑いを含んだその声に少年が目覚めると、ベッドの脇わきに黒髪の少女が二人いた。

　一人は頰ほおを真っ赤に染め、何も言わずに俯うつむいている。

　もう一人は、にやにやと一方の少女を見つめている。

　二人はともに、少年の知人だった。甲院派の実験室──そこに属する、いわばモルモットの境きよう遇ぐうにある仲間である。俯いている方は由ゆ姫き、笑っている方はネイという名だった。

　少年は今、全身に負った怪け我がのため、体をまったく動かせない状態だった。よく知る二人の声を聞きながらも、起き上がりはせず、ただぼうっと耳を澄ます。

「それから、はいこれ」

　まだ笑いを含んだままの声で囁ささやき、ネイは持っていた包帯の束を由姫に手渡した。少年が薄目を開けていることには、まだ二人とも気づいていない。

「替えの包帯。巻いてあげな」

「う、うん……」

　由姫は頷うなずいて、ネイの顔色を窺うかがっていた。

　ネイはわずかに苦笑したようだった。

「大丈夫だって、黙っててあげるから。約束、ね？」

　二人がなんの話をしているのか、少年にはよくわからなかった。わからないまま、なんとなく寝起きの溜ため息いきを吐つく。体の各所が痛んで、欠伸あくびにはならない。骨折のために熱が出て、体はどうにもだるかった。

「ん──」

「あ、真砂まさご？　起こしちゃった？」

　ネイが視線をよこした。

「……あぁ。由ゆ姫きとネイか──おはよ。朝っぱらから、どうしたんだ？」

　やや掠かすれる声で、少年は問う。

　その体は今朝も動かない。手足はギプスに固められ、全身のほとんどに包帯が巻かれていた。露出した顔の肌はだにも、複数の絆ばん創そう膏こうが貼はってある。

　動かない体。それは、少年がした抵てい抗こうの結果だった。

　ほんの数日前に──〝モルモット〟だったはずの少年は、研究所の設備を半はん壊かいさせ、職員の多くを病院送りにしたばかりである。全身の怪け我がは、その時に負ったものだった。

　少年は寝たまま、二人を見た。

　ネイが笑って、由姫の背を押した。

「別になんでもないよ。じゃ、また後でね」

　そのまま部屋を出て行く彼女の背を、少年はなんとなく見送った。

　ふと、あることを思い出して、残った由姫に問いかける。

「──ネイのやつ、ひょっとして、また人の顔に落書きでもしてった？」

　ネイには落書きの前ぜん科かが多い。油断すると、顔中がとんでもない色で埋め尽くされていることもあった。

　由姫は慌あわてた様子で、首を横に振った。

「あ……う、ううん。そんなことないよ。替えの包帯、持ってきてくれただけ」

「ふぅん」

「今、替えるね。今朝は痛いとこない？」

「あぁ、もう別に。だいぶいいみたいだよ」

　目を覚ますなり痛み出した全身を、意思の力でなだめつつ、少年は答えた。

　由姫はまだ紅あかい顔に微笑を見せる。

　体は痛かった。

　それでも、目の前の彼女が今、〝生きている〟現実に、少年の心は満たされていた。
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〝画が廊ろう〟を抜けた先は、心しん弥やの言ったとおり、倉庫を思わせる空間だった。

　彼と別れて、絵を出るまでの短い間──真砂は、懐なつかしい夢に似た幻げん覚かくを見た。画廊に入ることで幻覚症状が出る可能性については、心弥からも注意を受けていた。

　画が廊ろうの中は、グランレイスの思し念ねんによって構成された世界──同系統の異い能のうを持たない人間は、そこに入ることで、記憶になにがしかの刺激を受けてしまうらしい。

　見た幻げん覚かくは、遠い昔──研究所にいた頃ころのものだった。ごく短いもので、特に他ほかの何かを思い出すということもなく、真砂まさごは黒い空間から〝外〟へと抜ける。

　先についていたフローラ達は、真砂を待っていた。顔を合わせ、ただ無言で頷うなずき合う。

　そこは意外なほどに広い部屋だった。棚がいくつも並んでいたが、心しん弥やの言を信じれば、中身のほとんどはグランレイスの絵ということになる。

　真砂達が抜け出た一枚のみが、白い壁に飾られており、他の絵は見える形では置かれていない。

　目線よりも少し高い位置には、嵌はめ殺ころしの小さな窓があった。鉄てつ格ごう子しと強化ガラスを通して、深い闇やみに覆おおわれた空が見える。部屋の温度と湿度は、絵画の維持に最適な状態で保たれていた。

　整った設備からして──カーマイン派の拠きよ点てん、その一つである可能性は高い。

「──欧州ヨーロツパ、着いたか？」

　真砂は声を殺して呟つぶやいた。

　白はくが小さく頷き、暗い窓の外に視線を投げる。

「おそらく、な。外が暗いということは、日本との時差がある場所だ。とりあえずは、ここを出てみようか」

「間違いないって。心弥くんも言ってたでしょ？」

　白の背後にいたフローラが、楽観的に言い放った。夜よ目めの利きく根ね黒ぐろ桂けいは、一足先に、部屋の中を観察して回っている。

「桂、どうだ？」

　真砂が声をかけると、根黒は振り返りもせずに、

「──酒の匂においがする」

　とだけ、答えた。彼の持つ犬並みの嗅きゆう覚かくは、常じよう人じんでは感じない匂いすらも捉とらえる。

「へぇ？　隣に酒さか蔵ぐらでもあるのかな」

　桂の指摘に大した意味は見出さず、真砂は携帯していたペンライトを暗い中に回した。部屋の中はそれなりに見渡せたが、やや広い上にいくつもの棚が邪じや魔まをして、肝かん心じんの出口が見つかりにくい。

　部屋の反対側を見ていた桂が、先に扉とびらを見つけた。

「真砂、こっちだ」

　呼ばれて小走りに駆け寄った扉には、鍵かぎがかかっていた。しかし人を閉じ込める質の部屋ではなく、内側からならば簡単に開かい錠じようできる。

　かちゃり、と軽い金属音を響かせて、扉はあっけなく開いた。

　暗い廊ろう下かには、冷たく乾いた空気が満ちていた。フローリングの床ゆかに、真砂は足音を忍しのばせる。

　すぐ後ろから、桂けいとフローラ、白はくが続いた。頼たのもしい気配を背後に感じながら、真砂まさごは廊ろう下かに足を滑すべらせる。左右に並んだいくつかの扉とびらのうち、一つだけ、人工的な明かりの漏もれる扉があった。

　真砂はフローラ達を連れ、その前に立った。

　木製の扉の向こうに、何者かがいる。声は聞こえないが、かすかに衣きぬ擦ずれらしき音がした。

　おそらくは、一人──

　真砂は迷った。

　誰だれかに見つかるのを避けるべき状況ではある。しかし、仮かりに相手が一人二人ならば、取り押さえて事情を聞ければ、ここが何ど処こなのか、はっきりとさせられる。カーマイン派の拠きよ点てんならば、甲こう院いんに関かかわる情報も入手できるかもしれない。

　決断に迷っていると、真砂の傍かたわらで、桂が小さく頷うなずいた。そのまま、扉と真砂の間に身を滑り込ませる。

　──自分の方が動きは速い。

　桂の眼めは、そう言っていた。

　真砂は手振りで、背後に続くフローラと白を遠ざけた。二人は素直に、やや離れた壁際へと身を寄せる。

　桂の指がドアノブを回した。

　間かん髪はつをいれずに、その体は弾はじかれたように室内へ飛び込む。

　後に続いた真砂は、どうにか舌打ちをこらえた。

　視界に飛び込んできたのは、真っ青な畳たたみにちゃぶ台、布団──明らかに東洋的な部屋だった。布団の上には、驚いたように扉側を見つめる黒髪の娘が一人、横になっている。

　まだ、日本国内──そうなると外の暗さに説明がつかないが、少なくとも部屋の様子は古ふる臭くさいほど和風に過ぎた。

　戸と惑まどいつつも、勢いは止められない。真砂は身を低くして駆けた。

　寝ていた娘が跳はね起きる。

「っ──⁉」

　バスタオルを巻いただけの、裸ら身しんに近い姿だった。悲鳴をあげようと息を吸い込みかけたその口と肩を、桂の手が素早く押さえ込む。一いつ拍ぱくの間まをおいて飛びついた真砂は、彼女の両手を床ゆかにがっちりと固定した。

　娘はじたばたと暴あばれたが、桂と真砂、二人がかりの力の前では、儚はかない抵てい抗こうでしかない。

　すぐにフローラと白の二人が、部屋の中を覗のぞき込んできた。

　桂と真砂が押さえているのが、まだ若い娘──しかも裸はだかに近いと知るや、フローラは露ろ骨こつに目元をしかめる。

「──真砂まさごぉ……」

　視線が冷たかった。

「私らは、邪じや魔まだったか？」

　白はくの冗じよう談だんめかした口調に、真砂は声をひそめて抗こう議ぎする。

「馬ば鹿かいってないで手伝え！　まさか──」

　まさか裸はだかの女がいるとは思わない──と、言いかけたが、その言葉の先を桂けいが引き取った。

「──まさか、こいつがいるとは、な」

　無表情のまま、声を低くする。真砂は首を傾かしげた。

「桂の知り合いなのか？」

　その問いには答えず、桂は娘の耳元に口を寄せた。

「……ネイ。手は外はずすが、声を出すな。いま騒がれると、面めん倒どうなことになる」

　呟つぶやかれたその名に、真砂は驚いた。

　口許を押さえられた黒髪の娘も、その眼めを見開いてしばたたかせる。

　彼女の背後にいる桂の姿は見えないはずだったが、目の前の真砂、そして扉側にいるフローラ、白の姿が、その眸ひとみには順番に映っていた。

　指を隠かくす手袋を嵌はめた真砂、少し緑がかった銀髪のフローラ、額に青い石をもつ白──取り押さえた彼女が、桂の言うその人間ならば、たとえ十年を経ていても、これらの特徴から侵入者の正しよう体たいに気づくはずだった。

「ネイって……ネイか？」

　動どう揺ようした真砂は、つい、馬鹿な問い方をしてしまう。

　ネイ＝プレヴェール──

　真砂達と同じ実験室の出身者で、唯ゆい一いつ、カーマイン派に引き取られた娘──

　端たん正せいな目鼻立ちと漆しつ黒こくの髪は、よくよく見れば、面おも影かげがないでもない。

「わ、悪い！」

　真砂は慌あわてて、両手を放した。

　桂もその口許から手を外す。

　解放されたネイは叫びもせず、存外に落ち着いた様子で、乱れた黒髪をばさりとかきあげた。絹きぬの光こう沢たくを放つ髪は、それだけの動作で流れるように整っていく。

　紅あかい唇が言葉を紡つむぐ。

「──不幸な、事故だったわけね」

　にっこり──

　全すべてを許すように笑っておいて、続けざまにその拳げん骨こつが飛んだ。顔とは裏うら腹はらの強烈な一撃を、反省中の真砂は甘あまんじて脳天に受けたが、桂は調子よく身を避よけさせる。

「……ったく、あんたは相変わらず素早いな」

　忌いま々いましげに呟つぶやいたネイは、あっさりと桂けいへの制せい裁さいを諦あきらめた。無む理りに追って捕まる相手でもない。

　素知らぬ顔で、彼は壁を背にする隅すみに座った。

　その桂に、白はくが声をかけた。

「それにしても、桂。ここにいたのが〝ネイ〟だと、よくすぐにわかったな。私でさえ、言われてはじめて気づいたぞ？」

　十年──子供から大人おとなに近づくその歳月は、決して短くない。グランレイスの絵、カーマイン派の拠きよ点てん、漆しつ黒こくの黒髪──それらのヒントがあったにせよ、彼女を一目で〝ネイ〟だと判別できたことは、慧けい眼がんと言えた。

　しかし──

「──────酒さけ臭くさかった」

　桂はたった一言、無ぶ愛あい想そうに答えた。視覚より嗅きゆう覚かくの問題だったらしい。

　その答えを聞いたネイは、片かた頰ほおを微かすかに引きつらせた。

「言うに事こと欠かいて、このガキ……まったく、裸はだかの女を問答無用で組み敷くなんて信じらんないわ。なんか手て際ぎわがよかったけど、あんたら、いっつもこんなことやってんじゃないでしょうね？」

「……だから、ごめんって。けどこっちだって、別に好すき好このんで押さえつけたわけじゃ──」

　言い訳しかける真砂を、ネイは一瞬、ひどく冷めた眼めで見つめ──

「……キズモノにされたぁ……」

　大おお仰ぎようにわざとらしく、泣なき真似まねで顔を覆おおった。

「あー、よしよし。怖こわかったねぇ」

　脇わきに寄ったフローラが、調子を合わせてネイの頭を優やさしく撫なでる。

「うん……でも、相手が真砂まさごなら……」

　ちらっと、泣き真似の隙すき間まから流し目を送る。

「ごめん、悪かった。ほんとに反省してる、ごめんなさい」

　真砂は素直に素早く、深ふか々ぶかと頭を下げた。怒らせると怖い相手でもある。決して戦闘力が高いわけではないが──幼い頃ころは、性格が悪かった。今のふざけた態度からして、あまりその性しよう根ねが変わったようには見えない。

「あぁ、私は別にいいのよ？　ただほら、乙女おとめの純じゆん潔けつってもんもあるじゃない？」

　からかうようにネイは薄く笑ったが、真砂は憮ぶ然ぜんとするしかない。

「ま、久しぶりなんだし、そのくらいで、ね」

　フローラがその場を取り成した。

「それにしても懐なつかしいなぁ。メールやなんかはやりとりしてたけど、こんなところで会えるなんて、偶ぐう然ぜんていうか……」

「いや、偶ぐう然ぜんでもあるまい。ここは、カーマイン派の〝城〟なのだろう？」

　背後から、白はくが軽い声を投げた。

「つまりは希き崎ざき氏の探たん索さくが、見事すぎる形で当たっただけだ。あるいは、同系統の異い能のう者しやの存在に、無意識に惹ひかれたのかもしれんが……あのグランレイスの絵の山は、ネイ、お前の収集物コレクシヨンだな？」

　ネイは身に巻いたバスタオルの乱れを直しつつ、いぶかしげに真砂まさご達を見回した。

「グランレイスの絵って、物置のやつ？　あれはカーマイン卿きようのコレクションの一部だけど──それよりさ。あんたらが何しに来たのかは、だいたい想像つくんだけど──どうやって、ここまで入ってきたわけ？　しかもこの人数で！」

　至し極ごく当然の疑問に、白が苦笑を見せる。

「なに、お前は知らんだろうが、あの絵にはちょっとした秘密があってな。われわれは絵の中を通って、日本からここまで来た」

「絵の──中ぁ？」

　ネイがいぶかしげに問い返す。

「そのあたりは後で説明してやる。まぁとにかく、そこの倉庫から出て来たばかりだ。まさか、すぐネイに会えるとは思わなかったが──天はどうやら、我らの味方らしい」

　わざとらしく天を仰あおいだ白は、その視界に板張りの天てん井じようを見て、やや不安げな表情を浮かべた。

　座した真砂もまた──どうしても、違い和わ感かんが消せない。

「──カーマインの城、だよな？　ここは」

　ぽんぽん、と、畳を掌てのひらで叩たたいた。

　見回せば布団にちゃぶ台、座布団、座ざ椅い子すに襖ふすまもある。部屋の隅すみには清酒の瓶びんが数本転ころがっていた。

「そうよ？　お城の一角、私の部屋。なんか言いたいことでもありそうね？」

　ネイはぞんざいな手つきで、手近な瓶から無色の清酒を呷あおった。

「それ、ひょっとして日本酒？」

　フローラが指を差した。ネイは頷うなずく。

「うん。ワインとかウィスキーより、こっちの方が体に合うから、取り寄せてもらってんの」

「──じゃ、この部屋は？」

　真砂が問うと、ネイは事も無げに肩をすくめた。

「私、椅子とベッドより、畳たたみと布団の方が落ち着くんだよね」

「わざわざ改装させたのか──」

　そのことには呆あきれつつ、真砂はネイの答えに安あん堵どした。ここは確かに西洋圏、カーマインの本ほん拠きよ地ちらしい。疑ぎ念ねんが晴れると同時に、彼女がそんな我わが儘ままも許される環境で暮らせていたことを嬉うれしく思った。

　引き取られた〝実験室の子供〟が、虐ぎやく待たいされるようなケースは稀まれだったが──由ゆ姫きのように、派は閥ばつの都つ合ごうで利用されてしまうケースは珍しくない。

　フローラがちゃぶ台の脇わきに座った。

「ま、ここが確かにカーマインの城なら、そんなことはどうでもいいんだけどさ。それよりネイ、さっき、『なんで私達が来たのか、予想はついてる』って、言ったよね？　それって、つまり──」

　ネイは頷うなずいた。

「あぁ、由姫なら、ちゃんとここに来てるよ。手て強ごわい連中のおまけつきで。昨日、少し会えたけど、すぐにつまみ出されちゃった」

「……つまみ出された？　何をした」

　白はくが問うと、ネイは首を軽く横に振った。

「べつに、なんにも。ただちょっとドジったから、今、この部屋から出してもらえない状態でさぁ。困って吞のんだくれてたわけ」

　酔よった薄笑いを浮かべ、ネイは真砂達の顔を順じゆん繰ぐりに見回した。

「ははっ──でも揃そろいも揃って、お人好しばっか雁がん首くび揃えて……あ、ファウナと法のり章あきは？　一いつ緒しよじゃないの？」

　真砂まさごは頷いた。

「あぁ。ファウナは睡眠時間の関係で、こういうのには向かないから──今は向こうで、由姫の家族の人たちと、山やま之の内うち派の動向に注意してもらってる。法章も〝陰かげながら〟って感じか。あいつも、体の具合が良かったり悪かったりらしいから」

「ふぅん。でも、みんなそれなりに元気なわけね。安心した」

　ネイは微笑ほほえんだ。その瞬間、彼女の表情は、子供の頃ころと同じものに戻った。

「──じゃ、こっちはこっちで、がんばろうか」

　呟つぶやいたネイは、真砂の胸をどんと拳こぶしで叩たたいた。

　真砂は話の早さに戸と惑まどいつつも、その顔に笑みを浮かべて頷いた。彼女が迷いもせず、当たり前のように協力を申し出てくれたことが、単純に嬉しかった。

　──十年の歳月。

　その歳月が、仲間達をほとんど変えていなかったことは、真砂にとってやや意外なことだった。しかし、その理由はわからないでもない。

　彼らが変わらずに仲間を信じられた理由──それはフローラが言い出した、あの〝約束〟のためだと思った。

「で、さ」

　ネイの声が、不意に軽くなった。

「その前に、私、いいかげん着替えたいんだけど……ここにいるってことは、ひょっとして見たい？」

　眼めの中を覗のぞき込みながら──バスタオルの合わせ目を、ちらりと緩ゆるめる。

「……え？」

　真砂まさごが眼を逸そらしながら周囲を見回すと、根ね黒ぐろ桂けいは早くも廊ろう下かに出ていた。慌あわててその後を追い、転ころげるように部屋を出る。

「あ、廊下より先に出ちゃだめよ。その廊下はまだ私の部屋の中だけど、部屋の外側は監かん視しカメラもまわってるから。そこでおとなしく待っててね」

　背後にそんな声を聞きながら、真砂は部屋の扉とびらを後ろ手に閉めた。同性のフローラと白はくは中に残って、再会の言葉を交し合っている。

「──真砂」

　目の前に、冷さめた眼の桂がいた。

「あの女は、苦にが手てか？」

　真ま顔がおで問う。真砂は苦笑を返した。

「別に苦手ってほどのことはないけどな。ただ、なんかこう──」

　桂は小さく頷うなずいた。

「酒さけ臭くさいからな」

「いや、別にそれは気にならないけど……まぁいいか」

　曖あい昧まいに濁にごして、真砂は壁に背を預けた。

　部屋の中からは、少女達の姦かしましい笑い声が響いていた。

「──泣き声」

　桂がふと、小さな声で呟つぶやいた。

「泣き声が、聴こえる」

　その言葉に、真砂は表情を改めた。

「どこから？」

　耳を澄ましたが、何も聴こえない。五感の鋭するどさに関しては、根黒桂のそれにとても及ばなかった。

　桂は眉まゆをひそめて、ある方向を指さした。壁を挟はさんだ、隣の部屋──あるいは、もっと先かもしれない。

「壁の向こう側──男の声だ。なにか言っている──」

　真砂は押し黙って、桂の言葉の続きを待った。部屋からは娘達の声が響いていたが、扉一枚を隔へだてた廊下では、その空気の質が重く転じていく。

　桂は、しばらく耳を澄ませてから、小声に呟いた。

「しん──め？　しんめが、どうとか……言っているが」

　ここ数日で聞きなれたその単語に、真砂まさごはぴくりと反応した。
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　霧きりの濃い森を眼下に眺め、甲こう院いん薫かおるは広間の一いち隅ぐうに立っていた。

　少し離れたテーブルには、仙せん崎ざきと座ざ王おうの二人も控えている。客分のあつかいで城に留められる三人は、内心の思いはさておき、表面上は一いち様ように無言だった。

　仙崎は、今後、甲院派の進むべき道を、薫のために模も索さくしている。

　座王は、その薫を如何いかなる事態からも護るために、英えい気きを養っている。

　そして甲院は──

　甲院は、何も考えず、ただ眼下の景色を眺めていた。

　霧が濃い。

　甲院自身は時差のために寝起きだったが、外の景色だけを見れば、朝か夕方かも判然としなかった。

　深い霧の中では、眼下の森は緑ではなく、ただ黒く沈んで見える。

　背せ丈たけの四倍ほども高さのある窓に、甲院はそっと手を触れさせた。ひんやりと冷たい感かん触しよくが、指先に伝わってくる。

　少し、寒い。

　広間の廊下側に、静かな足音が立った。絨じゆう毯たんに吸われた足音は、しかし甲院の耳にだけは、不安を伴うほど大きく聞こえた。

「おはようございます、甲院。よく眠れましたか」

　この城の主あるじ──〝災さい厄やくのカーマイン〟。

　キャラバン屈くつ指しの権力者が放つ若い声は、控えめに、しかしある種の威い厳げんを伴って響いた。丁てい重ちようかつ謙けん虚きよだが──底が知れない声だった。

「あぁ──」

　甲院は振り返り、気のない返事をした。

　カーマインが立っていると、足元の紅あかい絨毯が、まるで血の海に見えてくる。

「それはよかった。夢ゆめ路じさんなどは、枕まくらが替わると眠れないそうで。以前にお泊りいただいた時は、朝から機嫌が悪かったものです」

　微笑を絶やさずに、カーマインは甲院の前へと歩いてきた。

「座りませんか。少し、お話ししたいこともあります」

　カーマインは、窓に近いテーブルと椅い子すを掌てで示した。

「わかった」

　甲院は素直に頷うなずいた。扱いは客分だが──もうその心は、カーマインの軍ぐん門もんに下ったも同然だった。言葉遣づかいを改めないのはせめてもの虚きよ勢せいだったが、カーマインという男は、そんなことにはまるで頓とん着ちやくしない。事実、彼の〝部下〟には、主あるじを呼び捨てで呼ぶ者さえいたが、そんな人間達も、自身がカーマインの〝部下〟であることは認めている。

　彼の持つ奇妙なカリスマが、主を主とも思わないような無礼者をさえ、その配下に従わせていた。

　甲こう院いんも──いずれは、自分がそうなるだろうと感じていた。建たて前まえとしては、カーマインの同どう盟めい者しやとして、しかし実質的には部下として、彼のために動く日が来るはずだった。ガムナ教団のシューウェンという司し祭さいもまた、一派は閥ばつの長でありながら、カーマインに従っている。

〝座って、話をしよう〟

　カーマインのその要求に、甲院は今、いかにも素直に従った。おそらくカーマインは意識していないだろうが、甲院にとってみれば、それは〝彼の命令を聞いてもいい〟という、意思の表明でもあった。むろん、命令の内容にもよるが、彼が無む茶ちやな命令を強要するような人物であれば、そもそも今の地位には就いていない。

「さて──」

　カーマインが、椅い子すに深く腰掛けた。甲院は対面に座る。窓際に置かれたテーブルは小さなもので、手を伸ばせば相手の身に届くほどの幅しかない。密みつ談だんには適した場所といえた。

　仙せん崎ざきと座ざ王おうは心得たもので、トップの会談には立ち入らず、一礼を残して部屋を出る。

　カーマインは、彼らの背が見えなくなったことを確認してから、やっと口を開いた。

「まずは、我々の招きに応じていただいたことを、感謝いたします」

　その言葉に、甲院は首を横に振る。

「つまらぬ気遣いは無用だ。感謝しなければならないのは、誰だれがどう見ても我が派の方だろう。山やま之の内うち派に追い立てられるところを、こうして卿けいに救われた。恩おん義ぎは感じている」

　甲院薫かおるは、声を低くして呟つぶやいた。

「はじめにはっきりさせておこう──恩を仇あだで返すほどには、私も堕おちておらぬつもりだ。我が派は卿に協力し、その指示に従うことを約束する」

　全面降こう伏ふく──そう思われても当然の言葉だった。

　カーマインは、やや驚いたように、しばらく言葉を失った。

「──貴方あなたは変わりましたね、甲院」

　その言葉が、今の甲院薫には重かった。

　碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの影響──変化の理由には、それももちろんある。しかし、カーマインへの降伏宣言は、由姫の影響とばかりは言えなかった。

　雌し伏ふくし、再起の時を窺うかがうためにも、今はその庇ひ護ごが欲しい。

　しかし、カーマインは意外な応こたえを返した。

「ですが、私としては、貴方の派は閥ばつに、そんなことを求める気はないのです」

　カーマインもまた、声を低くした。そこには盗とう聴ちようを警戒するような気配もある。

　甲こう院いんは眉まゆをひそめる。

「私は、ただ貴方あなたを招いて、話がしたかったのかもしれません──ここ数年で──少し、思うところがありまして」

「どういうことだ？」

　甲院は戸と惑まどった。

　カーマインとは、かつて甲院派がまだキャラバンの一派閥として認められていた頃ころに、何度か顔を合わせていた。その頃の彼と今の彼は、外見がまったく変わっていない。紅あかく紅あかい巨きよ人じん・ウォーザイの異い能のうを継ぐ者の常として、彼らは歳としの取り方が常じよう人じんと異なり、若い期間が極端に長く、老後が短い。

　外見は、変わっていないが──しかし今、目の前にいるカーマインは、その内面が変わったように見えた。言葉の端はし々ばしに、どこか達たつ観かんしたような響きも感じられる。

「変わったのは──卿けいも同じようだな」

　甲院の呟つぶやきに、カーマインは頷うなずいた。

「話をいたしましょう。貴方にとって、あまりいい話ではないかもしれませんが」

　カーマインは、細い指先でこつこつとテーブルを叩たたいた。

「甲院。確か、貴方の目的は、〝全すべての人類を異能者に変えること〟──でしたね？」

「あぁ」

　甲院は頷いた。カーマインはそのまま言葉をつなぐ。

「全ての人類を異能者に変えれば、異能者が隠かくれ住む必要もなくなる。そして全ての人類が異能者になれば、異能者同士での争いも激減するはず──それでよろしかったですか？」

「間違ってはいない。言葉が足りぬ部分はあろうがな」

　甲院は肯こう定ていする。カーマインは、深く頷いた。

「貴方が何故なぜ、その思想に至ったのか──それを、教えてください」

「……それは、卿の命令か？」

　甲院はカーマインの眼めを見み据すえた。丸まる眼鏡メガネの奥の眸ひとみは、見た目こそ若者のものだが、しかし老人の憂うれいを湛たたえている。

「ただ、聞いてみたいのです。話したくなければ構いません」

　甲院は、薄く嗤わらった。

「別に隠すようなことでもない──我が甲院派は代々、神しん群ぐん・アラクナに仕えてきた巫女みこの家系だった。知っているか？　〝甲院〟という家は、血けつ脈みやくによってつながるものではない。村の中から、神群によって選ばれたアラクナ……いや、荒あら魂たまの巫女──その娘が、代々の当主となる。いわば〝当主〟という役職を継ぐ巫女が、〝甲院〟となるわけだ。たとえ巫女の親族であろうと、神によってその巫女に選ばれぬ限りは、〝甲院〟の名は名乗れない」

　甲こう院いん薫かおるは、自じ虐ぎやくの意を込めて嗤わらった。〝代々の当主〟……その単語の響きが、今は虚むなしい。

「われわれの村は、そうした信仰を保ちながら、古代から常に隠かくれてきた。われわれが表に出たのは、キャラバンと接触し、我らの神が〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟という異い形ぎようの存在だと知らされてからのことだ」

　甲院の口調は、遠い昔を物語るように、低くひそめられていた。

「そう、翁おきな居い夢ゆめ路じという男──あの男の厚こう意いが、我らとキャラバンを結びつけた。隠れ住み、じょじょに滅ほろびつつあった我らの村に、相互救済の理念を掲かかげた〝キャラバン〟という組織が入ってきたとき──村は変わった。はじめは、よい方向にな。外の情報、外の物資、外の人材、様々なものが潤じゆん滑かつに流入し、過か疎そに陥おちいりつつあった村は息を吹き返した。怪あやしげなものを信仰し、異い能のうと加か護ごを得た奇き人じんたちの隠れ里が、白はく日じつの下に出たわけだ」

　甲院は、また嗤った。くっくっ、と、声を押し殺し──嗤いを、収める。

「──そしてわれわれは、知った。この世界を、な」

　沈黙が訪れた。

　甲院はたっぷりと間まを置いてから、声を絞り出した。

「カーマイン卿きよう。ひどいものだったな、あの時代は──異能者同士の争い、神群を敵視する者と、神群を護まもろうとする者の争い──そして、異能者と、そうでない人間の戦いもあった。

　争いが憎ぞう悪おと重なり、私し怨えんで戦う者達を数多く生んだ。われわれも、その渦か中ちゆうにいた。

　相手を押さえつける力をより欲し、その方法として、人と神群の力とを無む理りに融ゆう合ごうさせはじめた頃ころには──もう、感覚が麻ま痺ひしていたのかもしれん。結果として、その人体実験をキャラバンに睨にらまれ、われわれは壊かい滅めつした」

　甲院は、セミロングの髪に手て櫛ぐしを通し、ばさりとかきあげた。数日前まではポニーテールに結んでいた長髪が、今はない。

　伸びすぎた髪を切るように──甲院派は、キャラバンによって圧あつ殺さつされた。

「──これでも、夢路には感謝している。村に閉じこもっていたわれわれの眼めを、あの男が覚まさせてくれた。だが──今でも、思うことはある。何も知らずに閉じこもっていれば、あるいは──今も、平和に暮らせていたのかもしれん」

　甲院は、すべてを吹っ切るように嗤った。

「もっとも、過疎で滅んでいた可能性も高いが、な」

　カーマインは、溜ため息いきで応こたえた。

　二つの派は閥ばつの長は、しばらく無言で、ただ向かい合っていた。

　その派閥の大小の差は大きい。しかし、どちらも一人の人間としてそれぞれの派を束ね──そして、重なった同じ時代を生きてきた。

　甲院の見てきたことを、カーマインも知っているはずだった。なればこそ、彼は甲院をここに呼び、甲院は彼の招きに迷いつつも応じた。

　カーマインが席を立った。テーブルを離れはせず、その身を窓際に立たせる。

　その背から、やがて言葉が紡つむがれた。

「……ここ二十年ほどのことなのですが」

　カーマインの声に、甲こう院いんは重い響きを感じとった。

「貴方あなたは知らないでしょうが……宇宙空間で、〝神しん群ぐん〟の存在が確認されはじめました」

　甲院は、びくりと身を震わせた。

「それは……ラージャハームのことか？」

「──月の中心核を成す銀ぎんの司し祭さい、ですか……残念ながら、違います。名も知れぬ異い形ぎようの生物が、回収した人工衛星に取りついていたのです。

　当初は、落下地点で取りついたものとも思われました。しかし──人工衛星の回収例が増えるごとに、ごく稀まれな確率で、同じ現象が起きています。彼らは宇宙空間にもいるらしい。いつからいるのかはわかりません。我々が知るずっと以前から、我々が近代まで知ることのできなかった、あの空の彼方かなたにいたのかもしれない。あるいは、あらわれた時期と我々が彼らを見つけた時期は、意外に近いのかもしれない。まだ調査中です」

　カーマインの言葉に、甲院は戦せん慄りつを覚えた。そのことが、何を意味するのかはわからない。そしてわからないからこそ、不安を煽あおられる。

「これまで、神群はラージャハームを除き、この地球上にしか確認されていませんでした。いや、ラージャハームにしても、フェルディナンやエスハ、それに夢ゆめ路じさんが、あれを神群だと主張しているだけで、証しよう拠こはありませんでしたが……しかし人工衛星の件で、彼らが宇宙空間、大気圏外にもいることははっきりしました。

　ただ、貴方も知っての通り、神群は人の意思に反応します。付近に人のいない宇宙空間においては、特に危険な存在とも思えない。〝銀の司祭〟は、この星にも影響を与えるほどと言いますが、〝あれ〟はどうやら、別格のようです」

「……別格？」

　カーマインの長ちよう広こう舌ぜつに、甲院は疑問をさしはさんだ。

「ここから先は、私の推論になりますが……」

　カーマインが振り返った。

「彼ら、迷めい宮きゆう神群が、何なに故ゆえ、この星の周囲にあらわれるのか──わかりますか？」

　カーマインの眼めは真剣だった。

「いや……そういうものなのではないか？　自然現象にも近い、いわば人には窺うかがい知れぬ理由があるのだろう」

　甲院は曖あい昧まいに答えた。カーマインは、しかし頷うなずかない。

「甲院。私は──彼らは、故こ意いに、この星の周囲を選んであらわれているように思うのです。

　まだ、根こん拠きよといえるほどの証拠はありません。火星探たん査さや木星探査が進めば、神群の来訪が、この地球とその周囲に固有の現象なのか、あるいはこの宇宙全体の問題なのかがわかるかもしれませんが──私は、この地球の周囲でのみ、彼らが確認されるのだと思っています」

「カーマイン、卿けいは何が言いたいのだ？」

　推論ばかりで要よう旨しが見えず、甲こう院いんはカーマインに不ふ審しんの眼まな差ざしを送った。

　カーマインは、涼しい顔でそれを受け流す。

「迷まい子ごの異い邦ほう人じん、迷めい宮きゆう神しん群ぐん──私は思うんです。彼らは──あるいは、一種の〝巡じゆん礼れいの旅〟の途中なのではないかと」

「──なに？」

　思わぬ言葉に、甲院は首を傾かしげた。

　カーマインは静かに言葉をつなぐ。

「つまり、人が神を求めるように、彼らもまた、自分達の神を求めているのではないかと──あの月、銀ぎんの司し祭さい・ラージャハームは、その導き手の一つなのではないでしょうか？　神群達は、あの月の存在に導かれ──」

「……月があるから、あれに惹ひかれて、奴やつらはこの星に来るとでも？」

　甲院は嗤わらった。

「それはなかろうな。貴き公こうが今、言ったばかりだろう？　神群は宇宙空間にもいると。もし奴らが月に誘われるのならば、この地球ではなく、月面が奴らの巣そう窟くつになっているはずだ。宇宙空間を動けるのなら、それも可能だろう」

　カーマインほどの男が、こんな簡単な矛む盾じゆんに気づかなかったことを、少々、いぶかりつつ──この答えに、甲院は自信を持っていた。

　丸まる眼鏡メガネの青年はしかし、少しも動どう揺ようを見せない。

「そうではないんですよ、甲院。我々は、そして我々の先せん達だつは──とんでもない〝勘かん違ちがい〟をしていたのかもしれません。この過か誤ごに気づいている者は、まだ少ないはずです。知っているとすれば、あのエスハとフェルディナンと──あるいは、夢ゆめ路じさんもでしょうか」

　カーマインは、また席に戻ってきた。甲院の眼めを真まっ向こうから見み据すえ、声をより小さくひそめる。

「私の考えが正しければ、貴方あなたの目的の一つは、もう達成されている。おそらくは、有史以前から」

　甲院は身を硬かたくした。カーマインが何を言おうとしているのか、彼女にはまだよくわからない。

　カーマインは、テーブルに身を乗り出した。

「貴方は、不思議に思ったことはありませんか？　神群が──あんな得え体たいの知れない連中が、どうして、我々のような〝愚ぐ者しや〟の願いを、何の疑いもなく聞き入れるのか──

　彼らの多くには、ごく薄い自我しか感じられません。しかしそんな彼らでも、人が何かを願うと、自分達にできる範囲で、その願いを献けん身しん的てきに叶かなえようとします。

　時折は願いの本質を曲解して間違えますが、それでも彼らは、少なくとも我々を敵視はしていない。ある人物の願いを受けて、人に害を為なすことはあります。しかしそれも、〝人が願えば〟こそです。彼らが人の意思とは関係なく、自発的に人を襲ったという事例を、私は寡か聞ぶんにして聞いたことがない」

「……カーマイン。何が言いたい！」

　甲こう院いんは、ついに声を荒げた。カーマインの言葉は、わかりきった現実を改めて指摘しているだけだった。その現実から彼が導き出した結論を、彼はまだ口にしていない。

　わかりきった現実──そのはずだった。

　しかし甲院は、奇妙な不安にかられてその胸を掌てのひらで押さえた。

「私が言いたいのは、実に簡単なことなんです」

　カーマインは、その深い眼めで甲院を見み据すえた。

　感情を隠かくした、猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい眼つきに、甲院は身を竦すくませる。

「我々は──〝我々の願いを叶える〟ことが、神しん群ぐんの〝特性〟だと、誤解していた」

　甲院は黙って、カーマインの次の言葉を待った。その体が、やがて小こ刻きざみに震えはじめる。

「……違うんです。それは特性なんかじゃない。〝ほぼ例外なく〟彼らが我々の意思を受け、願いを叶えるものだから、我々がそう思い込んでしまっただけのことです。

　おそらく我々、人類は──いや、地球上の生物は……」

「……カーマイン、言うな」

　その言葉を受けて、カーマインは口を噤つぐんだ。

「言わないでくれ、その先は」

　甲院は、搾しぼり出すような声で言った。

　しかしカーマインは、首を横に振る。

「甲院、貴方あなたは聞くべきです。貴方には、その責任がある。甲院派の長として──自らのしてきたことの意味を、見つめ直すべきです。さもなければ、貴方の主義や主張は、現実を見ないただの逃とう避ひになる。私は、貴方にそのことを指摘するため、ここに呼びました」

　甲院は固まったまま、その顔を俯うつむけた。

　カーマインの言葉は理解できた。理解できすぎて、胸が締めつけられる。

　甲院派の目的は──全すべての人類を、異い能のう者しやに変えることだった。その理想のために、甲院は戦いと実験を重ねてきた。

　今──その事実が、ひどく重くのしかかる。

　カーマインの口が、重々しく開いた。

「いいですか、甲院。我々、人類は──いや、この星の生物は、生まれながらにして、〝神群を従える〟という、反はん則そくにも近い異能を持っている。

　おそらくはあの、銀ぎんの司し祭さい──他の神しん群ぐんたちが崇あがめると思おぼしき、ラージャハームの〝影響〟によって──そして神群は、〝神〟の存在を願う私達の思いに応こたえて、月ではなく、この地球上に多くあらわれているのではないでしょうか？」

　カーマインは、溜ため息いきを交えて甲こう院いんを見つめた。

　甲院は固まっていた。硬かたく引き結んだ唇が、わずかに震えだす。

「つ──月の異い能のうを得る者は、フェルディナンだけのはずでは──」

「──彼女は、いわばラージャハームの〝巫女みこ〟的存在なのでしょう。つまり、もっとも神群に近い人間です。人と神群をつなぐ巫女や神しん官かんは、その神群から、特に強い力を優先的に与えられる。そして、彼女は並みの異能者とは格が違う──ラージャハーム自体が、並みの神群とは格が違うと考えるのが妥だ当とうでしょうか。まだ確証はありませんが、しかしこれから先の未来に得られる調査結果は、この事実を裏付けるものになるかと思います。

　……わかったでしょう、甲院」

　カーマインは、静かに言い放った。

　甲院薫かおるの顔からは、見る見る血の気が引いていく。顔の白い肌はだが、痛いた々いたしいほど真まっ青さおに転じた。

　カーマインは、最後の結論を紡つむぐ。

「……全すべての人間は、もう充分に、〝異能者〟なんです。貴方あなた達がやってきたことは──〝無意味〟でした」

　──彼はもっとも残ざん酷こくな宣告を、甲院薫に下した。

　甲院薫は、ぴくりとも動けなかった。
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　甲院派の幹部、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうと座ざ王おうは、広間を退たい出しゆつしたのち、廊ろう下かの一いち隅ぐうに留とどまっていた。

　室内の会話は聞こえないが、甲院が悲鳴でも上げれば、すぐにも駆けつけられる位置である。

　もっとも、甲院が上げるとすれば、悲鳴よりは怒ど声せいのはずで、またほとんどの相手ならば、仙崎らが走るまでもなく、〝真しん女め〟の前に屈くつするはずだった。

　車くるま椅い子すに座した座王は、思し案あんげに曇どん天てんの空を見上げていた。

　仙崎は対照的に、眼めを閉じ顔を俯うつむけている。

「竜りゆうさん──」

　座王が、不意に口を開いた。

「ん？　なんや」

　仙崎は顔をあげ、座王の皺しわ顔がおを見る。

「この空──なにやら、胸騒ぎがいたしますな」

「ほぅ？」

　座ざ王おうに言われて、仙せん崎ざきもまた空を見た。

　どんよりと濁にごった雲が、低い位置に停てい滞たいしている。空と地上の間には霧きりが立ち込め、霧と雲の境もはっきりとはしていなかった。

「ま、こっちの方はいつもこんなもんや。座王は、この城ははじめてやったか？」

「はぁ。あまり、国外には出ておりませぬもので。焰えん鉄てつ衆しゆうなどは、海外に出ること自体がはじめてでございます」

「さよか。水が合うとええけどなぁ」

　吞のん気きに言って、仙崎は首筋をさすった。そこには先だって、榊さかき糾ただすによりつけられた傷がある。痛みはひいたが、違い和わ感かんは残っていた。

「──この城の主あるじ殿どのは──信用できますかな？」

　座王が呟つぶやいた。

　仙崎は、首をさすりながら頷うなずいた。

　災さい厄やくのカーマイン──その強大な権力ゆえに、キャラバンの中では注目の集まる存在だが、決して悪人ではない。かといって善人とも言い難いが、交渉の通じる相手ではある。従いさえすれば、悪いようにはされないはずだった。

　カーマイン派の目的は、有力な異い能のう者しやを主体とした、秩序ある体制を構築することにある。

　強い異能者は、公こう人じんとして社会に地位を得つつ、その役割を全まつとうするべきだという彼の思想は、ただの選せん民みん思想のようで、しかしその面だけを取り上げるわけにはいかない。彼の思し考こうは、その〝選民〟の側に、責任能力と強い自制心を要求している。

　大多数の愚ぐ民みんを導く存在として、カーマインが異能者に求めるのは、主に高こう潔けつさと欲を抑おさえる精神力だった。

　今の世の中には、その高潔さを備えた異能者がまだ足りないとして、カーマインは本格的な体制作りにまだ乗り出していない。まだどころか、自らの世代は、その礎いしずえでしかないとさえ彼は公言していた。

　今は、数世代という長期的な視野に立った人材の育成と、そのための基礎作りに人生を捧げている。

　つまるところ──

　彼は権力を持つ者ではあったが、同時に私し心しんの薄い者でもある。遠大な理想を持ちつつ、利己的な面が目立たないため、キャラバン内部でも注ちゆう視しはされつつ、それほど危険視はされていない。

　もっとも、主のカーマインがそうした人物であることは事実でも、派は閥ばつの全体となれば、また話が変わってくる。

　山やま之の内うち派内部に、仙崎や華かヶが瀬せのような者が存在していたように、カーマイン派の中にも危険な〝問題児〟は多数いた。見方によっては、吸収されたばかりの甲こう院いん派もまた、その新たな問題児の一人と言っていいかもしれない。

　仙せん崎ざきにとってみれば、このカーマイン派は、新たな甲院の〝依より代しろ〟でもあった。

「──ま、カーマインは見たところ、大丈夫やろ。むしろ、気になるんは……」

　言葉の途中で、仙崎は口を閉ざす。気になる相手の姿が、ちょうど目の端に見えた。

　紅あかい絨じゆう毯たんの敷き詰められた廊ろう下かの奥から、真白い司し祭さいの衣ころもに身を包んだ少女が歩いてくる。背後には、同様の衣装に身を包んだ数人が従っていた。

　座ざ王おうと仙崎は、他愛たわいもない天気の話に、素早く話題を切り替えた。

　ガムナ教団の司祭とその一行は、静しず々しずと滑すべるように廊下を歩いてくる。

「あぁ、こちらにいらしたのですね。仙崎さま、座王さま。薫かおるさまは、広間の方でしょうか？」

　司祭の少女は爛らん漫まんに、愛らしい声を張った。

　たった今、気づいた様子を装よそおって、仙崎は少女を見やる。

　くすんだ色の柔やわらかい金髪が、彼女を可か憐れんに見せていた。しかし仙崎が、その外見に惑まどわされることはない。

「ん？　おや、シューウェン殿ですか。我が主に、何か御用ですかな」

　カーマイン派の若き幹部に対し、仙崎は敬語をもって応対した。内心の警戒を悟さとられぬよう、顔には孫を見るような笑みを乗せる。

　シューウェンは、仙崎の内心に気づく様子もなく、ただ無む邪じや気きに笑った。

「えぇ。少しお話をしたくて。せっかく来ていただいたのに、まだお互いのことを、よく知りませんから」

「左様ですか。今、お呼びしてきますわ」

　仙崎は座王の車くるま椅い子すを押しながら、さきほど去った広間へと戻りはじめた。

　ガムナ教団──

　さしあたって、もっとも用心したい相手は彼女達だった。

　ガムナ教団については、キャラバンでもあまり詳くわしいことが知られていない。その教きよう義ぎの内容なども今ひとつはっきりしないが──かつて、その〝危険さ〟だけは、充分すぎるほどに知られていた。

〝ガムナ教団〟の名称自体は、古代に存在したある宗教団体のものだった。しかし、彼らは他宗教の弾圧を経て衰すい退たいし、自然消滅的に歴史から消えている。現在の〝ガムナ教団〟は、ただその遺い物ぶつと名を利用した新興宗教が母体となっていた。

　元は、アメリカの地を基盤にする小さな勢力だった彼らだが──信仰していた神しん群ぐん、光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエルの力を用いて、カルト的な手法で信者を集め、最盛期にはそれなりの勢力を得た。

　そして彼らは、〝ただの宗教団体〟であることに満足せず、自らが世界の中心になろうとした。

　危険を察さつ知ちしたキャラバンによって、彼らは抵てい抗こうの末に壊かい滅めつさせられ、残った少数が地下に潜もぐったが──その存在が、軽視されるようになってもう久しい。過去には、ネムエルの強力な異い能のうと、狂きよう信しんが生み出す横おう暴ぼうによって名を売った彼らも、今はカーマイン派に養われる飼かい犬いぬに過ぎなかった。

　しかし──仙せん崎ざきの勘かんは、そんな彼らに対して、油断を許さないでいる。〝宗教〟の厄やつ介かいさも、仙崎は身をもって知っていた。

　なんとなれば仙崎自身が、甲こう院いん薫かおるを巫女みことして崇あがめる、一種の宗教じみた派は閥ばつに属している。自身の諦あきらめの悪さと悪わる賢がしこさを自覚しているだけに、同種の相手に対しても、警戒を抱くのは当然だった。

　座ざ王おうは、そのガムナ教団とも連絡のパイプを持っていたという。しかし彼らがカーマイン派と合流した後に、座王の知人の教団幹部とは、連絡が取れなくなったという話だった。

　教団の内部で、その時期、何かが起きた可能性もある。

　仙崎は座王を連れて、広間の入り口に立った。

　扉とびらを開けると、窓際のテーブルに、主の甲院薫とカーマインが向かい合っていた。

　どちらも──微動だにしない。

「薫様、シューウェン殿が、御用とのことですが……」

　甲院薫は弾はじかれたように顔を上げ、仙崎を見た。その反応を、仙崎は奇き異いに思う。冷静な彼女らしくもない動作だった。

「薫様──」

「せ、仙崎か……なんだ？」

「いえ、シューウェン殿が……」

　仙崎の後ろから、シューウェンが顔を出し、軽く会え釈しやくをした。

「薫さま。もしよろしければ、ご一いつ緒しよにお茶などいかがですか？　美味おいしいクランベリーパイもありますの」

　娘らしいその黄色い声に、甲院はやや沈痛な面おも持もちで、首を横に振った。

「すまないが──」

「シューウェン。彼女は今、私と会談中です。後にしていただけますか」

　カーマインが、助け舟を出すように脇わきから声を挟はさんだ。

「あら、そうでしたか。では、お邪じや魔まをしてもいけませんし、またの機会に──」

　シューウェンは微笑を振りまいて、あっさりと引き下がる。

　仙崎には、ただ甲院の様子が気になった。その顔色が尋じん常じようでない。

「あの、薫様──」

「なんでもない、仙崎。何も──問題はない」

　甲こう院いんの声は、自身に言い聞かせるようだった。

　仙せん崎ざきは何も言えなくなる。周りにカーマインやシューウェンがいなければさておき、この場で主あるじに、彼女の異常を指摘することは憚はばかられた。車くるま椅い子すの座ざ王おうも思いは同じらしく、眉まゆを心持ち歪ゆがめている。

　仙崎と座王は、薫かおるの先代の巫女みこの頃ころから、甲院派に仕えている重臣だった。幼くして巫女となった薫に対しては、僭せん越えつを承しよう知ちで、どこか娘を思うような情を抱いている。

　ただの主と部下の関係では片付けられない絆きずなが、そこには存在していた。

　その場では何も言えず、仙崎と座王は、シューウェンの後から広間を出た。

　座王が、小声で囁ささやいた。

「竜りゆうさん、薫さまは──」

「わかっとる。なんぞ、あったらしいなぁ。せやけど、話は後や」

　仙崎と座王は、顔を見合わせて頷うなずきあった。

　その二人の前を歩いていたシューウェンが、唐とう突とつに振り返る。小声で交わした話は聞こえていないはずだった。

「あの、もし失礼でなければ──薫さまがご無む理りなら、よろしければお二方、ご一いつ緒しよしていただけませんか？」

　両手の細い指を胸の前で絡からませ、少女ははにかむように二人の老人を誘った。

「あ、いやぁ。わしら、甘あまいもんはちょいと──」

　固こ辞じしようとした仙崎は──不意に、その眼めを険けわしくする。

　シューウェンが、ゆったりとした袖そでの隙すき間まから、ちらりとある物を見せた。

　何の変へん哲てつもない、黒くろ縁ぶちの眼鏡メガネ。

　レンズには、黒い血がこびりついていた。そしてもう一つ、透明に光るびい玉のようなものが、その脇わきにある。

　それは、レティスマ系の異い能のう者しやが用いる通信球だったが──瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの異能者は、山やま之の内うち派と祭さい夏か老ろう派に多く、カーマイン派の内部では珍しい。

「実はお引き合わせしたい方もいますの。ほんの少し、お付き合いいただけませんか？」

　その申し出に、仙崎は警戒した。

「……誰だれや？」

「来ていただければ、わかります。ちょうどよかったですわ。薫さまには少々、刺激が強すぎるかもしれませんから──まずは腹ふく心しんのお二人にと、思っていたところです」

　悪戯いたずらっぽい微笑を見せ、シューウェンは静しず々しずと廊ろう下かを歩みはじめた。

　仙崎と座王は頷きあい、その後についていく。不ふ審しんを感じなかったわけではないが、彼女の言うことが気になった。

　その仙崎達を囲むようにして、六人ほどの信者達が無言で付き従う。

　幅の広い階段を一つ降り二つ降り、一階からさらに地下へと、エレベーターで導かれた。

　石造りの通路から、先日も入ったばかりの地下聖せい堂どうを通り抜け、二人は迷めい宮きゆうのさらに深くへと入り込む。

　両側を石に遮さえぎられた道は、やや肌はだ寒ざむかった。冷たい湿気を伴った風に頰ほおを撫なでられ、ふと仙崎は不ふ吉きつな思いにかられる。

　いくつかの扉とびらをくぐり、階段を下って、似た風景に感覚が麻ま痺ひしはじめた頃ころ──

「こちらです。足元にお気をつけて」

　シューウェンは、通路の途中にある鉄てつ扉ぴの前で立ち止まった。石いし畳だたみが湿気に濡ぬれ、やや滑すべりやすくなっている。

　時間にすれば、聖堂からほんの五分ほどの道のりだったはずだが、何故なぜか仙せん崎ざきは、体に冷たい汗と疲労を感じていた。

　軋きしむ音を立てながら、鉄の扉は重々しく開いた。

　闇やみに覆おおわれた小部屋の真ん中に、車くるま椅い子すに座した瘦そう身しんの男が一人──背を向けている。乏とぼしい明かりに浮かび上がったその白髪しらが頭あたまに、仙崎は既き視し感かんを覚えた。

　車椅子の男は、部屋に入ってきた仙崎達を見ようともしない。

　先に入ったガムナ教団の信者が、その車椅子を回転させる。

　その男の顔を見るなり、仙崎はごくりと唾つぱを吞のみこんだ。

　視線は虚うつろに中空をさまよい、開いた口からは涎よだれが垂れている。小こ刻きざみに震え続けるその眼めは、明らかに正しよう気きを失っていた。

　髪は全すべて白髪に転じていたが、顔の肌つやは、まだ中年のものに近い。

　そしてその顔は、仙崎の知る者でもある。

「──う、宇う津つ星ぼし……生きとったんか？」

　搾しぼり出した声からは、不ふ審しんの響きが消せなかった。

　聞きなれた名に、座ざ王おうが反応する。

〝宇津星〟の姓は、瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの影響を受け、甲こう院いんに仕えていた者達のものだった。その姓を持つ者を、座王もまた、複数知っている。

「竜りゆうさん、この男は……？」

「あぁ、あの正まさ道みちの孫や。今年の夏に、太平洋の島で、神しん群ぐんに絡からんで異い界かいに吞まれたと──」

　途と切ぎれ途切れに、仙崎は語った。宇津星正道は、かつての甲院派の幹部の一人だった。その孫と言われて、座王は男の面めん相そうを確かめる。

「……ははぁ、なぁる」

　座王は頷うなずいた。

「なんで、こないなとこに……」

　仙崎は、男の前に手をかざしてみた。眸ひとみに影は映るが、これといって反応はしない。

　異い界かいに渡った者が、どういう理由でか、こちらの世界に戻ってくるケースは稀まれにあった。ただし、多くの場合──彼らは発はつ狂きようしているか、廃はい人じんになっている。

　水中庭園や虫むし籠かごといった、〝人によって作られた〟異界から戻ってくる場合は、この限りでないが、しかし人の世とは隔かく絶ぜつした真の〝異界〟に渡った者の多くは、正しよう気きを失うことが珍しくなかった。

　その場所には、神しん群ぐんをはじめとする人知を超えた生物、そして人のいる宇宙とは別の法則が存在するらしい。人間の頭と体は、そのことに耐え切れないとも聞く。

「哀あわれやな──」

　仙せん崎ざきは呟つぶやき、車くるま椅い子すの男から眼めを逸そらした。シューウェンが持っていた黒くろ縁ぶちの眼鏡メガネは、彼のものらしい。

「しかしこいつ、よく、戻ってこれましたなぁ……」

　シューウェンに向けて、仙崎は言った。シューウェンは──場違いな笑みを崩さないまま、蕩とろかすように頷いた。

「はい。ガムナ教団の儀ぎ式しきの最中に、〝召しよう還かん〟されてきたのです。あるいはたまたま、〝向こう側〟から追つい放ほうされてきただけなのかもしれません。もう一ヶ月ほど前のことです。

　ご覧らんの有あり様さまだけに、誰だれなのかを把は握あくするまでに随ずい分ぶんと日がかかりましたが──徒と帰き島じまで彼らが消えた件は聞いていましたから、その関係者ということはすぐにわかりました」

「……すぐに？」

　いぶかしく思い、仙崎が反問する。顔を写真に撮影し、山やま之の内うち派に問い合わせればすぐに身元もわかるはずだったが、そんな問い合わせがあれば、仙崎の耳にも情報が入っているはずだった。

　シューウェンは、意い図との知れない微笑を崩さない。

「はい。帰ってきたのは、彼だけではないのです。この奥に」

　小部屋の奥に──金庫を思わせる、まだ新しい分厚い鉄の扉とびらがあった。ガムナ教団の人間が、二人がかりでその重い扉を開ける。

　ぴりりと、仙崎の背筋に緊張が走った。

「竜りゆうさん──お待ちを。この老ろう骨こつが、先に参まいります」

　車椅子の座ざ王おうが、刀の柄つかに手をかけた。その額に、深い皺しわが寄っていく。

　シューウェンが微笑して、その皺だらけの腕をそっと押さえた。

「座王さま、ご心配なく。さきほど〝餌えさ〟をやったばかりですから、今はおなかも一杯のはずです」

　扉が開くなり、奇声があがった。正気を失った宇う津つ星ぼしが、言葉にならない悲鳴をあげながら、体を激しく波打たせはじめる。

　すぐに彼は、信者達の手で口許に布をあてられ、通路の側へと戻された。

　仙せん崎ざきは──嫌な予感を覚えた。しかし、ここまで来て、確認をしないわけにもいかない。

　鉄てつ扉ぴの奥、その見えない闇やみの向こう側に、シューウェンとその付き人達が踏み込んだ。

　後について、仙崎も座ざ王おうの車くるま椅い子すを引きながら、部屋へと入る。

　扉の先は、照明もない真っ暗な広い空間だった。奥がかなり深いらしく、少し先の様子もよくは見えない。

　シューウェンの手が、仙崎の肩に触れた。

「少し暗いのですが、ご勘かん弁べんを。彼らが光を嫌がるのです。この場に止まって、眼めを闇に慣らしてくださいませ」

　──ぴちゃん、ぴちゃんと、水すい滴てきの跳はねる音がした。その反響の具合からして、距離は遠い。

　闇に眼を凝こらすと、床ゆかは数歩先で途と切ぎれており、その先から明らかに湿った空気が流れてきた。地下水脈か貯ちよ水すい槽そうかはわからなかったが、大量の水の存在を確信する。その様さまはまるで、城の地下に存在する湖のようだった。

　その、水の底から──

　何かが、浮かび上がってくる。

　遠く離れた水面に立った飛沫しぶきの音が、高い天てん井じように反響しながら、仙崎の元まで届く。

　その音からして、浮かび上がってきた何かは、相当な大きさであることを予想させた。

「──恐きよう竜りゆうでも、飼かっておられるとか？」

　あながち冗じよう談だんのつもりもなく、仙崎はそう呟つぶやいた。欧州ヨーロツバの雄、〝災さい厄やくのカーマイン〟の拠きよ点てんならば、それくらいのものを飼っていても驚きはしない。

「恐竜ではありませんが──なんでしょうね。私にも、よくはわからないのです。私が最初に助けたせいか、懐なついてはくれたのですけれど」

　シューウェンはくすりと笑って、少しずつ近づいてくる水音に耳を澄ませていた。闇に浮いた少女の白い顔は美しく見えたが、同時にひどく凄せい惨さんなものを感じさせる。

　暗さに慣れた仙崎の眼が、その水面に鈍にぶい光を見つけた。

　ぼんやりと、やや薄い緑色に発光するものがある。光ひかり苔ごけのような淡い輝きだったが、暗闇の中ではよく目立った。

　はじめは一つに見えたその光は、やがて水の中から次々に浮かび上がってきた。蛍ほたるの群れが水面にあらわれたかのような、幻げん想そう的てきな光景が広がる。

　仙崎はしかし、それを美しいとは思わなかった。ただ、不ふ吉きつな印象と不快感ばかりが、心の内で強くなっていく。

　よくよく見れば──

　光るものは、全すべてが触しよく手しゆの先端だった。その群れの中央付近には、黒く丸みを帯びた巨体がある。

「──新あら手ての神しん群ぐん、か？」

　仙せん崎ざきは、ぼそりとその可能性を呟つぶやいた。まだ全容は見えてこない。心音ばかりが速さを増す。

「神しん群ぐんではありません。でも、ここまで変わってしまうと、近いかもしれませんね」

　シューウェンは律りち儀ぎに応こたえ、

「ティギー」

　奇妙な生物を、そう呼んだ。座ざ王おうの眉まゆがぴくりと跳はね、仙崎はその身を硬こう直ちよくさせる。

「貴方あなたの以前のお仲間がいらっしゃいましたよ。仙崎さまと、座王さまです」

　仙崎は、シューウェンの呼んだ名に慄りつ然ぜんとしていた。

　──今年の夏に、異い界かいへ消えた者達──

　彼らのほとんどは、東とう都とまごころファイナンスという会社に属してはいたが、もともとは甲こう院いん派の人間だった。実質的には、仙崎の部下といってもいい立場の者達である。

　そのうちの一人──宇う津つ星ぼしが、この場にいた時点で、もしやとも思っていた。

　そして宇津星と違って、彼らは〝発はつ狂きよう〟では、すまなかったらしい。

「……シューウェン殿。こいつ、まさか……」

　仙崎は、喉のどから搾しぼり出した声が震えていることに気づいていた。しかし、自らの意思ではその震えを止められない。

　水面に黒い口が開いた。チューリップの花を思わせる形に、幾いく重えにも重なった弁べんが開く。それは動物の口というよりは、食虫植物のそれを連想させた。

　腐くさった肉のように生なま臭ぐさくもあり、同時に甘あまい華はなのように芳かんばしくもある匂においが、仙崎の鼻び腔こうをついた。

「先だって、異界へと渡った彼らの、なれの果てです。一人ではなく、複数の個体が融ゆう合ごうしています。ご覧らんの通り、主は、あのティギーのようなのですが」

　シューウェンが指差した先──水面から抜けた花弁はなびらの奥に、人の顔らしきものが見えた。人の口に喩たとえれば、ちょうど扁へん桃とう腺せんの位置に、逆さまの首がぶら下がっている。

　禿とく頭とうに、彫ほりの深い顔立ち……しかし表情はない。顔中の皮ひ膚ふの下に、緑色の蔦つたに似た組織が入り込んでいた。

　その顔の造りには、仙崎もよく知る研究者の面おも影かげがあった。

　ひどく残ざん虐ぎやくな嗜し好こうを持つ研究者で、内外の評判も相そう応おうのものだったが、研究者としての発想力は悪くなかった。植しよく神しん効こう果かの実験が、甲院薫かおるの世代で大きく進んだのも、彼の功績による部分が大きい。

「ティギー……」

　仙崎は、かつての部下の名を呼んだ。

　怪かい物ぶつは、反応を示した。

　口の奥についた逆さまの顔が、蝸牛かたつむりの触しよつ覚かくのように、ぬるんと長く伸びてくる。人の骨格は、そこからもう完全に失われていた。

「竜りゆうさん、いけませぬ！」

　座ざ王おうが車くるま椅い子すから飛び出した。膝ひざ下したから先の足を持たない彼は、そこから〝鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロン〟の鉄を出し、出した鉄を発はつ条じようのように用いて跳はねた。彼は同時に、体の随ずい所しよから鉄の糸を伸ばし、それらを壁面などに打ち込みながら動くこともできる。たとえ足がなくとも、場所によっては、座王は常じよう人じんよりも遙はるかに素早く奇抜な動作を可能としている。

　今が、ちょうどその例だった。

　豪ごう勢せいな水音が上がった。

　座王の体当たりによって、仙せん崎ざきの身が湖に落ちる。

　何が起こったのか、仙崎にはわからなかった。水深は深く、足が何ど処こにもつかない。すぐ傍かたわらには、同時に落ちた座王の姿もあった。

「あら、ご無事ですか？」

　足場の上から、シューウェンの吞のん気きな声が聞こえた。

「シューウェン殿！　これは！」

　混乱する仙崎に変わって、座王がしわがれた声を張る。

　シューウェンは、口許に指を添そえ、いかにも娘らしい仕し草ぐさで笑った。

「ふふっ──隙すきを見せると、人を食べようとするんです。確かティギーは、賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの異い能のう者しやでしたね。彼らは、人の屍し肉にくを食らわねば力を発揮できない……その関係かもしれません」

　仙崎は水面から足場を仰あおぎ見た。少し前まで彼が立っていた位置に、今は怪かい物ぶつの口がうろうろとさまよっている。花弁はなびらの形をした六枚の唇が開き切ると、その内側にはびっしりと蛸たこの吸きゆう盤ばんに似た組織が並んでいた。

　その口の奥から、ろくろ首のようにティギーの顔が伸び、さらにそのティギーの口から、蛇じや腹ばらのストローに似た細い針が伸びていた。人に似た容よう姿しを備える部分こそあったが、完全に〝人間〟とは異質なものに変化している。

　緑色に淡く光っていた幾つもの触しよく手しゆが、次々と水面に姿をあらわした。闇やみに踊おどるその姿は、多すぎて数が判はん然ぜんとしない。

「くっ──」

　座王がうめき、仙崎を抱えたまま、水面から上がろうともがいた。腕から鉄の糸を伸ばし、天てん井じように打ち込んだものらしい。しかし、日ひ頃ごろは自分一人の体重だけを支える鉄糸に、今は肥こえた仙崎の重みが加わっている。その糸は、止まったまま動き得ない。

「シューウェン殿！　この化ばけ物ものを、止め……」

　呼ばれたシューウェンは──腰を屈かがめ、笑顔で水の中に手をつけた。

　彼女が何をする気か、悟さとった仙崎は、さっと青ざめる。

「ごめんなさい。貴方あなた達がいると、邪じや魔まなんです。あの子を貰もらうのに」

　シューウェンの声は静かだった。

　甲こう院いん薫かおるの姿が、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうの脳のう裏りに浮かんだ。

　まだ本人の体を持っていた頃ころの彼女と、籤くじ方かた刀とう至じ、そして碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの体を乗っ取って復活した彼女──その姿が、三重にだぶる。

「き、貴き様さまは……！」

　仙崎は叫びながら、座ざ王おうを突き飛ばした。

　天てん井じようを支えに溜ためられていた力が作用して、座王の身が水面から浮いた。

「竜りゆうさん⁉　離れては……」

「座王！　わしゃここまでや！　薫様を頼たの──！」

　仙崎は、あらん限りの声を振り絞って、早口に叫んだ。

　次の瞬間、水につけられたシューウェンの手元が、鈍にぶく発光し──

　雷らい撃げきが、水に浸つかった仙崎竜太郎と、宙に浮いた座王の双方を、まったく同時に貫いた。
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　男のすすり泣く声──

　根ね黒ぐろ桂けいは、壁の向こう側にその声が聞こえると言った。

「真しん女め──泣き声は確かに、そう言ったのか？」

　真砂まさごが問うと、桂は口許に手を添そえた。

「はっきりとしない。声が掠かすれている上に、妙に聞きづらい」

　呟つぶやいた桂は、廊ろう下かの奥に歩きながら、壁に手をあてた。

「この隣の部屋だ。破るか？」

　真砂の爪つめを使えば、目の前の壁くらいは容よう易いに破壊できるはずだった。しかし、ここはネイの部屋である。

「一応、了りよう解かいをとってからな」

　内心では壊こわす気満々ながら、真砂はそう応こたえておいた。廊下には監かん視しの眼めがあると聞いていた。隣の部屋に行く方法が、他ほかにもあればいいが──なければ、壁を壊すのも一計ではある。

　ネイのいる部屋の扉とびらが開いた。

　あらわれたネイは、漆しつ黒こくのツーピースに身を包んでいた。荒あら事ごとに向く服装ではないが──城の内部を歩き回るのに、適した格好ではある。

　右手にもった酒さか瓶びんだけがどうにも不ふ似に合あいだったが、ネイはアルコールが抜けると、その視力を失ってしまう。酒を断っても一日ほどはもつらしいが、その酒瓶が彼女に欠かせないものであることは間違いない。

「お待たせ。ん？　どうしたの？」

　緊迫した面おも持もちの真砂まさごを見て、ネイが問う。

「あぁ、ネイ。そこの壁、ちょっと壊こわしていいか？」

　いきなり投げかけた問いに、ネイは微かすかに首を傾かしげた。

「え？　ちょ……」

「いいってさ。桂けい、手伝ってくれ」

「わかった」

「待っ……」

　止める声も聞かずに、真砂はルールーブの爪つめを硬かたく伸ばした。壁紙とパネルを裂くと、断熱のためのわずかな空間を挟はさんで、石造りの壁があらわれた。

　積み上げられた石と石の隙すき間まを縫ぬうことすらせず、真砂は縦横に爪を振るう。たちまちに、そこには薄く線が走った。

　続けざまに、手を差し入れられるだけの隙間を左右につくる。その小さな部分の石を向こう側に落とすと、今度は桂が、両手をそこに突っ込んだ。

　さして重そうな素振りも見せず、桂は壁となっていた石の塊かたまりを両手で抱え、音を立てぬよう、ゆっくりと床ゆかに下ろす。

　壁の残ざん骸がいを乗せた板床は、その重みで豪ごう快かいに軋きしんだ。

「……止めても待つ気ないわけね、あんたらは」

　ネイが軽く、頰ほおを引きつらせた。

「だって、〝壊していいか？〟って聞いたら、頷うなずいたろ」

　真砂は平気な顔で応こたえた。

　壁の切り口は見事なもので、はじめからそこが空いていたかのようだった。人一人が抜けるには、充分な幅がある。

　その穴を横目にしつつ、ネイが語気を荒げた。

「首を傾げたのよ、私は！　だいたい、普通、壁を壊すなんて……」

「真砂にとってはよくあることだ。気にするな」

　涼しい顔で白はくが呟つぶやく。フローラも背後から頷いた。

「そうそ。いいじゃん、壁くらい。どうせ廊ろう下かに監かん視しカメラがあって出れないんなら、壁、壊すしかなかったんでしょ？」

　気楽な発言の連続に、ネイが深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「だから、この壁がもし廊下側に続いてたら、どうするつもりだったのかって……はあっ……まぁいいわ。で、なんでこっちの方角なの？　由ゆ姫きを探すなら、反対側の方が、階段近くて便利なんだけど」

「桂が泣き声を聞いたんだ。〝真しん女め〟って、言ってたらしい」

　白とフローラ、それぞれの双そう眸ぼうが、きっと引き締められた。ネイ一人が、その酔すい眼がんを傍かたわらの白はくに向ける。

「しんめ？　なにそれ？」

「甲こう院いんの宿っている刀の名だ。泣きながら、その名を呟つぶやくような人物といえば──一人、いたか」

　口許に手を添そえ、白が思し案あんげに呟つぶやいた。その指摘を受けて、フローラが眼めを見開く。

「あ、籤くじ方かた⁉　あいつも、ここに来てるの⁉」

「……だから誰だれよ、それって」

　ネイは話が摑つかめずに、その細い眉まゆをひそめた。真砂まさごが代わりに答える。

「籤方は、由ゆ姫きの前に甲院に乗っ取られていた男だ。甲院達と一いつ緒しよに行方ゆくえ不明だったけど……何か、知っているかもしれない。いるんなら会ってみたいんだ」

　もし、彼が生きているとすれば、〝甲院〟の支配から解放された実例である。これから由姫を助ける上でも、できるだけ情報は欲しい。

　真砂は呟きながら、壁の穴から向こう側に頭を出した。真っ暗で何も見えないが──闇やみの奥から微かすかに、すすり泣く声が聞こえた。

　一足先に壁の穴を抜け、隣室へと移る。磨き上げられた大理石の床ゆかに、足音を消して着地した。やや離れた位置に、自然の光が漏もれる扉とびらが見えた。

「ネイ、この部屋は──」

　真砂の次に穴を抜けたネイは、周囲を見回しながら答える。

「ん。空き部屋だったはずよ、ついこの間まで。その籤方ってのを押し込めるには、都つ合ごうがよかったのかもね」

　続いて穴を抜けたフローラが、その耳元に小声で問う。

「都合がいいって、なんで？」

「私を見張るついでに、この部屋も見張れるでしょ？　部屋の外の廊ろう下かはつながってるんだから」

　なるほど、と、真砂は口の中で呟いた。

　すすり泣く男の声は、ごく小さくだが、確かに聞こえていた。嗚お咽えつに混じって、〝真しん女め〟という単語が時折でてくる。

　数日前──まだ、由姫が甲院に乗っ取られた直後のこと。

　山やま之の内うち派の幹部会で、榊さかき糾ただすが言ったことを、真砂は思い出していた。

〝籤方は甲院に乗っ取られたことで、彼女が持つなんらかの秘密を知った可能性がある〟──

　それは曖あい昧まいな可能性の話でしかない。しかし、多少の危険を冒おかしてでも、問い質ただしてみる価値はあるように思えた。

　大理石の床に足音を忍しのばせて、真砂は泣き声のする奥の扉へと歩み寄る。

　すぐ脇わきに桂けいが控えた。

「──見張りもいない、か」

　様子を窺うかがいながら、真砂まさごは独ひとり言ごとのつもりで言った。ネイが背後から呟つぶやきをよこす。

「だって、必要ないもの。廊ろう下かの外は、防犯設備のモデルルームよ」

「それに、中にいるのがもし籤くじ方かたなら──〝動くな〟って言っとけば、それで動かないもんね」

　フローラが付け足すように言い、白はくもそれに頷うなずいた。二人は、紅あか街まちに住む夢ゆめ路じの傍そばにいた関係で、真砂よりは籤方の性格に詳くわしい。

「ネイの時みたいに、飛び込んで取り押さえるよりは──刺激しないように、静かに声をかけた方がいいかもしれない。相手があの子なら」

　呟いて、フローラがドアノブに手をかける。真砂は頷いた。危険があればすぐに動けるよう、四し肢しには力を張っておく。

　もし騒がれるようなら、フローラの吐く息で眠らせて、縛しばり上げてしまえばいい。刀も持たない籤方など、真砂と桂けいの敵ではないはずだった。

「籤方くん──入るよ？」

　ドアをノックしながら、フローラは扉とびらを開けた。

　暗い部屋の奥──窓の向こうには、霧きりと夜の曇どん天てんが広がっていた。部屋の明かりはついておらず、全体に薄暗い青さが満ちている。

　籤方は──窓から離れた部屋の隅すみで、丸く毛布に包くるまっていた。俯うつむけた頭は毛布から出ていたが、顔を真砂達には向けようとしない。

　薄うす汚よごれた風ふう体ていのその青年は、ただすすり泣くばかりの置き物にも見えた。

「──籤方、くん？」

　フローラの声にも、反応を示さない。

「……真しん女め──うっ……く……」

　すすり泣く声は止まず、真砂は肩をすくめて、ネイを見やった。ネイはしばらく、籤方の様子を観察し──

「だめ。重傷」

　ごく短く呟いた。グランレイスの絵画の影響で、彼女は人の感情を色彩で読む。読んだ結果、処置なしと判断したらしい。

「籤方くん？　わかる？　フローラなんだけど……おーい」

　銀髪の少女が躊躇ためらいながら傍によると、籤方は嫌がるように、毛布をその身に被かぶり直した。まるで子供じみたその仕し草ぐさを、真砂はただ哀あわれに思う。

　そこにいる籤方の様子が、他人ひと事ごととは思えなかった。彼もまた、甲こう院いん派の実験室出身の子供だと聞いている。そして彼は、真砂が由ゆ姫き達と交わしたような約束も持たず、また保護者にも恵まれなかった様子が濃い。

　もし何ど処こかで、歯車が狂っていたら──自分もまた、籤くじ方かたのような境きよう遇ぐうになっていた可能性もある。真砂まさごはそんな思いを抱きながら、心の壊こわれた籤方を見ていた。

「駄だ目めだ、こいつは。行こう」

　さっさと見切りをつけた根ね黒ぐろ桂けいが、背を向けようとした。真砂は、その肩をそっと摑つかむ。

「──悪い、桂。もう少し、いいか？」

　桂は殊こと更さらに冷さめた顔を真砂に向けた。

「真砂、その男はもう壊れている。時間の無む駄だだ」

「そうかもしれないけど……」

　否定はせず、真砂は籤方の正面に寄り、膝ひざを屈かがめた。

「籤方。話は、できないか？」

　小さく声をかける。籤方の返事はない。ぶつぶつと何かを言ってはいたが、どうにも聞き取りづらかった。

　真砂は籤方に視線を据すえた。

「じゃあ……返事はしなくていいから、聞いてくれ。ぼく達はこれから、仲間の由ゆ姫きを助けに行く。彼女は、甲こう院いんが使っている〝体〟の、本当の持ち主なんだ。その子を助けるのに、あの真しん女めが邪じや魔まで──場合によっては、あの刀を壊すことになるかもしれない」

　びくりと、籤方の肩が震えた。聴こえてはいることを確信して、真砂はさらに言葉をつなぐ。

「壊して……いいか？」

「おい、真砂──」

　話の流れが妙な方向に動きつつあることを察し、白はくが咎とがめた。真砂は構わず、籤方だけを見ている。

「本当に壊していいのか、籤方？　言っておくけど──護まもりたいものがあるなら、自分でなんとかしないと駄目だ。周りに流されていたら、どんどん失っていくだけだよ」

　籤方は反応しない。しかし間違いなく、真砂の声は彼の耳に入っているはずだった。

　真砂は、さらに声をひそめる。

「ぼくらは、〝由姫の体〟さえ助け出せれば、あとはどうでもいい。もし君が望むなら、真女の方は──」

　真砂の言葉を遮さえぎって、白がわずかに語気を荒げた。

「真砂、無責任なことを言うな。真女にあの甲院が宿っている以上、破壊するか、あるいは封じぬわけにはいくまい。少なくとも山やま之の内うち派は、あの女の存在を許さぬはずだ」

「だからあいつは、山之内派から逃れるために、カーマインのところに来たんだろ？　それにぼくは、甲院を倒しにきたんじゃない。由姫を助けにきただけだ」

　真砂が言い返すと、白は言葉に詰まった。再び真砂は、籤方に向き直る。

「籤方、君がどうしたいかは、ぼくにはわからないし、どうでもいい。でも──せめて、自分で考えて、自分で行動しろ。そうでないと、いつまでもつらいだけだ。できることを何かしておけば、たとえ失敗しても、いつか吹っ切れると思う」

　真砂まさごはゆっくりと、子供に言い聞かせるようにしてそう言った。

　甲こう院いんに乗っ取られていない〝籤くじ方かた〟本人と話すのは、はじめてのことだった。彼もまた実験室の出身で、生まれた時から、甲院派に利用され続け──ついには、今のような状況に至っている。

　彼がまだ殺されていないのは、甲院のせめてもの慈じ悲ひなのか、あるいは由ゆ姫きに何かがあった際に、再び、彼の体を使うためだろうと思われた。どちらにせよ、真砂から見れば、籤方刀とう至じは被害者である。

　──それも、かなり深しん刻こくな。

「籤方」

　その思いを込めて、真砂が静かに名を呼ぶと、籤方はびくりと身を震わせた。上うわ目め遣づかいに、震える眼めをあげる。

「で、でも、あの──俺おれ、ここで、おとなしく、し、してろって、言われ、て……それ、に、言うこと、き、聞かない、と、し、真しん女め、取り上げ、るって──」

　早口に、しかし吃どもりながら、籤方は掠かすれた声を紡つむいだ。

　背後にいたネイが、やや驚いたように息を吞のんだ。感情の色に、何か動きがあったらしい。

　真砂は痛ましい思いを感じながら、籤方の眼を覗のぞき込む。

　怯おびえた、小動物の眸ひとみ──正の感情はあまり感じられず、ただ怯え、嘆き悲しむ眼だった。

「君は言うことを聞いてきたのに──結局、刀はとりあげられたろ？」

「あ……あ……」

　籤方は、喉のどを震わす。真砂には──彼の絶望が、伝わってくるように感じられた。初対面ではあるが、甲院の実験室の出身者は、真砂にとって他人ではない。たとえ別の研究所の人間であっても、それは同じだった。

「君は、信用しちゃいけない連中を信用しすぎたんだ。これからは、それじゃいけない。まだ割り切れない部分はあるだろうけど──立たなきゃだめだ。今、立てなかったら、君はきっと、これからも立てない」

　真砂は、籤方の手をとった。硬かたい青年の手は、小こ刻きざみに震え続けている。

「それ──それ、め、命令……ですか？」

　籤方が小しよう心しんな声で問う。真砂は、はっきりと首を横に振った。

「……籤方、これから言うことを、よく憶おぼえておいてくれ。〝人に命令できる人間〟なんて、ほんとは誰だれもいやしない。命令される側が、言うことを聞くか聞かないか、それだけのことだ。誰に従って、誰を拒きよ絶ぜつするか、決めるのは──決められるのは、本人だけだよ。自分がどうするかぐらい、自分で考えて、自分で責任もて。そんなことで他の誰かを頼るな」

　真砂まさごはその言葉を、籤くじ方かただけでなく、自分自身にも言い聞かせていた。

　真砂もまた、命令違反を犯おかしている。南なん郷ごうの指示を無視し、山やま之の内うち派の方針に反はん目もくし、一度は捕らえられてなお、牢ろうを抜け出してまでここに来た。

　組織の人間として、それは致ち命めい的てきな裏切りだった。フローラや白はくの場合は、夢ゆめ路じや紅あか街まちといった、また別の力がその背後にいるが、真砂や桂けいにそんな後うしろ盾だてはない。

　そしてまた、桂は命令違反の前科が少ないが──真砂は、それが極端に多いという厄やつ介かいな事情もある。今回ばかりは、どう処分されても文句が言えない状況だった。

　それでも真砂は、命令を無視した件について、後こう悔かいはしていない。籤方に語ったことはそのまま、真砂が心に決めていることでもある。それは他人に強要できることでもないが──誰だれかの指示がなければ動けない籤方が、ただ哀れだった。

「で、でも、俺おれ、座ざ王おうさんに──俺は道具だからなんも考えなくていいって……ただ、指示に従ってれば、それで、いいって……」

　籤方が漏もらしたその名に、真砂は怒りを憶おぼえた。あの老ろう爺や──座王には、真砂も借りがある。籤方刀とう至じは、彼の老人によって、〝利用される〟だけの性格に育てられたらしい。

　真砂は、座王への殺意に近い怒りを心に刻んだ。背後にいたネイが、びくりとその身を震わせる。

　今の怒りを色として見られたことを察しつつ、真砂は真っ向から、籤方の眼めを見み据すえた。

「指示に従っていれば……それでいいのか？」

「お、俺はいいんです、それで……それで……俺は、道具だから」

　真砂は、一いつ拍ぱくの間まを置いた。

「なら── 真しん女めのことも、諦あきらめられるか？」

　あの刀が、青年にとっては何よりも大事なものらしいことは、フローラ達から聞いていた。その執しゆう着ちやく心しんに、真砂は問いかける。

「え……あ……う……」

　籤方は、目に見えて言葉に詰まった。

「奴やつらはもう、君に真女を持たせる気はない。ぼくらにもないけど──いや、そもそも、あれは誰かが持っちゃいけないものだと思う。君はあれを刀だと思ってただろうけど、あれには甲こう院いん薫かおるって女の意識が宿って──」

　籤方が顔を上げた。

「し、知ってます、それは──その意識が、〝真女〟ですから……」

　その時、籤方の声にはじめて力が戻った。

「し、真女は、ずっと、俺の相あい棒ぼうで……だけど、だけど、真女が、俺から離れて、あの子の持ち物になった時、俺、真女に振られて──」

「……振られた？」

　籤くじ方かたが呟つぶやいたその言葉は、真砂まさごにとって意外なものだった。真しん女めと籤方の関係は、支配者と奴ど隷れいのようなものと思っていたが──必ずしも、そうではないらしい。

　あるいは、とも思う。

　フローラが言うには、籤方という青年には、全すべての人間の中で、自分が一番の下したっ端ぱだと思い込んでいる節ふしがあったらしい。とすれば、あの刀、真女は、彼にとって唯ゆい一いつ、同格の──いわば、異性の友人のような存在だったのかもしれない。

「だから俺おれ──もう──何も……」

　今の籤方の様子は、失恋直後の少年に似ていた。哀かなしみに拗すねて落ち込み、独ひとりで膝ひざを抱える彼の姿は、いかにも子供じみている。

　真砂は、籤方の震える肩に手を置いた。

「籤方、君は、どうしたいんだ？　〝真女〟と会って話がしたいのか、真女を取り返したいのか。もう諦あきらめるなら諦めるで、これからどうするのか……それを自分で考えて、自分で決めろ。誰だれも強制はしない。強制しようとする奴やつがいたら、そんな奴の言うことは、聞かなくていい。ぼくも命令はしない。ただ、君が迷っているなら、少しだけ手伝ってやる」

　籤方の表情には、混乱の様子がありありと浮いていた。

「て、てつだ……？」

「あぁ。ぼくらは、甲こう院いんのところに行って、仲間を取り返す。ぼくは、その場で刀を壊こわすつもりだけど、もし君が来るなら──その時、真女をどうするかは、君に任せてもいい」

　背後でフローラと白はくが、揃そろって溜ため息いきを吐ついた。

「……真砂ぉ……なに、勝かつ手てに……」

「まったくだ。そんなことを約束して、そいつが向こう側についたら──だいいち、そんなことをすれば、またこいつが甲院の依より代しろになる。私は反対だ」

　フローラと白の声は呆あきれかえっていた。

「……ふふっ──いいんじゃない？　そんときゃそんときで、さ」

　笑って擁よう護ごしたのは、ネイだった。

　白が眉まゆをひそめる。

「正しよう気きか、ネイ？」

「正気よぉ。この子のことは全部、本人に決めさせればいいじゃない。甲院と一いつ緒しよにいたいってんなら、それでもさ。私はあの女のこと、大っ嫌いだけど、だからって人の恋こい路じを邪じや魔まする気はないわよ？」

「恋路って……こんな歪ゆがんだ恋路もないでしょ。刀よ、相手は」

　フローラが眉み間けんを押さえて呟いた。

　ネイは微笑ほほえんだ。

「でも同時に、あれは甲院薫かおるでもある。私は真砂に賛成。それにこの子、甲院のこと、少しは知っているんでしょ？　なんかいいこと、聞けるかもよ？」

　フローラが唇を尖とがらせた。

「そんなの、ここで聞いちゃえば……」

「ギブ＆テイクでしょ。情報だけ貰もらってさよならなんて、不公平」

　ネイの言葉にフローラは小さく唸うなり、不満げな顔のまま頷うなずいた。白はくは諦あきらめたように、その冷さめた眼めを閉じる。一方で根ね黒ぐろ桂けいは、話の間中、我われ関かんせずとばかりに何も言わなかった。

　ネイの援えん護ごを得た真砂まさごは、他の面々に軽く頭を下げた。

「ありがとう。でも──決めるのは、籤くじ方かただ」

　真砂は手を差さし伸のべた。

　籤方は迷い、ただその手を見つめる。真砂は手袋をしていなかった。手の甲に丸く目立つルールーブの爪つめ、そして人ならぬものに転じた指先を、籤方は困ったように眺めている。

「動いて真しん女めのために頑がん張ばってみるか、このまま動かないで後こう悔かいするか……どっちを選ぶ？　どっちにしても結果がどうなるかはわからないけれど、他ほかの誰だれも決めない。決められるのは、君自身だけだ」

　籤方の眼が揺れた。内心の葛かつ藤とうを証明するように、その全身が震えだす。

　やがて──

　籤方刀とう至じは、震える右手を、そっと持ち上げた。
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　霧きり塚づか雅みやび──

　そう名を呼ばれて、霧塚はおずおずと顔を上げた。

　そこは都内、オフィスビルの一いち隅ぐうにある、広い会議室だった。

　革張りの椅い子すに深く腰掛けた色黒の中年男が、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶし、その苦く汁じゆうをじっくりと味わい尽くしたような顔で、若い娘を睨にらみつけている。

「霧塚雅。退院したばかりのところ、悪いが──さっそく事情を、聞こうか」

　押し殺した低い声に苛いら立だちの響きを感じ、霧塚は身を竦すくませた。生まれつきの童どう顔がんに、緊張のため冷たい汗が浮く。

「あ……は、はい……」

　掠かすれる声で返事はしたものの、次の言葉が出てこない。

　彼女の目の前にいる中年男は、山やま之の内うち派きっての切れ者として評判の幹部だった。南なん郷ごう司つかさ──その名を聞けば、幹部の多くが、なんともいえない苦笑を漏もらす。

　そこに親しみを込める者、あるいは苦味を込める者との違いはあるが、一いち目もくを置かれる存在には違いない。

　そんな大物相手に──

　その緊張が、霧塚の身を縛しばっていた。

　南郷だけではない。この場には、山之内派の幹部達も数人が揃そろっている。真ま名な井いグループ総そう帥すい、真名井秀ひで世よをはじめ、名前しか知らないような雲の上の人々が、一いち様ように霧塚を注ちゆう視ししていた。

　緊急招集された山之内派の幹部会に、霧塚は参考人の一人として招しよう致ちされていた。

　数日前、彼女は紅あか街まち中華街で起きた騒そう動どうにより軽症を負い、検査のためにしばらく入院していた。その間に、諸もろ々もろの事情が動き──今、事態は混乱している。

　南郷の眼めは厳きびしい。

　声を出そうにも、喉のどがひりついてまともに喋しやべれない。

　足ががくがくと震え、霧塚はその場に膝ひざをつきそうになった。そこへ金髪の娘が、背後から慌あわてて支えに入る。

「──と！　危ないなぁ。南郷さん、霧塚さんをいじめちゃだめだよ。この人、榊さかき先生の娘さんも同然なんだから」

　金髪の娘、ファウナは、子供の輝きを宿したその眼で、南郷を軽く睨んだ。

　南郷は──苦汁を通り越し、毒どくでも飲まされたような顔で、二人の娘に威い圧あつの眼まな差ざしを向けた。

「ファウナ。下がっていろ。お前にも、後で聞くことがある」

　ファウナは動じない。それどころか上かみ座ざの南なん郷ごうに向け、眼めの下を指で伸ばし、可愛かわいらしい舌したを出した。

「べー、だ。私、なんにも喋しやべんないよ！」

　居並ぶ幹部達の眉まゆが、ぴくりと一いち様ように跳はねた。南郷だけは微び動どうだにせず、そして真ま名な井い秀ひで世よだけは失笑を漏もらす。老おいた経済界屈くつ指しの実力者にとって、金髪の娘、ファウナは孫のような存在だった。彼女の言動にも慣れている。

「霧きり塚づかさんもおんなじ。だいたい南郷さん達、ちょっと虫がよすぎない？　元はといえば、南郷さん達が仙せん崎ざきなんかの脅おどしに屈くつして、榊さかき先生からアラクナ聖せい典てんを取り上げようとしたのが原因でしょ？　そんなことさえしなければ、由ゆ姫きもあの場に行かなかったし、甲こう院いんに乗っ取られもしなかった。そうなってたら、真砂まさごもお姉ちゃん達も、わざわざ動かなくてすんだのに」

「──その代わり、榊女史が殺されていたろう」

　呟つぶやく南郷司つかさの声は、あくまで厳きびしかった。ファウナの指摘にも、まるで動じる様子はない。

　霧塚は、く──と息を詰め、その傍そばでファウナは軽くむくれた。

　霧塚とファウナ──二人が尋じん問もんされているのは、脱走した真砂達一行の行き先についてだった。そして真砂達の行方ゆくえどころか、甲院派の行方さえも、山やま之の内うち派ではまだ把は握あくしていない。囮おとりとなった残党の幾人かは捕らえていたが、自じ白はくには至っておらず、また彼らは最初から、その行き先を知らされていない公算が強かった。

　現在の山之内派は手詰まりの状況にある。南郷の苛いらつきも、幹部達の焦しよう燥そうも、全すべては甲院派と真砂達の動きに起き因いんしていた。

　今、榊糾ただすは別室にいる。弁べんの立つ彼女は、幹部会としても御ぎよしにくい相手らしい。もっとも口を割りそうな人間として、霧塚がまずこの尋問に呼ばれた。本当は一人で尋問を受けるはずだったが、そこへファウナが無む理り矢や理りについてきた。

　霧塚にしてみれば、この場に一人でないことは心強かった。しかし元が気弱な彼女だけに、少しくらいの心強さではまったく足りない。

　足は震える、眩暈めまいもする、貧ひん血けつを起こしそうな精神状態に辛かろうじて耐え、彼女はここに、どうにか立っていた。

「霧塚。話せ。真砂や根ね黒ぐろ達が、何ど処こに行ったか──知っているはずだ」

　切り伏せるような南郷の言葉を、霧塚は必死で受け止める。

「し……知りません。私」

「話せ。でないと、あまり使いたくない手段を取ることになる」

　すかさずファウナが、脇わきから異議を申し立てる。

「南郷さん、それ脅きよう迫はく。反則。だめ。男らしくない。かっこ悪い。私、そういうの嫌い」

　南郷は霧塚から眼を離さないまま、声だけをファウナに向ける。

「出て行け、ファウナ。尋じん問もんの邪じや魔まだ」

　素そっ気けなく、しかし強い口調で告げた。

　ファウナは霧きり塚づかに腕を絡からませ、そこから動かないことを態度で示した。

「やだ。私は、お姉ちゃんと真砂まさごに頼まれてるの。霧塚さんと榊さかき先生のことを護まもれ、って。

　私、睡眠時間とか長いし、戦闘系の力もあんまりないし、真砂達の傍そばにいると足手まといになっちゃうから──だから、こっちに残ったけど、由ゆ姫きのことを心配してないわけじゃない。

　榊先生と霧塚さんは、〝由姫の帰って来れる場所〟だから。だから、私は真砂達の代わりに、二人を護る。南なん郷ごうさんなんかに負けないもん」

　ファウナは声を張ってそう言った。霧塚は、隣に立つその娘の言葉を嬉うれしく思い、同時に深く感謝した。それは、この尋問の場に付き合ってくれたことに対しての感謝ではない。彼女もまた、由姫のために動いてくれている──それが、嬉しい。

　南郷は、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「黙れ。これは遊びじゃない」

　その言葉に、霧塚はぴくりと肩を震わせた。

　遊びじゃない──その言葉は、自分達にこそふさわしいと思った。真砂達は由姫を助けるために、欧州ヨーロツパにまで渡ろうとしていた。無事に着いたかどうかはまだわからないが、危険を冒おかして、彼らは動き続けている。

　日本に残った榊やファウナ、そして自分も──由姫を助けることを、遊びだとは思っていない。

「──私達が──遊びでやっていると、思ってるんですか？」

　声が自然に出た。喉のどはひりついたままだったが、頭で考えるよりはやく、言葉が口から勝かつ手てに出て行く。

　南郷は、無言で霧塚を見み据すえた。その眼めには苛いら立だちと怒りが同居している。苛立ちは霧塚に向けられたものだったが、怒りは主に、甲こう院いん派や真砂達へと向けられていた。

　霧塚は、その視線を受け止めてなお怯ひるまなかった。

「……大切な人を助けたいって本気で思って、強い権力を持つ組織の人達を裏切ってまで、危険を承しよう知ちで動くことが、貴方あなた達にとっては、〝遊び〟なんですか？」

　それは小さな声だった。しかし消え入ることはなく、会議室の隅すみまで、か細いながらも確実に広がっていく。

「簡単に人一人の命を見捨てられるような貴方あなた達からすれば、私達のこんな行動、子供じみていると思われるかもしれません」

　霧塚は、南郷の鋭するどい眼を、真まっ向こうから睨にらみ返した。それまでファウナの茶ちや々ちやにも動じなかった南郷が、その時はじめて、わずかに身を引かせた。

「でも、私は、貴方達なんかより、真砂くんや桂けいくん達の方が好きです。たとえ子供じみていても、ずっと信用できます。それに貴方あなた達は、別に大人おとななわけじゃない。ただ単に、楽な方法ばかり考えているだけです。被害のことや、効率のことや──それが悪いとはいいませんけれど、でも──」

　霧きり塚づかは、いったん言葉を区切った。

「由ゆ姫きは──甲こう院いんに乗っ取られたあの子は、私の〝妹〟です」

　溜ためていたものを吐き出すように、そう言った。

「貴方達なんかに、殺させません」

　それまで怯おびえていたはずの霧塚の、静かだが鬼き気き迫る声に──幹部達はただ眼めを逸そらした。

「──霧塚」

　南なん郷ごうが呻うめいた。

「やはり榊さかき女史の娘だな、君も──」

　疲れたように、強く目め頭がしらを押さえる。

「榊女史も、まったく同じことを言った。その直後に、真砂まさごやフローラ達の脱だつ走そうだ。お前達は、確かに〝遊び〟のつもりではないのだろう。だが、われわれからすれば──その行動は、児じ戯ぎにも等しい。あまりに不確かで無む謀ぼう、かつ危険だ」

「わからずや！」

　ファウナが声を荒げた。

「真砂達のこと、信用できないの？　真砂は、南郷さんが育てたも同然なんでしょ？　だったら、きっと上手うまくやるって──」

「事はそう単純じゃない！」

　南郷が、テーブルを拳こぶしで叩たたいた。ぴりぴりとした空気が、会議室を満たす。

「──お前達は、真砂のことを──あいつの、怖さを、知らんから……」

　忌いま々いましげに呟つぶやいた南郷の眼が、ふと、大きく見開かれた。

　霧塚とファウナの背後で、会議室の重い扉とびらが開いた。

　二人は揃そろって振り返る。そこには、頭を剃そった僧そう衣いの少年と──やはり禿とく頭とうの、僧衣を着た老人がいた。背は少年よりも低く、やや小太りながら、その体は筋肉質でもある。

　そんないかつい体つきのわりに、表情は優やさしげで、振り返った霧塚とファウナの双そう方ほうに、にこにこと笑いかけていた。口がやたらと大きいが、表情には愛あい嬌きようがある。

「あれ……法のり章あき⁉　うわあ、久しぶり！」

　霧塚の脇わきから、ファウナが飛び出した。僧衣の少年にいきなり抱きつき、猫のように甘あまえはじめる。

　少年は慌あわてず騒がず、ファウナの頭を子供扱いに撫なでた。娘のように優しい顔立ちで、体の線も細いが、目の色には老ろう成せいした雰囲気が目立つ。

「ファウナ、再会の挨あい拶さつは、後にいたしましょう」

　法のり章あきと呼ばれた少年は、顔と体型に似合う涼すずやかな声を張った。老人の方はただ無言で、会議室の面々に会え釈しやくを送っている。

　その人物が何者なのか、霧きり塚づかにはわからなかった。

　少年の僧そうが、じゃれつくファウナをそのままにして、直立不動に合がつ掌しようの姿勢を取った。

「皆様──ただいま、あのカーマイン様から、御おん大たいに直接の連絡がございました。甲こう院いん薫かおるを、カーマイン派にて引き取ったとのことです」

　その言葉に、会議室がどよめいた。南なん郷ごうも絶句の体ていで、ただ呆ぼう然ぜんと不意の来訪者を見つめる。

　霧塚にとって、それは目新しい情報ではなかった。しかし、その情報が〝カーマイン〟本人からもたらされたということには、やや驚きを禁じえない。

　法章はさらに報告を続ける。

「残念なことに、引渡しの要よう請せいには、応じないとのことですが──放っておくわけにもいかぬと、御大が自ら、すぐにもカーマイン様の元へ交渉に出向かれるとご決断されました。よろしいでしょうか？」

「なっ──」

　南郷が声を詰まらせた。

　真ま名な井いグループの長、真名井秀ひで世よが席を立ち、老僧の元へと小走りに寄った。

「け、謙けんさん、そりゃ……向こうへ行くって、そんな気軽に行けるような場所じゃないだろう、カーマインの城は」

　老僧はにこにこと頷うなずき、しかし頑かたくなな意思を示すように、法章へと目め配くばせした。

「私もお止めいたしましたが、御大の決意は固いご様子です。そしてこの機に、どうしてもカーマイン卿きようとお会いしたいそうで──緊急会談という形になるかと思います」

「しかし、何の準備も……」

「必要ない、と仰おおせです。カーマイン様に害意はないと……」

　真名井秀世は、低く唸うなった。

「──まぁ、謙さんがそういうんでしたら、ここに反対できる者もいないが……せめて護衛は必要だろう。南郷さん、ここは──」

「もちろんです、私がお供を致します」

　南郷司つかさは、背広の襟えり元もとを直しながら席を立った。

　──二人の幹部のその立たち居い振ふる舞まいに、霧塚はある連想をして立ち竦すくんでいた。南郷司と真名井秀世がこうまで顔を立て、しかも、会議室の面々が一いち様ように威い儀ぎを正す存在──

　該がい当とうする人物は、一人しか思いつかない。

　老僧は、懐ふところからメモ用紙の束と、細い筆ペンを取り出した。

　メモ用紙に、さらさらと文字を書きつける。

〝そこのお嬢さん方も、御ご一いつ緒しよに〟

　流れるような達筆で、そう綴つづられていた。老ろう僧そうの視線は、霧きり塚づかとファウナを交互に見ている。

「彼女達も？　しかし──」

　渋しぶる南なん郷ごうに、老僧はただ、笑みを向けた。柔やわらかい笑みだったが、仏か菩ぼ薩さつを前にした時に人が感じるような、奇妙に優やさしい威い圧あつを放っている。

　南郷が、迷いながらも頷うなずいた。

「──わかりました。霧塚、ファウナ。我々に付き合え」

　ファウナはきょとんとして、法のり章あきに抱きついたまま、傍かたわらの老僧を指差した。

「別に、それはいいけど……このお爺じいちゃん、だれよ？」

　その無礼な態度に、霧塚は息を詰めた。もし霧塚の予想が当たっていれば、下手へたな無礼を働けば、とんでもないことになりかねない。

　しかし法章は苦笑を返し、指で差された当の老人もまた、その顔に微笑を崩さなかった。

　法章が、老僧へと頭を下げる。

「ファウナも、会ったことはあるはずなのですが──ずいぶんと昔のことでしょうから、忘れてしまったのかもしれません」

　老僧は頷き、メモ用紙にまた、文字を記しはじめた。

　霧塚は震えていた。数瞬前に、南郷達を相手に啖たん呵かをきったことが噓うそのように、その膝ひざががくがくと震えだす。

　ファウナの見守る前で、老僧はメモに筆記を終え、その一枚を彼女に向けて差し出した。

〝山やま之の内うちと申します。よしなに〟

　メモに踊った流りゆう麗れいな文字は、霧塚の予想をそのまま裏付けていた。
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　ネイ＝プレヴェールには、人の感情が色彩となって見える。

　体の周囲に、ぼんやりと──湯気のように立ち上るそれらの色は、人によって微妙に異なっていた。感情の起き伏ふくに乏とぼしい者は薄く、激しい者は濃く発色されるが、顔や言葉の印象と、実際の感情の色には隔へだたりが大きいことも珍しくない。

　これまでに、彼女は幾いく多たの人々の感情を、否いや応おうなく見せつけられてきた。

　綺き麗れいな色、汚い色、安らぐ色、不安な色──多くの人間の感情は、時間の経過によって揺れ動く。ただ、発色の傾向はあまり変わらない。その傾向がつまり、〝性格〟ということになる。

　見たくもないそれらの色を、ネイは眼めを開けて人と接する限り、常に見なければならなかった。それが嫌さに、サングラスをかけた時期もあったが、今はもう慣れている。どんな醜みにくい感情の色も、またどんなに綺麗な感情の色も、ネイにとっては他人ひと事ごとのケースがほとんどで、なればこそ、あまり干渉もしなかった。

　一目見れば──その人物がどういう状況にあり、人の言葉を聞ける状態か否いなかも判別できる。

　しかし今日、久々に、彼女はその判別を見み誤あやまった。正確には、〝乾いぬい真ま砂さご〟が、その判別を覆くつがえした。

　真砂の手を取ってどうにか立った籤くじ方かたは、体が衰弱していたのか、はじめはまともに歩くことも覚おぼ束つかなかった。

　腹が空すいているせいと察したネイは、隣の自室へと籤方を移動させ、軽い食事を摂とらせることにした。甲こう院いんの宿る刀に解放されてから、彼はまともな食事を口にしていなかったらしい。籤方が落ち着き次し第だい、彼からは〝甲院〟に関する情報を聞きだす予定だった。

　ネイの部屋に据すえつけられた狭せまいキッチンでは、白はくとフローラの二人が、籤方のためにサンドイッチをつくっていた。出来あがるそばから、籤方がそれをたちまちに嚥えん下かしていく。フローラと白は呆あきれて苦笑しつつ、青年の餌えさを作るのに忙いそがしい。

　桂けいはといえば、真砂達ともフローラ達とも離れた隅すみに座り、その目をじっと閉じていた。

　ネイは、サンドイッチを口に運ぶ籤方を横目に見ながら、真砂の脇わきへとすり寄った。

　真砂は軽く一いち瞥べつしたのみで、特に反応はしない。その耳元へ、小声で囁ささやきかける。

「真砂って……すごいねぇ」

　真砂が、軽く眼めをしばたたかせた。

「なにが？」

　その予想通りの反応に、ネイはくすりと笑みをこぼす。

「私さ。あの籤方って子、絶対、しばらくはあのまんまだって思ってた。あそこまで沈んだ色、珍しいもん。あの子の色を動かすなんて……すごいと思う」

　真砂は眉まゆをひそめ、困ったような顔をした。

「……それはでも、籤方の性格が尋じん常じようじゃなく素直だったからだよ。ぼくは、別に──ただ」

「ただ？」

「──あいつが、実験室の子供だって聞いてたから。だったら、ほっとけないだろ」

「ふぅん。それだけ？」

　ネイは、やや笑いを含んだ声で問いかけた。真砂はそれ以上、何も言おうとはしない。

　他ほかの誰だれにも聞かれぬよう、ネイは真砂の耳に口をつけて囁いた。

「……悔くやしかったんでしょ？」

　その問いに、真砂はわずかに顔を背そむけた。

「……色、見えたのか？」

　低い声で問う。ネイはくすくすと笑った。

「ばっちり。でもね、それだけじゃない。表情にもでてるんだよね、真砂って」

　懐なつかしさを込めて、ネイは真砂まさごの頰ほおを指先で突ついた。真砂は嫌がり、ネイを軽く睨にらんだ。

「怒んないの。あんたのそういうとこ、私は嫌いじゃないんだから。むしろ──ほんとに全然変わってなくて、ほっとしたくらい」

　ネイは酔よっ払ばらいの手つきで、真砂の肩を抱いた。

「……まぁ、みんなそんなに、変わってないみたいだけどさ。真砂は特に、かな？　真砂はさ。あの籤くじ方かたって子が、甲こう院いんなんかのせいで、あんな性格にされちゃったのが悔くやしかったんでしょ？　だから、なんとかしたかったんだよね」

　真砂は応こたえなかった。顔を背そむけて、サンドイッチを頰張る籤方を見つめている。

「あれ？　違うの？」

　ネイは意外に思って問いかける。

「似ているけど、少し、違うかもしれない」

　真砂は低く呟つぶやいた。ネイは首を傾かしげて、その先の言葉を待つ。

「あいつがあのまま立ち直れなかったら……甲院や座ざ王おうに、負けたことになるような気がした。籤方をあんな風にしたのがあいつらなら、あいつらの思い通りになんか、絶対させない」

　真砂が低く、押し殺した声で呟いた。

「ぷっ……」

　ネイは、ついつい吹き出した。笑い声はやがて高くなる。

「あは、あははっ！　──あんた、最っ高。やっぱ変わってないわ、全っ然」

　酔った口調で呟き、ネイは真砂の背を掌てのひらで何度も叩たたいた。真砂の発色──その性格が変わっていないことが、妙に嬉うれしかった。しっかりと個をもった大人おとなのように見えても、どこかが子供っぽい。存外に気き性しようが激しく、しかし見ていてすがすがしい。

　ネイは真砂の背を叩きながら、そんな彼の発色に見み惚ほれていた。

　そんな思いを知らない真砂は、大おお仰ぎように顔をしかめる。

「おい、痛いって！　──なんだよ、急に？」

「まぁまぁ、吞のみなって、ほら」

　傍かたわらの酒さか瓶びんを、ネイは真砂に押しつけた。

「いらない。未成年だし──それ以前に、これから暴あばれるかもしれないってのに、酒なんか吞めるか」

「あぁ、それもそっか。不便ねぇ、あんたら」

「──不便なのは、それが手放せないお前の方だと思うけどな」

　呆あきれた口調で言う真砂に、ネイは微笑を返した。体質的に酒の欠かせないネイは、しかし体質のことを抜きにしても、純粋に酒の味が好きだった。ほとんど酔わず、またいくらでも吞めることは、不便というよりは逆に有り難いとさえ思う。カーマインのところにいれば、酒代に困ることもない。

「そんなことより……ネイ、一つ、頼みがある」

　ネイには視線を向けず、真砂まさごが低く呟つぶやいた。

「絵なら描かないよぉ」

　先手を打って、ネイは答える。真砂は驚いたように顔を向けた。

「だから、わかりやすいんだってば、真砂は。絵は描かない。どうなるか、わかったもんじゃないもの」

　ネイは努つとめて軽い声を出した。単純な彼の思し考こうなど、ネイには考えるまでもなく理解できた。

　真砂の願たのみ──それは、ネイに彼の絵を描かせ、その潜せん在ざい能力を引き出すことだった。

　実験室の子供だったネイだけが持つその力は、しかし取り立てて人の口にのぼるほど便利なものではない。描かれる側の資質と、ネイとの相あい性しようがものを言うために、まったく効果のない相手がほとんどで、しかも効果があればあったで、後日に例外なく反動が来る。

　肉体面の潜在能力を引き出せば、良くて筋肉痛、悪くて体の崩ほう壊かい──

　精神面の潜在能力を引き出せば、良くて精神的疲労、悪くて廃はい人じん──

　その加か減げんは効かない。

　極端に悪い方の例は一例ずつしかないが、ネイとしては、真砂を殺してしまうかもしれない危険な橋を、あえて渡るつもりはなかった。

　ネイは真砂の頭を軽く小こ突づいた。

「反動がいつ来るかもわからないのに、描けるはずないでしょ？　一週間くらい後のこともあれば、一時間後なんてこともあるし。最悪の場合、由ゆ姫きを助けるどころか、肝かん心じんの真砂が足手まといになる。だいたいね、あんたは〝神しん群ぐんの組織〟を直接、その身に宿しているのよ？　そんなのの〝潜在能力〟なんて引き出したら、どんなことになるか……あんたのことはともかく、私、由姫には怒られたくないもん」

　ネイは酔よった薄笑いとともに呟いた。

　真砂は眼めを逸そらし、小さく頷うなずく。その表情にはしかし、まだ張り詰めたものがあった。

「……だよな。だけどさ、ネイ。あの座ざ王おうには……そうでもしないと、勝てないかもしれない」

　ネイは──真砂の頭を、勢いよく拳こぶしで殴なぐった。やや鈍にぶい音に反応して、桂けいが薄うす眼めを開けたが、またすぐに閉じる。

　真砂は眼を白黒させていた。

「……てっ！　な、なんだよ？」

「馬ば鹿かか、あんたは。あの爺じじいに勝つ必要なんて、どこにあんのよ？」

「え……えぇ？」

　真砂は不ふ審しんな顔で、眼をしばたたかせる。その顔は、ネイの眼には存外に幼く見えた。

「いーい？　ボクシングの世界王者と、チェスの世界王者。強いのはどっち？」

　真砂は──答えなかった。ネイはその頭を、もう一度軽く小突いた。

「よく考えな。どっちよ？」

「そ、そりゃ──」

「ボクシングの勝負なら、ボクシングの世界王者が勝つ。チェスの勝負なら、チェスの世界王者が勝つ。ジャンケンやにらめっこなら、どっちが勝つかわからない。でもって、吞のみ比べなら私が勝つ──違う？」

「……違わない」

　頷うなずく真砂まさごの頭を、ネイは子供扱いに撫なでた。真砂は憮ぶ然ぜんとしている。

「相手の土ど俵ひようで戦う義理なんてないでしょ？　正面からぶつからない戦い方だってあるし、こっちには私やフローラ、白はく、桂けい、合わせて五人もいる。籤くじ方かたもいれれば六人ね。その上、用があるのはあの護衛の爺じいさんじゃなくて、由ゆ姫き──甲こう院いんだけ。寝る時まで一いつ緒しよに寝てるわけじゃなし、この城の中にいる限り、隙すきは絶対にあるんだから。

　いい？　真砂。あんたの今までの戦い方は、その爪つめの〝力任せ〟だったかもしれない。でも、由姫を助けたいんなら──」

　ネイは指先で、自らのこめかみを軽く叩たたいた。

「少しは頭も使わないとね。せっかくカーマイン派の内情に詳くわしい私や、座ざ王おう達のことを知っているはずの籤方もいるんだから。焦あせってあんまり独ひとりで抱かかえ込こまないで、私らにもっと頼りなさい！」

　そう告げて、ネイは黒こく衣いに包まれた胸を叩いた。

　真砂は一瞬、虚きよを突かれたような顔をして──しばらくして、頷うなずいた。その表情が少しずつ和やわらいでいく。

「ん。わかればよし」

　ネイは、くしゃくしゃと、細い指で真砂の頭を撫で回した。

　──彼は本当に、変わっていなかった。一人ででも、何かを成なし遂とげようとする強い意志がある。

　ネイの眼めにそれは微笑ほほえましく、また心強くも映ったが、今の彼の周りには、自分達がいた。頼りないのは承しよう知ちで、でも少しは、頼って欲しいとも思う。どちらかが一方に依い存ぞんするのではなく、互いに助け合うことができれば、その戦力は層そう倍ばいにもなるはずだった。

　ネイは真砂の頭を撫でながら、そのまま頭を抱えるようにして、耳元に唇を寄せた。

「で……籤方のことは、どうすんの？」

　周りの誰だれにも聞こえないよう、声をひそめた。聴覚の鋭するどい根ね黒ぐろには聞こえているだろうが、籤方にさえ聞こえなければ問題はない。

「──あいつは敵にまわるかもな。ひょっとしたら」

　真砂もまた、低く声を押し殺して呟つぶやいた。

「それでいいわけ？」

「由ゆ姫きさえ無事なら、ぼくは別に──本ほん音ねを言えばさ、あいつが甲こう院いんに支配されることを望んでいたとしても、そんなのはやめさせたい。だけど、ぼく達が無理に止めたら、あいつはきっと、ぼく達に〝従う〟ことに慣れるような気がする。それじゃ、あいつにとって、支配者が甲院からぼく達に変わるだけだ。どんな結果が出るにしても、あいつに選ばせないと意味がない」

「──厳きびしいなぁ、真砂まさごは」

　ネイは笑った。

　真砂の心にまだ迷いがあることは、その感情の色から推おして知れた。下手へたをすれば、甲院に籤くじ方かたを押しつけて由姫を救い出すという、いわば利用する形にもなりかねない。

　そしてそうなれば、真実がどうあれ、真砂は甲院を見逃したという点で、山やま之の内うち派内部での立場をさらに悪くする。

　どこか心のずれた籤方に、あえて決断を強しいる厳しさと──自分の立場をその次に置く、自分への厳しさ。どちらが欠けても独どく善ぜんになる。その上、得られる結果が最良のものになる確率は極めて低い。

　優先順位の一番を由姫に据すえる点以外では、真砂の迷いはまだ晴れていないはずだった。だがネイにしてみれば、真砂のその決断は、彼らしいとも思う。

　真砂は、首を横に振った。

「別に厳しかない。それに──ぼくは、籤方と真しん女めの関係が支配者と奴ど隷れいみたいに思ってたけど、籤方にとっては、あの刀はひょっとしたら唯ゆい一いつの〝仲間〟なのかもしれない。だったら──決断は、籤方に任せるしかない」

　ある対象が、当人にとってどれほど大事なものか──それは、当人にしかわからない。

　ネイは微笑ほほえんだ。〝仲間〟を第一に思う真砂ならではの結論だと思った。

「……ま、何がどう転ころぶかなんてわかんないしね。やるだけやってみよう？」

「あぁ」

　真砂が小さく頷うなずき、

「籤方、ちょっといいか」

　籤方の背に声をかけた。

　サンドイッチの軽食を摂とり終えた籤方は、白はくの淹いれた茶を飲んでいた。湯ゆ吞のみを両手で持ったまま、籤方は真砂の呼ぶ声に振り返る。

「はい？　なんですか」

　やや怯おびえた表情で、籤方は真砂の傍そばへ小走りに歩いてきた。真砂に対して怯えているわけではない。相あい棒ぼうの〝刀〟が、傍にないことが不安らしい。

「真砂も、なんか食べる？」

　キッチンのフローラが声をよこした。ネイの部屋のキッチンだが、見事に使いこなしている。

「いや、いらない。それより、籤くじ方かた──真しん女めのことを聞きたい。話してくれるか？」

「は、はい」

　籤方は頷うなずいた。

「まず最初に聞くけど──あの刀は、手に持っただけでその身を乗っ取られるのか？」

　真砂まさごが刀を奪い取った瞬間に、その真砂が身を乗っ取られては意味がない。このことは、確認しておかなければいけない事項だった。

　真砂が問うと、籤方は首を傾かしげた。

「え、えっと……真女は、そんな乱暴なことしません。あの、俺おれ、あいつとは長い付き合いでしたけど──ちょっと前に、しばらく体、貸してくれって言われて──それで、あの、長い付き合いだったし、別にいいかな、って……」

　たどたどしい声で、籤方はそう語った。

　キッチンから戻った白はくが、その背後から問いかける。

「体を貸したときは、どのような感じだった？」

「どんな、って──うまく言えませんけど、はじめて、真女が、まともに話してくれたから、俺、嬉うれしくて──それまで、あいつが生きてることは知ってたけど、やっと目を覚ました感じで──体を貸して欲しいって言ったから、俺、そのまま貸しました」

　ネイは、真砂と顔を見合わせた。

「つまり──契けい約やくね。必ず同意が必要とは限らないけれど、問答無用に乗っ取るような真似まねはできないんじゃない？　最初は、体の持ち主の了りよう承しようがいるんじゃ──ないかな？」

　あまり事情に詳くわしくないネイだが、その程度の予想はついた。真砂も頷く。

「そう考えた方が辻つじ褄つまが合う。ぼくがヴィヨンにやられた時──甲こう院いんの奴やつ、由ゆ姫きに、〝ぼくを助ける代わりに言うことを聞け〟って、脅おどしてた。もし問答無用で乗っ取れるなら、ぼくを殺してから、由姫に無む理り矢や理り、刀を握らせてもよかったはずだ」

「ふむ。ありそうな話だ」

　白が頷き、細い顎あごに指を添そえた。

「それから籤方、真女に体を貸している間、お前の意識はあったのか？」

「あ──は、はい。たぶん。なんか、夢を見てるみたいな感じもしてましたし、体は動かせませんでしたけど、ときどき、外の景色が見えてました。その──」

　籤方は、言い淀よどむ。

「──真砂さんが死にかけてたところも、見えてました。なんでこの人──動いてるんだろうって、思いました」

　フローラと白が、わずかに息を吞のんだ。部屋の隅で、桂けいが眼めを開ける。

　この場で、真砂の死にかけた瞬間を知るのは籤方だけだった。

「──そこで何があったか……わかるか？」

　真砂まさごが問う。意識を失っていた彼に、その記憶はない。

「あ──い、いえ。お、俺おれ、そこで、真しん女めに、〝もういい〟って、捨てられちゃって……振られて、それで……後は……気づいたら、真女が、あの子に取られてました」

　籤くじ方かたが言う〝あの子〟とは、碑ひ文もん谷や由ゆ姫きのことだった。

「返して欲しかったけど、仙せん崎ざきさんや座ざ王おうさんが、引っ込んでろって──俺、だから」

「おとなしく泣いてたわけね」

　ネイは薄く笑い、酒さか瓶びんから一と口、その中身を呷あおった。

「でもまぁ、これでだいたいわかったわ。この子がこうして無事ってことは、由姫も刀から離れれば、元通りになるのよね？」

　話しながらネイは安あん堵どした。それがもっとも気になっていたことでもある。せっかく助け出せても、後こう遺い症しようなどが残るようでは、由姫が不ふ憫びんだった。

「うむ。それと、仮かりに真砂や桂けいが無む理り矢や理りに刀を奪い取っても、その身が瞬しゆん時じに乗っ取られるということはなさそうだ。あとは、向こうの隙すきを窺うかがえばいいか」

　結論づけるように白はくが言った。

　真砂も頷うなずきながら、ネイへと向き直る。

「で、肝かん心じんの由姫が今、どこにいるか──ネイは知っているのか？」

「あぁ、うん。今は一応、別の棟むねにある客間が、甲こう院いん派の連中に割り振られてるよ。甲院がいるのは、広間とかじゃなければ、その一室のどこかね。監かん視しカメラとかは多いけど、人的な警備はそんなに厳重でもない。だけど……ちょっときな臭いかな」

　ネイが呟つぶやくと、その視界で、籤方と桂を除く三人の色がわずかに揺らいだ。

「カーマイン卿きようが甲院をここに招いたのは、実はガムナ教団の連中が強く主張したせいもあるの。あいつらが、ただ甲院が困ってるからって、それを助けるために呼んだとは思えない。なんか──企たくらんでいると思う」

　真砂達を不安に思わせてしまうのを承しよう知ちで、ネイはそのことを告げた。

　確信はない。しかし──どうしても、気に食わない。

　ガムナ教団の司し祭さい、シューウェンという娘は、人にそつなく応対するが、その感情の色を読む限り、とても信用できる相手ではなかった。人を人とも思わぬ独どく善ぜん的てきな印象が強く、また──あまり色を読ませぬためか、ネイの前ではフードを被かぶり、その顔さえ見せないことが多い。

　人の感情の色は、肌はだの部分から立ちのぼって見える。顔の露ろ出しゆつもなければ、当然、その色は判別し難い。

　シューウェンのその振る舞いは、神しん群ぐんとその異い能のうへの、理解の深さをあらわしてもいた。ネイのようにマイナーな異能者の力についてまで知っていると思おぼしき彼女が、理由や狙ねらいもなく、甲院を受け入れるとは思えない。

「ガムナ……教団？」

　真砂まさごが目元を険けわしくした。

「待てよ。そいつらって、あの──」

　ネイは嫌気まじりに頷うなずく。

　ガムナ教団の悪名は、キャラバンでもよく知られていた。

　神しん群ぐん〝光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエル〟を神と崇あがめた彼らは、時代遅おくれにも、自分達こそが世界の中心になろうと画かく策さくした。そしてそのために、キャラバンとははじめから敵対し、結局は敗れ去っている。

　一般人をも巻き込んで戦いを重ねた彼らの行動は、キャラバンの内部でも、若じやつ干かんの怒りと多分の嘲あざけりをもって、未いまだに語り草となっていた。〝ガムナ教団じゃあるまいし、そんな時代錯さく誤ごな──〟とは、幹部達がよく使う修しゆう辞じ法ほうの一つでもある。

「そう、例の壊かい滅めつしたはずの宗教団体よ。でも、完全に壊滅したわけじゃなくて、核になる連中はずっと地下に潜もぐってたの。で、一年──ううん、二年くらい前かな？　司し祭さいや上層部が代替わりして、今はカーマイン派に庇ひ護ごされてる。それこそ──今回の甲こう院いん派みたいに、ね」

「そいつらが、甲院を呼んだって？」

　真砂の声に、ネイは不ふ審しんの響きを感じた。それは無む理りもないことで、ネイ自身、彼らの動きは摑つかみかねている。地下で何かをしていることは察せられたが、具体的なことはよくわからない。

「なに考えてるのかはわかんないけど……少なくとも、いい事は考えてないと思う。司祭はシューウェンて女の子。知ってる？　電でん撃げきを操あやつるネムエルの異い能のう者しや──」

「──光に向かう獣、か」

　部屋の隅すみから、それまで押し黙っていた桂けいが呟つぶやきを漏もらした。

「桂は闘たたかったことがあるのか？」

　真砂が問うと、桂は小さく頷いた。

「奴やつらは体の中に蓄ちく電でん池ちを持つ。そこに溜ためた電気を放出して戦う連中だ。不意を打てれば雑魚ざこだが、距離を置かれると闘やりにくい」

　ネイは微笑ほほえんだ。

「へぇ、詳くわしいのね。特に、コンセントの近くに陣じん取どられるとすごく厄やつ介かいなの。そこから電力を供給して戦えるから。口の悪い連中は──」

「〝電化製品〟、だったか？」

　ネイの言葉を引き取ったのは、白はくだった。

「ネムエルの異能者──それはそのまま、主にガムナ教団の関係者か、その親族ということになるが、奴らの蔑べつ称しようだ。ネムエルの異能者はまさに〝電化製品〟みたいなものでな。体を動かすのにも、体内にある特殊な蓄電器官の電力を必要とするらしい。その電力が完全に絶えると、充電するまで、ほとんど動くこともままならなくなるそうだ」

「また極端な──充電て、家庭用電源にコンセントかなんか差すの？」

　フローラが眉まゆをひそめて問う。

「そうらしい。私も見たことはないがな。常じよう人じんにとって水と食物が欠かせないように、奴やつらには電力が欠かせないと聞く。ネイに酒が欠かせないのと同様、異い能のうの代だい償しようとして得た副作用の一種なのだろうな」

　ぶっきらぼうに頷うなずいた白はくが、ネイに意い味み深しんな視線を送ってきた。

　ネイには、彼女の考えていることがわかった。感情の色を読んだわけではない。一行の中で、彼女はもっとも博はく識しきで、頭の回転も速かった。その彼女なら、ネイの感じている不安に気づいてもおかしくない。

　ガムナ教団が、何故、甲こう院いんを──由ゆ姫きを呼んだのか。

　その〝使い道〟について、彼らには彼らの考えがあると見て間違いない。

　ガムナ教団もまた、神しん群ぐんの〝利用〟に関して、危険な思想を持つ一派だった。そして──ネイの聞く限り、甲院の持つ異能は、神群と意思を疎そ通つうさせる質のものらしい。

　何をする気かは知れない。しかし、何をしたいかは想像がつく。

　しかし、ネイはもちろん白も、この場では何も言わなかった。下手へたなことを言って真砂まさごを刺激すれば、彼はまた無む茶ちやをしかねない。ネイから見れば、そもそもカーマイン派の城まで潜もぐり込んできたこと自体が無茶なのだが、彼女自身、あまり人のことを言える立場でもなかった。

　白はこのことに関しては口を閉ざし、代わりに別のことを言った。

「まぁ──焦あせっても仕方ない。まずは数日をかけてでも甲院の居場所を確認し、彼女が座ざ王おうや仙せん崎ざきから離れる瞬間を探ろう。しばらくはネイの部屋を拠きよ点てんにして、奴らに発はつ覚かくしないよう、情報の収集に──」

　白は途中で、言葉を切った。胸元に手を突っ込み、そこから小さなペンダントを引き出す。

　ヘッドの部分には、レテイスマの異能者が扱う通信球が揺れていた。

　淡い光を宿らせたそれを、白は掌てのひらに乗せる。

『け、桂けいくんか真砂くん、いない？　はやく、返事してよぉ……』

　球から漏もれ聞こえたのは、日本に置いてきた霧きり塚づか雅みやびの声だった。今にも泣きそうな幼い声に、真砂と白が顔を見合わせる。

「聞こえている。なんだ」

　最初に返事をしたのは桂だった。

『あ、け、桂くん⁉　よかった、つながったぁ！　国際電話でもだいじょぶなんだね、これって』

「電話とは仕組みが違う。そんなことより、どうした？」

　桂は冷さめた声で問う。その実、ネイは彼の言葉に、微妙な響きを感じていた。その感情の色に、彼にしては珍しい、ほんのわずかな揺らめきが見える。

『あ、そうそう。大変なの！　カーマイン派から山やま之の内うち派に、〝甲こう院いんを引き取った〟って連絡がきて──山之内さん本人が、引き取り交渉ですぐそっちに向かうことになって、今もう、飛行機の中なんだけど──』

　霧きり塚づかのもたらした情報を聞くや、真砂まさごの肩がぴくりと動いた。

『それで、私と榊さかき先生達も一いつ緒しよに……あ、ご、ごめん。人が来たから切るね』

　通信球の淡い光は続いていたが、霧塚の声はそこで途と切ぎれた。

　ネイは、険けわしい真砂の顔を窺うかがった。

「──時間制限が、できたか」

　真砂は独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

　ネイも思いは同じだった。山之内派が、その主あるじ自ら、この城にまで甲院を引き取りに来る──それは真砂達にとって、朗ろう報ほうとは言い難い。

　仮かりにカーマインが引き渡しを拒きよ絶ぜつしても、山之内派が引き下がるとも思えない。

　その場で強きよう硬こう手段には出ずとも、そうなれば甲院に対するカーマイン派の警護が厳きびしくなる。

　また、カーマイン派が引き渡しに応じるようなら──

　事態は、さらにややこしくなる。甲院がおとなしく投とう降こうすれば、山之内派も強しいて由ゆ姫きを殺さず、その身から刀だけを遠ざけるはずだった。だが、あの甲院がおとなしく投降する可能性はまずあり得ない。彼らにとって、その行動は死に等しい。

　もし甲院派が抵てい抗こうし、乱戦にでもなれば、由姫の身はそれこそ危険にさらされる。そして、その確率は決して低くはない。

　ネイはその時、真砂が決意する色を見た。

　山之内派が到着する前に、何がなんでも、由姫の身を保護する──

　無言のその思いは、すぐに他の面々にも伝でん播ぱした。籤くじ方かた一人が蚊帳かやの外だが、彼が理解できるように事情を説明するのは難しい。

　山之内派が到着するまで、残された時は一日か二日ほどしかないはずだった。とてもではないが、吞のん気きに甲院の動向を探る暇ひまはない。

　白はくが口を開いた。

「では──とり急ぎ、城の中を探す必要があるか。別べつ棟むねといったが？」

　ネイは頷うなずいた。カーマインの城は極端に広い。外観は古城だが、周囲にいくつもの屋敷が増築されており、さらには地下にも設備が多かった。

　甲院達がいるのは、ネイの部屋がある棟とは別の建物である。

「うん。向こう側の──だけど、どうやって移動しようか。とにかく下に降りないことには──それに、階段にも監かん視しカメラがあるし」

「じゃ、床ゆかを抜こう」

　真砂まさごが事も無げに言った。ネイは微かすかに頰ほおを引きつらせる。

　彼ら──特に真砂が、人に決められた道をおとなしく進むような性格でないことは知っていた。彼は自ら、その道を作ろうとするタイプである。だからこそ、監かん視しカメラを避けて小こ刻きざみに廊ろう下かを行くより、もっと単純に、かつ、彼だからこそできる方法を提案していた。

　しかし、そのやり方はいかにも荒っぽい。

　ネイは首を横に振って、真砂の提案を拒きよ絶ぜつした。

「簡単に言うけどさ。この下の部屋に誰だれもいないって保障、ないのよ？」

　白はくが頷うなずいた。

「それはそうだ。では、空はどうだ？」

「空？」

　ネイは眉まゆをひそめる。白にしては、妙な冗じよう談だんを言うと思った。

「飛べるわけじゃなし──」

「飛べるとしたら？　今こ宵よいは月もない。素早く動けば、見つかる確率は低いだろう」

　白の額についた青い石が、鈍にぶい光を宿していた。ネイはいぶかしく思って、その光を見つめる。

「飛ぶって……んー……？　あのさ、白──今、言うことでもないけど、なんかそれ、昔より色が濃こくなってない？」

「あぁ。少し下がっていろ、私の友人達を出す」

「え？」

　ネイの見守る前で、白の額から、不意に何かが顔を覗のぞかせた。

　とぷん、と、粘ねばり気けのある水すい滴てきが落ちるような音を伴い、やたらと大きな目玉を持つ魚が姿を見せる。

　熱帯魚に似た薄い体は、全体に白っぽく、鱗うろこも持ってはいない。左右に大きく張り出した水晶の目玉には、部屋の景色がそのまま映りこんでいた。

　呆あつ気けに取られつつ、ネイは出てきたそれと視線を合わした。サイズは、白の頭よりも明らかに大きい。そんな奇き態たいの魚が、白の額から溢あふれるように、五匹も続けざまに抜け出てきた。

　ネイは驚きのため、声も出せない。

「なかなか可愛かわいいものだろう？　龍りゆう舌ぜつ魚うおという。レティスマの眷けん属ぞくのような奴やつららしい。私と視覚をつなげられ、思い通りに動かせるから、この子らに乗って、甲こう院いんのいる棟むねまで上から近づこう。ついでに甲院の姿も探せれば、言うことはないな」

　白は中空を漂う魚達を、愛いとしげに撫なでながら呟つぶやいた。ネイも恐おそる恐おそる、指を伸ばす。ふよふよと柔やわらかいその肌はだは、ビロードのような手て触ざわりだった。

「ちょ……白、あんた、頭ん中に、こんな連中を飼かってるの？」

　ネイは、やっとの思いで声を絞り出す。他の面々は承しよう知ちのことらしく、驚いている気配はない。

　白はくは頷うなずいた。

「まぁな。だが、〝私の頭の中〟にいるのかどうかはわからん。共にあることは確かだが、彼らと私は、この額の石を通じてつながっている。まぁ──私にとっては、可愛かわいい連中だ」

　事も無げに言って、白は部屋の窓から、五匹の龍りゆう舌ぜつ魚うおを放した。

「……可愛い、かなぁ？」

　ネイが呟つぶやくと、傍かたわらでフローラも苦笑した。

「可愛いらしいよ、白にとっては。ね？」

「うむ。造形的にも美しいし、なにより──私のことを慕したってくれるからな。可愛くもなる」

　ネイは低く唸うなった。他人のペットに対して、とやかく言うつもりはないが──ガラスのような感情を感じさせない目玉を持った魚は、可愛いというよりは不気味に見えた。ただ、白の言うとおり、造形的には美しく整ったラインを持ってはいる。

　鰓えらなどはまるで──刃やいばのような。

「まぁ……いいか。で──まさか、あの五匹に乗って行く気なわけ？」

「いや、今放ったのは、周囲の様子を探らせつつ、そのまま甲こう院いんの姿を探させる先せん遣けん隊たいのようなものだ。一匹で人一人を運ぶのは難しいが、一人あたり、四匹ほどで運べるだろう」

　答えた白の額から、さらに連続して魚達が出てきた。人の頭ほどもある大きな魚が、小さな石から次々に沸わいて出る。

「えぇぇぇー……」

　ネイは言葉を失い、ただその光景を見つめた。三十匹近い魚の群れが、たちまちに白を囲んで壁をつくった。

「龍舌魚達は私が操あやつるから、せいぜい落ちぬように気をつけてくれ。命いのち綱づなのようなものがあればよかったが──まぁ、落ちたら落ちたで、できるだけ拾い上げる」

「白ぅ──あんた、これ、何匹飼かってるわけ？」

　ネイは息を吞のみながら問う。出で目め金きんに似た眼めを持つ巨大な魚達は、まとめて見ると妙な愛あい嬌きようがあった。

　額についた青い石──操そう神しん珠じゆを、白はこんこんと指先で叩たたいた。

「さて、何匹いるかな。千や二千はいるかも知れん。あるいはもっとか」

　フローラと真砂まさごが苦笑していた。

　そのあまりにあっけらかんとした答えに、ネイはただただ、頰ほおを引きつらせた。
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　霧きりに包まれた城の一いち隅ぐうで、その主あるじたる男は、ワイングラスを傾けていた。

　顔の正面に捧ささげた真っ赤な液体を、眼めで慈いつくしみ、しばらくグラスを回し続ける。

　豪ごう奢しやなシャンデリアの明かりの下、血の色を湛たたえた液体は、カーマインの眼に優やさしかった。

　そのグラス越しに、ふと──人の影が、空間から浮き出てきた。

　あらわれたのはカーマイン、その人である。鏡かがみができたように、もう一人の彼がそこにいた。

　しかし、グラスを傾けているのもまた、紛まぎれもなく〝カーマイン〟本人だった。

　グラスを置いた本物のカーマインは、空間からあらわれた〝偽にせ者もの〟に対し、さして慌あわてもせずに顔を向けた。

「これはこれは──ドッペルゲンガーというのは、はじめてお会いします」

　にこやかに呟つぶやき、カーマインは立ち上がった。テーブルの向かいの椅い子すを引き、そこに席を勧すすめる。

　貴婦人を相手にするようなその物腰は、相手の正しよう体たいにもう気づいているためだった。

　まったく同じ姿をした来訪者は、椅い子すには腰掛けず、暗い眼で同じ顔を見み据すえてきた。

　カーマインはしばらくして、元の椅子に座り直した。着席を無む理り強じいするつもりもない。

「──いつ──私の血を吸われたのですか？　フェルディナン？」

　香かおりの高いワインを口に含みながら、カーマインは呟いた。

　あらわれた偽者は、その問いには答えなかった。代わりに、別のことを言う。

「山やま之の内うち派の連絡網を通して聞いた。あの甲こう院いんを、引き取ったそうだな」

　カーマインとまったく同じ声で、偽者はそう言った。声は同じだが、丁てい寧ねい語ごを用いない言葉遣づかいには明らかな相違がある。

　カーマインが山之内に連絡をいれたのは、つい数日前のことだった。

　甲院の受け入れに関しては、カーマイン派の内部でも不満を感じている者がいる。

　彼らに情報をリークされる可能性を思えば、隠かくしておいて後で発はつ覚かくするより、先に自ら知らせた方が、その裏を疑われずにすむと思った。

　むろん、無事に甲院が到着するまでは緘かん口こう令れいを敷き、関係者であるネイが連絡できる回線も封じたが、今はその必要もなくなっている。

「貴方あなたは、人間にしては賢かしこいと思っていたが──私の買いかぶりだったか」

　失望を込めた偽者の声に、カーマインは微笑で応こたえた。

「ひとまず、お座りください。フェルディナン。貴方には、話しておきたいことがあります」

「今の貴方と同じテーブルに、座る気はない」

　満まん月げつのフェルディナン──その名を持つ月の異い能のう者しやは、低い声で拒きよ絶ぜつした。

　にべなく拒絶されたカーマインは、やや寂さびしさを覚える。

　いずれ彼女が来ることはわかっていた。甲院とフェルディナンが犬けん猿えんの仲らしいことは、充分に予想できることでもある。

　神しん群ぐんを実験に〝利用〟した甲院と、神群を人から〝保護〟し続けるフェルディナン──

　この二人が折り合うには、どちらかに主張を曲げるほどの譲じよう歩ほが必要となる。

　満まん月げつのフェルディナンは、しかし基本的には傍ぼう観かんの多い人物だった。

　彼──あるいは彼女は、神しん群ぐんと人が関係を結ぶこと自体は許きよ容ようしている。動物保護団体が、畜産業にある程度の理解を示すのと同様、フェルディナンもまた、よほどにやりすぎない限りは、せいぜい小さなちょっかいを出すくらいのものだった。

　神群を敵視する山やま之の内うち派にとってみれば忌いま々いましい相手だが、神群に敬意を払うカーマインから見れば、厄やつ介かいながらも興味深い〝悪戯いたずら者もの〟である。

「……貴方あなたの考えは、わかりますよ。もし、私が甲こう院いんを手放さないのなら──その姿の貴方が私になりかわり、隙すきを見て、甲院達を始し末まつする気ですね？」

　その指摘を、フェルディナンは否定も肯こう定ていもしなかった。ただ、カーマインと同じ顔で、その鋭するどい眼まな差ざしを本人へと向ける。

　鏡かがみに映したように、二人は同じ姿をしていた。ただ、偽にせ者ものの側は、その表情が若じやつ干かん険けわしい。

「──甲院を殺しなさい。あえて守るというなら、私は貴方を殺す。貴方も、いずれ、甲院と同じことをしはじめるかもしれないから」

　フェルディナンは、カーマインの問いにはまるで答えず、ただ脅きよう迫はくの言葉を重ねてきた。

　カーマインはワイングラスをテーブルに置いた。

「甲院のことは、やはり許せませんか」

　フェルディナンは答えない。しかしその硬かたい表情が、カーマインの指摘を雄ゆう弁べんに肯定していた。

「そうでしょうね。甲院は──貴き重ちような神群を、〝実験材料〟にしてしまいました。神群を大事に思う貴方には、耐え難いことだったでしょう。その一部組織を切り取って、利用しているうちはまだよかったが──彼らは、神群の〝核〟となる部分にまで、手を──」

「カーマイン」

　フェルディナンの鋭い声が、その言葉を遮さえぎった。

「そこまで知っている貴方が、あの女を助けるということは──貴方は、私の敵になるということだ。そのことがわかっているのか？」

「それは、誤解のように思います」

　カーマインは、言下に否定した。フェルディナンがそう誤解したのは無む理りもない。しかし、彼には彼の狙ねらいがある。

「むしろ逆でしょう。私は、貴方に近い立場ですよ。私は神群のことを知りたい。理解したい。そして──人という種を、彼らの力で変えてみたい」

　フェルディナンが眉まゆをひそめた。

「貴方も、甲院のような人体実験を──」

「いいえ、そんな馬ば鹿かな真似まねはしません。私が彼ら、神群に敬意をはらっていることは、貴方もよく知っているはずです。その部分は変わっていない。我々が、山やま之の内うち派と一線を画す理由の一つです」

　それは、決して言いい繕つくろった言葉ではなかった。神しん群ぐんは明らかに、人より高こう次じの生命体である。カーマインにとって、彼らは〝神〟ではないにせよ、人に害意を持っていないという点で、共存すべき他者ではあった。

　フェルディナンは、まだ眉まゆを寄せつつも、話を聞く姿勢に入る。

　カーマインは、静かに語りだす。

「私は、この派は閥ばつで──異い能のう者しやによる、他ほかの人間達の支配を考えていました。そのことは、貴方あなたもご存知でしょう？」

　フェルディナンは頷うなずいた。

　欧州ヨーロツパの雄、カーマイン派の主張──それは、優すぐれた異能者は公こう人じんのような立場に立ち、他の愚ぐ民みんを正しい方向へ導くべきだとするものだった。そんな思想がキャラバンの内部で弾だん圧あつされないのは、カーマインの権力が強大なせいもあるが、主には、彼が弾圧や略りやく取しゆを是ぜとはせず、平和な社会の実現を目指していることに起き因いんする。

　カーマインは、その目標のためとあらば、異能者に対しても、また常じよう人じんに対しても、厳きびしい態度を取る。その命を簡単に奪うことも多いが、同時にまた、自分達に対しても厳しく責任を追つい及きゆうした。

　神群の異能により、姿は若者のそれながら、彼はもう老齢に達している。思し索さくの深さも、若者よりは老人に近い。

「──私は、この数十年──キャラバンを通じ、世界を眺めてきました」

　カーマインは呟つぶやいた。

「それで？」

「──おそらくもう、人の世は、長くありません。未開の地はさておき、我々のように、偏かたよった文明を持つ世界は、それほど長くはもたないでしょう」

　カーマインは静かな声で言い放った。我知らず、その声には、諦あきらめに似た響きが籠こもっていた。

「フェルディナン。私は、間違っていたのです。

　いえ、人を導くことは、不可能ではないと思います。ただ──遅おそすぎた。あるいは、人の暴走が早すぎたのか──もう、間に合いません。

　転ころがりはじめた石が、坂の下にある滅めつ亡ぼうまで到達するのに、充分な加速を得てしまった。それを止める力は、おそらく、今の人間にはない──」

　カーマインは、深く溜ため息いきを吐ついた。

「もう気づいている方も多いのでしょうが……誰だれにも、どうにもできません。人は森を壊こわし海を汚し、自分達の暮らしを成り立たせるために、自らの首を絞め続けている。その矛む盾じゆんに気づいてはいても、大多数は、自分が何かをするということはない。〝誰だれかがなんとかしてくれる〟──そう願うばかりで、その〝誰か〟に、自分がなる気はないのが人のほとんどです。

　我々はおそらく、何ど処こかで狂ってしまったのでしょう。獣けものから人へと変わる過程で、何処か──」

「カーマイン──」

　フェルディナンが、小さく名を呼んだ。

　カーマインは、自分と同じその顔を見つめ返す。鏡かがみに映したようなその顔の肌はだは、みずみずしく張りがあり、皺しわの一つさえ見えない。しかし自分の心は老おいて、疲労のために錆さびつきはじめているのを感じた。

　カーマインは、言葉をつなぐ。

「それでも私は、人間です。滅ほろびを望みたくはない。人が絶えるのを惜しいと思うのは、おそらく、私が人であるがゆえのエゴでしょう。ですが、それを承しよう知ちで私は、人として、あえて一つの可能性を模も索さくしてみたい」

　カーマインは席を立った。ワイングラスを両手に捧ささげ、血に祈いのるように、グラスの縁ふちを額にあてる。

「──可能性を思ったのは、今年の夏──レブルバハト事件の、詳しよう細さいを摑つかんだ時でした。

　水みず本もと美み春はるという女の意思に従った、黄昏たそがれの墓はか守もり、レブルバハト──報告によれば、彼かの神しん群ぐんは、美春の妹を守るために、何人かの異い能のう者しやを融かしたそうですね。

　しかしエスハの言によれば、彼らは殺されたわけではなく、その意識を、水本美春を主あるじとする神群の中に、統合された──彼らは、レブルバハトに護まもられ、眠り続ける状態に入ったと聞きます。それは一つの、進化の例と言えるのではないでしょうか」

　カーマインの言葉に、フェルディナンは薄い笑みを見せた。

「しかし、それは──もはや、人ではないぞ？」

　粘ねん液えき状じようの神群、黄昏の墓守・レブルバハト──感かん染せんし、融とかされた人々は、人としての肉体を失う。意思が残るとはいえ、それは人であるかどうか以前に、肉体的には死んでいる。

　カーマインは、眼めを開けた。

「神群の力を用いる以上、人でないものに変わることも仕方ないでしょう。なんらかの変へん異いをもって、それが厳密には〝人類〟とは呼べないものに変わったとしても、その元が人の種であれば、それは進化です。この際、多くは望めません。

　私は、甲こう院いんのように、神群を人に合わせて異能者を増やすのではなく、むしろ人の側を神群に合わせるべきだと考えています」

　その声は頑かたくなだった。

　フェルディナンは、顎あごに手を添そえて小さく頷うなずく。それは決して肯こう定ていではなく、ただの納なつ得とくの頷きだった。

「なるほど。貴方あなたは、人類に絶望したわけか？」

「……まだ絶望はしていません。〝神しん群ぐん〟という望みがあります。それに私は、可能性の一つとして、その方向を模も索さくしてみたいだけです。積極的に今の人の世を滅ほろぼす気もない。ただ、滅んだ後に、〝残せるもの〟の候補を、作っておきたいのです」

「で──それがどうして、あの女、甲こう院いん薫かおるの保護につながる？」

　フェルディナンが話を戻した。

　カーマインは、自らと同じ姿に化したフェルディナンを真まっ向こうから見つめる。それはまるで、自分の潜せん在ざい意識と対話しているかのようだった。

「わかりませんか？　神群は、我々の願いを、彼らにできる範囲で叶かなえてくれます。しかし、彼らは時に願いを曲解する──願った本人が思いもしなかった暴走があり得ることは、これまでの事例が証明しています。

　それはつまり、神群が人の意思を読み取る力には、不確定な要素が強いということです。十年以上前の、レブルバハトの初期の暴走がいい例でした。彼は、神群を廃はい絶ぜつする望みを持った山やま之の内うち派の異い能のう者しやに反応し、我々までも襲った。私は、あんな事故を繰り返したくはない。

　そして、甲院──つまりアラクナの巫女みこの力は、〝神群〟との意思の交信です。〝人の心〟を、正確に神群へと伝えられるその力を研究し、もし自在に行使することができれば──」

　カーマインの言葉を聞くや、フェルディナンは吹き出した。

「貴方はそんなことを考えていたのか！　傑けつ作さくだ。かつて、人を実験動物扱いした甲院薫が、今度はその立場になるわけか。それはそれで、おもしろそうだけれど──」

　カーマインは、静かに首を横に振った。

「いえ。あの娘を実験体にするつもりはありません。アラクナの血を引く彼女は、唯ゆい一いつの鍵かぎといってもいい存在です。アラクナを宿したあの聖せい典てんが手元にあれば、新たなアラクナの異能者を作ることも可能でしょうが……彼かの神群の植しよく神しん実験は、拒きよ絶ぜつ反応が激しいことも知っていますから、彼女の存在は貴き重ちようです。なにより、彼女がいなければ、その聖典さえ扱うことができない」

　カーマインは答えた。

　本当は──理由は、他ほかにも複数あった。〝甲院派がしてきたことは無む駄だだった〟ことを知らせた時、彼女がどんな反応をするか。また、これから先のことをどう決断するか。そこに興味があったことも事実である。もっともそれは、派は閥ばつの論理を超えた、カーマイン個人の興味でしかない。

「彼女がこれから、どうするかはわかりません。私が援助するかどうかもまだ未定です。それを見極めるためにも──」

「だから、手元に保護したわけか？　ふざけた真似まねを──」

　フェルディナンの姿が、霞かすみに包まれた。一瞬、その姿が繭まゆのような形となり、中で何かが蠢うごめいた。

　すぐに繭まゆ玉だまは、再び人の形に姿を変えていく。

「──してくれたものね」

　再びあらわれたフェルディナンは、少女の姿に変わっていた。

　背はい面めんの大きく開いた、薄い白布のドレスを身にまとっている。その背からは、トンボに似た三対つい六枚まいの翅はねが生えていた。

　カーマインの知らない娘は、その翅をもって低い位置に浮く。

「そういうことなら、しばらくは見過ごしてあげる。そのかわり」

　フェルディナンは、少女の顔に微笑をのせた。彼女が姿を変えたことは、カーマインへの害意を、とりあえず消したことを意味している。

「──今の貴方あなたの言葉がもし噓うそだったら、その時は──貴方も、死ぬことになるわよ？」

　その言葉が脅おどしではないことを、カーマインは知っていた。

「心得ておきましょう──ところで、その姿は何者ですか？　見たところ、東洋人のようですが」

　カーマインの眼めに、その少女は可か憐れんに見えた。背の翅からして、何かの神しん群ぐんの異い能のう者しやではあろうが、特に心当たりはない。

「あぁ、この子？　ただの探し人よ。それ以上は教えてあげない。こう見えても、私も忙いそがしいの。しばらく事の成り行きを見届けたら、また姿を消すわ」

　言った傍そばから、フェルディナンの姿は薄くなりはじめていた。半透明の体を通して、部屋の壁が見えはじめる。

「……貴方は、自由なのですね。やりたいことをしている」

　カーマインは、霞かすみのように消えはじめたフェルディナンに向け、グラスを乾かん杯ぱいの形に持ち上げた。派は閥ばつの長という立場が長い彼にとって、フェルディナンのその奔ほん放ぽうな動きは、時にうらやましくもあった。

　フェルディナンはくるりと身を翻ひるがえし、顔だけを振り向かせた。

「私は自由よ。だって、代だい償しようを払っているもの」

「代償？」

「そう、孤こ独どくっていう、代償」

　フェルディナンは、くすりと笑って答えた。

「もっとも、私には可愛かわいい神群達がいるけどね」

　カーマインは頷うなずいた。心の通い合う相手がいるという点で、フェルディナンは孤独とも言い難い。たとえそれが、人類種ではなくとも──少なくとも、信用の置けない人間達にしか囲まれていない者よりは、ましだろうとも思う。

「また会う日まで、お元気で」

　カーマインは、珍しくふざけてウィンクを送った。

「えぇ、貴方あなたも」

　フェルディナンの姿は幽ゆう霊れいのようにかき消えた。後には、その痕こん跡せきを何も残していない。

　カーマインは、グラスの液体を飲み干した。

「シューウェンも──せめて彼女くらいに、可愛かわいげがあればいいのですが──」

　思わず独ひとりごちた。フェルディナンにまだ聞かれている可能性もあったが、その独り言はむしろ、聞かせたい内容でもある。

　ガムナ教団の司し祭さい、シューウェン──

　カーマインは彼女から、神しん群ぐん・アラクナの特性について教えられた。

　長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナに関する研究は、甲こう院いん派では進められていたはずだが、他の派は閥ばつでは情報に乏とぼしい。しかしガムナ教団は、どこからか知識を得ているらしかった。

　情報の出で所どころは、はっきりとしないが──神群に関する知識にかけて、ガムナ教団ほど精通している者達は稀まれだった。神群の研究者としてもっとも名高いのは、日本にいる翁おきな居い幻げん三ぞうという老人だが、彼さえも知らぬと思われるような伝でん承しようも、ガムナ教団は把は握あくしている節ふしがある。

　部下には引き込んだものの──得え体たいの知れない者達という印象は強い。

「あの娘が、甲院を呼んだ理由は、私とは違うはずだが──」

　カーマインは、低く唸うなった。同じ派閥の人間ながら、彼女の狙ねらいは読みきれておらず、何かを企たくらんでいるという確証もなかった。

　シューウェンという娘は、カーマインの眼めから見ても謎なぞが多かった。

　壊かい滅めつしたガムナ教団の中で、彼女は若くして司祭の地位にまでのぼり、そして──あろうことか、天敵のはずのカーマイン派との同どう盟めいを申し出てきた。同盟とはいっても、その条件は降こう伏ふくにも近いもので、彼女らの要求は〝罪を問わないこと〟、その一点しかなかった。カーマインの指示に、無条件で従うという誓せい約やくも書いている。

　当初、カーマインは、それが彼女らの選んだ保身の策だと思っていた。教団の指導者が代替わりし、穏おん健けんな者が後を継いだという噂うわさが流れていた事情もあり、カーマインは彼女らを受け入れた。もちろん、神群に関するガムナ教団の有益な情報にも期待はしていたが、それは二の次である。

　しかし彼女らは、これ以上ない形で、カーマインの期待に応こたえた。彼女らがもたらした神群に関する情報は、キャラバンのそれよりも、一歩二歩と先んじていた。同時に──カーマインは、期待に応えられるだけの、ガムナ教団の実力も知った。

　それだけの実力を持った者達が、何故なぜ、今いま更さらになって自分のところに投降してきたのか──

　カーマインは今、そのことで胸騒ぎを感じていた。決して、保身のためばかりとは言い切れない。

　──もうじきに、この城へは山やま之の内うちが来るはずだった。

　山やま之の内うち派の頭とう領りよう、山之内謙けんとカーマインは、個人的にも面めん識しきがある。組織の下部では小さないざこざが絶えないが、カーマイン自身は、極東の最大派は閥ばつを束ねる彼かの老ろう爺やに好感を持っていた。

　その彼は、甲こう院いん派の引渡しを求めて、城にやってくる。

　しかしカーマインは、むしろガムナ教団について、彼と話し合いの場を持ちたかった。

　山之内に頼ろうというわけではない。組織の地じ力りきという点では、今はむしろカーマイン派の方が勝まさっている。

　しかし、もしもの折に、ガムナ教団が裏切り、山之内派の側についた場合──

　そのときのことを、カーマインは政治家としての勘かんで想定していた。
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　冷たい夜風に頰ほおを撫なでられながら、真砂まさごは天窓のガラスを破った。

　龍りゆう舌ぜつ魚うおによって、無事に甲院達のいるらしい棟むねには着いたが、肝かん心じんの甲院が何ど処こにいるかはまだ摑つかめていない。時刻は深夜を回り、おそらく彼女──由ゆ姫きの体は眠っているはずだった。刀である真しん女めは覚かく醒せいしているだろうが、平時より隙すきは大きいことが予想できる。

　城の周囲に建つその屋敷は、城の一角というよりは、一つの独立した館やかただった。

　龍舌魚に運ばれた一行は、今はあまり口も開かず、静かに天窓から館の中へと入り込む。

　そこはかび臭くさい屋根裏部屋だった。

　奥に急な階段を見つけた真砂は、そこに寄ろうとして、ネイに肩を摑まれた。

「階段はだめ。ここもけっこう、廊ろう下かは監かん視しカメラとか鬱うつ陶とうしいの。部屋にはあんまりついてないはずだけど──とりあえず」

　ネイは、板張りの床ゆかを指差した。

　真砂は頷うなずく。

「白はく、この下は──？」

「窓から見える限りでは、天てん井じようの高いただの広間だ。無人だが──あまり、感心しないものがあるな」

　忌いまわしいことを口にするように、白は声をひそめた。

「感心しないもの？」

　フローラが首を傾かしげる。

「あぁ。いびつな卵型のオブジェ──あれは確か、ガムナ教団のシンボルだったか」

　白の指摘に、ネイは力強く頷いた。表情に比べ、傍かたわらの酒さか瓶びんがやや浮いている。

「そう。この下は、奴やつらの使っている部屋の一つ。ちょっと考えがあるから、まずはそこに降りましょ。真砂、お願い」

　真砂まさごは屈かがみこみ、床ゆかに指を添そえた。金色に輝くルールーブの爪つめを伸ばし、さっくりと木の中に突き通す。

　そのまま真砂の指は、床の木とその奥の材木を切り裂いて回り、階下の天てん井じようごとに小さな穴をあけた。

　すかさず桂けいが、その穴の蓋ふたを外して、脇わきに置く。下に落とせば音が大きい。

　人一人が通れるその穴から、真砂は下を見下ろした。存外に高く、下手へたに飛び降りると足を挫くじきかねない。

　再び龍りゆう舌ぜつ魚うおの出で番ばんかと思った矢先、フローラに肩を叩たたかれた。

「真砂、これで──」

　その袖そで口ぐちから、緑の蔦つたが這はい出ている。彼女の背中から生えるその蔦は、ロープの代わりにもできるほど強きよう靱じんなものだった。

　穴の口から、フローラが蔦を垂らした。

　真砂はネイの持ってきた酒さか瓶びんを代わりに持ち、その蔦に摑つかまりながら、一足先に広間へと降りる。

　目の前に、バスケットボールほどの、いびつな卵があった。金属製のそれは、鏡かがみのように磨みがき上げられている。

　白はくの言っていた、ガムナ教団のシンボルだった。

〝星ほし詠よみの砂さ漠ばく〟を探す者達──

　ガムナ教団は、自らのことをそう呼こ称しようする集団だった。

　真砂は頭上から降りてくるネイに問いかけた。

「教団の連中って、この城に何人ぐらいいるんだ？」

　場合によっては、甲こう院いんの身み柄がらを巡って、対立することになるかもしれない相手だった。ガムナ教団にとって、甲院の身柄がどのような意味を持つのか、真砂は知らない。しかし、不法侵入者である自分達にとって、味方でないことは確かである。

　フローラが垂らす蔦に摑まりながら、ネイはするすると下へ降りてきた。

　真下にいた真砂は、その身を軽く支えながら、ネイに酒瓶を返した。見上げる天井は高く、優に身長の三倍を超えていた。

「あ、ありがと。えっとね──城ん中にいるのは、たぶん、全部で五十人くらいかなぁ──司し祭さいのシューウェンと、その取り巻き達ね。他ほかの拠きよ点てんにも何人かはいるとは思うけど、もともと、壊かい滅めつしかかってた連中だし、そんなに大所帯でもない」

　答えたネイの声が持つ不安の響きに、真砂は耳ざとく気づいていた。

　重ねて問うべきか迷った挙あげ句く、その問いを口にする。

「強い連中なんだろ、そいつら」

「まぁ──弱くはない。と思う」

　ネイの答えは正直だった。

「私もシューウェンの雷らい撃げきは食らったことあるけど、たった一発で失しつ神しんしちゃった。手て加か減げんされてたと思うけど、かなり効くよ。あの雷撃って飛び道具みたいなもんだし、出来れば不意打ちで仕し留とめたいよね」

「そうか──」

　頷うなずいた真砂まさごは、まだ見ぬ彼らと闘う場面を脳のう裏りに描いた。電気を操あやつると言われても、今ひとつ、ピンとは来ない。スタンガンのようなものかとも思っていたが、飛び道具ということは、それこそ雷かみなりのように飛んでくるものらしい。

　手の甲に埋め込まれた千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの爪つめを、真砂は一いち瞥べつした。その小さな部分は、様々な攻撃に対する盾たてにもなる。爪の組織が、真砂の意を受けて硬こう化かするだけではない。場合によっては、刃物などの金属類を、触れた部分から融とかすように柔やわらかくすることもできた。

　しかし──電撃は、試したことがない。仮かりに爪の部分では受け止められても、体の方に伝でん播ぱすれば意味がなかった。

　ネイに続いて、白はくと籤くじ方かたが、フローラの蔦つたを使って降りてきた。最後のフローラは、桂けいに背負われて飛び降りる。身軽な根ね黒ぐろ桂は、着地の瞬間に膝ひざをクッションにし、ほとんど音をたてずに降り立った。毛足の長い絨じゆう毯たんもその衝しよう撃げきを吸う。

　天てん井じようが高い無人の部屋は、あまり使われている形けい跡せきがなかった。

　オブジェの周囲を含めて、掃除は隅すみ々ずみまで行き届いていたが、人の生活感が感じられない。テーブルも椅い子すもなく、部屋の中央にそのオブジェがあり、あとは壁沿いに本棚が並んでいる。

「こっちに来て。静かにね」

　ネイは真砂達を部屋の隅に誘ゆう導どうした。そこには、別の部屋へと続く小さな扉とびらがある。ネイはドアノブに手をかけて、小さく舌打ちを漏もらした。

「ちっ──鍵かぎかかってるか、やっぱ。真砂、これ──」

　ネイの傍かたわらから、真砂は手を伸ばし、ルールーブの爪でさっさとドアノブを破壊した。わざわざ爪で鍵を造るまでもなく、ドアは簡単に開く。

　中はごく狭せまい部屋だった。ペンシルライトで照らすと、金属で造られた卵型のオブジェに光が反射した。こちらの大きさはりんごほどで、広間にあるものよりは小さい。至るところにあるらしい。

　その左右には、フードつきの白い長衣ローブが、何枚も重なって吊つり下げられていた。

　ネイが薄く笑う。

「大当たりね、やっぱりあった。これ、ガムナ教団の信者が着る服の替えなのよ。連中、歩くときはだいたいフードで顔隠かくしてるから、私らもこれで変装しましょ」

　ネイは手当たり次し第だいに長衣を摑つかみ、ひょいひょいと真砂達に投げてよこした。

「うー──なんか、ガムナ教団の服なんて、あんま着たくないけど──」

　愚ぐ痴ちりながらも、フローラが長衣ローブをその身にまとう。一方で白はくは、長衣を着るのにも手間取る籤くじ方かたの世話を焼いていた。

　真砂まさごもまた、その白い長衣を目の前に広げた。

　フードは顔を覆おおい隠かくすほどに大きく、かぶれば足元しか見えなくなる。

「人に会っちゃうとバレそうだけど、防犯カメラは誤ご魔ま化かせると思う。それに真夜中だし、あんまり人もいないはずだから。けど、このお城の防犯設備、舐なめちゃだめだよ。監かん視しシステムそのものはそれなりだけど──なんかあった時に出てくる連中が、半はん端ぱじゃないから」

　黒いツーピースの上から長衣を羽は織おりつつ、ネイは黒い長髪を襟えりの内側に仕し舞まう。

　白が長衣の前を揃そろえながら頷うなずいた。

「カーマイン派の本ほん拠きよとなれば、手て強ごわい異い能のう者しやが揃っているだろうからな。それにしても、ネイに個別の監視がついていなくてよかった。もしお前が、誰だれかに直接、見張られていたなら、われわれが着いてすぐに騒動が起きていたろう」

　真砂も、その点は幸運だと思っていた。〝何か〟をして軟なん禁きんされていたらしい彼女が、それにも関かかわらず完全な監視下になかったことは僥ぎよう倖こうといえる。そして彼女が仲間にいなければ、甲こう院いんの居場所を探すのに、この広い城と周囲の館やかたをくまなく探さなければならなくなるところだった。

「そうだな。見張りがいなかったのは、ネイが戦闘系の異能者じゃなかったからだろうけど──」

　真砂の言葉にネイは頷きながら、しかし意い味み深しんに笑った。

「まぁね。でも理由は、それだけじゃないよ。カーマイン卿きようは、私のこと、甘あまやかしてくれてるから」

「へぇ？」

　真砂はその言葉を意外に思った。部屋の無む茶ちやな改装の件などで、優ゆう遇ぐうされているらしいことには気づいていたが、ネイの口から直接に聞くと違い和わ感かんがある。

　真砂はカーマインに会ったことはないが、なんとなく世間の評から、冷たい人間のように思い込んでいた。

「──外見だけは若く見えるけれど、あの人の心はもうお爺じいちゃん。あの人にとっては、私って孫みたいなものらしいわ。それにね、キャラバンの中で言われてるほど、怖こわい人じゃない。ただ──寂さびしい人」

　ネイは、眸ひとみを伏せがちに呟つぶやいた。

「私には感情の色が見えるから、あの人も私の前では噓うそがつけない。だから逆に──私には、開き直って本心を見せてくれる。

　ふふっ──変だよね。普通さ、私に自分の色を見られて、喜ぶ人なんていないけど……カーマイン卿きようは、むしろそれが嬉うれしいみたい。ちょっと変わってるのかも」

　ネイの言葉には、そのカーマインに対する親愛の情が籠こもっていた。

　カーマインに関する世間の評は、高こう潔けつにして冷れい徹てつな理想家というものだった。そこには、あまり人間臭くさい印象はない。

　しかしネイの言葉を聞いた真砂まさごは、カーマインという人間に対する先入観を捨てざるを得なかった。甲こう院いんを引き取ったという点で、妙な敵てき愾がい心しんを抱きがちだったが、少なくともネイにとっては、大事な人間の一人らしい。

「──カーマイン、か」

　真砂はその名を呟つぶやいてみた。赤い色を意味するその名は、血と炎を連想させる。それは彼が自ら名乗った偽ぎ名めいだという噂うわさを、かつて聞いたことがあった。

　長衣ローブの帯を結びながら、真砂は広間に戻った。壁際に並んだ本棚を、ふと脇わき見みする。

　ローマ字のタイトルが、ずらりと背表紙におどっていた。本に興味はなかったが、本に囲まれた榊さかき糾ただすの研究室をつい思い出す。

　彼女は、いくつもの奇き書しよを所蔵していたらしい。それらのほとんどは、甲院派によって何ど処こかに持ち去られてしまったが、彼女がここにいれば、これらの本に興味を示したかも知れないと思った。

　ふと──その中の一冊が、真砂の眼めに止まった。他の本とは明らかに違う、成金趣味にも近い金色の背表紙を持っていたが、その背表紙の部分に文字がない。厚さは電話帳ほどで、高さもそれに近かった。

　ルールーブの爪つめが──わずかに、疼うずいていた。真砂は何気なく、その本を手にとってみる。南なん郷ごうについて世界をまわっていた関係で、英語については不自由がない。仏語や独語となると厳きびしいが、片言ながら読むこともできる。

　ハードカバーの表紙を一枚めくり、真砂はそこに書かれていた英字を読んだ。

〝ガムナ教団の魔ま術じゆつとその歴史〟、和訳すると、そうなる。

「──これは……」

　真砂は眉まゆをひそめた。

　ガムナ教団術じゆつ史し録ろく──日本では、そう呼ばれている品だった。山やま之の内うち派では禁きん書しよ扱いにされているが、少数の写本が出回っており、隠かくれて所蔵する研究者もいる。真砂が手にしたのは、教団が保有する復ふつ刻こく版ばんのようなものらしい。

　ガムナ教団そのものは、遠い昔にも存在していた。そちらのガムナ教団が記したのが、〝ガムナ教団術史録〟の原書であり、その〝原書〟を手に入れ、そこに書かれた神しん群ぐんの知識を入手したのが、今の〝ガムナ教団〟である。

　この二者の間に、直接的なつながりはほとんどない。かつて消滅したガムナ教団の遺い産さんを手に入れたある人間が、その名を勝かつ手てに借り、新興宗教団体としてのガムナ教団を創そう設せつしただけのことである。

　真砂まさごが手にした本はもちろん原書ではなく、そのかつてのガムナ教団の書を英訳し、新しいガムナ教団が加筆修正を加えたものらしかった。〝加筆修正〟とはいえ、教団が他派に渡したくない知識のいくつかは、そこから意い図と的てきに削さく除じよされていると聞く。

　本には、頁のあちこちに付ふ箋せんが挟はさまれていた。

「なになに？　なんかおもしろい本？」

　真砂の肩越しに、フローラが本を覗のぞき込んできた。

「いや──別に」

　答えながら、真砂は付箋の一つを頼りに、頁をめくった。そこに見えたローマ字の羅ら列れつを、すらすらと読み解いていく。




　──漆しつ黒こくの闇やみより〝彼女〟は手を伸ばす。司し祭さいの招きに応じ、その体の一部たる虹にじ色いろの蛆うじ虫むし達をこの世に遣つかわす。司祭は虫達をその身にまとい、虫達は司祭の心を〝彼女〟へとつなぐ。

　彼女は稲いな穂ほの姫を食い、彼女は鬼き神しんの怒りをかい、彼女は人への信仰を禁じられた。

　それでも彼女は人を求める。閉じ込められた漆黒の闇から、ラージャハームの加か護ごを求めて、その拙つたない手を伸ばし続ける──




「なに書いてあんの？　ぜんぜん読めない」

　真砂の耳元で、フローラが呟つぶやいた。

「え？　英語、読めないのか？」

　真砂は驚いた。緑がかった銀髪に碧へき眼がん──そんなフローラの外見は、間違いなく西洋人のものである。生まれ育ちが日本だけに、日本語が喋しやべれるのは当然として、英語がわからないというのは意外だった。もっともそれは、真砂の勝手な思い込みでしかない。

「だって私、学校行ってないもん」

　フローラは平気な顔で流し、

「で、なに？　その本」

　首筋に抱きついたまま、問いかけてきた。真砂は、ただ首を捻ひねる。

「いや、読めたけど──よくわからない。奴やつらの宗教書みたいだ」

　真砂は本を閉じ、元の棚に仕し舞まった。漠ばく然ぜんと不ふ吉きつな気配を感じはしたが、それ以上に思うことはない。

　長衣ローブを着終えた籤くじ方かた、桂けい、そして白はくとネイが、ぞろぞろと広間に戻ってきた。

　ネイが真砂の肩を叩たたく。

「じゃ、行こうか？」

「あぁ」

　ネイに先導されて、廊ろう下かへと出る。

「顔はあげないで、ちゃんとついてきてね」

　ネイが小声に囁ささやいた。同じフードで頭を隠かくし、ネイに従って歩いていると、真砂まさごは何やら奇妙な連帯感を感じた。

　宗教にはまる一いち因いんには、他人との同一性を求める人間の性さががあると、南なん郷ごうから聞いたことがあった。

　無条件に仲間を信じるということも、あるいは似たようなものかもしれないと、ふと思う。神様を信仰する気はなくとも、結局のところ、ほとんどの人間は何かを信仰しているはずだった。信仰の中には、自分への信仰──つまり、〝自信〟も含まれる。

　真砂は、背後に籤くじ方かたの足音を聞いていた。

　──彼には、〝自信〟がない。真しん女めを失うことは、彼にとって、全すべての信仰を失うことと同じなのかもしれなかった。

　結果──籤方は、壊こわれた。

　今、彼が真砂達と行動を共にしているのも、つまりは〝真女〟のためである。人が人として生きるためには、自分か他人かに対しての信仰が必要だった。自分も他人も信じられない人間は、神様を頼るしかない。しかし真砂は、人よりもさらに得え体たいの知れない〝神〟という概がい念ねんに、自分を預けてしまえる人間が多いことへの不快感を持っていた。それを咎とがめる気はないが、自分には理解できない思想だとも思う。

　生活の規き範はんや、生き方を宗教に求めるのはいい。出しゆつ家けした法のり章あきなどもその口だった。

　だが──〝神しん群ぐん〟を信仰する者の多くは、そうではない。

　独どく善ぜんに陥おちいって、時勢を読み違え、なおも暴走したガムナ教団がその例だった。

　フードを被かぶった顔を俯うつむけ、前がよく見えない状態のまま、真砂はネイの足元だけを見てその後を追った。

　監かん視しのカメラさえなければ、すぐにもフードを剝はぎ取りたい衝しよう動どうがある。それは真砂にとっては自然なことだったが、おそらくガムナ教団の人間は逆だろうと思った。

　彼らなら──好んで、フードの下に隠れるに違いない。自分の眼めで先が見渡せなくとも、前を歩く人間の足元さえ見えていれば、それでいいと思う連中のはずだった。

　しばらく歩き、階段を二箇所ほど降りたところで、ネイの足が止まった。

　真砂はその背にぶつかりかけて、踏鞴たたらを踏みつつ立ち止まる。

　振り返ったネイは、口許に指を添そえ、真砂達に静かにするよう促うながした。言われるまでもなく、誰だれも口を開こうとはしない。

　そこは明かりの漏もれる扉とびらの傍そばだった。時刻はもう深夜を回っているはずだったが、部屋の中からは話し声が聞こえている。

「──仙せん崎ざきさま達なら、私達のところにおいでです。話に華はなが咲いてしまって、そのまま──薫かおるさまも、是ぜ非ひおいでくださいませ」

　やたらに華はなやいだ娘の声が聞こえた。声質は明るく優やさしいが、真砂まさごはそのことより、彼女が呟つぶやいた〝名〟に反応した。

　薫──碑ひ文もん谷や由ゆ姫きが、部屋の中にいるらしい。

「あれが、ガムナの司し祭さい──シューウェンよ」

　ネイが囁ささやいた。真砂は驚き、耳を澄ます。声を聞く限りでは、まだ相当に若い。

「え──日本語じゃん？」

　フローラが、ひそめた声で怪け訝げんそうに呟いた。

〝創そう設せつ者しや〟だった翁おきな居い夢ゆめ路じが日本人だったためか、キャラバンの上層部には日本語を解す者が多い。それは今の〝上層部〟に、間接的にせよ、夢路が育てた者が多いという意味でもある。

　だが、ガムナ教団のシューウェンは、それにはあたらない。その彼女が、日本語を話せるということは──〝キャラバン〟と、積極的に関かかわるつもりがあるらしいことを予想させる。

　ネイが忌いま々いましげに眉まゆを寄せた。

「あの女、何ヶ国語喋しやべれるのか知らないけど、めちゃくちゃ頭いいの。つーか──悪知恵が働くっつーか」

「しかし、ずいぶんと若いな。部屋の中には、由姫とその司祭と──あと、この長衣ローブを着た連中が十人ほどいる。奴やつらの実力のほどは知れないが──仙せん崎ざきと座ざ王おうはいない。好機チヤンスかも知れん」

　白はくが思し案あんげに言った。

　真砂達の位置から、部屋の中の様子は窺うかがえなかった。扉とびらは完全に閉ざされているが、白だけは、窓の外にいる龍りゆう舌ぜつ魚うおの視点から中を覗のぞいている。

　白の言葉を受けて、真砂は四し肢しに力を漲みなぎらせた。すぐにも飛び込みたいが──ネイがまだ、手を制止の形に扉へ置いている。

「仙崎と座王が、そちらに──？　そうか……」

　甲こう院いん薫の──碑文谷由姫の、声がした。真砂はぎりりと歯を食いしばる。

「ネイ──座王がいないんなら、今がチャンスだ。ぼくと桂けいで突っ込む」

「だな。龍舌魚のサポートもつけてやる。いけるだろう」

　白が冷静に言い放った。しかしその声の底には、由姫を思う熱が籠こもってもいる。フローラと桂も頷うなずいた。籤くじ方かた一人は、事態を摑つかみかねておろおろとしている。

「──確かに、こんなところにいつまでも立ってたら、カメラに怪あやしまれるし──」

　呟くネイの額には、汗が浮いていた。

「でも、よりにもよってシューウェンが──真砂、私は、その座王ってのはよく知らないんだけど、あの女も恐ろしく厄やつ介かいよ。短期戦なら、たぶん、ヴィヨンなんかより──だいぶ手て強ごわいと思う。甲院が寝るまで、待った方が──」

「……おいおい」

　真砂まさごは苦笑した。退ひくつもりがない以上、もはや笑うしかない。

「そいつは怖こわいけど……だけど」

　返す真砂の耳に、甲こう院いんの声が聴こえた。

「では、案内してもらおう。あの二人に、話さねばならぬことができた」

　その声に、扉とびらの外の真砂は決断する。

「甲院とあの二人が合流したら、もっと厄やつ介かいになる。二、三日のうちには──下手へたをすれば明日には、山やま之の内うちさんも着くだろうし──」

　一般の飛行機でも、日本から欧州ヨーロツパまでを十数時間で結んでしまう。そして山之内派には、世界的な市場を持つ真ま名な井いグループも属している。その気になれば、国境を無視した乗り換えの要らないチャーター機の使用や、飛行場からカーマインの城へ飛ぶヘリの即時調達さえ容易たやすい。

「白はく、龍りゆう舌ぜつ魚うおを出して、適当に援えん護ごに回してくれ。僕と桂けいは特攻をかけて、由ゆ姫きの手から真しん女めを取り上げる。

　そしたらそのまま窓の向こう側に抜けるから、外の龍舌魚をそっちに回しておいてくれ。後は例の、グランレイスの絵の中に逃げこもう。連中は画が廊ろうのことを知らないはずだから、追って来れないはずだ。ネイ達も後から続け」

　真砂は簡単に説明をすますと、籤くじ方かたを見た。

「真女は、その時にでも渡す。それでいいか？」

　籤方はこくこくと頷うなずいた。仮かりに、籤方が甲院に乗っ取られたとしても──〝彼女〟一人ならば、真砂と桂、白でどうにかなる。また甲院にすれば、脱出法も定かでない画廊の中で、安あん易いに真砂達を害することもできないはずだった。

　真砂は桂と目め配くばせをした。白はく皙せきの少年はただ無言で頷く。実戦で彼と組むのは久しぶりだったが、互いに戦いの場に身を置いていた点では変わらない。勘かんは衰おとろえていないはずだった。

　真砂は顔を覆おおうフードをあげ、ルールーブの爪つめを硬かたく伸ばした。

　桂の脚と真砂の爪が、同時に一いつ閃せんした。分厚いオーク材の扉とびらがたちまちに吹き飛び、部屋の内側へと倒れこむ。

　飛び込みざまに、真砂は室内の様子を確認した。正面に、驚いた顔で立ちすくむ由姫がいた。ポニーテールに結っていたはずの長髪が、ばっさりと短く切られていたが、その程度で見間違えるはずもない。

　そのすぐ脇わきには、白い長衣ローブを着た少女もいた。こちらも澄んだ眸ひとみをぱちくりとさせて、真砂と桂を振り返る。表情に緊きん迫ぱく感かんは薄い。

　部屋の中には、他に長衣をまとった人間が十人ほど──彼らは一いつ斉せいに、シューウェンを守ろうと動いた。

　不意の襲撃に戸と惑まどう甲院にめがけて、真砂はそのまま、直線的に駆けた。




　　　　[image: ]




　ほんの数すう瞬しゆんのうちに、目の前で起きた出来事に、ネイは絶句していた。

　扉とびらを壊こわすなり、真砂まさごと桂けいは部屋へと飛び込んだ。

　奇襲に気づいた敵が備えるより早く、まず桂が手近な教団の信者を蹴けり倒し、その身を力任せに投げ飛ばした。受け止める位置にいた教団の信者達は、それだけで浮き足立ち、真砂はその隙すきをついて、甲こう院いんへと肉にく薄はくした。

　彼女が身構えて抜刀する寸前に、真砂の手が刀の柄つかを押さえつけた。そのままもう一方の手で、刀を鞘さやごとにもぎ取り、窓際の床ゆかへと投げ捨てる。

　由姫の身が、がくりと力を失って倒れた。

　ネイ達も、ただ黙って見ていたわけではない。白はくの額からは龍りゆう舌ぜつ魚うおがまとめて数十匹ほど飛び出し、たちまちに広間へと殺到していた。ネイとフローラ、籤くじ方かたは、彼らの後から中へと入る。しかしその頃ころには、もう大勢が決していた。

　桂はたった一人で、教団の信者達を軒並み失しつ神しんさせていた。

　こうも簡単に事が進むとは、ネイも思っていなかった。目の前に立つフローラ達も、半なかば呆ぼう然ぜんとしている。真砂と桂の戦闘力を、侮あなどっていたつもりはなかったが──二人の動きは、ネイの予想を超えていた。

　甲院の刀を奪った直後に、真砂はシューウェンの首筋へとその爪つめを肉薄させた。

　司し祭さいの少女は、ただぽかんとして、襲ってきた真砂を見つめている。

　真砂は間かん髪はつを入れずに、少女の首筋をめがけて、爪ではなく手しゆ刀とうを振るった。

　少女は──

　会え釈しやくのように自然な動きで、それをかわした。

　ネイは息を吞のむ。シューウェンが怖こわいのは、その電撃だけだと思っていた。今の手刀を避よけた身のこなしには、しかし洗練されたものがある。

　次の瞬間──長衣ローブの袖そでから覗のぞいた細い手が、そっと真砂の頰ほおに触れようとした。

「真砂！　気をつ……」

　眼めを眩くらます唐とう突とつな光が、室内を走った。

　天てん井じようの明かりが嫌な音をたてて弾はじけ飛び、ネイは頰にピリピリとした疼うずきを感じる。

　訪れた暗くら闇やみの中に、二度三度と、明めい滅めつが走った。

　断続的な光と闇が交互に訪れるばかりで、ネイにはしばらく何も見えなかった。やがて、その身に宿した、グランレイスのものとは違うもう一つの異い能のう──遙はるか見み晴はるかす眼め、デフィスボンスの持つ人並み外れた視覚が、部屋の中心にたった一つの影を浮かび上がらせる。

「う──」

　少し離れた位置で、微かすかな呻うめき声が聞こえた。足元に、フローラと白はくが倒れ伏している。その脇わきでは、籤くじ方かたがひくひくと痙けい攣れんを起こして横たわっていた。

　ネイは悔くやしさに震えた。

　──失敗。その事実が、ただ重い。

　真砂まさごと桂けいばかりでなく、フローラや白、籤方の声も聞こえなかった。部屋中に走った雷らい撃げきが、ただの一瞬で、ネイを除いた全員を沈黙させていた。ネイ一人が電撃を免まぬかれたのは、目の前にいた白とフローラが、偶ぐう然ぜんに盾たての役割を果たしてしまったためらしい。

「あらあら、薫かおるさまも──はい、この刀をお持ちになって」

　少女の華はなやいだ声が、闇やみの奥に聞こえた。立ち上がった別の誰だれかを、ネイは甲こう院いん薫と察する。

「──すまない、シューウェン殿。不ふ覚かくを取った」

　忌いま々いましげに吐き捨てる甲院薫の声が聞こえた。

　ネイは、大きく溜ため息いきを吐つく。

　シューウェンの実力については、わかっていない部分が多すぎた。外見からして、それほどの達人とは思っていなかったが──とんでもない食わせ者だったらしい。

　部屋の中央に、白い光が灯ともった。

〝雷らい人じん〟、シューウェンが、人差し指を立て、その先に丸い光の球をつくっていた。仕組みは知れないが、蛍光灯ほどの明るさを宿している。

　光に照らされたシューウェンの顔は、優やさしく微笑ほほえんでいた。

「──貴方あなたですか？　ネイ」

　慣れ親しんだ友人に話しかけるような口調で、シューウェンは声を発した。フードを外した彼女の周囲に、漂う色の様子は──平常心、変化がない。あれだけの騒そう動どうがあった直後に、そんな色を湛たたえていられる人間を、ネイは彼女以外に知らなかった。

「詰めが甘あまかったようですね。私はこれでも──あのキャラバンに本気で追い詰められながら、生き残った地下組織の長です。別に、顔と若さで司し祭さいに選ばれたわけではないのですよ？」

　口許に手を添そえ、くすくすと華のように笑いながら、シューウェンはわずかに首を傾かしげてみせた。

「──そうね。甘く見てた」

　ネイは引きつらせた頰ほおに、虚きよ勢せいの苦にがい笑みをのせる。

　味方は烏う合ごうの衆しゆうとは言えない面子メンツだったが、シューウェンは簡単に彼らを一いつ蹴しゆうしてしまった。正直なところ、ネイにとっては予想外のことではある。

「悪あく魔まに魂たましいを売った連中ってのは、やっぱ馬ば鹿かさ加か減げんが違うわけね」

　ネイは酒さか瓶びんに口につけ、軽く口に含んだ。緊張で乾いた喉のどに、アルコールが染みていく。

「悪魔ではなく、神しん群ぐんです」

　笑顔でシューウェンは訂正する。

　部屋の隅すみから、また呻うめき声がした。ネイはその方向に歩いていく。

　シューウェンは止めなかった。

　壁際に──少し焦こげた匂においに包まれた、真砂まさごがいた。低く呻く彼の傍そばへ、ネイはしゃがみこむ。

「よくお亡なくなりになりませんでしたね、そちらの方かた。あの至近距離から、そのつもりで攻撃させていただいたのですけれど──」

　シューウェンが、その傍へと少し近づき、顔を指先で照らす。

　壁際に照らされた少年の顔を見て、甲こう院いん薫かおるが舌を鳴らした。

「また、この男か──なんともしつこい……」

「お知り合いですか？」

「小こ者ものだ。殺していい」

　答える甲院薫の声からは、一いつ切さいの感情が消えていた。ほんのわずかな間まをおいて、ネイはくすりと笑う。

「ふぅん──そう？」

　呟つぶやいて、倒れた真砂をその手に抱え起こした。金色の爪つめを持つ少年は、意識が朦もう朧ろうとしているようで、その眼めは閉じられたまま開かない。かすかな呻き声で、息があることはわかる。

　シューウェンの電撃の恐ろしさは、ネイも身をもって知っていた。さしもの彼でも、数時間ほどは体を動かせないだろうと思う。

「真砂を、殺していいってことは……じゃあ、あなた、この子のこと嫌いなんだ？」

　ちょっとした悪戯いたずらを思いつき、ネイはシューウェンではなく、甲院薫に向けて声をかけた。

　由ゆ姫きは──甲院薫は、冷さめた眼でネイを見み据すえるだけだった。いちいち話す言葉も持たないということらしい。

　ネイは彼女に向けて、故こ意いに薄い笑みを向けた。

　半なかば気絶している真砂の身を抱き、その顔を自分の側に向けさせる。

「いいの？　由姫。ちゃんと起きないと、獲っちゃうよ？」

　呟つぶやいておいて──ネイは真砂の唇に、自らの唇を重ね合わせた。甲院によく見えるよう、わざと顔の真横から見せつける。

　頭の後ろに手をまわし、たっぷりと十秒ほども少年の唇を吸ってから、ネイはやっと顔を離した。湿った唇を舌先で舐なめ、立ち尽くす甲院を挑ちよう発はつするように見やる。

　彼女の感情の色──そこに、ネイは思った通りの結果を見つけてほくそえむ。甲院の顔つきはまるで変わらないが、しかしその感情の色は、気きの毒どくなほどにざわめき揺れていた。

「──思った通り、よく見えるわ。感情の色の動き──澄ました顔をしているけど、あなた、本当はかなり〝由姫〟の意識の影響を受けて──」

　即そく座ざに、甲院が抜刀した。一足飛びに間ま合あいを詰め、たちまちに白はく刃じんがネイの元へと伸びる。

　ネイは思わず眼めを瞑つぶった。

　白はく刃じんは──いつまで経たっても、襲っては来なかった。

　眼を開けると、目の前に由ゆ姫きの足が見えた。細く引き締まったその身を、ネイは上うわ目め遣づかいに見上げる。

「意味のない悪ふざけをするのなら、命を懸かけることになるぞ？」

　低く押し殺した声で、甲こう院いんが呟つぶやいた。ネイは下から、その顔を睨にらみつける。

「あんたなんか、ただの亡ぼう霊れいよ。いまさら復活してどうするっていうの？　さっさと、由姫の体を返して」

　ネイもまた、静かな声で応じた。甲院の色が、今度は震えるように動いた。それは怒りではない。むしろ──ネイの言葉に、本心を抉えぐられたような色だった。

　その思わぬ大きな反応を、ネイはいぶかしく思う。

　シューウェンが、するするとネイの前に歩み寄った。

「薫かおるさま。小こ者ものと遊ぶのは、そのくらいで──この者達は、地下にでも閉じ込めておきましょう。カーマイン卿きように知らせるのは、朝になってからでもよいかと思います」

「……あぁ」

　シューウェンはにっこりと頷うなずき、ネイの頰ほおに手を添そえた。

「お子様は、もう眠る時間です」

　ネイは彼女を無言で睨む。添えられた掌てのひらから、電気を伴う衝しよう撃げきが生まれた。

　びしり、と耳元で嫌な音が響き──ネイの意識は、そのまま暗い深しん淵えんへと落ちていった。
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　侵入者達を軽々と退しりぞけた後で、微笑を浮かべた少女は甲院に向き直った。

　甲院薫は、その笑顔にぞっとするものを感じる。

「凄すご腕うでだな──貴方あなたは」

「お褒ほめに与あずかり光こう栄えいです。でも、相あい性しようの問題もありますわ。近距離での直接攻撃しかできない中ちゆう途と半はん端ぱな異い能のう者しやに、負ける気はいたしませんが──カーマイン卿や山やま之の内うち氏に比べれば、まだまだ、力が足りません」

　シューウェンはぬけぬけと言ってのけた。今の戦いを見る前の甲院なら、小こ娘むすめの戯ざれ言ごとと思ったかもしれない。しかし実力のほどを見せつけられた後では、皮ひ肉にくさえも皮肉にならなかった。

「だが、カーマインも山之内も、異能の使つかい勝かつ手てという点では貴き公こうに及ぶまい」

　甲院は本心から言った。カーマインや山之内は、見方によっては大量破壊にしか使いようのない技を持つ。彼らがその気になれば、街まちや国ごと壊かい滅めつさせることさえ可能だったが、殺す人間と殺さない人間を区別するような融ゆう通ずうは利きかない。

　威い力りよくと射しや程てい、加えて使い方の面でも、シューウェンの雷らい撃げきは極めてバランスのとれた力だった。また、そのバランスの良さゆえに、ガムナ教団は少数ながら、キャラバンにとっての脅きよう威いともなった。

　負けた乾いぬい真ま砂さごや根ね黒ぐろ桂けいにしても、決して弱いわけではない。単に、シューウェンはものが違ったということになる。甲こう院いんの見る限り、彼女の戦闘力は、質こそ違うが座ざ王おうにも近いレベルにあった。

　騒ぎを聞きつけて、廊ろう下かの側から人が駆けてきた。甲院を警護する座王子こ飼がいの焰えん鉄てつ衆しゆうと、ガムナ教団の者達である。

　シューウェンは、彼らに微笑をおくる。

「ここの始し末まつは、彼らに任せましょう。薫かおるさま、仙せん崎ざきさまと座王さまのところへ、ご案内します」

　甲院は冷や汗を感じながら、シューウェンの後に従った。シューウェンが受け継ぐ、光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエルの異い能のうは、確かに侮あなどれない。しかし真に恐ろしいのは、こうした非常事態にもまるで動どう揺ようしない、彼女の胆たん力りよくかもしれなかった。優やさしげな少女の外見からは想像もつかないが、シューウェンには、ガムナ教団をまとめるに足る〝強さ〟がある。

　シューウェンはエレベーターを経由し、甲院を地下深くの迷めい宮きゆうへと誘った。欧州ヨーロツパに来てすぐ、地下聖せい堂どうを見せられた時に、甲院はそこに入っている。その時は、仙崎と座王が傍そばに控えていたが、今はただ一人だった。

「薫さま」

　地下の広い通路を進みながら、シューウェンがぽつりと呟つぶやいた。

「なんだ」

「さぞや──おつらかったでしょうね」

　司し祭さいの唐とう突とつな言葉に、甲院は眉まゆをひそめた。

「わかります。貴方あなたは、キャラバンに圧おされ、そして壊かい滅めつし──せっかく復活したのに、また追い立てられている──それも全すべて、キャラバン側の勝かつ手てな理り屈くつのせいで。

　あの方たちは、自分達の理屈でしか動けないのです。ほんの少し見方を変えれば、彼らの理屈に意味なんてないことぐらい、すぐわかるはずですのに──」

　シューウェンは、くすくすと笑っていた。

「例えば、自然を守るなんて言っても、弱肉強食の〝自然〟が、そんなによいものでしょうか？　自然は生命を慈いつくしみ育てると言いますが、その生命は全て、土という生物の死し骸がいの上に成り立っています。殺された者達は、強者を〝生かす〟ために死んだわけではありません。ただ、負けたのです。生き残りをかけた戦いに──それが、〝自然〟というもの」

　甲院は理解に苦しんだ。シューウェンが、突然にこんなことを言い出した理由が摑つかめない。

「誤解しないでください。私は、自然って好きなんですよ？　ただうわべだけ、それを守ろうとしている人たちは、自分達の都つ合ごうのいいようにしか考えていないように思いますけれど。

　人間て、生態系の頂点に近い場所にいますよね。だから、自然の摂せつ理り、弱肉強食って一番、人間にとっては都合がいいんです。人間を主食にして食う存在なんて、ほとんどいないから。その意味で怖こわいのはせいぜい、同じ人か、あるいは目に見えない細菌類ぐらいです」

　年若い司し祭さいの声は、通路に反響し、幾いく重えにも重なって響いた。

「そんな強い立場にいる人間が〝自然を守る〟なんて言うのは、今の自分の〝自然界〟での優位を守りたいだけか、それとも、自分達が優位にいるからこそ言える、自然界の他者を見下した余よ裕ゆうか──そうは思いません？

　それって、でも生物としては当然のことだと思います。みんな、そういうことは認めたくないみたいですけれど──だから私、確かめてみたくて」

「……確かめる？」

　甲こう院いんは、シューウェンの声が持つ響きに、狂人に似たそれを感じ取った。

「えぇ。もし──人が、生態系の頂点じゃなくなったら、どうなるんでしょう？　人よりも圧倒的に強い存在に、その首根っこを押さえつけられたら──人は抵てい抗こうするでしょうか？　それとも、自然の摂理に──より強い物が生き残ることに納なつ得とくして、逆らわないでしょうか」

　ゲームの勝ち負けを予想するようにはしゃいだ声を出し、シューウェンは甲院に微笑ほほえみかけた。

「試してみたく、ありません？」

　甲院は、無言でシューウェンを睨にらんだ。シューウェンは怯ひるみもせず、ただ華はなのように笑っている。

　それは人の意思を感じさせない、まさに植物としての〝華〟に似た笑みだった。

「皆さん、抵抗はするのでしょうね、きっと。でもその時、一部の人は気づくんです。自分達が負けること──それも、自分達が守ろうとしている〝自然〟の摂理なんだって。

　それから、彼らは気づくでしょう。彼らは、〝自然〟を守っているんじゃなくて、〝人の都合のいいように〟自然を利用しようとしているだけということに。

　悪いことじゃありません。生き延びる術を模も索さくするのは、生物の宿命です。でも──」

　シューウェンは、にっこりと──蕩とろかすように、笑った。

「ガムナ教団の教きよう義ぎは、真実を見み据すえることを前提としています。そして真実を見据えるためには、まず人は、自分達の行動が人類種の〝独どく善ぜん〟に拠よっていることを認識するべきです。少なくとも、それにも気づかず、自分だけの偏かたよった正義を振り回し続けることは、罪ざい悪あくにも等しく思います」

　甲院は、ごくりと唾つばを吞のんだ。喉のどがやけに渇かわいていた。

「──何を、言っているのだ、貴き公こうは？」

　やや掠かすれる声で問う。

「ふふっ──冗じよう談だんです。でも、薫かおるさまなら──より強い人類を造ろうとまでした薫さまになら、ご理解いただけるかとも思ったのですけれど」

　ころころと笑い、シューウェンは地下聖せい堂どうの扉とびらを開けた。

　甲こう院いんは、彼女から感じた不安について、ようやくその正しよう体たいの一いつ端たんを垣かい間ま見たような気がした。

　このシューウェンという少女は──価か値ち観かんが、人とは違うらしい。むろん、価値観などという曖あい昧まいなものは、人によって違うのが当然だが、彼女のそれは、生死にも関かかわる価値観の相違である。

　地下聖堂に入った甲院は、そこにすぐ馴な染じみの顔を見つけた。

　腹ふく心しんの幹部、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうと座ざ王おうが、正面に立ち、甲院に軽く会え釈しやくをおくっている。その背後には、白い長衣ローブを着たガムナ教団の人間が二人、膝ひざをついて控えていた。

「仙崎、座王。ここにいたか」

　ようやくシューウェンとの〝二人きり〟から解放されて、甲院は我知らず安あん堵どした。出迎える仙崎達の元へ、つかつかと歩み寄る。

「薫さま」

　背後から、シューウェンが声をかけた。

「自然の摂せつ理りというのは、要は意思と欲望の力です。

　例えば、虫達が敵を食うのは食への欲、卵を孕はらませ産むのは繁はん殖しよくへの欲、自らの身を守り、敵を倒すのは、生存への欲。突き詰めていけば──自分こそが、〝もっとも強い存在〟になりたいと願うのは、まさに自然の摂理ではありませんか？」

　訳わけのわからないことを言い出したシューウェンを、甲院は歩きながら振り返る。

「貴き公こうは、少し錯さく乱らんしているようだ。強い者になれば、それだけ敵も増える。危険も増えるだろうに」

「えぇ、ですから」

　シューウェンは笑った。甲院は、仙崎に腕を押さえられた。

「──仙崎？」

　間近に見た仙崎竜太郎の顔は、微笑の形に固まっていた。唇は動かないが、喉のどの奥から、すすり泣くような声が聞こえる。座王の側も同様だった。

　そのこめかみから、見たことのない細い線が生えている。

「かお……る、さ……ま。に、げ……」

　甲院ははっとした。聖堂にある椅い子すの下、そのそこかしこから、白い長衣を着た者達が姿を見せる。彼らは一いち様ように、その指先に光の玉をきらめかせていた。

　シューウェンが、小首を傾かしげ──にっこりと優やさしく、母親のように微笑ほほえみかけた。

「私は──どんな敵をも屈くつ服ぷくさせる、もっとも強い存在になりたいと願っています」

「き、貴き様さま──」

　仙せん崎ざきの両手が、甲こう院いんの両手を押さえつけていた。甲院は抵てい抗こうする気力もない。操あやつられていると思おぼしき仙崎に座ざ王おうを含め、周囲に味方は一人もいなかった。

「ここならば、カーマイン卿きようの監かん視しも届きません。奥へと参まいりましょう、薫かおるさま」

　聖せい堂どうの奥の扉とびらを、シューウェンは掌てで指し示す。真っ暗なその奥には、先の知れない道が続いている。

　甲院薫の背筋、服と肌の隙すき間まを、一筋の冷や汗がつたった。
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　──それは、ネイがまだ幼い頃ころの記憶だった。

　甲こう院いん派が、まだ強い勢力を保っていた頃。

　彼女は、その派は閥ばつが所有する研究所に住み暮らしていた。そこはキャラバンに隠かくれて人体実験を行うために造られた、最悪の施設だった。

　その施設で過ごした日々の、ある一日。

　冷え込んだ、真冬の朝──

　皆が交代で看かん護ごしていた少年の元に、彼女は包帯の束を持っていった。

　少年はつい数日前、その研究所内を破壊して回り、職員達によって大おお怪け我がを負わされていた。奇跡的に命には別状なかったものの、体の随ずい所しよを骨折し、とても動ける状態にはない。

　研究所の職員達のほとんどが、彼によって重傷を負わされたため、少年の看護は、同じ階に暮らす子供達に任されていた。

　まだ早朝のことで、ネイが看護を受け持つ時間には早かったが──たまたま目が覚めてしまったために、包帯の山を抱えて、ネイは彼の部屋へと歩いて行った。

　扉とびらの前まで来ると、中から微かすかに──衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。重傷の少年、真砂まさごは、とても動ける状態ではない。

　ネイはそうっと、足音を消してドアに寄った。階下で少年が暴れまわったせいで、建物の全体がわずかに歪ゆがみ、ドアと枠の間にわずかな隙すき間まができていた。その隙間から、ネイは部屋の中を覗のぞいてみる。

　カーテンの開いた窓からは、朝の眩まぶしい光が差し込んでいた。隙間からは、ちょうど真砂の眠るベッドが見える。そのすぐ脇わきに、同じ階に住む仲間の少女が佇たたずんでいた。

（ん？　由ゆ姫き？）

　それは真砂に助けられた少女だった。看護番として、彼女は同室に寝起きしている。

（もう起きてんの、あの子？　まだ朝の五時なのに）

　ネイはいぶかりながら、少女の様子を観察した。ネイの眼めには、人の感情が色彩となって映る。その色が──ある感情を示す、独どく特とくのものに偏かたよっていた。

　ネイは好奇心のままに、その様子を見守る。その心に妙な期待があった。

　少女はベッドの脇に立ち、少年をじっと覗き込んでいた。

　そのまま吸い寄せられるように、自らの顔を近づけ──ごくごく軽く唇を合わせ、すぐに火ほ照てった顔を上げる。

　──いかにも子供っぽい、迷いながらの拙つたない口づけだった。

　その様さまが微笑ほほえましく、ネイはつい、からかいたくなる衝しよう動どうに駆られた。

　音を立てぬように、ドアの隙すき間まを広げ、

「──みーちゃった♪」

　部屋の中に、囁ささやき声を送った。

　少女がびくりと身を竦すくませ、扉とびらの方向に向き直る。

「え……ネ、ネイ？」

　その顔に、たちまち狼ろう狽ばいが浮いた。感情の色の起き伏ふくの激しさに、ネイは歳としに似ない苦笑を漏もらしてしまう。由ゆ姫きのことを、可愛かわいいと思った。

　この研究所の、同じ階に住む仲間達は、どうにも一ひと癖くせも二癖もある者ばかりだったが──由姫だけは、年相そう応おうに可愛らしい。白はくや法のり章あきのように達たつ観かんせず、フローラ、ファウナよりもおとなしく、桂けいや真砂まさごよりも強くはない。歳が下なせいもあって、妹のような感覚もある。

　由姫はしどろもどろになって、聞き取れない小声の言いい訳わけをしていた。

　ネイは黒髪をかきあげ、訳知り顔に頷うなずいた。

「……ふぅん。そうなんだ？　ま、なんとなく、そうなんじゃないかなぁ、とは思ってたんだけどさぁ。〝色〟も、ちゃあんと見えてたし──」

「ち、ちがうの、いまのは、べつに……」

　必死に弁解する彼女に、ネイはにやにやと、からかいの笑みを向けた。

「みんなに、言っちゃおっかなぁ？」

「……う……」

　少女は真っ赤な顔で、困ったように口を噤つぐむ。感情の色は気きの毒どくなほどに乱れていた。潮しお時どきと見て、ネイは問う。

「だまっててほしい？」

　由姫は顔を俯うつむけたまま、ごく小さく、こくりと頷いた。

　ネイは微笑ほほえんだ。

「じゃ、みんなには黙っててあげる。それから、はいこれ」

　持ってきた包帯の山を、由姫に手渡す。ネイの当番だったが、そこは由姫の内心を察した。

　由姫は戸と惑まどうように、抱えた包帯の山を見る。

「替えの包帯。巻いてあげな」

「う、うん……」

　小声に頷いた。

「大丈夫だって、黙っててあげるから。約束、ね？」

　ネイは由姫の頭を軽く撫なでた。滑なめらかな髪が、指先に心地いい。

　ベッドの上の真砂まさごが、その時、やっと眼めを開けた。

「ん──」

　低く唸うなって、部屋にいるネイ達を見る。

「あ、真砂まさご？　起こしちゃった？」

「……あぁ。由ゆ姫きとネイか──おはよ。朝っぱらから、どうしたんだ？」

　掠かすれがちな声で、真砂は寝起きの声を漏もらす。由姫がその直前に何をしていたか、気づいた様子はない。

　ネイは笑いを堪こらえきれないまま、真砂に顔を向けた。

「別になんでもないよ。じゃ、また後でね」

　邪じや魔まをしては悪いと、ネイは早々に退たい散さんすることにした。看かん護ごを交代する時間までは、まだ間がある。

　扉とびらを出る寸前に、ネイは部屋の中を軽く振り返った。

　由姫とベッドの真砂は、微笑ほほえましく言葉を交わしていた。

　──自分達は、いつまでこうしていられるんだろう──

　ふと、そんな不安が胸をよぎった。

　研究所の補修が終わり、怪け我がをした職員達が復帰してくれば、実験は再開されるはずだった。今は生きている仲間達も、これからどうなるかはわからない。

　由姫を助けるために、真砂は重傷を負った。そして彼は同時に、施設を破壊し、実験を停てい滞たいさせることで、仲間達の命を長引かせることにも成功した。

　ネイはそれまで、研究所の大人おとなたちに逆らうことなど、考えもしなかった。自分達はいずれ、殺されていく──それが自然の摂せつ理りのように思っていた。

　しかし真砂は、それを認めなかった。ネイにとってばかりでなく、半分決定した〝死〟を受け入れていた仲間達にとって──彼の行動は、目を覚まさせるのに充分な衝しよう撃げきだった。

　もし今度──真砂や由姫、そして仲間達に危険が迫ったら。

　幼いネイの眼めが、細く据すわる。

　──そのときは、自分達が盾たてになる番だと、心に決めた。
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　頰ほおに、冷たい水すい滴てきが落ちた。

「──真砂──真砂ってば……」

　その小さな呼び声に、真砂は薄く眼を開ける。

「真砂？　気がついた？」

　眼をあけた正面にネイの顔があった。黒髪が闇やみに融とけ、ほの白い顔だけが浮いて見える。

　──やられたことは、すぐに思い出した。

　シューウェンという娘が、至近距離で放った電撃──咄とつ嗟さに腕で防御はしたものの、爪つま先さきから脳のう天てんまでを、見事に電流で貫かれた。どうやら意識を失っていたらしい。

「ネイ、か──」

　黒こく衣いの少女の膝ひざ枕まくらから、真砂まさごは半身を起こした。まだ頭がくらくらする。頭だけはネイの膝の上だったが、背中はごつごつとした石の床ゆかに寝かされており、微かすかに軋きしむような痛みを覚えた。それなりの時間を眠っていたらしい。

「ここは──？」

　真砂は暗い周囲を見回しながら問う。三方の壁は石によって遮さえぎられ、残る一方は鉄てつ格ごう子しとなっていた。ネイの答えを待つまでもなく、だいたいの見当はつく。

「お城の地ち下か牢ろう。あ、出ようとしないでね。さっき、教団の奴やつに警告されちゃって──誰だれか一人脱だつ走そうすると、別の牢に閉じ込められてるフローラ達が危ないから、って」

　真砂は、鉄格子の外、天てん井じよう近くに見えた監かん視しカメラと視線を合わせた。相手は、真砂達の弱点を的確に読んでいた。互いが足あし枷かせとなった時に身動きが取れなくなるのは、真砂にもどうにもならない。

　石の壁も鉄格子も、真砂にとってはないも同然だった。しかしそれを壊こわすことは、別の場所に閉じ込められた他の仲間の身を危あやうくしてしまう。

　真砂は白はくから預かった通信球の存在を思い出し、自らの片手の甲を見た。しかしそこに球はない。ガムナ教団の連中に、すでに取られたと見て間違いなかった。

「──やられたか」

　舌打ちまじりに小さく呟つぶやいて、真砂は石の床に拳こぶしを当てた。

「ぼくは──どのくらい寝てた？」

「私も、ちょっと前まで気絶してたから、時間は怪あやしいけど──たぶん、シューウェンに捕まってから、三時間か四時間ってとこだと思う」

　地下の牢ろう獄ごくに窓はなかった。外の様子は窺うかがえないために、夜が明けているかどうかもわからない。

　ネイは真砂の頰ほおに手を当てた。

「体の具合、大丈夫？　シューウェンの電撃、けっこういいの貰もらってたみたいだけど」

「ぼくはなんともない。桂けい達は？」

「心臓麻ま痺ひでも起こしてない限りは、大丈夫だと思う。確認はしてないけど」

「そうか──強かったな、あの娘」

　真砂は額を押さえて呟いた。シューウェンという名の、歳としの頃ころもほとんど同じ娘に、真砂達は手も足も出なかった。より正確には──手を出す間もなく、電撃を受けた。

　距離をとって様子を見ることができれば、まだ可能性はあったかもしれない。しかし甲こう院いん──由ゆ姫きのことを最前提として動かなければならない以上、無む茶ちやな策しか取れなかったのも事実である。

　油断はなかった。ただ単純に、相手の方が上うわ手てだった。

「……でも、攻略法が、ないわけじゃなさそうだ」

　真砂まさごは小さく呟つぶやいた。その言葉に反応して、ネイが眼めを見開く。

「ほんとに⁉」

　真砂は頷うなずいた。

「あぁ。正面から、ぶん殴なぐる」

　あっさりと言い捨てた真砂に向けて、ネイは溜ため息いきを吐ついた。

「……実は馬ば鹿かでしょ？　あんたって……」

「さぁな」

　真砂は苦笑した。ヴィヨンにはじまって、座ざ王おうと焰えん鉄てつ衆しゆう、甲こう院いんと仙せん崎ざき、そしてシューウェン──どうにも負けが込みすぎて、開き直ってしまった気配も感じていた。しかし、真砂にとって、今の言葉はただ根こん拠きよのない戦法ではない。

「一応さ、今、思い出してみたんだけど……あの電撃って、撃つまでに予備動作っていうか、一呼吸か二呼吸の間まが必要なんじゃないか？」

　真砂が問うと、ネイは眼をしばたたかせた。

「なんで、そう思うの？」

「いや──手しゆ刀とうを打つ直前に、ぼくの側には、けっこう隙すきがあったはずなんだ。だけどあのシューウェンて子、わざわざぼくの攻撃を避けてから、電撃を撃ってきた。もし咄とつ嗟さに撃てるんだったら、まずぼくが攻撃しかかった時に、すぐ反応しそうなものじゃないかな」

　曖あい昧まいな考えだったが、真砂には自信があった。ネムエルの異い能のう者しやは、体内に電池のような蓄ちく電でんの器官を持つという。そこから電力を放出するまでに、わずかなタイムラグが生じる可能性は高い。

「さっきは、先に甲院の刀をどうにかしないとまずいと思ったから、あいつを後回しにしたけど──次は、負けない。不意打ちでもなんでも、由ゆ姫きは絶対に取り返す」

　真砂は低い声で呟き、拳こぶしと掌てのひらを叩たたき合わせた。その眼はまだ、敗者のそれではない。

　ネイの視線が、決意する真砂をぼうっと見ていた。

「……ん？　なんだよ？」

「あ──う、ううん。別に」

　曖昧に流したネイの眼は、真砂の周囲を見ていた。感情の色を見られていることに、真砂はすぐ気づいたが、特に気にもしない。

　ネイは数秒の間を置いて、口を開いた。

「あのさぁ……一つ、確認しときたいことがあるんだけど」

「ん？」

「こんな時に、聞くようなことじゃないかもわかんないけどさ。あんた、由姫のことどう思ってんの？」

　さばけた口調で発せられたその問いを受けて、真砂まさごは眼めをしばたたかせた。

「どうって──仲間だろ」

　普通に答える。ネイは、真砂の周囲に眼を凝こらした上で、大おお仰ぎような溜ため息いきを吐ついた。

「そうじゃなくてさぁ……由ゆ姫きがあんなだから、私が言っちゃうけど、あの子、あんたのこと〝好き〟なのよ」

「ぼくも好きだよ」

　不思議に思って、真砂は問い返す。

「ネイは嫌いなのか？」

　間かん髪はつをいれず、軽い拳げん骨こつが飛んできた。

「てっ……さっきからなんだよ。あんまり叩たたくな」

　あまり怒りもせず、真砂は諦あきらめながら言った。ネイが真砂をふざけて叩くのは、子供の頃ころからの悪あく癖へきだった。今いま更さらに気にするほどのこともない。

　ネイは脱力したように、こめかみを押さえていた。

「……あんたいっぺん、頭ん中、手術してもらった方がいいかもしんない。私が言ってるのはね。兄妹とかそういう感じの好きじゃなくて、異性として、由姫はあんたに惚ほれてるってこと！」

　真砂は、二度三度と眼をしばたたかせた。唐とう突とつに何を言い出すかと思ったが、ネイの顔は大おお真面まじ目めである。

「……──そうなのか？」

　つい、間まの抜けた声で問い返した。

　ネイは頰ほおを心持ち引きつらせ、真砂を小こ馬ば鹿かにするように、その首を横に振った。

「そうなの。なんかフローラ達から聞いた限りじゃ、間違いないっぽいし。あんた、ヴィヨンにやられた時と、水中庭園てとこで刺されそうになった時、二回もあの子に助けられたんだって？」

　真砂達が城に来てすぐ、バスタオルから服に着替える間に、ネイはそのことをフローラ達から聞かされていたらしい。真砂も扉とびらの外で、聞くともなしに聞いてはいた。

「あぁ。確かに助けられたけど……でもそれは、仲間なんだし」

「由姫、かわいそぉ──」

　ネイは両手を握って目元にもっていき、噓うその泣なき真似まねをした。真砂は困こん惑わくして視線を逸そらす。言われていることに、どうしても実感が湧わかなかった。それはネイの芝しば居いがかった仕し草ぐさのせいもある。どこか、からかわれているような気がして仕方がない。

「あんないい子が、なんだってこんな朴ぼく念ねん仁じんに──私ゃあの子が不ふ憫びんで不憫で……」

「ちょっと待てよ、ネイ。あのさ、それって、もしそうだとしても、子供の頃の話だろ？　ぼくが由姫に再会したのはつい最近で、お前が由姫に最後に会ったのだって、あの頃なんだし……」

「私には、〝色〟が見えてるの」

　呆あきれたように言うネイの言葉に、真砂まさごは眼めをしばたたかせた。

「さっき、甲こう院いんに乗っ取られた由ゆ姫きに──ちょっとだけ、カマかけてみたのよ。そしたらあの子の色、めちゃくちゃ派は手でに反応してた。今でも真砂のこと好きって証しよう拠こよ」

　真砂は素直に驚いた。

「だって、あれは……甲院薫かおるじゃ、ないのか？」

「由姫の意識も、間違いなく一いつ緒しよにいるってこと。籤くじ方かたも言ってたでしょ？　外の景色が見えてることもあったって。甲院は、体の運動機能は支配しているらしいけれど、由姫の心の中までは支配していない。

　だいたい、そうでなきゃ、由姫にあんたを助けられるはずがないでしょ？　由姫の意識は、あの体の中から、助けに来た私達のことをちゃんと見てるはずよ。体の動きは封じられてても、ね」

　答えたネイは、真砂の頭を軽く小こ突づいた。

「で、あんたはどうすんのよ？」

「──どうって言われても」

　真砂は言葉を詰まらせた。当の本人が目の前にいないのに、勝かつ手てなことを言うのも気が引ける。

「そういう話、苦にが手てなんだよな。南なん郷ごうさんとこも華かヶが瀬せさんとこも、血ち生なま臭ぐさい話が専門だったから」

　真砂は髪に指を通し、頭を軽く押さえた。

　今にして思えば、思い当たる節ふしがないわけでもない。てっきり由姫と自分は兄妹のような関係と思っていたが、ネイが言うのなら、それは一方的な勘かん違ちがいだったのかもしれなかった。もっとも、まだ彼女に〝からかわれているだけ〟という疑ぎ念ねんも捨ててはいない。

「ま──わかるけどね。あんたはあんたで、女の子の気ぃ引くより、目の前の敵にどう対たい処しよするかってことに切せつ実じつな人生だったみたいだし」

　ネイが溜ため息いきを吐ついた。真砂の上じよう司しだった華ヶ瀬清きよ元もとの辣らつ腕わんぶりは、西洋にまで伝わっていたらしい。

「由姫のこと、嫌いじゃないのはわかってる。だからさ。せめて助けた後、どうするかぐらいは考えておいてよ。でないと、せっかく助けられても、あの子が可哀かわい想そう。

　あの子があんたを助けるために、どんな気持ちで、甲院に体を渡したのか──そこんとこ、よぉく考えなさい。振るんなら振ってもいいけど、ちゃんと真面目まじめに考えてからね。でないと、私らが承しよう知ちしないから」

　ネイの言葉に、真砂は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　その顔つきが気に入らなかったらしく、またネイの拳げん骨こつが飛ぶ。真砂まさごはそれを適当に頭で受けておいて、黒こく衣いの少女を横目で見た。

「助けた後で、じっくり考えるってのは──ずるいかな？」

　ネイが眼めをしばたたかせた。

「考えてみたら、今のあいつのこと、あんまりよく知らないんだ──」

　昔のことを思い出しながら、真砂は呟つぶやいた。ちょこまかと自分にくっついていた由ゆ姫きのことは、よく憶おぼえている。しかし再会してからは、まだごく日数が短い。

　由姫のことは、決して嫌いではなかった。だからこそ、今の状態で結論じみた何かを言ってしまうと、それは噓うその言葉になりそうな気がする。

「──とりあえず助け出さないことには、先のことなんかわかんないからさ。今は、ただの可愛かわいい妹みたいなもんだけど、何年かしたら、見方も変わってるかもしれない。今まで、そういう眼で見てなかったから、なんとなくそのままだったけど」

　曖あい昧まいな口調ながら、真砂は淀よどみなく呟いた。

　安心したように、ネイが微笑を浮かべた。

「うん──そういうのなら、ありだと思う。それ聞いて安心した」

　ネイの声は嬉うれしげだった。

　彼女にしてみれば、真砂と由姫、そのどちらもが身内のような感覚のはずだった。双そう方ほうにとっていい結果を願うという点では、心中、複雑なものがあったに違いない。自分の鈍どん感かんが、彼女にそんな気を遣つかわせていたかと思うと、真砂は申し訳ない思いもした。

　ふと──場違いな軽い拍はく手しゆの音が、牢ろうの一角から響いた。ぱちぱちぱちと、嫌味のように控えめな拍手だったが、肝かん心じんの叩たたく手は何ど処こにも見えない。

『ふふっ、やっぱりいつも前向きだね、君は──でも、さしあたって今、君達が気にするべき問題は、そんなことではないように思うけれど』

　地下牢の隅すみ、暗い空間から、何者かの声がした。

　男とも女とも知れない、どこか中性的な声──

　聞き覚えのあるその言い回しに、真砂はびくりと肩を震わせる。ネイを背後に庇かばうように、その前へと回り込み、無意味と知りつつ爪つめを伸ばした。

　闇やみの衣ころもを身にまとった占うらない師しが、その顎あごの細い線を中空に浮かび上がらせる。

『やぁ、乾いぬい真砂。また会ったね。〝この三度目の逢おう瀬せは恋こいになる〟、かな？』

　常に神しん出しゆつ鬼き没ぼつの、キャラバン屈くつ指しの愉ゆ快かい犯はん──星ほし詠よみのエスハの影に、真砂は睨にらみを利きかせる。真砂とネイの会話を盗ぬすみ聞きしていたらしく、癇かんに障さわる皮ひ肉にくも相変わらずだった。

「え……だ、だれよ？　真砂の知り合い？」

　ネイがわずかに怯おびえた声を漏もらす。真砂は、エスハの影から視線を外はずさぬままに答えた。

「噂うわさは聞いたことあるだろ。こいつは、あの星詠みのエスハだ──こんなところにまで出てきて、何の用だ？」

　物理攻撃の効かない相手に、真砂まさごはルールーブの爪つめを向ける。

　くすくすと小さなエスハの笑い声が、狭せまい牢ろうに響いた。

『怖こわいね、君は。せっかく、いいことを教えに来てあげたのに』

「その前に──お前の目的を、話してもらう。何しに来た？　何が狙ねらいだ」

　真砂は威い圧あつをやめない。

　エスハと絡からむのは、これで三度目だった。

　一度目はまだ幼い頃ころ、甲こう院いん派の研究所で、ルールーブの組織を移植された直後。

　二度目はつい先日、水中庭園の位置について情報を請こい、そのまま庭園へと放り込まれた時。

　そのどちらでも、彼は真砂の神経を逆さか撫なですることばかりを言っていた。

　暗くら闇やみに浮いたフードの占うらない師しは、真砂の怒りを察してか、くすくすと嫌味に嗤わらい続けている。

『脅おどしても無む駄だだよ？　君の爪じゃ、私にはなんの効果もない。でも、目的か──そうだね、君には、聞く権利があるのかもしれないな。聞きたい？』

　頷うなずくのも悔くやしく、真砂はそのまま、闇を睨にらみ続ける。

『──暇ひま潰つぶし、とか』

　間まを溜ためて、エスハが嗤った。

　そのふざけた答えには怒りを覚えたが、行動としては何も手出しができない。どうにも、性質たちの悪い相手だった。

　エスハはフードの陰かげから真砂の表情を読んだように、またくすくすと嗤った。

『ふふっ──怒らない、怒らない。噓うそではないんだよ。死ねない身は退たい屈くつでね。

　でも、そうだね──君たちにわかりやすい言葉で言えば……私の趣味は、宝たからの森もりの占うらない師しの名の下に、君たちの行く末を見守ること。だから、今は君たちの味方をしてあげてもいいと思っている。どうかな？』

　真砂は唇を嚙かんだ。

「味方……？　あんたは、ぼく達を玩具オモチヤにしたいだけだろ」

　真砂は、ほぼ確信をもって言い返した。

　エスハの声が一ひと際きわ、甲かん高だかく嗤った。

『見み透すかされたね。そう、私にとって、君達は玩具みたいなものだ。いや、玩具というよりは、愛あい玩がん動物かな？　だから、からかって遊ぶことはあっても、滅めつ多たなことじゃいじめて壊こわしたりはしないよ。

　君たちだって、適当なところにボールを投げて、犬がそれを取ってくるのを見て喜ぶだろう？　それに近い感覚だ。もっとも──私と人の関係は、人と犬のそれよりも遠いだろうけれど』

　犬呼ばわりされても、真砂はむしろその言葉に納なつ得とくしていた。

　今のエスハの挑ちよう発はつ的てきな言葉は、彼の本心だろうと感じた。人が他人を動物扱いするのは言ごん語ご道どう断だんだが、星ほし詠よみのエスハは、明らかに人とは異質の存在である。あるいは、生物の概がい念ねんで捉とらえることすら不可能かもしれない。

『直ちよく情じよう径けい行こうの君は、ペットとしては、けっこう好みのタイプなんだけれど──私は、嫌われたかな？』

「──せいぜい、手を嚙かまれないように気をつけるんだな。で、何しに来たんだよ？」

　真砂まさごは切りつけるように問う。相手にしたくはなかったが、はやく立ち去って欲しいとは思った。

『いやね。こんなところで、くすぶっていていいのかなぁ、と思って──』

　エスハのすぐ隣に、ぼんやりと水晶のような円があらわれた。水中庭園へ導かれた時のように、また何ど処こかに引きずりこまれるかと警戒したが、特に危険な様子はない。

　ただ、円の中に、牢の石壁とは違った風景が映し出されていた。

　真砂はその光景に眼めを凝こらす。

　薄暗い広間に、白い長衣ローブをまとった人々が群れていた。彼らの最前列には、半はん透とう明めいに透すけた卵型のオブジェがある。そしてオブジェのすぐ傍そばには、司し祭さい、シューウェンの姿も見えた。

　透けた卵型のオブジェの中には、膝ひざを抱えて丸まった娘の体があった。すりガラスを通したように、細部はぼやけて見えないが──見覚えのある細身の体に、真砂の心臓は跳はね上がる。

「──由ゆ姫き、なのか……あれ？」

『ご明めい察さつ』

　エスハがくすくすと嗤わらった。

『あのシューウェンという娘は、神しん群ぐんからの強い力を求めている。それを手に入れる手段として、甲こう院いん薫かおるの利用を思いついたらしいね』

「……どういうことだ？」

　真砂はエスハに厳きびしい眼まな差ざしを向けた。エスハのシルエットが、軽く肩をすくめたように見えた。

『アラクナの異い能のうについては、君も知っているだろう？

　言葉を用いず、意思を伝達する力──それは何も、〝対人〟に限った力じゃない。アラクナの巫女みこの真の力は、ある条件さえ満たせば、他の神群との〝交信〟さえも可能だという点にある』

　その答えに、真砂は絶句した。由姫の力は、戦闘にはまったく向かないもののはずだった。だがもし、エスハの言を信じるのなら──その使い方次し第だいでは、無限にも近い可能性を秘めている。

『神群が受けた願いを叶かなえられるか否いなかは、すべて彼ら次第だ。その過程で、願いをひどく曲解されるケースも少なくない。

　特に、より強い力を求めた場合──その代だい償しようとして、気が狂ったり、身体的にも思わぬ副作用を得ることがある。副作用については、君たちも詳くわしいんじゃないかな？　研究所で、神しん群ぐんの力を無む理りに植えつけられたために、死んでいった者を大勢見てきただろう』

　食いしばった真砂まさごの歯が、ぎりりと嫌な音を立てた。

　その過去は真砂の傷口だった。

　十年前、真砂は由ゆ姫きを助けることができた。その直前に植えつけられたルールーブの爪つめが、彼女を助けたいという真砂の願いを叶かなえた。

　しかし、彼女以前に死んだ仲間達を──真砂は、助けられなかった。ただ、その死んでいく姿を見ながら、時に励はげまし、時に黙って見送るしかなかった。

　身を焼かれるようなその記憶に、真砂はやり場のない怒りを憶おぼえる。その記憶が、薄れることはない。

　エスハは言葉を重ねた。

『つまり、人は神群に対して、願うことだけはできるけれど──その願いを彼らへ〝正確に〟伝えられるかどうかは、また別の問題ということだね。また神群との相あい性しようによっては、願いが届かず、無視されることもあるだろう。望みもしないのに、余よ計けいな異い能のうを得てしまうケースだってある。

　だけど、もし──その願いを正確に伝え、人間側の望まない結果を、予あらかじめ避けることができるとしたら？　願いが叶うかどうかは別として、少なくとも、〝望まない結果〟を避けることができれば、神群の力は格かく段だんに使いやすくなるよね。

　アラクナの異能と、アラクナの本体を宿したあの聖せい典てんを完全に使いこなせれば、それらの問題を解決することも可能だ』

　エスハの声は嗤わらっていた。しかし真砂とネイは、その言葉が意味する現実を前に、笑うどころではない。

　碑ひ文もん谷や由姫は、精神面でアラクナを拒きよ絶ぜつしていた。〝だから彼女にアラクナ聖典は扱えない〟ことを、真砂は榊さかき糾ただすの口から聞いている。

　しかし──〝甲こう院いんに乗っ取られた由姫〟には、聖典が扱えるはずだった。事実、真砂はその力で命を救われている。

　エスハの声が、驚く真砂達を嘲あざけるように嗤わらった。

『そして、そんな彼女の力を、もし、他人が利用できるとしたら──その人物は、様々な神群に対し願いを告げ、見方によっては、彼らを従えることもできる。あるいは、神群たちの、〝主あるじ〟とも呼べる存在になるかもしれないね。

　シューウェンの狙ねらいは、これで読めたかな？』

　真砂は内心の動どう揺ようを隠かくすため、声を殊こと更さらに低くした。

「──あの女──由姫を、どうする気なんだ？」

　エスハの影が揺らいだ。蠟ろう燭そくが風に煽あおられるようなその様子に、真砂まさごは彼が消えようとしていることを察して、わずかに手を伸ばした。

　しかしエスハは、まだそこにいる。

『今、見せただろう？　彼女は自分のために甲こう院いんを利用したいんだ。その実験が成功するかどうかは、まだ今の時点ではわからない。だけど──ひょっとしたらその影響で、あの娘は碑ひ文もん谷や由ゆ姫きじゃなくなるかもしれないね？』

　真砂の心臓が、うるさいほどにその鼓こ動どうを大きくした。

　エスハが耳みみ障ざわりな薄笑いを漏もらした。

『今、ガムナ教団の連中は、その儀式のために忙いそがしい。実のところ、彼らはもう、こんな牢ろうなんて見張っちゃいない。抜け出したところで、しばらく気づきはしないだろう。君の仲間達は、あの壁の反対側にいるよ。

　さて、最後にもう一度、問いかけておこうかな。

　こんなところでくすぶっていて、いいのかい？』

　ネイが真砂の腕をきつく摑つかんでいた。真砂は思し考こうを巡らせながら、エスハの問いには答えず、代わりに質問を重ねる。

「……なんでそんなことを、ぼく達に教えてくれるんだ？」

　罠わな──そんな気もする。おもしろがって、場を搔かき回しているだけ──そんな疑ぎ念ねんも浮かぶ。

　しかし由姫の身に対する不安は、真砂の中で誤ご魔ま化かしようもないほど膨ふくらんでいた。

　エスハが嗤わらった。

『言ったろう？　私は、君みたいな直ちよく情じよう径けい行こうが嫌いじゃない。それに、人と神しん群ぐん──どちらかがどちらかに偏かたよれば、その時、君たちの選ぶ進化の結果が出る。それはそれで喜ばしいことなんだけれど──例えば個人の暴走で、中ちゆう途と半はん端ぱな結果を導き出されても、こちらとしてはどうもおもしろくないんだね。

　だけど私自身が、直接、そこに手出しをする気はない。ご覧らんの通り、私は実体も持たないただの占うらない師しだから。

　でも、もう少し、君たちが迷い苦しむさまを見ていたいものだから、結果が出そうになるとつい、口でどちらかの邪じや魔まをしてしまうんだ。困ったものだよね』

　他人ひと事ごとのように言って、エスハはまた嗤った。

　真砂には、エスハの言うことを断片的にしか理解できなかった。また理解したところで、新たな疑念も浮かんでしまうだろうと思う。

　今は、エスハ云うん々ぬんより──まず、由姫のことが大切だった。

　真砂は爪つめを伸ばした。エスハに向けてではなく、牢の鉄てつ格ごう子しに向けて、その腕を振りかぶる。

「真砂……」

　ネイが不安げな声を漏らした。エスハの言が、噓うそでないという保証はない。その場合、牢を出たことが相手に知れれば、別に捕まっているフローラ達の身が危ないはずだった。

　真砂まさごは、爪つめを鋭するどく伸ばした。

「ネイ。こいつは嫌な奴やつだし、いろんなことを隠かくしていそうだけど──今のところ、こういう情報で噓うそをつかれたことはないんだ。どのみち、ここでじっとしているわけにもいかない」

　忌いま々いましい思いを抱いたまま、真砂は牢ろうの格こう子しを一瞬で切り裂いた。砕けた格子が地に落ちた時には、もうエスハの気配は消えている。

　真砂はネイの手を引いて、彼女を立ち上がらせた。ネイは微かすかに、足を震わせながら立ち上がる。

「ご、ごめん。ちょっと、今の人にびっくりしちゃってて──」

　戸と惑まどうように呟つぶやきながら、ネイも牢を抜けた。

「で、なんだったの？　今の──」

「はじめてだったんだよな。エスハに会ったのは？」

　真砂は、石造りの廊ろう下かに人の気配を探りながら問う。念のために壁に身を寄せはしたものの、辺りはまるで無人だった。見張りの一人も見当たらない。

　ネイは、魂たましいを抜かれたような顔をしていた。

「うん。はじめて、見た──」

「感情の色、見えたか？」

　興味本位に真砂は問いかけてみた。エスハは人の心を読む。そんな相手の感情を、もしネイが見み透すかしたとすれば、少しは鬱うつ憤ぷんが晴れそうだった。

　しかしネイは、首を横に振る。

「暗い光──そんな感じ。色なんて呼べるものは、見えなかった」

　その答えに、真砂は何故なぜかぞっとした。わかっていたこととはいえ、相手が人じん外がいのものであることを改めて認識させられる。

　真砂は、そのエスハから〝仲間達がいる〟と聞かされた壁に手をかけた。その言を全面的に信用したわけではなかったが、廊下の側から通路を探す手間も惜しい。

　人が一人、屈かがんで通れる高さに切れ目をいれ、真砂は石を砕いた。

　造った穴から頭を入れると、その目の前には白はくがいた。そこも牢の中らしいが、エスハの言の正しさを確認し、真砂はわずかに安あん堵どする。

　唐とう突とつに開いた穴に、白はさして驚きもしなかった。

「遅おそかったな」

　と、真砂が来ることを予見していたように呟き、そのまま静かに立ち上がる。地下牢にいてさえ優ゆう雅がに見える物腰には、微み塵じんの迷いもなかった。助けに来たはずの真砂の側が、呆あつ気けに取られて苦笑する。

　伸びた真砂の爪を見て、白が呟く。

「しかし、その爪つめは便利なものだな。こんな無ぶ粋すいなことに使わず、細さい工く物ものにでも生かせばよかろうに。金属だろうと宝石だろうと、自在に加工できるのだろう？」

「あぁ、それもいいかもな。どうせ山やま之の内うち派には、もういられないだろうから」

　軽口を叩たたいておいて、真砂まさごはすぐに辺りを見回した。

　造りは真砂達のいた牢ろうと変わらないが、廊下の位置がまるで違う。地下の全体が、利便性を無視した入り組み方をしているらしかった。

　牢の隅すみには、固まって動かない籤くじ方かた刀とう至じの姿もある。桂けいとフローラは、また別の場所にいるらしく、その姿が見えなかった。

「六人を三箇所に分けて監かん禁きん、か。念がいってるな」

　真砂は呟つぶやきながら、続いて這はい出てくるネイに手を貸した。シックな黒スカートが石の埃ほこりに汚れたが、ネイは特に気にする様子もない。

「なにせ捕らえられたのが〝実験室の子供〟ばかりだからな。桂達との合流はまだか？」

　白はくが問う。頷うなずきかけた真砂の視界の端、牢と面した廊下に、銀髪の少年と少女が顔を見せた。

　白はく皙せきの少年は、冷さめた眼めで仲間達を見る。真砂が口を開くより早く、

「──声が、聞こえた」

　ぽつりと呟いた。その脇わきから、少女が対照的に明るい声を張る。

「やっほ。みんな無事？　怪け我がとかしてない？」

　桂とフローラ──その二人もまた、別の場所にある鉄てつ格ごう子しを壊こわし、出てきたものらしい。

　六人が揃そろってもなお、廊下に警備の人間などはあらわれない。その事実は、エスハの言の正しさを裏付けていた。

　籤方一人が、困こん惑わくしたようにきょろきょろと一同の顔を見回している。

「あ、あの……あの？」

「行くぞ、籤方。さっきのお返しをしないとな」

　真砂は軽くその肩を叩いて、白と籤方を閉じ込めていた鉄格子を砕いた。

「え？　え……？　で、でも」

　籤方は、まだ戸と惑まどっていた。

「お、俺おれ……たち、もう、負けて……だから、もう──む、無む駄だなんじゃ……？」

　真砂は、怒りもせずにただ苦笑した。籤方の言っていることはあまり要領を得ていないが、しかし彼の心中は、なんとなく理解できる。

〝負けた者は、勝った者に従う〟──彼の中には、そんな暗黙のルールがあるらしい。

「籤方。ぼくらはまだ負けちゃいない。ここからが勝負どころだ」

　半なかば自分に言い聞かせるつもりで、真砂は声を強くした。

「あの女司し祭さいから──由ゆ姫きを返してもらおう。桂、匂においは探せるか？」

「やってみる」

　短く答えて、桂けいは一足先に廊ろう下かへと出て行った。

　籤くじ方かたは、まだぽかんとしている。その彼に、真砂まさごはまた手を差さし伸のべた。

「籤方、行こうか？　さっきも言ったけど、自分が何をするか、決めるのは他人じゃない。それを決められるのは、自分だけだ。ここに残りたいなら、それでもいいよ」

　真砂は故こ意いに、少し意地の悪い聞き方をした。籤方には、自分で決断することに慣れて欲しいと思った。最初のうちは、間違った決断をすることも多いだろう。あるいは取り返しのつかない大失敗をする可能性も否定はできない。しかしそれでも、真砂は彼に決断を強しいた。

　それが、自然なことだと思った。

　迷いながら、籤方はおどおどと、それでもどうにか自分の足で立ち上がった。
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　胃が痛い。

　きりきりと痛む。

　その痛みに南なん郷ごう司つかさが慣れたのは、もう十年ほども前のことだった。

　このところ、しばらくおさまっていたが──甲こう院いん派の復活に絡からんで、また痛みだした。

（やれやれ──）

　南郷は手を組む振りで、胃の上を押さえた。

　輸送用ヘリについた二つのローターが、頭の上でやかましく鳴っている。

　軍隊が使うようなその大型ヘリには、南郷の他にも十数人が乗り合わせていた。いずれも山やま之の内うち派かキャラバンの関係者だったが、立場の違う者も少なくない。

　例えば、南郷の隣で押し黙ったままの女──榊さかき糾ただす。

　神しん群ぐんの研究者として名を知られる彼女は、山之内の厚意で、このヘリに同乗させられた。

　当の山之内はといえば、ヘリの隅すみの座席で、悠ゆう々ゆうと船を漕こいでいる。その周囲には彼を護衛する異い能のう者しや達が固まっていた。

　南郷のもう一方の隣には、榊糾よりもさらに名の知られた人物がいた。

　灰色の作さ務む衣えに身を包み、ぼうっとした顔で、鉄の煙管キセルを咥くわえている。そこに火はついていない。

　翁おきな居い夢ゆめ路じという名の、外見より遙はるかに歳としを食ったその男は、ヘリに乗る前からまるで口を開こうとしなかった。

　考えてみれば──

　南郷は、ヘリに乗った顔ぶれを見渡して思う。

　山之内の腹ふく心しんである自分はともかくとして、そこには妙な面子メンツが揃そろっていた。沈黙の山之内、不老の夢路という、キャラバンの中でも最高位に位置する二人の老人に加え、研究者の榊糾、その養子の霧きり塚づか雅みやび。夢ゆめ路じに連れられた、ファウナと詩し乃のという、比較的に名の知られた異い能のう者しやもいる。

　端に合がつ掌しようしたまま微び動どうだにしないのは、山やま之の内うちが何故なぜか贔屓ひいきにして可愛かわいがる少年僧そう、桝ます村むら法のり章あきだった。南なん郷ごうは詳くわしくないが、彼は乾いぬい真ま砂さごの友人でもあるらしい。

　主あるじの山之内謙けんは、日ひ頃ごろは僧そう侶りよとして生活している。その意味で、法章というその少年と気が合うのはわかるような気がした。

　しかし──

　この面子を、このヘリに同乗させた、山之内の真意が知れない。

　南郷は背広の上から胃を押さえる。

　夢路を除いて──ここにいるのは、乾真砂や碑文谷由姫の、関係者ばかりだった。ご丁てい寧ねいに、山之内の護衛役にさえ、北きた戸どや真ま名な井い誠せい二じなど、真砂と面めん識しきのある人間が集められている。

　どう考えても、偶ぐう然ぜんの人選ではない。そこには山之内の作さく為いが感じられた。

　直接に問い質ただす機会もないまま、南郷は日本からの飛行機を経由して、今はカーマインの城へと向かう輸送ヘリに乗っていた。

　回転翼の振動が、胃に響く。

「あの──南郷さん？」

　榊さかき糾ただすの向こう側にいた霧塚が、気き遣づかわしげな声をかけてきた。

「顔色、悪いみたいですけれど──乗り物酔よいですか？」

「いいや。ただの食いすぎだ」

　南郷は憮ぶ然ぜんを装よそおって応こたえた。胃が悪く、体もどちらかといえば細身だが、彼は同時に大たい食しよく漢かんでもある。胃が悪いのに量を摂とるから、さらに悪化するという悪あく循じゆん環かんかもしれない。

　それでもここ数年、胃痛はかなり落ち着いていたはずだった。急に悪くなったのは、まさにここ数日のことである。

「えっと──じゃ、誰だれか胃腸薬持ってないか、聞いてきますね」

　霧塚が気を遣って席を立った。日本で尋じん問もんをしたときには、思わぬ気き丈じようなところを見せた彼女だが、その地じはあくまで穏おだやかなお人好しだった。

　霧塚は、もっとも薬に縁えんのありそうな法章のもとへと出向いていく。

　南郷はそこから眼めを逸そらし、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「ねぇ──南郷さん」

　傍かたわらにいた榊糾が、ふと口を開いた。

「はい」

　南郷は、年下の研究者にも敬語で応じた。彼女には文句もあったが、しかし軽視できる人物でもない。

　榊糾は、胸の前で組んだ腕をほどきつつ、軽く眼鏡メガネの位置を整え直した。

「山やま之の内うちさんは──なに考えてんの？」

　その問いに、南なん郷ごうはつい、胃の痛みを忘れて苦笑を漏もらした。彼女もまた、同じことを考えていたらしい。

「まさかとは思うけど──どうせ由ゆ姫きを殺すから、最後に一目とか、そんなこと考えてるわけじゃないでしょうね？」

「……場合によっちゃ、それもあるかもしれんがなぁ」

　答えたのは、南郷を挟はさんだ対に座る夢ゆめ路じだった。榊さかき糾ただすは、その無情な答えに冷たい眼まな差ざしを送る。間に挟まれた南郷は、また胃が痛むのを感じたが、むろん表情に出すような見苦しい真似まねはしない。

　怒った榊に向けて、夢路は首を横に振った。

「いや、怒るなよ、榊。あくまで可能性の話だ。それに──一応、俺おれの知っている山之内は、そういう真似はしない。まぁ、奴やつ自身がどうする気かはさておき──関係者として、どんな結果が出るにせよ〝関かかわらせる〟ことが大事だと思ったんじゃないか？」

　夢路の物言いは曖あい昧まいだった。榊が声をひそめる。

「じゃあ、夢路さんがそのあたりのこと聞いてきてよ。私や南郷さんには教えてくれなくても、あの爺じいさん、夢路さんになら答えるんじゃないの？」

「ん？　……んー」

　夢路は、気乗りしない表情を浮かべた。

「聞いてもいいが──なんだかあいつ自身、まだ決めてないんじゃないかと思う。ここだけの話な」

「な──」

　南郷は絶句した。極東の最大派は閥ばつ、〝山之内派〟の主あるじが、欧州ヨーロツパの雄、〝カーマイン派〟の主を、直接、かつ唐とう突とつに訪ねるという選択をしたにあたって、それが『行き当たりばったり』では笑い話にもならない。臨りん機き応おう変へんといえば聞こえはいいが、もしものことがあった場合には、取り返しのつかない乱らんを招きかねなかった。

　夢路もそのことは承しよう知ちらしく、声をひそめる。

「あいつはどっちかっつうと現場主義の人間でな。たぶん──本ほん音ねでは、甲こう院いんに会ってみたいんだろう。その上で決めるつもりなんじゃないかと思う。あるいは──会いたいのは、〝真砂まさご〟なのかもしれんが」

　南郷の胃が、ぎくりと疼うずいた。

「真砂、に……？　何故なぜ？」

「知るか。だが、この面子メンツを見ると──なぁ？　俺やお前はさておき、榊と霧きり塚づか、法のり章あきは、どう考えても不自然だろう。万が一、甲院を殺すなんてことになったら、敵にまわりかねないわけだし……」

「かねないじゃなくて、まわるわよ。私は」

　断言する榊さかきに、南なん郷ごうは頰ほおを引きつらせる。夢ゆめ路じもまた、ひどく曖あい昧まいな形に眉まゆを歪ゆがめた。

「フローラや白はく達も行ってるようだしなぁ──被害が広がらんといいが」

　真砂まさご達一行が欧州ヨーロツパに渡ったことは、まだ確認はされていなかった。しかし夢路は、フローラ達がまとめて消息を絶った時点で、彼女達がカーマインの元にいると確信しているらしい。

　真砂のことを知る南郷もまた──真砂なら、あり得ることだと思った。その移動方法はわからないが、彼の行動力ならばそれくらい、なんとかしてしまいそうな嫌な予感が消えない。このヘリに乗り合わせた人選を見ると、予感はさらに確信へと深まっていく。

　なにせ、無む茶ちやの多い少年だった。〝怖こわいもの知らず〟というわけでは決してない。むしろ、怖いものを怖いと知りつつ、それでも退ひかない無む謀ぼうさが、彼の特徴の一つと言えた。

　幼い頃ころとつい先日の、二度に渡ってヴィヨンを退しりぞけ、山やま之の内うち派を完全に出し抜いてまで、甲こう院いんを追い詰めた──偶ぐう発はつ的てきな要素がいくらかあったとはいえ、こと真砂の件に関しては、南郷も予想をたてにくい。彼は常に、南郷の理性がたてるその予想を、良くも悪くも超えてしまう。

「わぁ、お城だぁ」

　不意に頓とん狂きような声を上げたのは、ファウナだった。子供のように窓へ向けて座り、おおはしゃぎに外を指差す。

　霧きりの濃い窓の外に、巨大な城の外壁がうっすらと見えていた。

　南郷は、その城に鋭するどい視線を据すえる。あるいはそこは、戦場になってしまうかもしれない場所だった。

　夢路の隣にいる首くび輪わを嵌はめた少女、詩し乃のが、そのときふと首を傾かしげた。

「──夢路様」

「ん？　どうした」

「あの城に──いえ、見間違いかもしれません」

　詩乃は首を振り、口を閉ざした。

　ヘリが着陸態勢に入ることを、機内のスピーカーが知らせた。霧きり塚づかが大急ぎで席に戻ってくる。

「南郷さん、お薬、法のり章あきくんからもらってきました。どうぞ」

　市販の胃薬が包装された、小さな袋を差し出した。

「──ありがとう」

　南郷は、いかめしい顔のまま礼を言い、それを受け取った。ヘリはもう着くところだったが──あるいはこれから、もっと胃の痛くなる話を聞かされる可能性があった。

　これからはじまるのは、キャラバンの二大派は閥ばつ、カーマイン派と山之内派のトップ会談である。しかも事前の調整すらない、極めて異例な会談だった。

　湧わいてくる緊張に、南郷司つかさはぶるりと身を震わせた。
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　地の底で唸うなる、獣けもの達の声──

　明めい瞭りような意味を持つ言語とはならないその声が、暗い地下のホールに満ちていた。

　反響しては重なり合って融とけ合い、一個の生命体が発するように、多数の声が調和する。

　獣の唸り声に似たその声の主達は、白い長衣ローブをまとった数十人の男女だった。額を石の床ゆかに押し付け、くぐもった声で呪じゆ文もんのように声を紡つむぐ。

　下げられた彼らの頭が向く先には、卵の形をした半はん透とう明めいのオブジェがあった。

　司し祭さいの少女が、その卵にそっと口付けする。可か憐れんな彩いろどりを添そえた唇が、卵に薄い口くち紅べにの色を残した。しかしその色は、たちまち表面に拡かく散さんして消えていく。

　卵の中には──司祭と似た年とし頃ごろの、少女の肢し体たいがあった。卵の殻からはすりガラスのようにぼやけて、中の様子をはっきりとは見せなかったが、娘らしい丸みを帯びた体が、すっぽりとその中に納まっている。

　ガムナ教団の祭さい殿でん──

　そこは、設備の整った〝聖せい堂どう〟より、さらに地下の深くへと潜もぐる奥まった場所だった。聖堂までは、カーマイン派の者達も入れるが、この祭殿に教団以外の者が来ることはまずない。

　その数少ない例外の一人が、卵の中に閉じ込められた娘だった。衣服は剝はがれていたが、一本の刀だけを、その身に抱きかかえている。

　司祭のシューウェンは艶えん然ぜんたる微笑を浮かべ、唇の先を舌で湿しめした。するすると長衣を脱ぎ捨て、足元に丸めると、そこで大きく深呼吸をする。長衣の下は、一糸まとわぬ裸ら身しんだった。

　信者達の唸り声が、反響してその身を包んでいた。

　まるで彼らの声を着るように、シューウェンは自然体で信者達に向き直る。

　誰だれも顔を上げる者はいない。一いち様ように額を床に擦こすりつけ、一心に意味の通らない声を紡ぎ続ける。

　シューウェンは、穏おだやかな表情で信者達を見下ろした。

「はじめます──このネムエルの天てん球きゆう儀ぎより──われわれの、進む道が示されることでしょう」

　眩まぶしいほどに白い裸身を、恥はずかしげもなく大気にさらしながら、彼女は卵に額を押しつけた。

　頭は──ずぶりと、卵の中に入った。まるで水の中に潜るように、シューウェンはその体を内部へと導いていく。

　細い肩、胸、臍へそと通って、最後に爪つま先さきが卵の中に吸い込まれた。

　ネムエルの天球儀──それは、二つ以上の個体を、一つに融ゆう合ごうさせるものだった。キャラバンにもまだ認知されていないこの品は、ガムナ教団の至し宝ほうであり、御ご神しん体たいでもある。

　その卵の中で、あらゆるものは一度、消化され──新たに、再構成される。

　さながら、分解された生命が土となり、新たな命を芽め吹ぶかせるように。

　さながら、宇宙が融とけ合い、そこから新たな星々が生まれるように──

　シューウェンにとって、そこは母の胎たい内ないと同じ場所だった。卵型の内部には液体が詰まっていたが、呼吸も可能である。

　彼女は、かつて──その中で生まれた。

　ガムナ教団司し祭さい達の、記憶と意思、そして能力を吸収し、今また、別の能力を求めて彼女は母の胎内へと戻った。

　先に卵の中へ入れておいた少女を、シューウェンは愛いとしげに、そっと抱きしめる。

　睦むつみあうようにして、二つの肢し体たいが重なった。

　信者達の言葉にならぬ声は、まだ止まない──
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「──ガムナ教団てのは、一体なにをしようとしてるんだ？」

　石壁の隅すみに身を潜ひそめた真砂まさごは、後から続くネイにそう問いかけた。

　地下の迷めい路ろは、想像以上に深かった。真砂には現在の正確な位置もわからなかったが、土と地ち鑑かんがあるらしいネイの道案内で、地下通路を動き回っている。

　ネイは進む方向を示しながら、真砂の傍そばで小声に語る。

「私にもちょっと──さっき、エスハに見せられた光景で、あいつらが奉まつっていたのは、ガムナ教団のシンボルだよね。あの中に由ゆ姫きがいたってことは──何かする気なんだろうけれど。ガムナ教団は一種の狂信的な過か激げき派はだから、こっちが想像もしてない馬ば鹿かやりかねないし……急ごう」

　ネイの声には怒りが籠こもっていた。

　真砂は頷うなずきながら、暗い石造りの廊ろう下かに脚を急がせる。

　靴音がかつかつと鳴っていたが、それを聞きつけて人が出てくるような気配はなかった。辺りはまるで無人である。

「ネイ。あの場所って、遠いのか？」

　真砂は嫌な予感に襲われた。振り返って見たネイの顔には、苦にが味みが浮いていた。

「……ごめん。あの場所が正確にどこだかは、私にもわかんない。ただ、たぶん──ガムナ教団の聖せい堂どうの、その奥には違いないと思う。奴やつらが儀ぎ式しきをやるような場所で、私が入ったことのない部屋は、そっちの方だけだから。で、そのガムナ教団の聖堂までの道筋はわかるけれど、そこから先は──けっこう深そうなんだけど、道がわかんなくなる」

　ネイが沈痛な面おも持もちで呟つぶやいた。その背後から、根ね黒ぐろ桂けいがつまらなそうに言う。

「心配ない。確実に通った場所まで行けば、そこからは由ゆ姫きの匂においを追える」

「あ──そっか。あんた便利ね」

　桂けいの提案を聞くや、ネイの表情はやや明るくなった。

　それとは対照的に、白はくの表情が突然に曇くもる。

「真砂まさご──まずい」

　険けわしい眼めをして呟つぶやく。

「何が？」

「外に待たい機きさせておいた龍りゆう舌ぜつ魚うおを通して見えた。たった今、山やま之の内うち氏が到着したぞ。南なん郷ごう氏や夢ゆめ路じ老、榊さかき先生と霧きり塚づか嬢にファウナ達までいる。カーマインが出迎えているところだ」

　白は苛いらついたように、額の石をこつこつと叩たたいた。

「──早すぎた、な。どうやら山之内氏も暇ひまだったか──霧塚嬢と連絡を取るか？」

　真砂は一瞬の思し案あんを経て、首を横に振った。

　彼女には、非常時のために通信球を渡してある。しかしその周囲に南郷達もいることを考えると、不用意に連絡をつけることは躊躇ためらわれた。用事があれば、向こう側から通信が来る。

「いや、やめとこう。こっちはこっちで動いた方がいいと思う」

　南郷や山之内達の意識はまだ、由姫の命を助けることよりも、甲こう院いんの始し末まつに向いているはずだった。しかしカーマインが甲院を庇かばう限り、彼らもこの城で荒っぽい真似まねはできない。

　もし、カーマインが山之内との会談、そして取引を経て、甲院の引渡しに同意した場合──この前提は崩れ、その時に由姫の身は更さらなる危険にさらされることになる。

　話し合いにはしばらく時間がかかると踏んで、真砂はその間に、ガムナ教団の手から由姫を取り返すつもりだった。さきほどはシューウェンの意外な手て強ごわさに不ふ覚かくをとったが、次は彼女が最初の標的になる。不意を打つためには、脱だつ走そうが知られる前に、彼女の元へ急ぐ必要があった。

　ネイは半なかば駆け足になりながら、入り組んだ地下迷めい宮きゆうに歩を進める。真砂がそのすぐ後につき、根ね黒ぐろ桂、フローラ、籤くじ方かた、最後尾に白と続いた。

　牢ろうに面していた細い廊ろうを抜けると、やがて天てん井じようの高い地下道に出た。地下鉄でも通りそうな気配もあったが、むろんのこと線路はない。ただし、車が通るためらしい白い車線が引かれている。丸みを帯びた天井から、空調の音が漏もれ聞こえた。

　壁に沿って進み、二重扉とびらを抜けると──唐とう突とつに、円形状のホールに出た。

　石いし畳だたみが絨じゆう毯たんへと転じ、真砂は場違いなところに迷い込んだような錯さつ覚かくを覚えた。

　教会に置かれるような長なが椅い子すの群れの先に、ガムナ教団が奉まつる卵型のオブジェがあった。それは由姫を内包していた物とは異なり、ただの金属の塊かたまりである。

　ネイが一同を振り返った。

「ここがガムナ教団の聖せい堂どう。私が入ったことあるのはここまでね。あの扉の先が、今は教団専用の空間になっている。けっこう奥は深いみたい」

　小声で囁ささやきながら、ホールの奥まった位置を指差す。そこには映画館によくある、防音に効果のある革張りの扉とびらがあった。外の地下通路とはそぐわないが、ホールの雰囲気とは合っている。

　その聖せい堂どうにも、人影はなかったが──裏を返せばそれは、あの扉の向こうに、敵が固まっているということでもある。

　ネイに代わって、桂けいが先頭に立った。無言のまま、その視線を中空にさまよわせ、真砂まさご達の及ばない知覚で辺りを探る。

「由ゆ姫きの匂におい、追えるか？」

　真砂はその背に問いかけた。

「あぁ」

　桂はごく小さく頷うなずきつつ、わずかに眉まゆをひそめる。

「それに仙せん崎ざきと座ざ王おうらしい匂いも、な」

「……来てるよな、やっぱり──」

　真砂は軽く拳こぶしを叩たたいた。彼らの動きは摑つかめていない。今の段階で、甲こう院いんがさらわれたことに気づいているかどうかさえ、真砂達にはわからなかった。

「奴やつらがこの先にいるとは限らないが、ここに来たことがあるのは確かだ。用心に越したことはない」

　呟つぶやく桂に頷きを送り、真砂は気を引き締めた。座王への対策は立っていないが──ネイに言われたことを思い出す。戦闘に長たけた異い能のう者しやと、真正面からやりあう義理はない。

　腹案がないまま、真砂は仲間達を見回した。

　その一人、白はくと視線が交差する。

「──なんだ。座王と仙崎への対策が不安か？」

　白は、真砂の心を見み透すかしたように笑った。真砂はぎくりとしたが、彼女の勘かんの鋭するどさは、今いま更さらに感心するまでもない。

　白は喉のどをしばらくいじると、口の中に指を突っ込み、まだ小さな生成途中の通信球を取り出した。ペンダントにして吊つるしておいたものは、ガムナ教団に盗とられたらしい。

「このサイズだと、二日ほどしかもたないか──

　策とも呼べんが、試す手がないでもない。甲院の傍そばに奴らがいなければ、それで良し。もしいたら、通信球を龍りゆう舌ぜつ魚うおに咥くわえさせて、そこから真砂の声を伝えよう。それを死角から囮おとりにして、甲院から奴らを引き離せばいい。甲院も離れずついてくるようなら──そうだな。龍舌魚の大群で、奴らの眼めをくらますか。

　ともかく、策は臨りん機き応おう変へんだ。今は現状の把は握あくが第一だな」

　白の額から、三匹の龍舌魚が溢あふれ出した。彼らを聖堂の奥に先行させながら、白は真砂に微笑を向ける。

「──この龍りゆう舌ぜつ魚うお達のお陰かげで、私も足手まといにならずにすむ。あの水中庭園に行ったのは、私にとっては無む駄だではなかった」

　白はくの声は、事態にも関かかわらず少し嬉うれしそうだった。

「このひどい騒そう動どうも、由ゆ姫きにとっては、それほど悪い結果にならんような気がする。これはただの〝勘かん〟だがな」

　呟つぶやいた白は、そこでふと微笑を消し、耳を澄ますように視線を外した。

　同時に根ね黒ぐろ桂けいも、奥へと進みかけたその足を止める。

「……真砂まさご、来たぞ。奴らだ」

　顔を険けわしくした白の額から、十数匹の龍舌魚が溢あふれた。真砂は危機を察して、入り口の側に向き直る。

　通ってきたばかりの二重扉とびらの向こう側に──人の気配が生まれていた。真砂達より遅おくれて、何者かがこの聖せい堂どうに来ている。

　真砂は、フローラとネイ、そして籤くじ方かたに、下がっているよう手で示した。戸と惑まどう籤方の手をフローラがひいて、椅い子すの陰に隠かくれる。

　足音を消しながら、真砂は入り口の側へと動いた。

　扉が開く。

　中の様子を窺うかがうように、わずかな隙すき間まが生まれた。真砂の視線と、侵入者の視線が交こう錯さくする。真砂の位置からはその姿が見えなかったが、侵入者からは丸見えのはずだった。

　その扉が、拳こぶし一つ分ほど開き──

　ごく短い火ひ縄なわのついた、小さな黒い玉が、聖堂に投げ込まれた。
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　真っ先に反応したのは根黒桂だった。

　真砂の視界で、その小柄な体は頭より高い中空へと飛び上がる。人間離れした脚力と反射神経でもって、桂は飛んできた小さな火薬玉を蹴けり返した。

　ボレーシュートの要領で玉は扉に当たり、そこで爆発を起こす。

　真砂は腕で顔を庇かばいながら、桂の後を追うように駆けた。

　爆薬で吹っ飛んだ扉を抜けると、そこには予想通り、見覚えのある黒くろ装しよう束ぞくに身をまとった男達がいた。

　その数は、十数人──投げた火薬玉が返ってくるとは思っていなかったらしく、陣じん形けいには多少の混乱が見てとれたが、すでに戦闘の態勢は整っている。

「桂！」

「わかっている」

　真砂まさごの声へ静かに応じ、根ね黒ぐろ桂けいがその身を猫のように跳はねさせた。着地する前に中空で蹴けりを放ち、黒くろ装しよう束ぞくの一人を昏こん倒とうさせる。脚はこめかみを見事に捉とらえていた。

　駆けた真砂は、失しつ神しんした黒装束が倒れるより早く、彼の身を支える位置に飛び込んだ。

　ルールーブの爪つめを宿した、人ならぬ両手──

　その膂りよ力りよくをもって、摑つかんだ体を力任せに投げつける。黒装束の一団は、飛んできた仲間を避よけるように分断された。受け止めれば動きが止まり、隙すきをつくる羽は目めになる。

　人数が分かれたところへ、桂が一足飛びに踊りこんだ。脚と拳こぶしによる単純な打撃だけで、たちまち二人の黒装束がその場へ倒れた。

　彼らは、鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロンの異い能のう者しやでもあった。その身は薄い装そう甲こうで守られていたが、根黒桂の強烈な打撃は、薄い装甲など物ともしない。それでなくとも、頭を激しく揺らされれば、戦闘不能に陥おちいるのも避けられなかった。

　飛び込んだことによって、囲まれる形になった桂にめがけて、焰えん鉄てつ衆しゆうの火薬玉が投げられた。

　桂はしかし、慌あわてずに真砂のいる方向へと駆け抜ける。真砂はその体を受け止め、桂の腕を取り、振り回して壁際に投げつけた。

　桂は中空でくるりと体を回し、壁を蹴って飛ぶ方向を変えた。その先にいた黒装束三人を、飛び込みざまに両手で殴なぐりつけ、軽く昏倒させる。一瞬の軽かる業わざだが、その速さは矢にも近い。

　真砂は真砂で、手近にいた黒装束二人に爪の制せい裁さいを加える。

　焰鉄衆は、手て強ごわい相手のはずだった。だが真砂と桂の連れん携けいが、今は彼らの戦法を封じている。くわえて、天てん井じようの高いこの地下道では、森などのように樹上からの攻撃が行えない。隠かくれる場所も死し角かくもないこの場所では、忍しのび達もその本領を発揮できずにいた。

　地の利は真砂達にあった。

　有利な要素はもう一つある。真砂は幽ゆう禅ぜん寺じにおいて、すでに彼らとの戦いを経験していた。負けたとはいえ、そこで得られたものは大きい。しかも今回は桂がおり、真砂達が先手を取っている。

　焰鉄衆の幾人かが、慌てた手つきで閃せん光こう弾だんを投げた。真砂は咄とつ嗟さに手で目元をかばいつつ、もう一方の手で近くの壁に爪を走らせた。轟ごう音おんとともに、壁の一角が崩れ落ちる。

　閃光弾の光は崩れた壁と舞い上がった埃ほこりに相そう殺さいされ、ついでに近くにいた黒装束の一人が、崩ほう落らくに巻き込まれた。

　万物を砕くとさえいわれるルールーブの爪をもって、真砂は落ちてくる瓦が礫れきを縦横に払い分けつつ、敵へと肉にく薄はくした。

　接近戦を覚かく悟ごした相手が引き抜いた白はく刃じんを、あっさりと根元から叩たたき折る。

　その相手の首筋を、背後から桂が蹴りつけ、勢いを利用してまた跳ねた。飛びざまに、「うしろ」と、小さく言い残す。

　背後を振り返りざま、真砂まさごはその位置へと腕を振り回した。伸ばした爪つめに、黒くろ装しよう束ぞくの放った火薬玉がこつんと当たり、見当を外れた位置で爆発する。

　たちまちに半数近い味方を失った黒装束達は、しかしまだ闘争心を失ってはいなかった。態勢を立て直すために、彼らは真砂達を囲むのをやめ、密集した陣じん形けいを取ろうと動きはじめる。

　真砂も桂けいも、接近戦の技しかもたない。近づけば、避よけきれない位置から爆薬を集中的に使われる危険があった。焰えん鉄てつ衆しゆうはパナンゾロン特有の薄い装そう甲こうのために、近くでの爆発にもさしたるダメージは受けない。

　その密集しはじめた陣形に向かって走る桂が、この少年にしては大きめの声を張った。

「真砂、頼む」

「あぁ」

　答えながら、真砂もその後を追って走る。

　桂を迎え撃とうとした焰鉄衆は、そこで眼めを疑うこととなった。根ね黒ぐろ桂が、唐とう突とつに彼らに背を向ける。

　桂はそのまま、後ろから駆けてきていた真砂の体を捕らえ、勢いづけて天てん井じよう近くへと放り投げた。壁の部分は表面だけが装飾の石造りとなっていたが、天上の付近は、むき出しのコンクリで構成されている。

　宙に舞った真砂は──

　コンクリで固められた天井を、その爪で切り裂いた。

　まるで寒かん天てんを切ったように、人の頭ほどのコンクリの塊かたまりが、三つ四つと続けて落ちた。その真下に集まりつつあった焰鉄衆は、止やむに止まれず再び散る。その散った一方に、桂が野や性せいの動きで飛びかかった。

　懐ふところに入った後は、卓たく抜ばつした格かく闘とう家かの動きでもって、その急所を打ち砕いていく。

　ただの数すう瞬しゆんで、十人以上いた黒装束は総そう崩くずれとなった。戦闘力を保って立っているのは、わずか三人に過ぎない。

　高い天井から落ちてきた真砂を、桂が落下地点で受け止めた。

「こ、こんな──」

　馬ば鹿かな、とでも言いたげに、黒装束の一人が声を詰まらせていた。その中年の声に、真砂は聞き覚えがあった。先だって、法のり章あきのいた幽ゆう禅ぜん寺じで、焰鉄衆とはじめて闘った折に、真砂を追い詰めた敵の一人である。

　真砂は、底光りのする眼めで彼らを睨にらみつけた。

「まだやるか？　こっちはもう、負ける気がしないけれど」

　三人の黒装束は、無言で複数の火薬玉を一度に放ってきた。

　真砂と桂が避けた後で、轟ごう音おんが重なって響く。爆風と爆音に混じって、煙えん幕まくの効果もそこには付加されていた。

　灰色の靄もやが、ただでさえ薄暗いトンネル内に立ち込め、真砂まさごの視界を一時的に奪う。

　真砂と桂けいは、咄とつ嗟さに背中と背中を合わせた。

　桂が鳴らした小さな舌打ちの音が、真砂の耳に聞こえた。彼は聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくでも敵の位置を捕ほ捉そくするが、爆発による火薬の匂においと轟ごう音おんのため、その精度が落ちつつあるらしい。空中戦も、相手に手ての内うちを知られた今では、狙ねらい撃ちにされる可能性があった。しかし、このまま靄の中心にいても、すぐに相手の爆薬が飛んでくる。

「──桂」

　真砂が呟つぶやくと、桂はにこりともせず、無表情のままに頷うなずいた。

　じっくりと考える時間も、また意思の疎そ通つうを確認する暇ひまもなく、真砂は壁のあった方角へと駆けた。その背後についた根ね黒ぐろが、靄の中からとんできた火薬玉の一つを、常じよう人じん離れした反射神経で蹴けり返す。

　真砂はそのまま突進し、力任せに壁を砕いた。そのまま前へと広い範囲で壁を崩し、大きな穴を空ける。

　その先は、ガムナ教団の聖せい堂どうにつながっていた。

　トンネル内よりは明かりがあり、また靄の広がる先を増やすことで、晴れるまでの時間を短縮させられる。

　地響きをたてて崩れた壁の向こうで、フローラとネイ、籤くじ方かたが、驚いたように顔をあげていた。

　ネイの口が、大きく開く。

「ま──」

　焰えん鉄てつ衆しゆうが、真砂の開けた穴から、三人がかりで殺さつ到とうした。一人はパナンゾロンに特有の鉄の鞭むちを振り上げ、桂を狙っている。他の二人は、火薬玉を抱えたまま飛びかかってきた。

　真砂は──薄く笑った。

　ルールーブの爪つめで、目の前にあったベンチの下を、す──と薙なぐ。ボルトで床ゆかに固定されていた頑がん丈じようなベンチは、固定具の部分を爪によってすっぱりと切り裂かれた。

　そして桂が、その膂りよ力りよくをもって、五人がけの巨大なベンチを力任せに投げつける。

　火薬玉を抱えた二人は見事にベンチの直撃を受け、壁際に吹っ飛び、そこで火薬を暴発させた。パナンゾロンの装そう甲こうが威い力りよくを軽減させたとはいえ、一度に大量の火薬を、それも密着状態で爆発させれば、ダメージは免まぬかれ得ない。

　鉄の鞭を振りかぶった最後の一人は、根黒桂がベンチを投げた直後の隙すきを狙って、そこにしなる鋼鉄の鞭を叩たたき込もうとしていた。

　とっくにその行動を察していた真砂は、大きな動きで爪を振り回す。

　伸びきったルールーブの鋭するどい爪が、刃やいばの鋭さをもって、肉にく薄はくした鞭を刎はね切った。

　そのまま、真砂はもう一方の手を前へと突き出す。

　揃そろえた指先の爪つめは、針のように細く長く、飛び込んできた焰えん鉄てつ衆しゆうの身を貫いた。

　急所は、外している。

　もんどり打って倒れる黒くろ装しよう束ぞくを見下ろしつつ、真砂まさごは桂けいに向けて、軽く親指を立てて見せた。

　獅し子し奮ふん迅じんの動きを見せた桂は、軽いウォーミングアップをすませただけのような顔で、ごく小さく頷うなずいた。
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　あっという間のその攻防を、ネイは聖せい堂どうの一角から、呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　真砂と桂が、聖堂の外へ飛び出し──数十秒で壁を壊して戻ってきた時には、もう事が終わっていた。

「信じらんない……」

　つい、小声に呟つぶやく。目の前には、焰鉄衆と呼ばれた黒装束達が、苦しげに呻うめいていた。地下道の側には、意識のない者も多いらしい。

「真砂と桂って──あんなに、強かったの？」

　傍かたわらのフローラと白はくに向けて、ネイは脱力したように問いかけた。

　フローラも驚いたらしく、やや引きつった笑みを返してきた。

「あ──私らも、まともに見たのははじめてなんだけど──無む茶ちや苦く茶ちやね。ヴィヨンに勝ったってのも、なんか納なつ得とく──」

　結果から見るほど、焰鉄衆は弱くない。彼らの動きは、ネイから見ても特殊な訓練を経た玄人くろうとのそれだった。もし真砂や桂が個別に闘えば、勝てなかっただろうとさえ思う。しかし二人の連れん携けいが敵の戦術を封じ、自分達の力を層そう倍ばいのものにしていた。

　攻撃力と回避率は高いが、防御力には劣おとる二人にとって、攻撃は最大の防御ということらしい。

　腰に手を当てた白が、くすくすと笑った。

「これまでは、周囲にいる〝足手まとい〟のために守勢にまわったり、退たい路ろを気にしながらの戦いだったろうからな。

　一度、攻勢にまわれば、まさに疾しつ風ぷうと迅じん雷らい──出で番ばんなかったな、お前らは」

　出した龍りゆう舌ぜつ魚うおのガラスに似た目玉を、溜ため息いきまじりに手の平で撫なでる。

　ネイは一戦を終えたばかりの二人に駆け寄った。

　真砂は肩で息をしていた。しかし桂の方は、さして疲れた様子もない。二人とも、顔や服は煤すすで汚れ、所々に血を浴びていたが、大きな傷口は見当たらなかった。

「お疲れさま……怪け我が、ない？」

「あぁ、無傷だ。爆風で、少し擦かすり傷きずや火傷やけどはあるかもしれないけれど、動くのに支し障しようはない」

　真砂まさごは手の平で、額の汗を拭ぬぐった。

　その仕し草ぐさに、ネイは妙な色いろ香かを感じてどきりとする。

「と、とにかく、無事で何より。動けるんなら、はやく──たぶん、今の騒そう動どう、ガムナ教団の連中にも聞こえたはずよ」

　ネイは心持ち、早口に言った。

　壁や天てん井じようを壊こわし、その瓦が礫れきを数回にわたって落としている。設計の確かな城の地下は、その程度の破壊では崩れないが、轟ごう音おんは更さらなる下層にまで響いているはずだった。

「あぁ。だけど、その前に──」

　真砂は、焰えん鉄てつ衆しゆうの一人、最後に襲ってきた男に向き直った。

　真砂の爪つめで体を貫かれた男は、苦しげな吐と息いきを吐いていた。急所は外はずれており、まったく抵てい抗こうできない状態ではないが──すでに、仲間の全すべてが動けなくなっている。観かん念ねんしたらしく、倒れたきり、反撃する気配もなかった。

「──貴き様さま──達か。やはり、仙せん崎ざき様の言うとおり──始し末まつ、しておけば──」

　言葉を詰まらせながら、焰鉄衆の男は自じ嘲ちよう気味に言った。

　真砂はその傍そばに寄り、黒くろ覆ふく面めんを剝はいだ。

　異い能のうの集中力が途と切ぎれたためか、その下にあったはずのパナンゾロンの鉄の装そう甲こうは、すでに融とけていた。あらわれたのは、なんということのない、ただの中年男の顔である。ただ、負けを悟さとったかのように、その表情は何ど処こかさばけていた。

「仙崎と座ざ王おうは、どこにいる？」

　真砂が問う。ネイも気にはなっていた。エスハに見せられた映像には、シューウェンと甲こう院いんはいたが、その忠実な幹部である二人の姿が見えなかったのである。

　彼らがまだ城の側にいるとすれば、ここから先が進みやすくなるはずだった。

　中年男は、眉まゆをひそめた。

「貴様ら──会っておらんのか」

「あぁ、会ってない」

「お二ふた方かたが何処にいるか──わしらが、聞きたいくらいよ」

　男は掠かすれる声で嗤わらった。

「薫かおる様も、座王様も仙崎様も──連絡が取れぬ。我らは、主あるじ様達を探しに来たのだ。お前達をここで見つけた瞬間、薫様が消えたのは、貴様らの仕し業わざかと思ったが──違ったか？」

「ぼくらも、あいつを探しに来ただけだ」

　真砂は答えて、忌いま々いましげに眉をひそめた。

　ネイの眼めには、その感情の色が、苛いら立だちのために濁にごっていくのが見えた。

　ネイは真砂の肩を叩たたいた。

「真砂まさご、落ち着いて。甲こう院いん達が、焰えん鉄てつ衆しゆうとも連絡を取れなかったってことは──三人とも、ガムナ教団の手に落ちているのかもしれない。それなら、私らは由ゆ姫きだけを助け出せばいいんだし、かえって好こう都つ合ごうよ。行こう」

　真砂は頷うなずいたが、釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。

「あぁ。だけど──あの座ざ王おうが、シューウェンに後おくれを取ったとは、思えない──」

　真砂の呟つぶやきに、白はくが呆あきれた声をよこした。

「えらく評価するな、あの老人のことを」

「なんていうか──シューウェンの強さは、対たい処しよできそうな強さなんだ。だけど、座王は──対処させてくれない強さっていうか──ぼくが、苦にが手て意識を持っているだけかもしれないけれど」

「接近戦を得とく意いとする者同士、実力差が歴れき然ぜんとしてしまうということか？　シューウェンとは、得意な距離が違うだろうからな」

　白は一応の理解を示しつつ、

「だが、シューウェンと座王なら、座王が勝つとも言い切れまい。仮かりに周囲をガムナ教団の者が囲んでいたとしたら、いかに〝座すわり居い合あいの座王〟でも厳きびしいはずだ。天てん井じようがあれば逃げることも難しいし、パナンゾロンの装そう甲こうは電気を通す。相あい性しようで言えば、離れた位置から攻撃の可能な、シューウェン達に分ぶがあろう？」

　理ことわりでそう説といた。

　真砂はしかし、顎あごに指を添そえたまま、考えこんで動かない。

「あ──あの──」

　それまで黙りこくっていた籤くじ方かたが、不意に口を開いた。

「ざ、座王さんは、怖こわい、人です。すごく──強くて、頭もよくて、それに──奥の手が、あります」

　怯おびえた口調で、籤方は呟いた。

「奥の手？」

　真砂が反応した。籤方は困こん惑わくした顔のまま、こくこくと頷く。

「は、はい。座王さんは、足がないですけれど──パナンゾロンの異い能のう者しやは、皮ひ膚ふから鉄を出しますよね？　座王さんは、体からピアノ線みたいな鉄の筋をいくつか出して、周囲の足場に埋め込んで……それを使って、そのいろんな風に動いて──」

「あぁ、ワイヤーアクションみたいな感じね？　反動を利用したりするってことでしょ。それで？」

　言葉選びに迷う籤方に、ネイは助け舟を出した。首を傾かしげる籤方は、ネイの言葉の意味がわかっていない様子だったが、それでも続きを話しはじめる。

「えと──その──座王さんは、そうやって動くんですけれど、座王さんの奥の手、〝座すわり居い合あい〟は、その移動用の鉄の筋、全部を、一瞬だけ刃物にできるんです。なんていうか、蜘蛛くもの巣すみたいに──だから、周囲に壁とか柱とかがある場所じゃないと、うまく使えないんですけど──すごく、強いです」

　籤くじ方かたがとちりながら紡つむいだ言葉に、ネイはぞっとした。

　真砂まさごがかつて倒した殺人狂の女、ヴィヨン──彼女もまた、座ざ王おうと同じくパナンゾロンの異い能のう者しやで、自らの髪を鉄でコーティングし武器としていた。それは近距離の技だったが──籤方の言葉が真実なら、座王の間ま合あいは、それを遙はるかに上回る。

「まさか──」

　わずかに青ざめた真砂が、低く呻うめいた。

「……あの背中の刀は、じゃあただの飾りなのか？」

「い、いえ、そういうわけじゃ……あの刀は、風かざ伏ふしっていって、真しん女めほどじゃないけど、よく切れる刀です。鉄製じゃなくて、なんかよくしなる金属でできてる刀なんですけど──ざ、座王さんは、あれも使います。

　あの、体から生やす鉄の糸は、人とかは斬きれるんですけれど、強度があんまりないんで──硬い壁とかを大きく斬るときは、真剣じゃないとだめなんです。だから座王さんは、身近な間合いでは真剣を、広い間合いでは細い鉄の糸を使いわけてました」

　籤方がもたらした情報は、今のネイ達にとって重要な要素を含んでいた。

　つまるところ──座王にも、欠点がないわけではない。

　例えば周囲に壁や障害物のない、だだっ広い平原などでは、座王は素早い移動はおろか、その攻撃手段のかなりの部分を封じられるはずだった。また、蜘蛛の巣のように鉄線を張るとなれば、周りに味方が多い場所では、その鉄線を刃に変えるわけにはいかなくなる。

　その場合、さしあたって怖こわいのは、背中の刀ということになるが──具合の悪いことに、この地下迷めい宮きゆうの中は、天てん井じようから側面まで、鉄線を張るのに適した場所ばかりだった。

　もし座王と遭そう遇ぐうした場合には、地の利は完全に相手のものとなる。そうなれば一時的にせよ、退たい却きやくしか策てはない。

　ネイは、座王という老ろう爺やを一度しか見たことがなかった。只ただ者ものではない気配を漂わせてはいたが──そこまで厄やつ介かいな相手とは、思っていなかったことも事実である。

　やや沈んだ真砂達の様子を察して、ネイは殊こと更さらに明るい声を張った。

「まぁ──そいつが、まだ生きてるかどうかもわかんないし……甲こう院いんが捕まってるってことは、そいつらもガムナ教団に出し抜かれたことは間違いないでしょ？　今のところは、ガムナ教団と由ゆ姫きのことだけ考えよう。ね？」

　真砂が頷うなずいた。その感情の色に少しの怯おびえも見えないことに、ネイは今いま更さらながらに驚かされた。真砂の思し考こうは今、座王への〝実戦的な〟対たい処しよ法ほうを模も索さくしているらしい。そのことは、彼が今までに積んできた経験の血ち生なま臭ぐささを連想させた。

　そんな経験をしてきて、それでも性格が歪ゆがまなかったことは、真砂まさごの強さだとも思う。

　話し終えた籤くじ方かたは、顔中に冷や汗をびっしょりとかいていた。緊張の度合いが普通でない。

「籤方、大丈夫か？」

　不安に思ったらしい真砂が問うと、籤方は引きつった顔で小さく頷うなずいた。

「あ、あの、俺おれ──このこと、あんまり喋しやべっちゃいけないって、言われてました。でも、その──真砂さんには、教えてあげたいって思って、それで、俺──じ、自分で、話そうって、き、決めました……」

　不安の色を浮かべた籤方が、吃どもりながら呟つぶやいた。

　真砂は籤方の肩を軽く叩たたき、笑みを見せた。それは、昔──実験室にいた子供達を惹ひきつけた、力強く優やさしい表情と同じ質のものだった。

　ネイ達は、彼の行動と、その表情に生きる勇気を得た。

「ありがとう、籤方。助かった」

「は、はい──」

　気弱げな顔のまま、籤方はやけに幼く見える顔で頷いた。

　ネイはその顔を見て、複雑な思いにかられる。

　この短い時間で、真砂が籤方を変えた──そのことを、ネイは確信していた。籤方の異常なまでに素直で従順な性格も、それを可能にした理由の一つだろうが──真砂でなければ、こうまで早く彼を変えられなかっただろうとも思う。

　乾いぬい真砂には、そうした奇妙な影響力が確かにあった。

　同時に思う。

　籤方のこれからの人生は、全すべてを他人任せにしていた今までと比べて、格かく段だんに辛つらいものになるだろう。それが、傀かい儡らいから人になるということでもある。そのことが彼にとって、どんな結果をもたらすかはわからない。真砂はただ、他人の〝操あやつり人形〟であり続ける不自然な生き方を、否定しただけに過ぎなかった。

 　ネイは倒れ伏した焰えん鉄てつ衆しゆうの脇わきから、一本の短刀を拾い上げた。それを鞘さやに入れたまま、籤方へと差し出す。

「あの──これ？」

　籤方が上うわ目め遣づかいにネイを見た。

「一応、護身用に持っときなさいよ。いいでしょ？　真砂？」

　ネイが言うと、真砂もすぐに頷いた。

　受け取るべきか否いなか、少しの間を逡しゆん巡じゆんして、籤方は短刀を手にする。その手が震えていた。

「真しん女めじゃないと不安だろうけど、普通の短刀だって、ないよりマシだ。使う時は自分で判断してくれ」

「は、はい──」

　籤くじ方かたはこくこくと頷うなずき、扱いにくそうに、その短刀を胸に抱いた。

　聖せい堂どうの奥、扉とびらの前には、もう白はくが立っていた。

「では、早いところ奥に進もう。ガムナ教団の連中が来る前に、な」

「あぁ。急ごう」

　返事をした真砂まさごが、一足先にと通路に入る。ネイも後から続いた。

　聖堂より先の道に踏み込むなり、冷たく湿った風が頰ほおを撫なでた。寒く感じるほどに気温は低く、ネイは微かすかに身震いする。

　寒さはフローラも感じたらしく、彼女は暖だんを求めるように、ネイと腕を絡からめてきた。

「ちょっと冷えるね。いかにも地下って感じ……」

　ネイは頷うなずく。

「うん。ここから先は、本当に〝迷めい宮きゆう〟の深しん部ぶになる。私も入ったことないから、道案内もできない。迷まい子ごにならないでよ？」

「……迷子になるときって、別にわざとじゃないんだよね」

　フローラがぼやいた。白がその背を叩たたく。

「心配ない。要所要所に、龍りゆう舌ぜつ魚うおを待たい機きさせておく。戻る道を示すよう、分ぶん岐き路ろに一匹ずつ置いていけば問題あるまい」

「へぇ、この子達って、そんな使い方もできるんだ？」

　白の傍そばを漂っていた龍舌魚の一匹を、ネイは軽く撫でた。魚はしかし素知らぬ顔で、中空をゆったりと泳ぎ続ける。

　両りよう脇わきを石の壁に挟はさまれた暗い通路に、ネイ達は踏み込んでいった。

　聖堂へ至るまでの大きな地下道とは異なり、道幅は三人ほどが横に並べる程度で、あまり広くはない。その天てん井じようも、肩かた車ぐるまをすれば軽く手が届きそうな低さだった。

　壁のそこかしこに、小さな明かりが常じよう夜や灯とうのようについており、辛かろうじて足場は見える。しかし通路は微妙な角度で蛇だ行こうし、壁が障害となって、進む先の様子はほとんど視し認にんできなかった。直角ではない緩ゆるやかなカーブが災わざわいして、方向感覚も失われてしまう。

　真砂と桂けいの二人に先導されながら、ネイとフローラ、白は一ひと固かたまりについていく。最後尾には、籤方が従った。

　こつこつと靴音を響かせながら、六人は迷宮の深部へと、その身を沈めていった。
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　聖せい堂どうから奥の地下通路は、迷めい路ろのように入り組んでいた。

　三さん叉さ路ろ、十字路や扉とびらの分ぶん岐き、さらには微妙な高低差を造る短い階段などもあり、等身大の蟻ありの巣すを探たん索さくしているような、奇妙な錯さつ覚かくにも陥おちいる。

　部屋は多くあれど、明確な行き止まりには突き当たらない。部屋の脇わきには、それまでの道と変わり映ばえのしない別の道がつながっており、引き返す必要がまったくなかった。そのことが、さらに迷う感覚を強くしている。

　真砂まさごは、先を歩く桂けいの背を、ただ漠ばく然ぜんと追っていた。

　根ね黒ぐろ桂は、その犬並みの嗅きゆう覚かくをもって、由ゆ姫きの匂においを追っていた。さして迷う様子もなく、道を次々に曲がっていく。

「匂い、ちゃんと追えてるのか？」

　あまりに素早い追つい跡せきが不安になり、真砂は問いかけた。

　桂は振り返りもせず、あぁ、と、小さく頷うなずいた。

「だけど、由姫の匂いなんて──ほとんど憶おぼえる暇ひま、なかっただろ？」

　真砂はそのことを奇異に思った。最近の桂が由姫と会ったのは、紅あか街まち中華街で彼女が甲こう院いんに乗っ取られる前、そして今日、シューウェンに負けた直前の、二度だけのはずだった。そのたった二回で、彼女の匂いを完全に憶えられたとは思えない。

「──あいつの匂いは、霧きり塚づかと似ている」

　桂はおもしろくもなさそうに答えた。

「だから適当に追っているだけだ」

「おいおい、大丈夫か？」

　真砂はやや不安を覚えたが、桂は迷いもせず、

「問題ない」

　そう小さく呟つぶやいて、そのまま先へと進み続けた。

　血はつながっていないとはいえ、霧塚雅みやびと由姫は、榊さかきの家で姉妹も同然に育っている。匂いの特徴に似たものがあったとしても、それはそれで納なつ得とくできた。また、西洋人ばかりのこの城では、東洋人である由姫の匂いが追いやすいのかもしれない。

　道案内を桂に任せて、真砂はただ後についていった。背後では白はくが、分岐ごとに龍りゆう舌ぜつ魚うおを天てん井じよう近くに潜ひそませていく。二人がいなければ、真砂はその迷めい宮きゆうから出ることも覚おぼ束つかないような気がしていた。

　日常にはあまり感じることのない切迫した閉へい塞そく感かんが、そこには漂っていた。暗く狭せまく寒く、似たような道が延えん々えんと続き、終着点の見当もつかない。

　真砂まさごは閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しようというわけでもないが、それでも快適な場所とは言いがたかった。

　桂けいや白はく、ネイは、その不快感を顔に出さない。籤くじ方かたは何を考えているのか、今ひとつわからないほど呆ほうけた顔をしている。

　フローラだけは、嫌悪を明確に表情へ出し、同様に顔の険けわしい真砂の背を突ついてきた。

「ここ、深いね。意外に──」

　低い天てん井じようから空調設備の立てる音が響いており、声はやや聞き取りにくい。

「あぁ。なんのための地下道なんだ？　こんなに広いってことは、伊達だてや酔すい狂きようじゃないだろ」

　ネイに問うと、彼女は軽く肩をすくめた。

「目的はいろいろ。カーマイン派の倉庫でもあり、神しん群ぐん関係の研究室、資料室でもあり、城のずっと外に続く隠かくし通路でもあり、ついでにシェルターでもあり、発電所でもあり──なんでもありって感じね。方向は違うけど、多目的イベントホールとかレストランもあるよ」

「なんのための施設よ、それ」

　フローラが呆あきれ返って問う。

　ネイは不意に、表情を改めた。

「──カーマイン卿きようの思想は、知ってるよね？」

　ネイの言葉を受けて、真砂はすぐ、この広すぎる〝地下迷めい宮きよう〟が持つ意味を把は握あくした。

　カーマインの思想は、異い能のう者しやを公こう人じんとする、新しい秩ちつ序じよを組むこと──この城、そして地下の施設の全すべては、そのための布石の一つらしい。カーマインの思想の云うん々ぬんはさておき、無意味に広いわけではないことを知り、フローラも口を閉ざした。

「こういう場所は、いずれは公的機関みたいな役割を担になうことになるんだと思う。もちろん、この城だけじゃない。カーマイン卿は、世界の各地に、こんな拠点を持っているし、今も現在進行形で構築中。だけど──あの人がどこまで本気かは、ちょっと疑わしいかな」

　ネイは歩きながら眼めを閉じ、軽く首をすくめた。

「昔はともかく、今のカーマイン卿は──もう、異能者による支配なんて、考えてないのかもしれない」

　真砂は耳を疑った。カーマイン派の基本理念を否定したネイは、そのまま話し続ける。

「山やま之の内うちさんとこも、そうかもしれないけどさ──あの人はもう、自分が死んだ後のことを考えはじめている。そりゃそうだよね。指導者なら、そういうことも考えなきゃ。けど──考えすぎて、あの人は絶望しちゃった」

　ネイの声は、どこか寂さびしげだった。

「カーマイン卿の理想って、実現できたら凄すごいのよ？　強い異能者が責任をもつ公人になって、他の民衆は平和に暮らす──強い異能者が結束して支配体制を作れば、ほとんどの争いは仲ちゆう裁さいできるし、民衆の暴走、たとえば過度の自然破壊なんかを制せい御ぎよすることもできる。

　だけど、社会主義が失敗し続けているように、上層部の人間達全員が〝自制心〟や〝高こう潔けつ〟を保ち続けるのって、現実には無む理りなの。カーマイン卿きようにはそれができても、あの人の死後、何代かたてば、必ずとんでもない奴やつが出てくる──あの人は、そのことに気づいた。現に今、カーマイン派の中でも、派は閥ばつの〝次〟の指導者になりたがっている人たちが大勢いる。いずれは後継者争いも起きるかもしれない。

　……うぅん、本当は、そうならない体制を、作りたかったはずなの。だけど、無理だった。カーマイン卿は、人の可能性を楽観して信用しすぎたのかな」

　ネイは苦にがい微笑を見せた。

　真砂まさごは、彼女の言葉を咀そ嚼しやくした。カーマインの思想の危あやうさ──それは、支配層の独どく善ぜんによる暴走を、止め得る手段がないことにある。そのことは、キャラバンの内部でも周知の事実で、なればこそカーマイン派は、様々な筋から問題視もされてきた。

　カーマインは、そうならないための、高こう潔けつな人材を育成する道を志こころざしてきたと聞く。しかし、彼にそれが可能でも、次の世代、その次の世代に可能とは限らない。一度でもどこかで失敗すれば、強大な派閥はそのまま、危険思想を持つ集団へと変へん貌ぼうする。

　真砂はなんとなく、今のキャラバンを取り巻く事情の一いつ端たんを、そこに垣かい間ま見た気がした。

　カーマイン派は強大な戦力を持っている。その主あるじであるカーマインが、何故なぜ、山やま之の内うち派や他の派閥に対して好意的なのか──常々、疑問に思っていた。思想的には相あい容いれない者に対しても、カーマインは事を荒立てる真似まねをあまりしない。それは派閥の戦力を温存するための、高度な戦略かとも言われていたが──今のネイの話が真実とするならば、事情が変わってくる。

　カーマインは、戦力の一極集中を恐れている──

　真砂は彼の行動を、そう読んだ。

　自分の派閥が、誰だれにも止められない強大な戦力を持つことを、主であるカーマインは誰より恐れている公算が強い。奇妙な話だが、彼にとって、山之内派やキャラバンの他の派閥は、自派に対する〝抑よく止し力りよく〟としての側面を持っているのかもしれなかった。

　それは、〝派閥〟としての方針ではないだろう。おそらくは、主であるカーマインの心の中にのみ、存在する思いに違いない。

　日本の山之内派は今、幹部達がごたついている。甲こう院いんに関かかわる一派が反はん逆ぎやくした今は、その混乱もピークに達しているはずだった。

　カーマイン派がその気になれば、山之内派を崩ほう壊かいさせることも容易たやすい状態ではある。

　そして、カーマインは〝甲院〟という反乱分子の引き受けを行った。それはいわば、山之内派とカーマイン派の全面抗こう争そうに発展しかねない火ひ種だねでもある。

　しかし、見方を変えれば──

　真砂は愕がく然ぜんとした。政治的な問題には疎うといが、事の流れは否いや応おうなしに見えてくる。

　山之内派と全面的に争うはずだった甲院派は今、カーマインの下にいる。つまり山之内派とすれば、迂う闊かつには手を出せない。甲こう院いんも、カーマインの軍ぐん門もんに下ったからには、その行動をほぼ封じられる。

　結果だけを見れば、山やま之の内うち派と甲院派は、衝しよう突とつを目前にして〝仲ちゆう裁さい〟されていた。

　山之内派がもし、先手を打って甲院派の殲せん滅めつに成功すればさておき──仕し損そんじて甲院の反撃を受ければ、どうしても傷は広がる。

　そして山之内派の戦力が目に見えて弱体化すれば、恐らくカーマイン派の幹部の中には、それを〝好機〟として見る危険な者もいるはずだった。

　甲院を引き取るというカーマインの選択は、その全すべてを封じ、概おおむねを現状維持のままですませる妙みよう手しゆということになる。

「カーマインが守ろうとしたのは──甲院じゃなくて、山之内派の戦力か⁉」

　気づいた真砂まさごは、思わず声を高くしていた。

　その声に驚いたように、フローラがまばたきをする。

「え？　え？　なんでそうなんの？」

「後で説明してやる。それより、山之内さんが直接、ここに来ているってことは……それを知っていたのか？　トップの会談だけで、話をすませるために──」

　独ひとり言ごとを呟つぶやきながら、真砂は歯は嚙がみした。

　カーマインは、甲院を引き渡さないはずだった。仮かりに引き渡そうとすれば、座ざ王おうや仙せん崎ざきを刺激し、一歩を間違えれば大きな被害を出す。少数派とはいえ、死にもの狂いになられれば、その力は決して侮あなどれない。

　そして山之内は、カーマインに甲院の返還を建たて前まえだけ要求し、すぐに退ひく。表向きは、カーマインの〝取り成し〟によってだが、実質的には、傷を負わずに厄やつ介かい払いをすませ、むしろカーマインに感謝しつつ手を引くはずだった。

　座王と仙崎は高齢である。自然死を待っても、その寿じゆ命みようはたかが知れていた。残った甲院薫かおる一人を飼い殺しにすることぐらいは、カーマイン派にとって難しいことではない。仙崎達の護衛さえなければ、いずれは処理することも容よう易いなはずだった。

（あいつらは、それですます気なんだ）

　ようやくそのことを察した真砂は、胸の前で拳こぶしを叩たたき合わせた。

　由ゆ姫きを助けられるのは、自分達だけだった。山之内派に頼る気は最初からなかったが、今となっては、陽よう動どうの役割すらも期待できない。それどころか、自分達のように勝かつ手てな行動を取る者を、山之内は快こころよく思っていないはずである。

　仮に由姫を助けた後も、真砂にとって、山之内派はいづらい場所になりそうだった。

「真砂、止まれ」

　桂けいが足を止めた。すぐ目の前に、三さん叉さの分ぶん岐きがあった。

「桂、近いのか？」

　桂けいは立ち止まったまま、耳を澄ましている。

「──嫌な気配だ」

　ぽつりと呟つぶやき、視線を中空にさまよわす。その勘かんの鋭するどさを知る真砂まさごは、咄とつ嗟さに身構えた。

　聖せい堂どうで焰えん鉄てつ衆しゆうを相手にした際、かなりの騒音を立てている。それが聞こえていたとすれば、ガムナ教団の人間が出てくることは充分に予想できた。

　案あんの定じよう、曲がり角から、こつこつと複数の足音が聞こえてくる。

　真砂は、桂とわずかに視線を合わせた。足音の数からして、人数はせいぜい四人ほど──見つかるのを待つ義理もない。

　爪つめを伸ばしながら石造りの廊ろう下かを駆け抜け、曲がり角にちょうど差さし掛かかったところで、攻勢に出る。

　白い長衣ローブの男達は、唐とう突とつに飛び出した真砂達を見て怯ひるんだ。足音で気づいてはいたはずだが、相手が迎え撃つ態勢を整える前に、真砂と桂は彼らに肉にく薄はくする。

　勝負は一瞬だった。

　四人の信者が何もしないうちに、真砂の両手が二人を叩たたきのめし、桂は蹴けりと肘ひじ打うちで、それぞれ一人ずつ昏こん倒とうさせた。

　追いついてきたネイが、呆あきれた声を漏もらす。

「──雑魚ざこ相手には無敵ね、あんたら」

　あまりに呆あつ気けなく倒れ伏した四人の敵は、完全に失しつ神しんしていた。息はあるが、しばらくは起きそうにない。

「こいつらが弱すぎただけだ。油断もしてたんだろうけど、動きが素人しろうとだよ」

　答えながら、真砂は倒した男のフードを剝はいでみた。

　そこにあらわれた顔を見て、わずかに息を吞のむ。

　眼めがあるべき場所に、人の目玉がなかった。瞼まぶたも持たない小さな丸い球が、上下に四つずつ──合わせて八つ、やや無機質な輝きを宿している。それはちょうど、ある種の蜘蛛くもの顔に似ていた。

「これ──」

　真砂は唸うなった。ネイがただ頷うなずく。

「ガムナ教団が孤こ立りつした理由の一つ──こんな外見で、人間の世界に融とけ込こめないよね。ガムナ教団の信者達はみんなこう。あのシューウェンて司し祭さいは、その意味でも特別なの。司祭だけは、外見が人と変わらないみたい。人との折せつ衝しよう役やくってことなのかしら？」

　彼らがフードを深く被かぶっていた理由に、真砂は納なつ得とくした。心の隅すみで、やや気きの毒どくにも思う。

　人と違った外見を持つ者は、どうしても他人の視線を常に気にしてしまう。真砂の場合は手袋で容よう易いに隠かくせる部分だが、顔、それも眼の部分が人間離れしてしまうと──人の中で生活することは、難しい。ガムナ教団が内部崩ほう壊かいを起こさなかった理由には、同じ容よう姿しを持つ者達の連帯感もあったに違いない。

　キャラバンも、いわば異い能のう者しや達の〝連帯感〟が結びつけた組織である。真砂まさごと由ゆ姫き、ネイ達の関係にもまた、同じ〝実験室の子供〟という連帯感が存在していた。

　結局のところ、人は何者かに依い存ぞんしなければ、生きられないのだろうと思う。真砂にも、昔の仲間達と相互に依存している自覚があった。それでなくとも、人は地球というこの星に依存している。自身を頼みにする者は、自己に依存しているとも言えるし、神や仏といった眼めに見えぬものに依存する場合も多い。生きる上での依よりどころに無自覚な者はいても、依存する対象を一つも持たない生物は存在しない。

　真砂は、ふと思う。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐん──

　彼らもまた、何かに依存しているのかもしれない。

　傍かたわらでは、白はくが龍りゆう舌ぜつ魚うおの一匹を胸に抱き、その眼を軽く撫なでていた。その和なごやかな様子を見ているうちに、真砂はある推測を思いついたが──今はそれどころでもない。

　倒した四人の先には、これまで廊ろう下かで通り過ぎてきたものとは明らかに異なる、金属製の大きな扉とびらがあった。高さは天てん井じようと同じで、両開きの境さかい目めとなる中央に、卵型の浮き彫りがなされている。

　見るからに怪あやしいその扉に、桂けいは鋭するどい眼まな差ざしを向けていた。

「唸うなり声が聞こえる。かなり、多い」

　エスハに見せられた光景を、真砂は思い出す。由姫を内包すると思おぼしき卵を前に、ガムナ教団の信者達が列をなしていた。

　一人一人の力は、シューウェンより遙はるかに弱いはずだった。だが、何分にも人数が多い。

「──白、頼めるか？」

「心得た」

　白は薄い笑みを見せ、その額についた青い石を指先で撫でた。

「真砂、扉を壊こわしてくれ。いつでも行ける」

「わかった。その前に……桂、僕は正面に駆けるから、できるだけ派は手でに、敵をひきつけてくれ。由姫を助けたら、龍舌魚の群れを目くらましにして、すぐに離り脱だつする。

　白達はここにいろ。籤くじ方かたはいざとなったら、三人を守ってやってくれ。真しん女めはぼくが持ってくるから」

　乱戦に向かない三人の少女は、素直に頷うなずいた。籤方も同様に、首を何度も縦に振る。

　籤方以外は、その顔に覚かく悟ごを決めた様子が見えた。真砂は仲間を見回しつつ、扉の縁へりに爪つめを食い込ませる。

　金色の光を宿す、千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの爪つめ──それは真砂にとって、体の一部でありながら、独立した相あい棒ぼうのような存在だった。神群や異能者の存在を感知して疼うずくときなどは、別個の生命体がそこに宿っているような気にさえなる。

　今、その爪つめは硬かたく強さを増すことで、真砂まさごの心の声に応こたえていた。

　真砂は、大きく息を吸い込み──

　裂れつ帛ぱくの気き合あいを込めて、その両腕を振るった。
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　記憶に映った光景で、桜さくらの華はなが散っていた。

　夜の闇やみに人工の照明が交こう差さし、桜の華を白く浮かび上がらせる。風が吹くたびに、花弁はなびらは散って、照明の中を踊った。

　夜空を背景に、桜の華は美しく映はえていた。

　幼い頃ころの由ゆ姫きが、その光景を見上げている。

　夜中に屋敷の外へ出たのは、はじめてのことだった。昼間でさえ、外に出られる日と時間は厳きびしく制限されている。

　背後では、それまで住んでいた屋敷の一角から、火の手が上がっていた。

　その様さまを見ても、特に何の感かん慨がいも湧わかない。そこは彼女にとって、家であると同時に、牢ろう獄ごくでもあった。

　白く昇りはじめた煙を眺めながら、すぐ傍そばにいる少年の手を、ぎゅっと握った。

「どうした、由姫？」

　ほんの少し高い目線から、少年が顔を覗のぞきこんできた。途と端たんに由姫は、何も言えなくなる。

　──予感があった。

　これから、仲間達と──少年と、別れることになる予感。

　住んでいた屋敷が焼けるのはつらくなくとも、その別れは少女にとって、ひたすらに苦しいことだった。

　しかし我わが儘ままをいえば、少年を困らせることになるのもわかっている。嫌われたくない、負担になりたくない、ただその思いで、幼い由姫は不安の言葉を心に封じ込めた。

　先を歩くフローラやファウナ、白はく達が、木の下に停とまっていたライトバンに、次々と乗り込んでいく。

　由姫と少年も、その後に続いた。

　車の中にいた女が、二人を見て、やや困ったような顔をした。

　眼鏡メガネをかけた長髪の若い女で、研究所の職員達と同じ白はく衣いを着ていたが、その表情は段違いに優やさしい。

「お嬢ちゃん、おいで。男の子は、こっちもう一杯だから、後ろの車にまわってくれる？」

「だってさ。また後でな」

　少年は、由ゆ姫きの手を解ほどこうとした。由姫は少年の手を放さない。せめて、少年と一いつ緒しよの車に乗りたかった。

　車の中で、それを察したネイが降りようとしていたが──女は、由姫が少年から離れたがらないのを見て、すぐに頷うなずいた。

「よし、じゃ、君はお姉さんの膝ひざの上だ」

「え？」

　驚く少年を無視して、女は由姫をまず車に乗せた。続いて少年を軽々と抱え上げ、自分の膝の上へと座らせる。

「ちょっと窮きゆう屈くつだけど、我が慢まんしてね」

　少年は少し、憮ぶ然ぜんとしていた。由姫はそれが自分のせいのように感じて、謝あやまるように少年の手を握った。

　少年はすぐに表情を戻し、心配げな顔を由姫に向ける。

「……由姫？　さっきからどうしたんだよ。怖こわいのか？」

　──怖い。

　由姫にとって、〝少年と離れること〟は、なにより怖いことだった。

　少年は由姫を勇気づけるように、その頭を撫なでてくれた。

　車のドアが閉じ、でこぼこの道を走り出した。木の根にタイヤが乗り上げるたび、車の中は豪ごう快かいに揺れる。

　揺れる車中で、由姫はずっと少年の手を握っていた。

「大丈夫だよ。なにかあったら、ぼくが守ってあげるから」

　子供らしからぬ深みを帯びた声で、少年は呟つぶやいた。それは決して、格かつ好こうをつけただけの軽い言葉ではない。現実にそれを〝実践〟し、自らも重傷まで負った少年が呟くと、そこには血の匂においを伴いそうな迫力があった。

　その迫力はしかし、由姫にとっては心強くもあり、また──強く惹ひかれるものでもある。

　二人の会話を聞いていた白はく衣いの女が、からかうように、膝に抱いた少年の顔を覗のぞきこんだ。

「そういう君は？　怖くないの？」

　少年の持つ血ち生なま臭ぐさい迫力に、彼女は気づいていない。

「別に怖くはない」

　少年は、冷れい徹てつにも聞こえる声で応こたえた。そこに強がるような響きはなく、ただ事実を述べているだけの、平へい坦たんな声だった。同時にその声は、由姫に対する優やさしい声とは明らかに質が違う。自分が少年に特別扱いされているようで、由姫はなんとなく、そのことを嬉うれしく思った。

　女は、少し笑ったようだった。

「へぇ、怖くない、か。どうして？　普通、こういう状況って、けっこう怖いと思うんだけど？」

　少年は胡う散さん臭くさげに、自らを抱く女を見上げた。

「世界のどこでだって、ぼくはぼくでいられる自信があるから」

「……え？」

　簡かん潔けつな答えだった。白はく衣いの女は驚いたように、眼鏡メガネの奥の眼めをしばたたかせる。

「ぼくは──自分が自分でなくなるのが、一番怖こわい。だけど今は、世界のどこにいても、ぼくはぼくでいられる自信があるから、どこに連れていかれても、別に怖くない」

　その答えを聞いた女は、きょとんとして少年の顔を見つめていた。六歳ばかりの幼い少年が口にするような言葉でもない。

「ふ、ふぅん……君、凄すごいんだ？」

　子供の威いに吞のまれたように、白衣の女が呟つぶやいた。

　真砂まさごは、女を睨にらみつけた。

「ぼくはただの〝雑魚ざこ〟だけど……でも、他の人たちにも言っておいて。もし、みんなになにかあったら──その時は、ぼくをこうして助けたことを、後こう悔かいすると思う」

　女がごくりと唾つばを吞んだ。

　少年が発する気迫は、歳としに不ふ似に合あいなものだった。傍そばにいた由ゆ姫きでさえ、少し怖くなる。少年のことが怖いわけではない。少年の言うことは、間違いなく彼の本心だった。その本心のままに、少年が無む茶ちやをすることが怖い。

　研究所を破壊した時は、どうにか一命は取とり留とめた。しかし、次は──

　そう思うと、由姫は苦しくなり、握る手に力を込めなおした。

　少年は、由姫のそんな思いを知る様子もなく、優やさしい微笑を見せる。

「心配ないよ、由姫。ぼくもフローラ達もいるから。なにかあったら、すぐに助けてやる。約束するよ」

「──うん」

　小さく頷うなずきながら、由姫は思った。

　──強くなろう。

　少年の手を煩わずらわせなくてもすむくらい、そして、少年が命がけで動く必要がないくらい、自分も強くなりたいと思った。

　戦闘に向く異い能のうの技は、由姫にはない。強くなるとは言っても、たかが知れてはいる。

　だから、まずは──

　少年が、無用の心配をしなくてすむ程度に、心を強く保つこと。

　それが、幼い由姫が最初に自らへと課したことだった。

　由姫はそう決意して、真砂とつないだ手を離した。

　それから仲間達と別れる日が来るまで、由姫は不安を吐と露ろすることもなく、涙を見せることもなかった。泣くときは必ず、人に見られないよう、毛布にくるまって独ひとりで泣いた。

　そして、十年の月日が経たち──




　　　　[image: ]




「由ゆ姫きっ！」

　真砂まさごは叫びながら、卵形のオブジェにめがけて走った。

　天てん井じようの高いその部屋には、ガムナ教団の信者達が数十人といたが、彼らは床ゆかに頭をつけたまま、誰だれ一人として顔を上げようとはしなかった。

　飛び込んだ真砂は、すぐに反撃が来ることを予想していたが、そのあては今、完全に外はずれている。

　龍りゆう舌ぜつ魚うお達が広間に走り、桂けいが彼らの数人を勢いで蹴けり飛ばしたが、それでも彼らが起きる様子はない。ただ低い声で、意味の通らぬ唸うなり声を上げ続けている。

　たいした邪じや魔まが入らないまま、真砂は広間を駆けぬけ、卵の傍そばに寄った。そこにシューウェンの姿はない。代わりに──やや透すけた卵の中に、二人分の白い肢し体たいが見えた。

　何をしているのかはわからない。しかし、そのままにしておく気は毛もう頭とうなかった。

　伸ばした爪つめをもって、卵の表面に触れようとする。

「待て！」

　その瞬間、根ね黒ぐろ桂の、珍しい大だい音おん声じようが飛んだ。

　真砂はぴたりと動きを止める。

「真砂、それに触さわるな。死ぬぞ」

　離れた位置で、桂が叫んだ。彼の大声を聞いたのは、真砂にとって久しぶりのことだった。卵に触りかけた手が止まったのは、その声に驚いたせいもある。

「よく見ろ。こいつらは、つながっている」

　桂が辺りを指し示した。

　石造りの広間は、先ほど通ってきた〝聖せい堂どう〟よりも若じやつ干かん狭せまかった。信者達は、そこへそのまま座し、額を冷たい床にあてている。

　真砂の眼めは、彼らの間に、黒い線が連なっているのを見つけた。よくよく見れば、広間にいる全員が、その線で直列につなげられている。

　線の終着点は、目の前の卵だった。その台座の部分には、左右からケーブルが引き込まれている。

　二人の少女を内包する、半はん透とう明めいに透けた卵──その卵と台座は、確かにつながっていた。

　卵の中は液状になっているらしく、二人の体はたゆたうように少し浮いている。

　傍に寄ってきた桂が、服のボタンを一つむしりとり、卵に向けて放り投げた。

　じゅん、と油が弾はじけるような音をたてて、セルロイドのボタンがたちまち燃え尽きる。かすかな焦こげ臭くささが漂った。

「……高圧電流、か？」

　無言で桂けいが頷うなずいた。

　今いま更さらながら、真砂まさごは肌はだにぴりぴりとするものを感じた。部屋の空気に、何かが混ざっているような違い和わ感かんがある。桂もそれを感じて、電気の存在に気づいたらしい。

　ガムナ教団の信者達を直列つなぎにして、電力は卵に注いでいた。中にある体が焼けている気配はないが、電流の流れるその表面は触さわれる状態にない。

　真砂はためらわず、台座の脇わきから延びたケーブルの一本を引きちぎった。反対側に走るもう一方のケーブルは、桂が同じように処理する。

　電気が途と絶だえると、卵の〝中身〟が動いた。

　少女の裸ら身しんが、真砂達の方を向く。透すけて見えた髪の色で、それが由ゆ姫きではないことを真砂は直感した。由姫らしき娘の方はまだ、卵の中で丸まっている。

　少女の白い手が、卵の外に、す──と伸びた。

　思わず身を引いた真砂の上を、小さな雷かみなりが走る。頰ほおの産うぶ毛げが一いつ斉せいに逆立った。

　雷光は石の床ゆかを直撃し、そのまま周囲に散っていく。

　真砂は、卵の表面に覗のぞいたその手にめがけて爪つめを振るった。シューウェンは斬ざん撃げきにも等しい真砂の爪を紙一重にかわし、卵の裏側から体を出す。

「どなたかと思えば、ご無礼な方ですね。裸はだかの娘を襲うなんて、節せつ操そうのない──」

　冗じよう談だんめかして言うシューウェンに飛びかかった真砂は、殺す気で爪を振るった。反対側からは、桂もその拳こぶしで少女を殴なぐりつけようとしている。

　シューウェンは、ただ微笑を浮かべていた。

　真砂の爪と、桂の打撃──

　その双そう方ほうが、少女の身に当たりかけた刹せつ那な──少女の下から、攻撃を遮さえぎる黒い壁が突き出した。

　床を抜いてあらわれたそれは、ぬるりと滑すべって真砂の爪を受け流す。

　指先に、斬きった感かん触しよくはあった。しかし斬れたそばから、その傷が間を置かずに再生していく。

　桂の打撃もまた、やたらに弾力のあるその肌はだに跳はね返されていた。

　真砂は瞠どう目もくした。

　目の前にあらわれたそれは、どこかチューリップに似た形をしていた。花弁はなびらの部分で、卵ごとにシューウェンと由姫を包み込み、真砂や桂の攻撃から護まもっている。

　その肌は両生類を思わせる光こう沢たくを放ち、斬っても叩たたいても効果がない。

　そんな生物が突然に出てきたにも関かかわらず、床には何の変化もなかった。その存在は、石の床を崩すことなく、水が染み出るようにしてその場にあらわれている。幻まぼろしでないとすれば、石の床を透とう過かしているとしか思えない。

　腐ふ臭しゆうにも近い臭においが、すぐに辺りを満たしはじめた。

　間をおかずに、腕ほどの太さの触しよく手しゆが、石の床ゆかを通り抜け、下層から姿を見せはじめる。淡い緑色に光るその先端には、白い部分ばかりが目立つ目玉がついていた。海草のもずくを極端に太くしたような、ややいびつな表面には、水気を感じさせる光こう沢たくがあった。

　先端についた目玉達が、ぎょろりと一いつ斉せいに真砂まさごを見る。感情を宿さない小さな黒目に、真砂の顔がいくつも映りこんでいた。

「──なんだ、こいつら？」

　突然にあらわれた、シューウェンの人ならぬ守護者に対し、真砂は爪つめを伸ばした。

　──神しん群ぐん。咄とつ嗟さの判断は、それだった。ガムナ教団のシューウェンが飼かっている神群となれば、思いつくのは一体しかない。

「……光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエル、か？」

　呟つぶやいたのは桂けいだった。周囲にいる床に額をついた教団の信者達は、まだ起き上がる気配がない。それがせめてもの幸いだったが、いきなりの大物を目の前にして、真砂は焦しよう燥そうにかられた。

「どけ！　龍りゆう舌ぜつ魚うおを行かせる！」

　遙はるか後方から、白はくが声を張った。真砂達の退たい却きやくを補佐するはずだった龍舌魚の大群が、雪崩なだれのように黒い花へ殺さつ到とうする。

　水晶球のような目玉は滑こつ稽けいだが、その背せ鰭びれや胸鰭は、加速をつけることによって鋭えい利りな刃物と化す。真砂の爪とは異なり、硬かたい物は切り裂けないが、生物に対しては有効な武器のはずだった。

　大きな餌えさをついばむようにして、魚達が黒い花の周囲を覆おおい尽くす。獲え物ものの周囲を回遊しながら、魚達は白の意思を受けて、その化ばけ物ものを切り刻もうとしていた。

　しかし真砂の爪と同じく、彼らの鰭は怪かい物ぶつを傷つけはするものの、すぐさまにその傷は塞ふさがってしまう。まるで水を斬きっているような按あん配ばいで、一いつ向こうにダメージを与えられる気配はない。

「水──か？」

　真砂は自らの連想が、的を得ている可能性に思い至った。アメーバ、あるいはもっと単純な粘ねん液えきのような液体が、神群の本体をなすケースは、これまでにもいくつかあった。目の前にいるその化け物は、もっと確かな存在感を持つものに見えたが、回復力の高さが尋じん常じようでない。おそらくは液体か、それに類する性質を持つものと思われた。

　そんな相手への対たい処しよ法ほうは、主に二つ──燃やすか、凍こおらせるか。つまりは温度変化による攻撃である。特殊な薬品を使うケースもあるが、いずれにしても今、手近にそれを可能とする武器はない。

「桂！　一度、退ひくぞ！」

　真砂は即、決断した。桂は悔くやしげに舌打ちをしたが、その指示には反論しない。真砂の爪も桂の格かく闘とう術じゆつも、あくまで物理的な破壊をもたらす力だった。粘液のような相手に対しては、あまりに分ぶが悪い。

　退ひきかけた桂けいの体に、床ゆかから突き出していた触しよく手しゆの一本が巻きついた。桂は抗あらがって、腕ほどの太さのそれを引き千ち切ぎったが、切った傷から複数に細く分裂し、蚯蚓みみずのように体へと巻きついていく。

　桂の表情に、珍しく焦あせりが生まれた。さらに触手を引き千切ると、そこからまた分裂を起こす。

「桂！」

　駆け寄った真砂まさごは、その触手を床に生えた根元近くから叩たたき切った。桂は解放されたが、今度はその切った場所から、真砂の指へと細い触手が絡からまりはじめる。

　うぞうぞとした気き色しよくの悪い感かん触しよくに、怖おぞ気けが走った。それらはイソギンチャクのように吸いつき、真砂の腕から離れない。

　白はくの龍りゆう舌ぜつ魚うおが、その触手をかすめ切った。今度はその龍舌魚が犠ぎ牲せいとなったが、代わりに真砂の身は解放される。

「今のうちに急げ！」

　白が声を張った。

「その触手どもは、最後に攻撃した奴やつを捕らえるらしい！　手を出さずに、ここは退け！」

　桂が走り出した。真砂もすぐに、その後から広間の入り口付近にまで逃げる。そこには、触手達がまだ顔を出していない。背後で、捕らえられた龍舌魚が、その身を触手に裂かれていた。

　由ゆ姫きごと卵型のオブジェを飲み込んだ黒い口は、遠目に見ると、まさに開花を前にした華はなの形に似ていた。しぼんだ花弁はなびらは唇でもあるらしく、時折、かすかに蠢うごめいている。

「──シューウェンは……あれは、食われたのか？」

　白が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　その声に呼ばれたように、黒いチューリップの上から、微笑を浮かべた少女が顔を覗のぞかせた。

「いいえ。残念ながら、この子はわれわれの味方なのです。食べられるのは、貴方あなた達の方──」

　くすくすと花のように笑いながら、シューウェンは半身を花の上に出した。白く眩まぶしい裸ら身しんに、緑色の蔦つたに似た組織が這はっていた。

　真砂は彼女を睨にらみながら、傍かたわらのネイに声をかける。

「ネイ、この城の中で、ガソリンか液体窒素とかは調達できないか？」

　ネイは一瞬、眼めをしばたたかせた。

「えぇ？　……あ、そっか。ああいう奴の相手するには必要か。あるはずとは思うけど、液体窒素は何ど処こだか──ガソリンなら、車庫の近くにタンクがある」

「道案内、頼む」

　真砂は早口に言った。ネイは頷うなずいて、

「うん！　とりあえず、さっき通った場所まで戻らないと……」

　すぐさま、小走りに駆け出した。

　その目の前の床ゆかから、広間にいたのと同じ触しよく手しゆが唐とう突とつに顔を出した。石造りの床から染み出るようにして、真砂まさご達の行方ゆくえを塞ふさぐ。

　踏鞴たたらを踏んで体勢を崩したネイを、真砂は背後から抱きとめ、脇わきの道に連れ込んだ。ネイがいた場所に、すぐ別の触手があらわれる。

「ま、真砂……？」

「ぼやぼやするな！　一時退たい却きやくだ」

　来た道とは違うが、真砂は暗い廊ろう下かにフローラや白はく達をまとめて突き飛ばした。よろけながら、娘達はその先に走り出す。

「け、けど道が……」

　ネイが抗こう議ぎしかけるのへ、

「後で壁を壊こわして元の道に出る！　とにかく今は逃げろ！　桂けい、先頭は任せた。ネイ達を誘ゆう導どうしてくれ」

　そう声を張っておいて、真砂は殿しんがりに立った。桂は言われた通りに、先へと急ぐ。

　真砂のすぐ目の前に、複数の触手達が顔を見せはじめた。得え体たいの知れない生物が襲い来るのへ、真砂は下手へたな反撃もできず、ただ下がりながら避よけ続ける。

　反撃をすれば、その切断面から彼らに絡からみつかれてしまう。そのたびに無む駄だに龍りゆう舌ぜつ魚うおを使うのは、ただの愚ぐ策さくだった。

　脇にはまだ、籤くじ方かたがいた。慣れない他人の短刀を抜き放ち、真砂のサポートをするつもりらしい。

「籤方、お前も先に行け。ここは大丈夫だ。こいつら、そんなに──」

　速くない──

　そう言いかけた真砂の足元で、床の感かん触しよくが変わった。硬かたい石の道が、ぬるりとした嫌な物に覆おおわれている。

　ちょうど触手の出てくるところ──その場所に、真砂は足を置いていた。不ふ覚かくを悟さとった時には、もう足首に太いものが巻きついている。

　見上げる触手の目玉と、視線が合った。それは感情を宿さず、本能としての食欲に従って獲え物ものを捕らえる、虫のような眼めだった。

「こいつらっ……⁉」

　嫌悪感をもって、真砂はつい、厄やつ介かいな相手に爪つめを向けた。足首にまとわりついたそれを切ったと同時に、その切断面が爪に吸いつき、細い触手に分裂する。

「ま、真砂さん！」

　泣きそうな声で喚わめいた籤方が、短刀を投げつけた。それが真砂の腕を襲う触手を断ち切り、代わりに短刀が彼らの餌え食じきとなる。

　解放された真砂は、素早く駆けた。

「籤くじ方かた、助かった」

　青年の背を叩たたいて、礼を言う。籤方は困ったような、それでいて照てれたような苦しい表情を浮かべ、はぁ、とだけ頷うなずいた。

　真砂まさごと籤方は背後を気にしつつ、桂けい達の背を追った。例の怪かい物ぶつに捕らえられた由ゆ姫きの身も気になったが、シューウェンが共にいる。彼女が甲こう院いんを利用する気ならば、まだ殺さないだろうと判断した。

　しかし──あの〝卵〟の中で、何をしようとしていたのか、そのことを詳くわしく知らない真砂には、依い然ぜんとして焦しよう燥そうも強い。

　触しよく手しゆ達から逃れて通路をしばらく走ると、やがて先頭の桂達が止まった。二度ほど鈍にぶい音が響き、その後に人の倒れる微かすかな振動が続く。

　敵の存在を悟さとった真砂は、追いつく足を速めたが、様子から察するに、すぐさま桂が片付けたらしい。

　白はく達の低い話し声が、壁に反射して聞こえた。

「どうした？」

　角を曲がって追いついた真砂の足元には、案あんの定じよう、ガムナ教団の信者が二人、倒れていた。桂の打撃を食らって、彼らは昏こん倒とうしている。触手は今のところ、どうにか撒まいたようだった。

　目の前に、鍵かぎの掛かった扉とびらがあった。

「真砂、この部屋に何かあるらしい。見張りがいた」

　白が思し案あんげに呟つぶやく。その一方で、桂が釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。何か思うところがあるらしいが、口にはしない。

「じゃ、確認だけしとこうか」

　真砂は大して迷いもせず、その鍵を爪つめで壊こわした。部屋の中に武器か、あるいは灯油か何かでもあればと、淡い期待を抱いた。

　触手達から逃げる過程で道に迷い、進む先が決まっているわけでもない。たとえ何もなくても、扉を開けることで、今より悪い状況に陥おちいることは考えにくかった。

　鋼鉄の扉を開けると、中には明かりが満ちていた。正面に背の高い衝つい立たてがあり、部屋の様子は窺うかがえないが、複数の人間の息いき遣づかいが聞こえる。真砂は四し肢しに力を込めた。

「ん？　もう、交代の時間か？」

　部屋の中から男の声がした。話す英語は流りゆう暢ちようだが、真砂の耳には少し訛なまりが感じられた。

「はやく代わってくれ。この爺じじい、意外に抑おさえるのが骨だ」

　もう一つの声は、疲労を感じさせる。

　真砂は声の方向を見定めておいて、部屋に飛び込んだ。中にいた長衣ローブの男は三人──全員がフードを上げ、蜘蛛くもにそっくりの目玉を露ろ出しゆつさせていた。不意の侵入者に対して、彼らの反応は鈍い。

　しかし──他にも三人、教団の者ではない人間がいた。そちらはいずれも、マットを敷いた床ゆかへと寝かされている。

　その寝顔をちらりと盗ゆすみ見た真砂まさごは、つい足を止めそうになった。しかし一瞬でも止まれば、ガムナ教団の人間に電撃を放つ余よ裕ゆうを与えてしまう。

　真砂は勢いをつけて、教団の一人の腹部を殴なぐりつけた。後から飛び込んだ桂けいもまた、他の二人をたちまちに沈黙させる。

　そのままの勢いで、真砂は眠る者達へも攻撃しかかったが、しかし彼らの反応はまるでなかった。ただ眼めを閉じ、死んだようにそこに固まっている。

　でっぷり太った老人と、瘦やせた足のない老人──

　それに、細身で長身の、白はく髪はつを生やした男。

　三人とも手て錠じようをかけられており、座ざ王おうと仙せん崎ざきの二人には、こめかみの部分に細い線のようなものが刺さっていた。よくよく見れば、その線は教団の人間二人の体とつながっている。

「う、うわぁっ！　座王と仙崎⁉」

　後ろから部屋を覗のぞき込んだフローラが、甲かん高だかい悲鳴をあげた。

　真砂は、部屋に捕らえられていたと思おぼしき、彼らの様子を観察した。川の字になって寝かされたその姿は、さながら死体のようにも見えるが、胸は呼吸のためにわずかに上下している。

　そこにいるのは、座王と仙崎──そしてもう一人は、真砂の知らない人間だった。髪は白髪で、ひどく老おいているようにも見えたが、傍そばで見れば意外に肌はだが若い。

　覗き込む傍かたわらに、籤くじ方かたが寄ってきた。

「あ……宇う津つ星ぼしさんだ……」

　呆ぼう然ぜんとした声で言う。

　真砂は驚き、慌あわててその面めん体ていを確認した。

　髪が白くなり、またやつれていたためにわからなかったが──顔の造りはまさに、真砂も知る宇津星という男のものだった。

　瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの異い能のう者しやで、以前は真砂と同じく、華かヶが瀬せの下で働いていたが──今年の夏以降、彼は行方ゆくえ不明になっているはずだった。

　桂も脇わきから、その顔を確認する。

「行方不明と聞いていたが……」

「あ、ほんとだ……徒と帰き島じまで消えたはずなのに」

　フローラが物珍しげに覗き込み、その頰ほおを指先で突つく。

「死んでんじゃない？」

「いや──息はしている。それより、この髪──」

　白く転じた髪をいぶかりながら、真砂は彼をまず揺り起こす。仙崎や座王は間違いなく敵だったが、宇津星とは顔見知りだった。特に親しい間柄ではないが、仕事で組んだこともある。

　宇う津つ星ぼしは戦闘に向く異い能のう者しやではない。たとえ甲こう院いん派に与くみしている可能性はあっても、暴れられたところで、簡単に取り押さえられる自信があった。

「……宇津星さん、起きてください」

　真砂まさごの呼び声に応こたえるように、男はうっすらと眼めを開けた。

　その途と端たんに、口がぶつぶつと聞き取りにくい言葉を紡つむぎだす。

「──だからやめろといったんだ私はそんなものを口には──なぜ池いけ崎ざきがあんなところに──ミランも国くに代しろも殺されたのに──大おお里さとはどこへ──ティギー、ティギー、よせ──よせ」

　がくんがくんと、その身が震えた。反射的に半身を起こし、狂った声で叫びだす。

「ティギー！　よせ！　よせ！　それを食うな！　食うな！」

　──甲かん高だかいその声は、明らかに以前の彼とは違っていた。真砂は黙って、宇津星のこめかみを叩たたき、その意識を昏こん倒とうさせる。

　──神しん群ぐんと共に異い界かいに渡った者が、こちら側に還かえってくるケースは、稀まれにあった。

　そして彼らのほとんどは、こういう状態になっていることが珍しくない。

〝向こう側〟で、彼らが何を見てくるのかはわからない。しかしおそらく、人が知覚してはいけない何かに触れてきた結果、こうなるのだろうとは思う。

　真砂もまた、この城に至る過程で、画が廊ろうという異界を通ってきた。しかし、人がその異能をもって作り上げる〝異界〟と、神群達の行き来する正しよう真しん正しよう銘めいの〝異界〟とは、完全に異なるものである。

　若じやつ干かんの同情をもって、真砂は宇津星を眠らせた。いっそ安息の死を──とも、頭の隅すみでは考えたが、今は殺す気になれない。将来的には、狂乱の具合が緩かん和わされる可能性もある。

「けれど、なんで宇津星さんが、こんなところに──」

　異界から還ってくる者は、吸い込まれたのと同じ場所に戻ることが多いが、まったく見当違いの場所にあらわれることもあった。徒と帰き島じまのあった場所は洋上だけに、そこに出現した場合には助かるとは思えない。宇津星は、西洋圏のどこかで見つけられた公算が強いが──彼が発見された報は、真砂の知る限り、山やま之の内うち派にも入ってきていなかった。

「噂うわさに──聞いたことがある」

　白はくがぽつりと呟つぶやいた。

「ガムナ教団が、〝星ほし詠よみの砂さ漠ばく〟を探しているのは知っているな？　あの地には、神群にまつわる全すべての知識があり、また彼らを操あやつるヒントもあると言われている。その地を探す過程で、ガムナ教団は、異界の門を開く術を開発したと──」

　細い顎あごに手を添そえ、白はぽつぽつと語った。

「といっても、それほど自由度の高い手段ではないらしい。まず何ど処こかで異界の門が開いたあと、近い時期に同じ場所で彼らの儀ぎ式しきを行うことで、同じ世界へと続く門が開くと言われている。真しん偽ぎは知れないが、奴やつらが、徒帰島の跡地──この場合は海の上だが、そこでその儀式を行った可能性はあるかもしれん」

「けど……もしそれが可能だとしても、なんのために？」

　白はくが漏もらした曖あい昧まいな噂うわさ話ばなしに、真砂はその疑問をぶつけた。

「理由は推測するしかないが、ガムナ教団は常に戦力を求めている。こちらの世界で迫害されている奴やつらにとって、こちら側での戦力増強は難しいはずだ。となれば、その戦力を──」

「別の世界に、求める？」

　後を引き取ったネイの呟つぶやきに、白が頷うなずきを送った。

　フローラが腰を浮かせた。

「ねぇねぇ……この、座ざ王おうと仙せん崎ざきのこめかみについてる、細いのは何？」

「さて──」

　白はじっと、その線を凝ぎよう視しした。真砂もつられて観察する。

「電線、のようだが」

「あぁ。仕組みはわからないけど、この道具を使って、二人を昏こん倒とうさせていたのかもしれない。さっき、ぼくらが入ってきたとき、〝交代要員〟だと勘かん違ちがいしてたんだ。起こそうと思えばこの二人、起きるんじゃないか？」

　真砂が言うと、フローラが眉まゆ根ねを歪ゆがめ、座王と仙崎の二人を指差した。

「……起こすの？　これを？」

　真砂も迷う。

　二人を倒すことを考えれば、今はまたとない好機だった。この隙すきに殺してしまえば、後こう顧この憂うれいを断てる。

　しかし一方で、真砂は彼らの力を、シューウェンに対してぶつけたいとも思った。自分達だけであの妙な生物を相手にするのは厳きびしいが、仮かりに彼らが一時的にせよ味方につけば、これほど心強い戦力もない。甲こう院いんの身を教団が捕らえている以上、敵同士とはいえ、彼女を取り戻すまでは共に戦える可能性もあった。

　もっともそれは、都つ合ごうのよすぎる考え方でもある。

「殺やるか」

　桂けいが拳こぶしを固めた。反対の声は上がらない。寝込みを襲うことに罪ざい悪あく感かんはあれど、相手の卑ひ劣れつさを知っているだけに、その点で迷う者もいなかった。

　真砂はしばらく迷ってから、桂を片手で制した。

「いや──起こそう」

「言うと思った」

　ネイが苦笑した。フローラと白も、仕方ないとでも言いたげに肩をすくめる。

「覚かく悟ごはできてる？　由ゆ姫きを助けた後は、絶対に敵同士なんだし──ひょっとしたら、戦ってる最中にも背中を刺されるかもよ？」

「かもな。だけど──悔くやしいけれど、こいつらは強いんだ。今のぼくらだけじゃ、シューウェンとあの化ばけ物ものには勝てない。それに──」

　真砂まさごは、座ざ王おうと仙せん崎ざきの二人を見下ろしながら言った。

「こいつらもきっと、〝ぼくら〟の力がなければ、あのシューウェンと化け物には勝てないって気づいていると思う。実際に、こうして負けてるんだから」

　真砂は呟つぶやいて、座王のこめかみから、電線を引き抜いた。仙崎のそれは、白はくとネイが引っこ抜く。

　電線の先は、ごく細い、長さ二センチほどの針となっていた。

　こめかみには小さく、粒つぶほどの傷きず跡あとが見える。血も流れないような傷跡だったが、針の長さからして、意外に深いはずだった。

　針を引き抜いてすぐに、座王が低く呻うめいた。続いて、仙崎の腫はれぼったい瞼まぶたも微かすかに震える。

　真砂はフローラ達を下がらせ、桂と二人でもって、それぞれの首筋を押さえつけた。

「座王、仙崎。起きろ」

　押し殺した声をかける。

　薄うす眼めを開けた座王は、真砂を見るなり、にっ、と嗤わらった。老人の手元に刀はなかったが、彼はパナンゾロンの異い能のう者しやでもある。素す手ででも戦闘能力は侮あなどれない。

「これはこれは──先日の少年か。やはり、こちらに来ておったなぁ」

　懐なつかしい顔を見つけたように、座王は嗤う。

　仙崎も眼を開けるなり、事態を察したようだった。騒ぎもせず、開けた眼を再び閉じる。

「──焼やきが回ったもんやな、わしらも──あのシューウェンちうガキに出し抜かれて、おまけにこんな小こ僧ぞうどもに殺されるたぁ……」

　くっくっと、嗤った。

「残念だけど──まだ殺す気はない」

　真砂は忌いま々いましい思いを込めながらも、座王の眼を見み据すえて呟いた。

「ほう？」

　座王が眼を細める。

「──甲こう院いん薫かおるが、シューウェンの手に落ちた。奴やつら、甲院を使って何かする気だ」

　座王と仙崎、その双そう方ほうの眉まゆが、ぴくりと跳はねた。その気配が一変し、ぴりぴりとした緊迫が肌はだに伝わってくる。

　こんな連中に、助力を乞こうのは悔しかった。真砂は、知らず知らず、座王の首を押さえる手に力を込める。

「手伝えとは言わない。一いつ緒しよに闘たたかおうなんて馬ば鹿かなことも言わない。ぼく達はぼく達でやる。奴らを倒す倒さないに関かかわらず、ぼくとあんたらはきっと、ずっと敵同士だ。だけど──」

「……なるほどなぁ。貴き様さまらも会うたか、あのティギーに」

　寝そべったまま、仙せん崎ざきが肩を揺らした。吐き捨てるような嗤わらい方だった。

「……ティギー？」

　真砂まさごは、その名に耳を疑った。宇う津つ星ぼしらと共に、夏から行方ゆくえ不明となっている男である。そして──古くは甲こう院いん派の研究員として、ヴィヨンと同じく、子供達へ植しよく神しんの実験を行った一人でもあった。

「あいつも、異い界かいから還かえってきてるのか⁉」

　真砂は声を荒げた。宇津星がここにいたことで、その可能性も予測はしていた。

「ん？　まだあの黒い化ばけ物もの、見てへんのか？　触しよく手しゆつきのごっつい奴やつを──」

　仙崎は胡う乱ろんな眼めで真砂を見上げていた。

　真砂は、仙崎の言葉の内容を咀そ嚼しやくし、ごくりと唾つばを吞のむ。

　黒い化け物、触手つき──たった今、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた光景が、脳のう裏りに甦よみがえった。

「まさか──あの黒いチューリップみたいのが──」

「それや。なんや、見とるやないか。さては、尻尾しつぽ巻いて逃げてきたか？」

　仙崎が嗤った。真砂は言葉に詰まるが、言い返せることもない。

　件くだんの化け物は、ガムナ教団が崇あがめる神しん群ぐん・ネムエルかとも思っていたが、どうやら違ったらしい。

「まぁ、わしらよかましや。わしらは、あの変わり果てたティギーとシューウェンにやられて、このザマでなぁ。その後は、教団のネムエルの異い能のう者しや共どもに操あやつられて──よぉ生きとったもんや、ほんま。すぐ殺されるとばかり、思っとったんやけどな」

　仙崎は不ふ審しんげに、ぶつぶつと呟つぶやいた。

　真砂も、彼らが生かされている点は奇異に思っていた。甲院を捕らえる上で邪じや魔まだったために狙ねらわれたにせよ、捕らえておいて、生かしておく必要はない。またそれは、真砂達にも言えることだった。

　座ざ王おうが口を開いた。

「わしらが従うようなら、配下にでも加えようとしていたのやもしれませぬ。さもなくば、ティギーの餌えさにでもするつもりだったのでしょうかな」

　真砂も知る研究者、ティギーは、根ね黒ぐろ桂けいと同じく、賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの影響を受けた異能者だった。常じよう人じん離れした五感と筋力を得る代わりに、力を発揮するためには定期的に人の屍し肉にくを食する必要に迫られる。

　もし真砂の見た化け物が、本当にティギーの変わり果てた姿ならば──人を捕食することに関する目的意識が、残っていてもおかしくない。

「されどあのティギーも、堕おちたものです。あんな小こ娘むすめに飼かい慣らされるとは、人としての意思はもう失ったようですな」

　座王の穏おだやかな口調は、さしあたって命の危険を感じていないようだった。

「さて──真ま砂さご殿どのと言ったか」

　座ざ王おうは静かな声で、真砂に語りかけてきた。

「今、我らを殺す気がないことは、わかり申した。そして我らと組むつもりがないことも、もう充分にわかり申した。また我らも、シューウェンと奴やつの手て駒ごまに成り下がったティギーを退しりぞけるのに、我らだけでは力が足りぬことを認めます。

　話も終わったのならば、この手は不要でしょう。それとも、今から殺しますかな？」

　座王は薄く嗤わらった。

　真砂は手を外はずした。起きてすぐに暴れられぬようにと押さえつけてはいたが、全すべてを見抜かれた後では意味がない。真砂が手を外したのを見て、桂けいも同様に仙せん崎ざきを離した。

　半身を起こした仙崎は、真砂を鋭するどく睨にらみつけた。

「わしも、お前さんらと馴なれ合あうつもりはない。せやけど、まずは薫かおる様を救い出すんが先や。協力はせん。むしろこいつは、競争やな。どっちが先に、薫様を救い出すか」

「こっちが助け出すのは由ゆ姫きだ。甲こう院いんじゃない」

　真砂は意地を見せておいて、先に立ち上がった。

　その時、部屋の隅すみに下がっていた籤くじ方かたと、座王の視線が交こう錯さくした。

「ん？　そこにおるのは籤方、か──」

「ざ、座王さん……ど、どうも」

　籤方は蛇へびに睨まれた蛙かえるとなって、震えながら顔を俯うつむけていた。

「部屋から動くなと、厳げん命めいしたはずやが──」

　仙崎の眼めが、気弱な青年剣士を睨む。

　その視線を阻はばむように、真砂は籤方の前に立った。

「勝かつ手てなこと言いやがって。あんたらはここで、死んでたかもしれないんだろ？　籤方が言われた通りに部屋でいつまでも待っていたら、飢うえ死じにするところだ。こいつにだって、生きる権利はある」

　真砂は爪つめを硬かたくしながら、仙崎と座王を威い圧あつした。

　座王はしばらく眼を細めたのち、籤方を無視して、仙崎に背負われた。立ち上がった仙崎は、そのまま何も言わずに部屋を出ようとする。

「あ、あの──ま、真砂さん……」

　籤方が怯おびえた声を出した。

　彼をこんな風に育てたのは、あの座王だという。真砂にはもう、籤方を彼らと関かかわらせる気はなかった。

「籤方、あいつらのことはもう気にしなくていい。どのみち終わってる奴らだ」

　毒どくを含んだ真砂の言葉に、仙崎がぴくりと肩を震わせ、振り返った。

「……言うてくれるな、坊ぼう主ず？」

「勘かんのいいあんたのことだ。もう気づいてるんだろ？　もうあんた達、甲こう院いん派に、将来はない。カーマインの保護なんて飼かい殺ごろしと同じだ。それにあんたも座ざ王おうも──寿じゆ命みようには勝てない」

　真砂まさごが指摘すると、仙せん崎ざきは怒りもせず、にっ、と嗤わらった。

「お前さんがもうちょい、はように生まれとったら、うちのええ幹部になったかもしれんなぁ……せやけどな、これだけは言うとくで」

　仙崎は上うわ目め遣づかいに、真砂を睨にらんだ。

「わしらの終わりを決めるんは、キャラバンでも、お前さんでもない。わしら自身や。わしの諦あきらめの悪さは、けっこう有名やと思っとったけどな？」

　仙崎は妙に迫力のある笑みを残して、部屋を出ていった。フローラと白はく、ネイ達が、黙ってそれを見送る。

「──殺しておいた方が、よかったか？」

　白が苦笑まじりに呟つぶやいた。仙崎と座王、その双そう方ほうから、隠かくしようのない殺さつ気きが漏もれていた。

「あれぐらいの奴やつじゃないと、シューウェンと──あの化ばけ物もの、ティギーには対抗できないよ。普通の奴なら腰が引ける」

　平然として部屋を出ていった仙崎と座王の背に、真砂は彼らの意地を見てとった。彼らには少なくとも、〝甲院を助けよう〟とする気き迫はくがある。敵に回すと厄やつ介かいだが、今だけはその背を肯こう定てい的てきに見られた。

　廊ろう下かに仙崎の足音を聞きながら、ネイが口を開いた。

「じゃ、向こうはとりあえずほっといて、私らはガソリンでも探そうか？」

　その提案に頷うなずきかけた真砂は、しかし足元の感かん触しよくに変化を覚え、ネイを壁に突き飛ばした。

　見下ろした床ゆかに、淀よどんだ影が生まれていた。慌あわてて飛び退のいたところに、件くだんの触しよく手しゆが顔を見せる。

　白目がちの目玉が、ぎょろりと室内を見回した。

「やだ！　追いかけてきた⁉」

　叫んだフローラが廊下へと飛び出す。他の者もそれに続きはしたが、そこで足が止まった。

　廊下には、もう触手達が群れをなして蠢うごめいていた。仙崎と座王も傍そばに留まり、様子を見ている。

　海の底をたゆたう海草のように、腕ほどの太さを持つ触手達が踊っていた。廊下の前後を塞ふさぐ彼らは、真砂達をからかうように、少しずつ間まを詰めてくる。

「気き色しよくの悪い──これがあのティギーか？　昔から嫌な奴だったが、こうなると恐ろしいのを通り越して、笑えるな」

　憮ぶ然ぜんとした声を漏らしつつ、白がその額から数匹の龍りゆう舌ぜつ魚うおを出した。しかし無む理りに突破するには、触手達の群れが厚すぎる。

　仙崎が薄く嗤った。

「一応──こいつも、〝生き物〟やろなぁ」

　力を溜ためるようにしばらく息を吸い、仙せん崎ざきはその口から毒どく液えきを飛ばした。その直撃を受けた先頭の触しよく手しゆが、途と端たんに激しく身をよじらせた。その奇妙な動きは周囲にも伝でん播ぱし、波が広がるようにして、触手達が崩れていく。

　仙崎の吐いた毒──それが、彼らを退どかせた。追い払っただけなのか、それとも末端とはいえ殺せたのかははっきりとしないが、毒が効いたことは間違いない。

「き……効いてる？」

　ネイが呟つぶやいた。

「──あぁ」

　頷うなずいた真砂まさごは、戦せん慄りつとともに確かな期待も抱いた。見つかるかどうか、さらには効くかどうかも定かでないガソリンなどよりも、仙崎の毒は確実な武器になる。

　卵に囚とらわれた由ゆ姫きを見たとき──救出は、急がねばならないような気がした。それは根こん拠きよのない焦しよう燥そうではない。シューウェンがあの卵の中で、甲こう院いんと由姫に〝何か〟をしようとしていたことは、傍はた目めにも明らかだった。その行為が何かはわからないが、少なくとも由姫のためになることとは思えない。

　仙崎は座ざ王おうを背負ったまま、二度三度と毒液を吐いた。そのたびに廊ろう下かからは触手達が退ひいていき、やがて元通りの石いし床ゆかが露ろ出しゆつする。

　仙崎は、空あいた廊下を悠ゆう々ゆうと歩いていった。

　頼らねばならない悔くやしさは感じながらも、真砂はその後を追う。仙崎達より早く由姫の身を押さえたい以上、彼らから遅おくれるわけにはいかなかった。

　心中に複雑な思いを抱えつつ、真砂はただ、由姫の身を切に案じていた。
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　背の低い僧そう形ぎようの男と、スーツに身を固めた長身の若者──

　その二人が再会を果たしたのは、数年ぶりのことだった。

　山やま之の内うちを出迎えたカーマインは、旧きゆう知ちの友の老ふけた顔を眺め、曖あい昧まいな微笑を見せる。

「老けましたね、山之内」

　会談の席についた山之内は、傍かたわらのメモにさらさらと英字を綴つづった。

『お互たがい様さま』

　カーマインは苦笑を浮かべる。自分の外見が変わっていないことは、充分すぎるほどに承しよう知ちしていた。それでも山之内の眼めには、カーマインの〝精神的な老い〟が見えたらしい。

　会談の席には、山之内が連れてきた派は閥ばつの者達が揃そろっていた。カーマインの側にも、側そつ近きんの数人がいる。

　森を眼下に見下ろす広間に、一同は向かい合い、互いの肚はらのうちを探ろうとしていた。

　ただ──カーマインと山やま之の内うち、肝かん心じんの主あるじ二人と、翁おきな居い夢ゆめ路じのみは、さばけた顔をしている。

「甲こう院いんのことですが──」

　カーマインが呟つぶやくや、山之内はその温顔を横に振った。

「……では、こちらでお預かりいたします」

　カーマインは山之内の心中を察して、そう答えた。

　山之内がここに来た理由──それは、あくまで建たて前まえのためだった。今、甲院派と事を構えることは、山之内派の全体にとって、いい結果をもたらさない。

　主である甲院薫かおるとその腹ふく心しん達も厄やつ介かいだが、それを除いても、世界の各地に甲院の意いを汲くむ残党が少数、潜せん伏ぷくしているはずだった。

　彼らと争えば、負けることはないにせよ、山之内派も傷を負う。そうなれば、弱体化した山之内派に対し、カーマイン派の誰だれかがちょっかいを出してもおかしくはない。

　肥ひ大だいした各派は閥ばつの主は、それぞれ、〝自分の名〟を冠かんした派閥の中でさえ、思う通りには動けない状況にあった。カーマインの側は、それでもまだ、支配力が強いが──それも、あと何年続くことかわからない。

　主達の真意に気づいていない派閥の幹部達は、途と端たんに色めき立った。

「山之内さん！　そんな、あっさり──！」

『仔し細さいは後ほど。ただ、一つ提案をさせていただきます』

　山之内はメモに書き、それをテーブルに載のせた。

　にこにことした山之内の顔に、カーマインはどこか苦しげな印象を受けた。表情は柔やわらかいが、心の底に沈んだものを感じる。

『できますれば、甲院に体を貸す碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの身み柄がらのみ、真しん女めを外はずしてこちらに御ご返へん還かんを願いたい。あとは、卿けいらにお任せいたします』

　そのメモを見るや、山之内の脇わきにいた榊さかき糾ただすが表情を変えた。

　まるで予想外のことだったらしく、著名な研究者は呆ぼう然ぜんと山之内の横顔を見つめる。

　カーマインの情報網は、彼女が甲院──碑文谷由姫の、母親代わりであることを調べ上げていた。組織人としては致ち命めい的てきとも言える山之内の〝甘あまさ〟に、また苦笑が込み上げる。

「虚きよを捨てて実を取る、か。厳きびしいところですが、貴方あなたらしい決断です」

　褒ほめながら、カーマインは頷うなずいた。

『この歳としになりますと、人の涙が身を斬きるのです』

　メモを見せながら、山之内は冗じよう談だんを言ったように笑う。その深い眼めは榊糾を見ていた。

「や、山之内さん、しかし、それでは、甲院は──」

　傍そばに控えた幹部の男が、やや焦あせりの籠こもった声を上げた。

　山之内は動じずに、

『無む残ざん』

　と、書き記した。

「む……ざん？」

　幹部は意味がわからず、困ったように漢字を読むだけだった。

　山やま之の内うちの背後にいた少年の僧そうが、カーマインの視界でくすりと笑った。体の線が細く、女のように優やさしい顔立ちをしている。

「〝無残〟とは、僧そう侶りよが罪を犯おかし、しかし心に恥はじることがない状態を指す言葉です。本来は無む慚ざん、つまり戒かい律りつを破っても平然としている、愚おろかな僧を示す否定的な言葉ですが──御おん大たいは、この結論に関かかわる罪をあえて背負われるおつもりなのでしょう。その上で心に恥じる部分がないとなれば、この決意は固いかと思われます」

　少年僧はもってまわった言い方をした。実際のところは、山之内は派は閥ばつの意見を無視し、ただ開き直っているに過ぎない。

「し、しかし、甲こう院いんを野放しにしておけば──」

　うろたえる幹部に、カーマインは言葉を投げてやった。

「ご心配なく。甲院派は私が抑おさえます。彼らは今、危険な孤こ立りつの状態にある。刺激するよりも、ここはむしろ穏おん便びんに扱うべきでしょう。どのみち、あの高齢の幹部二人は、長ちよう寿じゆを保ったとしても余よ命めいは幾許いくばくか──」

　カーマインは胸の前で指を組み、来訪した者達を見回した。顔色は様々である。驚きよう愕がく、熟じゆく 慮りよ、激げつ昂こう、困こん惑わく、そして、失望と希望──

　それらは全すべて、山之内が甲院を無視し、体の持ち主たる少女の身み柄がらだけを要求したことへの反応だった。

　実際のところ、その少女の身柄を無事に返せるか否いなかは、甲院の判断次し第だいとなる。カーマインは彼女から、〝指示に従う〟という言質をすでに取っていたが、アラクナの巫女みこたる体を渡すことには抵てい抗こうもあるはずだった。甲院の依より代しろには別の人間をあてがうこともできるが、仙せん崎ざきたちはおそらく、それを是ぜとはしないだろう。

　そこを納なつ得とくさせられるか、あるいは、仙崎達の死まで待つか──

（そのあたりが、落としどころか──）

　様々な可能性を考こう慮りよしつつ、カーマインは内心でそう考えた。仙崎と座ざ王おうを説せつ得とくするのは難しいが、甲院薫かおる本人の説得は、不可能ではないような気もしている。

　カーマインの見るところ、彼女はもう、目的意識を失っていた。

　全ての人類を異い能のう者しやに変えるという甲院派の主張を、カーマインによって無意味と断定され、もはやキャラバンを相手に事を起こすだけの気力があるようには見えない。たとえアラクナの召しよう還かんを封じられても、部下達の安息の場所を得るためになら、甲院はこの誘いに乗りそうな気がした。

　なんとなれば、彼女はもう、自身が甲こう院いん派の首しゆ魁かいとしての役割を終えつつあることに気づいてしまっている。今の彼女は、理想も目標も失った抜ぬけ殻がらだった。

　カーマインは、それを気きの毒どくに感じないでもなかったが──心の何ど処こかでは、当然の帰き結けつとも思った。甲院派はもう壊かい滅めつした組織である。残党が多少いたところで、キャラバン全体の敵ではない。

　この世界では、過か激げきかつ少数の者は踏みにじられる。今の甲院は自ら、その踏みにじられる側へと回っていた。彼女がその細い双そう肩けんでいくら虚きよ勢せいを張ったところで、崩れるのは時間の問題だったかもしれない。

　あとの問題は──

　ガムナ教団、そして、シューウェンの行動だった。

　彼女が積極的に甲院を招いたことには、カーマインとは軸じくの違う動機があるはずだった。自らの損そん得とくを抜きに、あの娘が動くとも思えない。

「山やま之の内うち、ところで──」

　カーマインが、その案件を口にしようとした、その時──

　轟ごう音おんを立てて、城が揺れた。

　突発の地震に、カーマインは眉まゆをひそめる。

「カーマイン卿きよう⁉」

　山之内派の幹部が即そく座ざに声を荒げた。

「いえ、私ではありません」

　カーマインが答える頃ころには、もう揺れは収まりつつあった。

「ただの、地震のようですよ。この地方では珍しいのですが……」

「あ──し、失礼いたしました」

　幹部は疑った非礼を詫わびた。カーマインは、特に気にもしない。

〝災さい厄やく〟のカーマイン──比較的に温和な性格と行動で信用を得る彼につけられた、ある意味で似に合あわない呼び名。

　今の幹部の慌あわてぶりは、その呼び名と関連が深い。

　カーマインに影響を与えた神しん群ぐんは、紅あかく紅あかい巨人・ウォーザイと呼ばれていた。その異い能のうは、人と歳としのとり方が異なることだけではない。

　ウォーザイの異能者は、自分を中心として、その地下に地震を誘ゆう発はつさせる。異能者の質によって起こせる地震の規模は変わるが、カーマインの力は、その中でも群を抜いていた。

　彼が本気で震災を起こしたことは、まだ一度もない。しかしその気になれば、ごく短時間で国一つを潰つぶすことも出来る。自分がその中心にいる必要はあるが、溶岩の動きを操あやつり、ある程度は任意の場所に、被害を拡大させることもできた。

　それは大量破壊にしか向かない、ひどく偏かたよった力だった。だからこそカーマインは表に出ず、裏から世界に影響力を持ち続けている。

　山やま之の内うちは、澄んだ眼めでカーマインを見つめていた。

　カーマインは、彼かの老ろう爺やを見つめ返す。

　その老爺も、大量破壊に向く異い能のうの持ち主だった。魔ま窟くつの笛ふえ吹ふき・スフという珍しい神しん群ぐんの異能を受け継ぎ、滅めつ多たに振るわないその力を誇こ示じして、一つの派は閥ばつの長にまでなった。

　彼の能力は、カーマインの能力よりは効果範囲も狭せまく、その威い力りよくにも融ゆう通ずうが利きくが──代だい償しようとして、彼は声を失った。

　喋しやべることができないわけではない。しかし彼が喋ると、そこには被害が生まれる。

　だから、〝沈ちん黙もく〟の山之内──

　人の身には過ぎる偏かたよった異能を持つ二人は、しかし双そう方ほうとも、一人では生きられないことを自覚していた。喋ることのできない山之内は、派閥の者達に保護されている部分がある。外見の老おいないカーマインに至っては、表の社会に姿を出し続けることができない。

　人を大量に殺せる力を持ちながら、一人ではこの社会でまともに生きることすら覚おぼ束つかない──そんな二人である。

　カーマインは、だからこそ甲こう院いん薫かおるの理想を〝理解〟していた。異能者が普通に生きることのできる社会を作るためには、全員が同じ異能者であればいい。

　ただしカーマインは、たとえ人の全すべてが異能者になったところで、本質的な差別はなくならないことも知っていた。常じよう人じんと異能者の差別が、今度は異なる異能者同士、あるいは異能の強さの違いという要素によって、すりかわるだけのことである。

　事実、仮かりにカーマインが、全ての人間が〝月〟の異能を受け継いでいることを公表したとしても、何が変わるわけでもない。そもそもキャラバンの関係者以外は、そんな〝よた話〟に耳も貸さないだろうし、また信用されればされたで、今度は意識過か剰じように陥おちいり、自分を〝選ばれた存在〟と勘かん違ちがいする馬ば鹿かが必ず出てくる。

　カーマインには、そのことがよくわかる。何故なぜなら今の自分こそが、その〝馬鹿〟の成なれの果はてだった。

　カーマインは万ばん感かんを込めた苦笑を、山之内に送った。派閥の長という立場が邪じや魔まをして、今のカーマインは容よう易いには本心を語ることもできない。それは山之内も同じはずだった。

　似た立場にいるからこそ、話す言葉をもたずとも、相手のことがわかってしまう瞬間がある。

「山之内……貴方あなたも、難なん儀ぎな人生ですね」

　カーマインが言うと、山之内はただ合がつ掌しようし、笑顔のまま深ふか々ぶかと頭を下げた。傍そばにいる者達には、会話の流れが摑つかめない。ただ、部屋の隅すみに腕を組んだ翁おきな居い夢ゆめ路じのみが、どうにも困ったような表情で溜ため息いきを吐ついていた。

（それにしても、今の地震──）

　カーマインは、ふと胸に奇妙な不安を覚えた。

　城のあるこの地方では、地震など滅めつ多たにない。ほんの瞬間、城が突き上げられるように揺れただけだったが、カーマインはその揺れを起こしたのが、自然の大地ではない可能性を疑っていた。

　城の地下に広がる、巨大な施設──

　その一角が、例えば崩れた時などに、今のような揺れが起きる可能性がある。

　広間に、軍服を着た部下の一人が駆け込んできた。

「カーマイン卿きよう、お話中に、失礼いたしますが……」

「どうしましたか？」

　問われた部下は山やま之の内うち達の耳を避けて、そっとカーマインの耳元に囁ささやいた。

「──ネイ様が、部屋から行方ゆくえをくらましました。その──部屋の壁が、破壊されていまして」

　その報告に、カーマインは眉まゆをひそめた。ネイ＝プレヴェールに、部屋の石壁を壊こわすような力はない。

「それともう一つ──甲こう院いん様方の、行方がわかりません。教団の者が、森に散歩に出るのを見たと言ってはいるのですが──どうも挙きよ動どうが──」

「わかりました。下がりなさい」

　カーマインは部下を下がらせ、席を立った。

「少し付き合っていただけますか、山之内。どうも──こちらはこちらで、読み違えたことがあったようです」

　山之内の部下が、いぶかしげな視線を向けていた。

「カーマイン卿、何か問題が……？」

「まだ詳くわしいことはわかりませんが──あるいは、争い事になるやも知れません。銃器の類たぐいも用意させますので、ご希望の方はお申しつけください」

　山之内派の人間達が絶句した。

「おい、カーマイン。何があった」

　隅すみにいた男、翁おきな居い夢ゆめ路じが険けわしい声をよこした。キャラバンの創そう設せつ者しやたる彼とは、カーマインも面めん識しきが深い。

　カーマインは、首を横に振る。

「わかっていることは私にもわずかです。道すがら、ご説明いたします。あるいは、今の地震も──関係があるかもしれません」

　山之内が無言のまま席を立ち、カーマインの脇わきに来た。

　キャラバンを牛ぎゆう耳じる二大権力者の動きを、その場の一同は固かた唾ずを吞のんで見守る。

　山之内は小さなメモを見せた。

『ご案内を』

　頷うなずいたカーマインは、左右の側そつ近きん達へ指示を送りながら、先導して部屋を出た。
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　一いつ緒しよにいることと、一緒になることとの違いを、由ゆ姫きはぼんやりと考えていた。

　外の様子はよくわからない。先程までは、閉じた瞼まぶたを通して、わずかに光を感じていたが、今は完全な暗くら闇やみだった。

　四し肢しは浮ふ遊ゆう感かんに包まれている。

　全すべての音が遠くなったようで、耳には何も聞こえない。ただ時折、水の中を伝でん播ぱする振動が伝わってきた。

　──そこは確かに、水の中のように思えた。しかし呼吸が詰まることもなく、息苦しいわけでもない。

　由姫は今、意識の奥底から、体の今の主あるじたる、甲こう院いん薫かおるを見つめていた。

　彼女の意識は、わずかに震えていた。体の外側には、もう一人──シューウェンと名乗る少女がいた。肌はだを触れ合わせるようにして、小さな卵の中に、共に納まっている。

　甲院薫と由姫は、一心同体に見えて、ただ一緒にいるだけだった。表向きは甲院の支配が強かったが、内面的には由姫は独立している。

　それに対して、シューウェンは今、一緒になることを強制していた。

　二つ以上の心が──この場合は、甲院薫と由姫と、そしてシューウェンの心が、融とけて混ざり合って、一つの心と体に集約されること──シューウェンは、それを求めていた。

　自分がどうなるのかはわからない。ただ、いつまでも今のままでいられないことは、なんとなく予想できた。

　そして、甲院は──

　甲院は何もせずに、ただ呆ほうけたようにしていた。

　由姫は彼女の傷ついた心に、そっと触れていた。甲院の側は、そのことに気づかない。

　由姫からは甲院が見えたが、甲院からは由姫が見えていなかった。ただ潜せん在ざい的てきに、由姫の意識が彼女にも影響を与えるばかりである。

〝共になりましょう？〟

　シューウェンの意識が、由姫を説せつ得とくするように囁ささやいてきた。

　由姫はその言葉に、懐かい疑ぎと恐れを感じる。

〝あなたはただ眠り、私に身を任せてください──そうすれば全てが、うまくいきますから……〟

　子守唄を歌うように、シューウェンは由姫の意識をあやしていた。その歌声の端はし々ばしに、しかし由姫は悪意を感じてしまう。

　三人の意識は今、卵の中で確かに触れ合っていた。

　甲こう院いんはそのことにまだ気づいていない様子だったが、由ゆ姫きは他の二人の意識を強く感じている。それは、色の違う絵の具が、パレットの上で隣りん接せつしている状態に似ていた。

　そしてシューウェンは、由姫と甲院の意識を、自分の色で塗りつぶしながら、一つになろうとしている。

　例えていえば、由姫の色は白、甲院の色は灰色、そしてシューウェンは濃く深い黒だった。三色が混ざり合えば、結果として黒に塗り潰つぶされる。

　彼女は、おそらく──そうして、いくつもの命と一緒になってきたのだと思った。自分や甲院のような、たった一人分の、小さな弱い色の意識など、彼女にとっては餌えさのようなものに違いない。

〝眠りなさい──由姫──薫かおる〟

　シューウェンが、優やさしく囁ささやいた。

　眠ったら融とかされる──そんな気がした。意識を保ち続けるため、由姫はただ真砂まさごのことを考えた。つらい時や、恐きよう怖ふに負けそうな時、由姫はいつも、彼のことを思い出すのが癖くせになっていた。真砂に助けられた記憶は、それだけ深く心に刻みつけられている。

　──真砂──

　由姫は、その面おも影かげに縋すがっていた。それは依い存ぞんにも近い感情かもしれない。しかし由姫は、ただ依存するだけでなく、そんな真砂に恥はじない自分でありたいと願い、そのことを心がけてきたつもりだった。

　慣れない格かく闘とう技ぎを独学ながらはじめてみたのも、その意識のあらわれである。

　由姫は真砂のことを思う強さで、シューウェンの意識への侵入を阻はばんでいた。

　気力がいつまで続くかはわからない。しかし睡眠の状態に陥おちいれば、彼女は由姫の意識を簡単に融かし、再構成してしまうだろうと思った。

　──真砂──

　由姫は儚はかない抵てい抗こうを続けていた。

　勝てるか勝てないかの問題ではない。ただ、〝抵抗〟すること──それも、由姫が真砂から学んだことの一つだった。

　助けてもらおうとさえ思っていない。由姫は自分の意思だけで、無む駄だかもしれない抵抗を続けている。真砂ならきっと、そうするはずだとも思った。

　触れたシューウェンの意識には──わずかな、焦あせりに似た感情が生まれかけていた。
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　一度は撤てつ退たいした広間に、真砂達は再び戻って来た。道中にあらわれた触しよく手しゆ達を、仙せん崎ざきの吐く毒どく液えきによって退しりぞけながら、扉とびらの前まで到達する。

　黒い花──ティギーの発する腐ふ臭しゆうが、辺りに充満していた。

　先ほど壊こわした扉とびらの向こうには、ガムナ教団の信者達が、まだ額を床ゆかにつけたまま伏していた。

　引き千ち切ぎったはずのケーブルは、切れた部分から卵につなぎ直してあった。しかし今、その卵はむき出しの状態ではなく、黒い花に似た化ばけ物ものの口内に保護されている。その様さまは、種を護まもる殻からにも似ていた。

　仙せん崎ざきに言われた後も、真砂まさごはまだ、その怪かい物ぶつがティギーだとは信じきれていなかった。まるで原型を保っていないその姿は、それこそ人よりも神しん群ぐんに近い。変わり様ようの極端さからして、あるいは本当に、なんらかの神群そのものと同化している可能性もあった。

「小こ僧ぞう、先行くで」

　にやりと嗤わらって、仙崎と座ざ王おうが室内に飛び込んだ。真砂も後を追うが、彼らより前に出ることはできない。仙崎の毒どくがなければ近づくことも難しい上に、下手へたをすれば、毒の直撃を背中に食らう危険もあった。

　触しよく手しゆ達は最後の抵てい抗こうをするように、広間の至るところから湧わき出し、仙崎達の行方ゆくえを阻はばもうとしていた。

　仙崎はしかし怯ひるみもせず、唾つばを吐き散らすようにして毒を撒まきながら、進む道をつくっていく。

　座王がその背から飛び降りた。

　不自由な足の切断面から、パナンゾロンの異い能のう者しやに特有の鉄が染み出し、発はつ条じようのような形に固まる。座王はその足を用いて、飛び跳はねるように動きはじめた。

　その手に刀はないが、手しゆ刀とうに鉄を鋭するどくコーティングし、臨時の武器としている。しかし現状では、仙崎の毒だけで事が足りてしまい、座王はただにこにこと笑っていた。

　触手達は、仙崎の毒を受け、みるみるうちに撤てつ退たいしていく。

　彼の戦闘力の高さに、真砂は改めて瞠どう目もくした。

　無む論ろん、そこには相あい性しようの問題もある。この場にいる奇妙な触手達は、肉体をもって直接に闘う真砂や桂けいにとっては、ひたすらやりにくい相手だった。おそらくそれは、座王にとっても同様である。

　仙崎が空あけた道を、真砂と桂も利用した。触手の攻撃を警戒しつつ、フローラ達もすぐ後に続く。

　一ひと塊かたまりに近い状態で、一行は祭さい壇だんに近づいた。

　卵を咥くわえた黒い花弁はなびらが、敵を察さつ知ちして蠢うごめいた。真砂は、床に走った電気のケーブルを再び引き千切る。

「ティギー、さっきのお返しや」

　嗤わぬ声で呟つぶやいた仙崎が、その表皮に、容よう赦しやなく濃い毒液を浴びせた。

　仙崎が手て加か減げんを抜きに生成した毒液は、酸のように黒い生物の表面を焼いた。気き泡ほうを立たせて、その表皮がたちまちに爛ただれていく。

　漂ってきた有ゆう毒どくの煙から顔を逸そらしつつ、真砂まさごは周囲に気を配った。

　触しよく手しゆ達は、もう出てこなかった。漠ばく然ぜんとした不安はまだ消えなかったが、真砂はティギーに意識を移す。

　仙せん崎ざきは、鉄てつ砲ぽう魚うおのように毒を吐き続けていた。その毒液が身にかかるたびに、黒い花は波打つように蠢うごめき、次し第だいに力を失っていく。

　一方で、座ざ王おうが鉄でつくった足を使い、辺りを素早く跳はね回りはじめた。両手に鉄の刃やいばを精製し、ティギーの爛れた表皮を切りはがしていく。先ほど真砂が斬きりつけた時は、傷がすぐにふさがってしまったが、仙崎の毒で汚された場所はもう再生しなかった。

　真砂は慌あわてて叫んだ。

「座王！　奴やつの中に由ゆ姫きがいる！　斬りすぎるな！」

　座王が嗤わらった。

「わしらは、ずっと薫かおるさまをお守りしてきたのです。そんな間ま抜ぬけな真似まねはいたしませぬよ。それにこの刃では、どうにも切れ味に欠ける──」

　愛刀を持たない座王は、素軽い動きで、両手に作った即席の刃を振るった。

　同じ系統の異い能のう者しやである敬けい神しんや華かヶが瀬せは鉄の鞭むちを、ヴィヨンは髪に鉄をコーティングして武器にしていたが、座王はあくまで刃にこだわっている様子だった。使つかい勝かつ手てや向き不向きの問題もあるだろうが、鉄の生成量が少なければ、それだけ持続して異能を振るうことができる。

　ティギーを圧倒する仙崎と座王を眺めて、フローラが頰ほおを引きつらせていた。

「私らがいなくても、こいつらだけで倒せるんじゃ……」

「かもな」

　真砂は嫌いや々いやながら肯こう定ていした。少なくともティギーに対しては、今は仙崎しか対抗する術すべを持っていない。

　そして──ティギーとシューウェンを倒せば、次は仙崎と座王を、真砂達がどうにかしなければならない。

　真砂は、白はくの背を指先で突ついた。いざとなれば、彼女の龍りゆう舌ぜつ魚うおは心強い味方になる。

　白は全すべてを了りよう解かいしたように頷うなずきつつ、真砂の耳元に唇を寄せた。

「──仙崎と座王は、あぁ見えて精一杯だ。シューウェンを確実に仕し留とめるには、お前と桂けいも必要になる。仙崎達も、おそらくそれを悟さとって、我らと事を構えないでいるはずだ」

「でも、このままいけそうな感じもするけれど……」

「あの化ばけ物ものには、まともな知性もなさそうだが──シューウェンの雷らい撃げきは、ほぼ全方位を網もう羅らするだろう。先程と同じように、全員が一撃でやられてはどうしようもない。お前と桂は、死し角かくになる奴の裏側に、今のうちから回りこんでおけ」

　白の指摘に頷き、真砂はティギーを挟はさんで仙崎の向かい側に回り込んだ。

　黒い花弁はなびらが、仙せん崎ざきの毒と座ざ王おうの斬ざん撃げきによって削けずられ、その内側が露ろ出しゆつしはじめる。

　卵の内側から、くすんだ金髪の少女が裸ら身しんを起こした。

　整った顔をあらわすや、座王に向けて電撃を放つが、足のない老ろう爺やは紙一重にそれを避よける。

「──下がりなさい。貴方あなた達は、未来の主あるじを殺す気ですか？」

　呟つぶやくシューウェンは、まだ微笑を浮かべていた。

「未来の……主ぃ？　わしらは、お前さんなんぞに仕える気はない」

　仙崎が毒を吐きざまに言った。肝かん心じんの毒はティギーの体、その残った表皮によって阻はばまれる。彼の動きは確かに、シューウェンを庇かばっていた。

「貴方達の主は、甲こう院いん薫かおるでしょう？」

　シューウェンの優やさしい横顔が、真砂まさごの眼めに映っていた。

　飛びかかろうとした矢先に、その足元へ雷らい撃げきが飛ぶ。真砂は踏鞴たたらを踏んで立ち止まった。

　裸はだかの上半身をさらしながら、シューウェンは真砂達をまとめて見下ろしていた。

「貴方もお聞きなさい。私はこれから、この子と同化します。つまり──私はシューウェンであり、甲院薫であり、同時に碑ひ文もん谷や由ゆ姫きでもある存在に変わります。

　座王さま、それに仙崎さまも、今まで通り、〝薫さま〟に仕えていただきますわ。少々、外見は変わるかもしれませんが、その精神は確かに彼女のものです。記憶も受け継がれます」

　真砂は目を剝むいた。にわかには信じがたいが、ガムナ教団の儀ぎ式しきに関しては、そのほとんどが謎なぞに包まれている。特殊な神しん具ぐを用いた秘ひ儀ぎがあったとしても、不思議はない。

　仙崎は、シューウェンの言葉を鼻で嗤わらった。

「ふざけんなや。そいつぁ、貴き様さまも共にあるっちうことやろうが。貴様は、余よ計けいや」

「あら？　でも、碑文谷由姫と一いつ緒しよになった甲院には、お仕えできたでしょう？」

「小こ娘むすめが理り屈くつ並べたところでなぁ……わしらは、ガムナ教団なんざ信用できんのや。特に、お前さんみたいのは……」

　仙崎の顔に、不敵な笑みが浮いた。

　シューウェンは、小動物を見るような哀あわれみを眸ひとみに湛たたえた。

「でも、貴方達が生き残る手段は、もうそれしかないように思いますけれど……今のままの甲院派では、維持することさえ不可能ですわ。われわれと共に歩めば、キャラバンを滅ほろぼし、世界の新たな秩序となることさえ……」

「興味ないなぁ。わしらは、薫様に忠誠を誓ちかっとる。ほんまのところは、主義主張なんざどうでもええんや。わしらは単に、あの方に仕えられることが嬉うれしいだけで、な」

　仙崎は、シューウェンを馬ば鹿かにするように嗤った。

「──残念ですわ。人にしては有能な貴方達には、今のまま、仕えていただきたかったのですけれど──」

　シューウェンは仙崎達から眼を逸そらし、次に真砂を見た。

「貴方あなた達は、いかがですか」

　その微笑を、真砂まさごは真まっ向こうから睨にらみつけた。

「聞くまでも、ないだろう？」

　返事の代わりに、真砂は伸ばしたルールーブの爪つめを見せた。鋭するどく硬かたく尖とがった爪は、金色の光を宿らせ、獲え物ものを狙ねらう。由ゆ姫きの身を使っていた甲こう院いんとは違い、シューウェン相手には、手て加か減げんする必要もない。

「桂けい！」

　真砂は叫んだ。シューウェンの意識が、一瞬、根ね黒ぐろ桂の側に向く。その隙すきを狙って、真砂は彼女に飛びかかった。心得ていた桂は、わざとシューウェンには飛びかからず、横方向に動いてシューウェンの気を引く。

　しかしシューウェンは、即座に真砂の動きに反応し、雷らい撃げきを放った。

　飛んできたその電気の筋を、真砂は爪で薙ぎ払う。

　シューウェンは子供のように、眼めをぱちくりとさせた。真砂にしても、電撃を確実に止められる自信があったわけではない。しかしルールーブの爪は、真砂の意思を受けて、様々な性質を持つのが常だった。

　切り裂く力、砕く力、そして、物を柔やわらかくして加工する力──限界はあるだろうが、爪は真砂の意思、その願いを反映する。手の甲に埋め込まれたルールーブの組織が、それを可能にしていた。

　肉にく薄はくしてしまえば、敵に真砂の爪を阻はばむ術はない。先程は首を狙って避よけられた教訓を踏まえて、真砂は相手の体そのものを狙った。

　その背後からは、座ざ王おうと根黒も飛んできている。シューウェンは苦し紛まぎれに近い電撃を全方位に向けて放ったが、その電力は明らかに弱かった。警戒していた根黒と座王は紙一重に避け、真砂は再び爪でその身を庇かばう。

　彼女の体内の蓄ちく電でん池ち──その総量が減りつつあることが、真砂にも推測できた。

　光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエルの異い能のう者しやは、体内に電気を溜ためる器官を持つが、その容量には限りがあるはずだった。真砂達をまとめて倒した時も含めれば、シューウェンは今日一日だけで、かなりの量の電撃を放出している。もし〝充電〟に時間がかかるとすれば、彼女の電力は、じきに尽きてもおかしくなかった。

　床ゆかに伏した信者達──あるいは彼らも、電力を消費しすぎたために動けないでいる可能性が高い。

「ティギー」

　シューウェンが、やけに穏おだやかな声で、その名を呼んだ。

　怪かい物ぶつの口の中から、禿とく頭とうの影が飛び出した。

　仙崎の毒どくでその顔を爛ただれさせながら、真砂の爪を阻む位置に立ち塞ふさがる。その体は怪物の中に埋まい没ぼつしており、人の身ほどに太い首だけが長く伸びていた。少なくとも骨格は、人間のものではなくなっている。

　見覚えのある彫ほりの深い顔は、確かに真砂まさごの知る研究所の職員──ティギーのものだった。顔の皮ひ膚ふの下を、緑の蔦つた状じようの組織が這はいまわっていたが、面めん相そうは見違えるはずもない。

　その男には、仲間を幾人も殺され、そして真砂自身も殺されかけた。

　真砂は吼ほえた。ティギーの向こうにいるシューウェンごと斬きり捨てるつもりで、大きく爪つめを振るう。

　ティギーの脳のう天てんから顔の中心を、真砂の爪は縦四本に渡って切り下げた。そのまま顎あごを通り抜け、さらに下へと伸びたその体をも切り裂く。

　黒く濁にごった脳のう漿しようが散り、腐ふ臭しゆうを伴う体液が溢あふれ出した。

　四つに分断されたティギーの顔は、しかし笑っていた。過去にはいつもサングラスをかけていたその目元は、今は白しろ眼めだけで、対象が見えているかどうかも怪あやしい。

　真砂はその眼と視線を合わせつつ、もう片方の爪を振るった。今度は横よこ殴なぐりに、首の部分を裂く。ティギーの向こう側で、シューウェンは身を退どかせたらしく、そちらの手て応ごたえはなかった。

「真砂！　後ろだ！」

　桂けいの声が響いた。咄とつ嗟さに振り返った真砂は、そこにもう一つ、〝ティギーの顔〟を見つける。慌あわてて左右を確認すれば、たった今、傷つけたのと同じ顔が、何もなかったかのように両側で嗤わらっていた。

　攻撃したのが末端でしかなかったことを察しつつ、真砂は爪を振り回しながらシューウェンの姿を求めた。

　くすんだ金髪の少女は、ぎりぎりで真砂の爪が届かぬ場所を見定め、そこに座していた。

　その膝ひざに、卵から出したらしい由ゆ姫きの裸ら身しんを抱えている。傍かたわらには、甲こう院いんの宿った刀と、金属製の表紙を持つアラクナ聖せい典てんもあった。

　由姫の体を盾たてにされたことで、真砂の動きに一瞬の躊ちゆう躇ちよが生まれた。

「融ゆう合ごうする暇ひまは、ないようですね──ティギーの方も、そろそろ毒どくが回ってしまうでしょうし──仕方ありません」

　呟つぶやいたシューウェンは、左右の耳の穴から、それぞれに細い線を取り出した。その先には、真砂にも見覚えのある針が見える。

　捕らえられた仙せん崎ざきと座ざ王おうのこめかみに刺さっていた、あの針だった。

　シューウェンは白い胸に由姫の頭を抱え、そっと短い髪をかき上げた。

「よせ！」

　飛びかかろうとした真砂の身に、周囲を囲んでいたティギー達の首が絡からみついた。見れば根ね黒ぐろや座王も、捕まってはいないものの、その触しよく手しゆに似た首達を相手に奮ふん戦せんしている。フローラや白はく、ネイ、籤くじ方かたたちも、少し離れた位置で龍りゆう舌ぜつ魚うおに頼りながら、必死に凌しのいでいた。仙せん崎ざきは毒どくを吐き続けており、それがティギーに効いていることも確かだったが、シューウェンの身までは届かない。

　シューウェンの手にした針が、するりと由ゆ姫きのこめかみに打ち込まれた。

「──ご存知ですか？　人の体は、脳から発信される微弱な電気信号によって動かされています。筋肉の動きはもちろん、たとえば感情でさえも、その本質は交こう感かん神経や副交感神経への電気の刺激──これを操作すれば、他人の体でも、思い通りに動かせますわ。ただし、正確に動かせるのは一度に一人が限界ですけれど──今は、一人で充分──」

　シューウェンはくすくすと嗤わらって、由姫の艶つややかな肌はだに指を這はわせた。

「由姫を放せ！　それ以上──」

　激げつ昂こうする真砂まさごに向けて、シューウェンは小さく舌を出した。その手元にあるアラクナ聖せい典てんは、すでに頁が開けられている。

「予定より、少し早いのですけれど──こうなってしまったからには、カーマイン達も今日、始し末まついたしましょう。

　さぁ、長ながくのたうつ女め神がみ、アラクナ──私に、力を──」

　シューウェンの意識を受けて、由姫の身が震えた。

　聖典の奥に広がる宇宙の闇やみから、色とりどりの様々な点が浮かび上がった。

　由姫を乗っ取った甲こう院いんは、アラクナを召しよう還かんできたが──アラクナを〝恐れる〟由姫自身には、その行為は不可能なはずだった。

　しかしシューウェンは今、由姫の感情を電気信号でもって操あやつることで、無む理り矢や理りにアラクナへの拒きよ絶ぜつ、そして恐きよう怖ふ心しんを消している。

　震える由姫の眸ひとみが、大きく見開かれた。

「あ……あ…………あぁぁ……」

　呻うめくような切ない声が、真砂の耳に届いた。由姫の本心は、アラクナを拒絶しているはずだった。シューウェンの理り不ふ尽じんな要求に、彼女は必死に抵てい抗こうしている。

　しかしアラクナは、もう聖典の奥から、その姿を見せつつあった。

「この子との〝融ゆう合ごう〟は──貴方あなた達全員を殺してからでも、遅おそくはありません」

　苦しむ由姫の頰ほおをちろりと舐なめて、シューウェンが嗤った。

　真砂はティギーの長い首に身を束そく縛ばくされながら、それでも必死に爪つめを振るった。しかし、召還は無情にも成立する。

　アラクナ聖典の口──

　その中から、のたうつ蚯蚓みみずの大群が溢あふれ出した。ぬめって油ぎった肌に、室内の光が反射し、一種独どく特とくの眩まぶしさが真砂の眼めに焼きつく。目の奥に染みるその色合いは、不快を通り越して恍こう惚こつとさせる、視覚的な麻ま薬やくに近い印象を醸かもしていた。

　やけに甘あまったるい匂においが、辺りを満たしていく。

　聖せい典てんから溢あふれた蚯蚓みみずとも蛆うじ虫むしともつかない化ばけ物もの達は、召しよう還かん者しやたる由ゆ姫きとシューウェンの身にまとわりついた。着慣れた服を着るようにして、シューウェンは蚯蚓達の群れに身を預ける。

　真砂まさごが〝アラクナ〟を目にしたのは、これで二度目だった。彼かの神しん群ぐんは、水中庭園で、白はくの放った龍りゆう舌ぜつ魚うおをいともたやすくあしらっている。

　腕ほどの太さの触しよく手しゆは、それぞれに糸蚯蚓のような繊せん毛もうをまとい、さながら水が流れるようにして二人の少女を覆おおい隠かくした。

　その光景に、真砂は耐え難い嫌悪を感じた。

「くっ……か、薫かおる様っ！」

　仙せん崎ざきが悔くやしげに呻うめき、蚯蚓の塊かたまりに向けて毒どくを吐いた。あやまたずに直撃はしたものの、毒液は染みるどころか蚯蚓の表皮に弾はじかれて、まるで通用していない。

「長ながくのたうつ女め神がみ、アラクナ──〝私〟に、力を──」

　蚯蚓たちの塊から、シューウェンの声が漏もれ聞こえた。

　アラクナ聖典の中からは、留とどまることなく川のように、蚯蚓達が溢れ出していた。それらの動きには一貫性があり、根元の部分では一つの命につながっていそうな雰囲気もある。事実、出てくる蚯蚓に似た生物はやたらと長く、個体として途と切ぎれていなかった。狭せまい本の口から線せん虫ちゆうのように溢れ、こちら側の世界に顔を出した途と端たん、それらは元の大きさに戻るかのように太さを増す。

「そう──力を」

　シューウェンが、恍こう惚こつとした声を漏らす。

　蚯蚓たちの大群は、たちまちに真砂の足元まで来た。爪つめを振るって傷つけると、それらは分裂まではしないものの、ティギーと同じようにすぐさま再生した。

　シューウェンを中心とした蚯蚓の海は、世界を侵しん食しよくするかのように、じょじょに広がっていった。

　唐とう突とつに、虹にじ色いろを湛たたえた蚯蚓たちの肌はだが、暗い光を縦横に放った。

　それと同時に地響きが鳴り、轟ごう音おんを伴って、広間の床ゆかが崩れ落ちていく。

　足場を失い落下しながら、真砂はそれでも、蚯蚓の塊に由姫を求めて手を伸ばした。
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　落下地点は水の中だった。

　床を形成していた瓦が礫れきが先に沈み、真砂達はその上から次々に水しぶきをあげる。地下の全体を揺るがすほどに派は手でな振動は、地上にまで届いていそうだった。

　そこは暗い地下の湖だった。あたりには一面に、眩まぶしい蛍ほたるのような光が点在している。水の深さはかなりのものらしく、足が届きそうな気配はない。仙せん崎ざきの毒どくに侵おかされたティギーは、落ちるなりそのまま、水の底へと沈んでいった。しかしアラクナの一部らしい蚯蚓みみず達は、のたうちながらそこにいる。

　水面に顔を出した真砂まさごは、声を張り上げた。

「みんな！　無事か⁉」

　フローラと白はくが水面に顔を出した。白の額から出た龍りゆう舌ぜつ魚うおが、魚そのままの動きで、水の中に彼女らの体を支えていた。真砂の下にも数匹が潜もぐり込み、不安定ながら一応の足場となる。

「だいじょぶ！　だけど──」

　全身をずぶ濡ぬれにしたネイが叫んだ。

「まずいよ、これ」

　言われて、真砂は周囲を見回した。アラクナの蚯蚓達が、大群となって水中を泳ぎ回っている。

　気き色しよくの悪さに絶句した真砂は、あることに気づいた。

　水は、電気を通す──

「白！　龍舌魚でぼくらを空中にあげてくれ！」

　白は真砂の意を即座に察し、魚を操あやつって、落ちた面々の体を水面より上までひきあげた。足場としては穴も多いが、龍舌魚達の群れが床ゆかの代わりとなり、真砂達はその上に四し肢しを置く。

　眼下を、ぴしりと電流が走った。水中の蚯蚓達は、かすかにぴくりと反応したものの、それで動きを止めることもない。しかし、瓦が礫れきと一いつ緒しよに落ちた一部のガムナ教団信者達は、大きく一度、体を跳はねさせ──それきり、動かなくなった。

「あら、残念」

　余よ裕ゆうに満ちたシューウェンの笑い声が聞こえた。

　真砂達にとっては、危機的状況が続いている。アラクナの蚯蚓達は次々に龍舌魚を捕らえ、その身を解体しつつあった。

　咄とつ嗟さに見回した湖の端に、石造りの狭せまい足場があった。その奥には扉とびらも見える。

　真砂はそこに視線を据すえ、声を張った。

「白！」

「わかっている」

　水の中では分ぶが悪すぎた。地下湖の端にある足場を目指して、真砂達を乗せた龍舌魚の群れが空を滑すべる。

　背後で、仙せん崎ざきが悔くやしげに呻うめいた。

「わしらもこれにやられたんや。あの女、馬ば鹿かの一つ覚えに……」

「でも、これだけ広範囲に電気を放出したってことは、もう電撃はそんなに使えないはずだ。勝機は──」

　シューウェンのささやかな笑い声が、真砂まさごの言葉を打ち消した。

「貴方あなた達に、勝機はありません。電気の代わりに、私はアラクナの力を得ました。長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナは、〝神しん群ぐんを捕ほ食しよくする神群〟──彼女は、今までに捕食した神群の力を、その身に蓄たくわえ、そして人の願いを受けて力を発揮いたします。やりすぎて、シャパニアに封じられたようですが──今こそ、女神再さい臨りんの刻ときです──」

　シューウェンが呟つぶやく。

「……冗じよう談だんじゃないわ」

　まるで聴きなれない娘の声が、真砂の頭上から漏もれ聞こえた。ネイでも白はくでもフローラでもなく、またエスハのように中性的なものでもない。

　見上げた真砂は、背に翅はねを生やした少女をそこに見つけた。トンボのそれに似た半はん透とう明めいの翅が、はばたきもせず、彼女の身を宙ちゆうに浮かせている。

　石造りの足場に到達するや、真砂は彼女に声を張った。

「誰だれだ⁉」

「やだ、弓ゆみちゃん⁉」

　真砂の言葉と重ねて、フローラが奇声をあげた。弓と呼ばれた少女は、それを無視してシューウェンに顔を向ける。

「変な振動がしたから、来てみれば──何よ、これは！　カーマインの指示⁉」

「まぁ、フェルディナン？　懐なつかしいですね」

　ころころと笑い、シューウェンは華はなやかな声を漏らす。その名に、真砂は心当たりがあった。〝満まん月げつのフェルディナン〟、それはキャラバンに昔から関かかわる、人ならぬ人物の名だった。

「その馬ば鹿かっぽい声……やっぱりシューウェンね。あんた、何して……」

　蚯蚓みみずの塊かたまりに向けて、フェルディナンは声を荒げた。口調の激しさには、やけに人間味が強い。真砂がフェルディナンという人物に抱いていた印象は、もっと超ちよう越えつ者しや的なものだったが──こうして見ると、まるでただの娘が騒いでいるようにも見える。

　シューウェンが、蚯蚓の中から上半身を覗のぞかせた。その腕にはまだ、由ゆ姫きの裸ら身しんが抱えられている。由姫は自分を主張するように、ごく小さく呻うめいた。

「カーマイン卿きようは、関係ないんです。私はこれから、貴方やエスハに近い存在に変わりますの。もっとも──貴方や彼ほど、私はおとなしくも甘あまくもないけれど──」

　世間話のような軽い口調で呟つぶやき、シューウェンは目を閉じた。由姫の体がびくりと跳はね、手にした聖せい典てんから伸びる蚯蚓達の肌はだが、より鮮あざやかな虹にじ色いろに転ずる。

「その子は、甲こう院いんの──星ほし詠よみの砂さ漠ばくが見つからないものだから、アラクナに乗り換えたってわけ？」

　フェルディナンが嘲あざけった。しかしその実、口調には焦あせりの色が濃い。

「星ほし詠よみの砂さ漠ばくには、いずれ到達いたします。あそこは神の領域──いえ、神などは存在しませんが、あの地を思うままに扱えれば、我々が思うところの神にも等しい力が得られるでしょう。このアラクナは、そのためにも役立ってくれるかもしれません」

　真砂まさご達には理解し難い会話がなされた後で、フェルディナンはようやく、真砂を顧かえりみた。

「仙せん崎ざきと座ざ王おうなんかどうでもいいけど、あんた達はとっとと逃げなさい。こいつは、私とカーマイン達で始し末まつする」

　その眼めが据すわっていた。唐とう突とつにあらわれた援軍に、真砂は戸と惑まどいの視線を向ける。彼女に任せてしまえば、由ゆ姫きの身がどうなるかわからない。

　満まん月げつのフェルディナン──その力は、底が知れないと聞いていた。具体的に、彼女に何ができるのかはよく知られていないが、孤こ立りつしながらも長く生き残っているという時点で、彼女の強さは推おして知れる。

「悪いけど、こっちも退ひく気はない。由姫を助けないと……」

「由姫？　……あぁ、あの子のこと？」

　フェルディナンの眼が、シューウェンの抱える娘を見た。それまで、彼女を〝甲こう院いん〟とは認識していたようだが、それ以外の捉とらえ方をしてはいなかったらしい。

「ふぅん……」

　フェルディナンは、興味深げに真砂達を見回した。その中の一人、フローラと眼が合うと、弾はじかれたように眼を逸そらす。

　真砂が振り返ると、フローラは珍しい憎ぞう悪おの眼まな差ざしでフェルディナンを見み据すえていた。

「真砂！　そんな奴やつ、信用しちゃだめ！　由姫は私達で助けないと！」

　フローラが声を張った。

「あ、あぁ……」

　その迫力にやや押されながら、真砂はシューウェンに向き直った。フローラが呼んだ弓ゆみという名について、真砂はようやく思い出した。それは城に来る過程で世話になった、あの心しん弥やという少年の探し人である。そして彼女が行方ゆくえ不明になったことと、フェルディナンは無関係ではない。フローラの怒りは、そこに向けられているらしかった。

　シューウェンが、くすくすと笑った。

「だめですよ、フェルディナン。貴方あなたでは、このアラクナには勝てません。だって、この子は、銀ぎんの司し祭さいよりも上位の神しん群ぐんですもの」

　その身にまとわりつく、虹にじ色いろを湛たたえた蚯蚓みみずを、シューウェンは指先で撫なでる。

「至し高こうの運うん命めい神しん・シュラク、至高の裁さい定てい神しん・ハタニフ、封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニア──そして、長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナ。他の神々も数多かれど、アラクナは、そこらの〝鍛冶かじ師し〟や〝飼かい犬いぬ〟、それに〝半人前の女神〟などに、負けるわけがありません。そうでしょう？　〝司し祭さい様〟？」

　フェルディナンが、ぎりりと歯を食いしばった。その沈黙は、シューウェンの言葉を肯こう定ていしているようにも見える。

　鍛冶かじ師しは千せん界かいの鍛冶師・ルールーブ、飼かい犬いぬは賢けん人じんの飼い犬・イシェーニ、半人前の女め神がみは双そう頭とうの女神の右みぎ・クティカ、そして司し祭さいは、銀ぎんの司祭・ラージャハーム──それぞれを指していることは、真砂まさごにもわかった。

　しかし真砂は、シューウェンの言葉に、都つ合ごうのいいはったりを感じただけだった。

「シューウェン、だったか？」

　低く、しかしよく通る声で、真砂はシューウェンを威い圧あつした。

「勘かん違ちがいするなよ。ぼくが相手にするのは、〝アラクナ〟じゃなくて、あんただ。別にアラクナを倒す必要もないし、こっちは由ゆ姫きさえ助けだせれば、それでいいんだからな」

　シューウェンの微笑が、真砂を冷ややかに見み据すえた。

「吼ほえるのはけっこうですが……では貴方あなたに、何ができるのですか？」

　侮あなどられて激げつ昂こうすることもなく、真砂はただ、静かに爪つめを伸ばした。

「まぁ──試してみるしかないか」

　体の奥おく底そこから、怒りと共に、殺さつ意いにも近い闘争心が湧わいてきた。

　流れが読みきれたわけではないが──シューウェンの言葉を聞く限り、彼女は決して、野放しにしておいていい存在ではない。

　シューウェンが微笑ほほえんだ。

「では、一人目は、貴方──」

　シューウェンに絡からみついた、虹にじ色いろの蛆うじ虫むし──その表皮が、かすかに光った。

　ぞくりとして、真砂は咄とつ嗟さに脇わきへと飛んだ。体の傍そばを、目には見えない、何か熱いものが擦すり抜ける。

　背後の石、その表面が蒸発した。何が起きたのかもわからないまま、真砂は倒れ伏した。フローラとネイの悲鳴が聞こえる。

　手を当てた脇腹がばっくりと裂け、そこから熱い血が噴ふき出した。

　うつぶせのまま、真砂は血を吐いた。
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　倒れた真砂の元に、ネイはすぐさま駆け寄った。

「真砂！　真砂っ⁉」

　悲鳴に近い声をあげ、その傍にしゃがみこむ。湖の水を吸ったスカートが、さらに血ち溜だまりに浸つかった。

　桂けいや白はく達はシューウェンの気を引くため、わざと真砂から離れる方向に動いていく。フローラと籤くじ方かたは、そのままネイの後から真砂まさごに寄った。

「──く、そ……なんか、妙な技、つかったな……」

　途と切ぎれ途切れに呟つぶやく真砂の傷は、決して浅くはなかった。咄とつ嗟さに動かなければ、体の中心を熱線に射抜かれていたはずだったが、かすめただけでも充分に致ち命めい傷しようとなっている。

　呻うめいて、真砂が血を吐いた。意識はあるものの、まともに動ける状態ではない。

「真砂、しっかりして！　今、傷を……」

　フローラが真砂の衣服を破り、傷口を露ろ出しゆつさせる。

　ばっくりと裂けた傷の生々しさに、ネイは息を詰まらせた。

　破いた真砂の服は、直前に水へと落ちたため、濡ぬれそぼっていた。フローラはそれをぎゅっと絞って、傷口にあてる。

「た、たぶん、大丈夫、動かなければ……」

　フローラは、願うような声でそう呟いた。

「……いや、動ける」

　真砂が半身を起こした。

　ネイは慌あわててその体を押さえようとしたが、真砂はその手を跳はね除のける。

「どう見たって、動けるような傷じゃないでしょ。そんな無む理りしたら……」

「無理でもやらなきゃ……由ゆ姫きが、あいつに利用される」

　真砂の強い決意は、ネイの眼めに痛いほどよくわかった。その感情の色が──ふと、ぼやける。

　ネイは眼を擦こすった。先程から、視界の具合があまりよくない。その理由はもう、彼女自身にもわかっていた。

　実験によって得た副作用のため──良質のアルコールを抜きには、視力が保てない。

　最後のアルコールを口にしてから、それなりの時間が経たっていた。完全に見えなくなるまでにはまだ間があろうが、少しずつ視力は弱まっていく。それでなくとも、この地下はただでさえ薄暗い。

　その時、フェルディナンが真砂の傍そばに降り立った。

　彼女は黙って、傷口に手を当てた。抗こう議ぎしかけたフローラを、ネイは手で制す。

　フェルディナンの感情の色には、警戒するべき要素が見えなかった。

　白い手のひらが真砂の傷を押さえると、すっと傷口は閉じ、たちまちに出血が止まった。

　驚いた顔で、真砂がフェルディナンを見つめる。

「貴方あなた達も退ひきなさい。相手が悪すぎるって、これでわかったでしょう？　私は上に行って、カーマイン達をここに急がせるから。とにかく、シューウェンをなんとかしないと──」

　傷口を塞ふさいだフェルディナンはそう呟き、真砂が礼を言う間さえも与えずに姿を消した。

　湖の奥からは、シューウェンとアラクナが迫りつつある。

　シューウェンは、得たばかりのアラクナの力と状態を試すように、ゆっくりと動いていた。

　その距離がだいぶ縮まったところで、突然、天てん井じように開いた穴から、複数の黒い人影が落ちてきた。

　腕から伸ばした鉄てつ条じようをロープ代わりにし、狭せまい足場へ次々に着地していく。その身にまとった火薬の匂においで、ネイはすぐに、彼らの正しよう体たいに気づいた。

　座ざ王おうの配下の忍しのび達、焰えん鉄てつ衆しゆう──真砂まさごと桂けいにやられたその男達のうち、まだ動ける者が、回復して駆けつけてきたものらしい。その数は五人しかいない。

「おぅ、焰鉄衆。来たか」

　真砂からは離れた位置で、仙せん崎ざきが薄い嗤わらいを浮かべていた。攻めあぐねていた座王も、今はその傍そばに控えている。

　仙崎が可笑おかしげに肩を揺らした。

「座王、思い出すなぁ──山やま之の内うち派の連中と、真まっ向こうからやり合っとった、あの頃ころを」

「はぁ。幾度か死にかけましたが──あれはあれで、きっと楽しかったのでしょうな」

　座王も奇妙に温和な笑みを浮かべて応こたえる。

　頷うなずいた仙崎は、まだ立ち上がれない真砂を見やり、軽く鼻を鳴らした。

「坊ぼう主ず。お前、さっき言うたな。わしらはもう、終わってるとか」

　仙崎の眼めから、殺さつ意いが消えていた。ネイは、彼らの浮かべた感情の色に、違い和わ感かんを覚える。

　その色は、強い意志を感じさせる濃い発色を伴いつつ、しかし無む垢くな白っぽい銀色を湛たたえていた。多様な感情の色の中でも、滅めつ多たに見える色ではない。

　それは、覚かく悟ごの色でもある。

「お前の言うとおりや。十年前、薫かおる様が亡なくなられた時点で、わしらは一度、終わっとる。おまけに甲こう院いん派が崇あがめてきた〝アラクナ〟まで、今は敵にまわってもうた。

　──せやけどな、薫様は、戻ってきてくださったんや。そいで、この老ろう骨こつ共に、最後の夢を見せてくださった。所しよ詮せんは、夢だったかもしらんが……」

「竜りゆうさん──キャラバンもわれわれも、いやさこの世界さえも、所詮は一いち期ごの夢でござろうよ」

　座王が笑って呟つぶやいた。

　仙崎も苦笑じみた笑みを見せる。

　湖から、シューウェンが近づいてきていた。その姿は蚯蚓みみず達の壁に阻はばまれて見えなかったが、含み嗤いが微かすかに聞こえる。

「焰鉄衆！」

　仙崎が、毒どく液えきを吐き散らしながら声を張った。

「狙ねらいはシューウェンだけや。奔はしれぃ！」

　号令を受けた黒くろ装しよう束ぞく達は、一いつ斉せいに飛び上がった。

　傷の塞ふさがった真砂が、険けわしい眼でネイを見た。

「ネイ、頼みがある」

　その頼みの内容を、ネイは即座に理解する。理解してなお、心には迷いがあった。

　グランレイスの子供と呼ばれる異い能のう者しや達の中でも、ネイだけが持つ、特殊な力──異能者の潜せん在ざい能力を一時的に引き出すその力は、相あい性しようの問題も大きく、また成功したとしても反動がくる。

　真砂まさごの手が、ネイの肩を押さえた。

「絵を頼む。絵の具は……要らないんだろ？」

「け、けど……」

「頼む。今のぼくじゃ、奴やつとはまともに戦えない」

　真砂の真剣な眼まな差ざしは、ネイの心を射抜くようだった。拒きよ絶ぜつしかけて、その眼差しに吞のまれる。

　不ふ承しよう不ぶ承しようながら──ネイは、頷うなずいた。真砂の覚かく悟ごに偽いつわりはない。

「じゃあ……真砂、ここを切って」

　ネイは黒い長なが袖そでをめくり、手首に近い腕の一部を示した。

　真砂は手つきに躊躇ためらいを残しながら、ルールーブの爪つめをもって、白い腕に薄い傷をつける。

「もっと深く！」

　ネイが叱ると、抉えぐる力が少し増した。

　白い腕から、ネイの紅あかい血が溢あふれ出す。

　床ゆかに散った真砂の血──その上に、ネイは自らの血を垂らして、指先で混ぜ合わせた。

　血ち溜だまりをパレットに、その脇わきの真砂の体をキャンバスにして、ネイは指を筆代わりに絵を描きはじめる。

　目元はかすんだが、まだ絵を描く視力はどうにか残っていた。しかしアルコール抜きで、潜在能力を引き出す絵を描けば、視力の低下はどうしても加速する。描き切るまで、その視力がもつかは微妙だった。

　描く絵は写実ではなく、あくまで抽象的なものとなる。図柄は問題ではない。大事なことは、ネイが真砂の心を理解し、絵を描くことで、その心の奥にあるものを引き出せるかどうかだった。

　ネイは一心に、真砂の体へ直接、真砂の〝心〟を描きはじめた。
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　飛び上がった焰えん鉄てつ衆しゆうは、その手から鉄てつ条じようを伸ばし、天てん井じようの崩れていない箇所へ打ち込んだ。斜めに走ったその鉄の筋を用いて、座ざ王おうがアラクナの身に斬きりこみをかける。しかし斬った傍そばから再生する性質は変わらず、一撃を見舞った後は、蚯蚓みみずに捕まらぬよう、かわし続けるのが精一杯だった。

　一方で、仙せん崎ざきが放つ毒どくも、アラクナに何の効果ももたらさない。それでも彼は飽あくことなく、湖から水を補給しては、毒を撃ち込み続けていた。

　それらは傍はた目めにも、無む駄だな行動に見えた。しかし眺めている真砂まさごは、それを〝無駄〟とは決めつけたくない思いを抱く。

　座ざ王おうの腕から生えた刀が、残像も見えぬ速さで振り回された。蚯蚓みみず達の再生が追いつかないほどの速さではあったが、いくら斬きってもダメージになりはしない。

　座王が斬り続けるその傷口に、焰えん鉄てつ衆しゆうの一人が火薬玉を投げ入れた。その爆発により、のたうつ蚯蚓の一部は一瞬だけ四散したが、すぐにまた他の蚯蚓達と融ゆう合ごうしてしまう。ティギーの触しよく手しゆと同じく、それは水のように自然な融合だった。

　アラクナの動きは、しかし総じて鈍にぶかった。まだ聖せい典てんの中からは、ひたすらに長い蚯蚓に似た器官が流れでているが、外に出た彼らは、それぞれが協力して敵を襲うこともなく、行動に迷ってのたうつばかりである。

「座王。シューウェンだけを狙ねらうしかないなぁ。あの塊かたまりを剝はがせれば……」

　呟つぶやいた仙崎が、シューウェンを内包する蚯蚓の塊を指差した。

　その表面が虹にじ色いろの光を宿し、一ひと条すじの熱線が飛ぶ。

　焰鉄衆の一人が、体の中心を射抜かれた。フローラが眼めを逸そらし、真砂も唇を嚙かむ。

　続いてさらに一人、熱線に射抜かれて湖へと落ちた。

　真砂はつい、苛いら立だって叫んだ。

「ネイ、まだか！」

「もうちょっと待って！」

　ネイは額に玉の汗を浮かべながら、真砂の体に絵を描き続けていた。胸を通って、背中にまわり、続いて頰ほおに血のペイントを施ほどこしていく。

　白はくも龍りゆう舌ぜつ魚うおを操あやつって、アラクナの表皮に少しの傷をつけてはいたが、とても効いているようには見えない。打撃技専門の桂けいに至っては、籤くじ方かたと同様、何も出来ずに手を拱こまねいている。

　彼らも苛ついていることが、真砂には痛いほどわかった。

　真砂は、残りの焰鉄衆たちに声を張った。

「あんたらももうよせ！　殺されるだけだ！」

　自分のことを棚にあげ、真砂は叫んだ。事実、真砂と桂の連携にあっさりとあしらわれた焰鉄衆たちが、今のアラクナに立ち向かえるとも思えなかった。対人ならばともかく、相手が明らかに悪すぎる。

　焰鉄衆の一人が、真砂を振り返りもせず、その背から言葉を紡つむいだ。

「我ら忍しのびは──主あるじのために死するも、役目のうち。時代遅おくれと嗤わらわれようとも、これが我らの〝意地〟にござる」

　自身を嘲あざ笑わらうようなその口ぶりには、しかし確かな誇りが感じられた。真砂はぎりりと、歯を食いしばる。

　焰えん鉄てつ衆しゆうの男は、黒くろ装しよう束ぞくの隙すき間まから、微かすかに歯を見せた。その横顔に、怯おびえや迷いは微み塵じんもない。

「余よ人じんにわかってもらおうとは思いませぬ。されど、残る桜さくらもいずれは散る桜なれば──その散ちり際ぎわに、意地を通すが我らの流りゆう儀ぎ。

　──御ご免めん」

　焰鉄衆が跳はねた。

　三人の黒装束達は、天てん井じようの一角に打ち込んだ鉄てつ条じようをつたい、蚯蚓みみず達の元へ飛びかかかる。

　シューウェンがいると思おぼしき、一ひと際きわに大きな蚯蚓の塊かたまり──そこをめがけて、焰鉄衆はいくつもの火薬玉を至近から投げつけた。次々に誘ゆう爆ばくを起こし、その爆発の中を熱線が縫ぬう。射抜かれた焰鉄衆達は、次々に湖へと落ちていった。

　辺りを覆おおう爆発の煙の中に、座ざ王おうが飛んだ。真砂まさご達は、息を殺して成り行きを見守る。

　そしてネイは一人、かすみかけた眼めで、真砂の額に最後の一筆を描き込んだ。

　その瞬間──真砂の心しん音おんが、一度だけ、大きく跳ねた。
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　強制的に、感情を操あやつられる──その苦痛に、由ゆ姫きは声にならない悲鳴を上げていた。

　全身を、アラクナの端末たる蚯蚓達が包んでいる。彼らへ嫌けん悪お感かんを抱くことさえ、今の由姫には許されなかった。

　こめかみに刺された針から、シューウェンの意思が流れ込んでくる。感情を操るその信号に、由姫は抗あらがう術すべを持たなかった。なんとなれば、抗おうとする感情さえ、シューウェンが支配してしまう。

　彼女は、アラクナを聖せい典てんの向こうにある異い界かいから呼ばせ、その力をひたすらに求め続けていた。

　由姫の眼には時折、真砂達の姿が見えた。眼に痛いほどの虹にじ色いろを湛たたえた蚯蚓達の間から、彼らの姿が垣かい間ま見えることもあった。

　分厚い蚯蚓の壁が、彼らと自分の間を阻はばんではいたが、シューウェンが外に顔を出すたびに、由姫も外を見た。そしてアラクナと意識がつながってしばらくすると、アラクナの認識した世界が、そのまま由姫にも流れ込んできた。

　そこには、懐なつかしい顔がいくつもあった。しかし彼らを案ずる心も、シューウェンに干渉され、打ち消されてしまう。思いが発はつ露ろした瞬間に、その芽めは叩たたき潰つぶされた。

　こめかみに刺さった針さえ抜ければ……そう思った。しかし体は動かず、意思はシューウェンに支配され続けている。

　抵てい抗こうは、微かすかな呻うめき声となって由ゆ姫きの喉のどから漏もれた。

　シューウェンはしかし、完全にアラクナを制せい御ぎよしているわけではなかった。由姫を媒ばい介かいとして通すために、願いを伝えるまでに若じやつ干かんの時間差があるだけでなく──由姫のその、ささやかな抵抗が、アラクナと彼女とを完全にはつながらせずにいる。

　シューウェンが敵の攻撃を命じれば、由姫はそれを拒きよ否ひする。シューウェンはその拒否を認めずに、由姫に自分の感情を強制する。由姫は抵抗を続けるが、結局は信号の波に押し切られる──

　それらの抵抗を経て、結果的にアラクナの攻撃は鈍にぶくなり、その威い力りよくも大幅に削そがれていた。

　肝かん心じんの巫女みこたる由姫の潜せん在ざい意識は、攻撃どころか、アラクナの存在そのものに否定的でもある。シューウェンが外部から操あやつるのにも、限界はあった。

　シューウェンの抱く苛いらつきが、由姫の意識を責せめ立てるが、由姫は抵抗をやめない。

　目の前には、真砂まさご達がまだいた。

　シューウェンは──この厄やつ介かいな抵抗を想定して、由姫を〝操る〟のではなく、〝融ゆう合ごう〟を目指したに違いなかった。しかし結局はそれを阻はばまれ、今の状況に至っている。阻んだのは、真砂達であり仙せん崎ざき達であり、そして由姫当人でもあった。

　今──絶対的な力を得ているかに見えて、シューウェンは〝絶対〟には程遠い存在だった。

　一方で、真しん女めに宿った甲こう院いん薫かおるは、何も言わずにまだ由姫と共にいる。今の彼女は無力感の塊かたまりとなり、由姫とシューウェンのせめぎ合いにも、まるで干渉してこない。

　由姫は一人で──心中では真砂達とともに、シューウェンへの抵抗を、続けていた──
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　由姫の視覚を通して、甲院薫にも、外部の光景は見えていた。

　彼女自身は、真砂達に対して思うことはさほどない。大した力もないくせに、しぶとく突っかかってくるしつこい敵──そんな程度に思っている。

　その視界には、長年の腹ふく心しんである仙崎と座ざ王おうの姿も映っていた。二人は先代の巫女の頃ころから甲院派に仕え、幼くして巫女の任についた薫を全面的に補佐し、時に剣となり、盾たてとなってくれた存在だった。

　薫にとっては──二人とも親代わりにも近い、無条件に信用できる数少ない人間だった。復活してすぐに仙崎を頼ったのも、彼ならば自分を悪いようにはしないと確信してのことである。

　キャラバンや山やま之の内うち派との対立を経て生き残るために、甲院薫は神経をすり減らし、感情を鈍どん麻まさせ、人としての良心までを封じた。仙崎や座王は、甲院薫がそうなる前の、少女だった頃から彼女を守り続けている。

　シューウェンの手に落ちた甲院の前には、今、その二人がいた。数は少ないが、座王の配下たる焰えん鉄てつ衆しゆうの姿もある。

　その黒くろ装しよう束ぞく達が、唐とう突とつに肉にく薄はくしてきた。

　表面を走るアラクナの〝手〟の一部を斬きり裂き、再生する前に、至近からの爆発を連続で起こす──

　そんな無む謀ぼうな攻撃を仕掛けた焰鉄衆は、そのまま蚯蚓みみず達の放つ熱線に体を射抜かれ、下の湖へと落ちていった。

　捨て身のその戦法を経て、アラクナの蚯蚓達による壁に、ほんの一瞬、わずかな間かん隙げきが生まれていた。甲こう院いんがそのことを知るのとほぼ同時に、煙の中から鉄の刃やいばが伸びてくる。

　刃は由ゆ姫きの脇わきを擦すり抜け──シューウェンの、喉のど笛ぶえを貫いた。

　爆ばく煙えんの中から間近に、よく知る老ろう爺やの顔が覗のぞいた。

　刃を突き入れた老爺、座ざ王おうは、にやりと頰ほおを笑ませる。爆発の最中から突っ込んできたために、彼も全身に傷を負っていた。座王は高齢のために、パナンゾロンの〝装そう甲こう〟がそもそも弱い。

　割れた額から血を流しつつ、座王が呟つぶやいた。

「そこな小こ娘むすめ──冥めい途どまで、わしと焰鉄衆で先導いたしましょうぞ──」

　嗤わらう座王の腹には、もう複数の穴が空あいていた。

　シューウェンの命を受けて、アラクナが放った熱線──それが座王の身を、かわしようがない近距離から貫き通している。

　甲院は、由姫の眼めを見開かせた。

　座王の吐いた血が、顔に降る。

　──水面に落ちていく老爺の顔は、最後まで笑みを湛たたえていた。
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　由姫は、甲院の腹心だった老爺が死ぬ様さまを、ただ見守ってた。

　焰鉄衆が放った火薬玉による煙は、まだ晴れない。その煙の向こうから、仙せん崎ざきの呻うめき声が漏もれ聞こえた。

「座王──」

　悲痛な声とともに、仙崎は猛もう毒どくを針にして吐き、アラクナへの攻撃を続けていた。

　喉を刃に貫かれたシューウェンは、しかし即死してはいなかった。声を出せぬまま、由姫の体を通じて、アラクナに望みを送る。

　その傷をすぐ治すように──

　由姫の理性はその願いを拒きよ否ひするが、感情を操そう作さするシューウェンの技には抗あらがい難い。

　仙崎が毒を放った。焰鉄衆と座王が命がけで破った蚯蚓の壁の隙すき間まから、動けないシューウェンをめがけて毒どくの針が飛ぶ。

　針はシューウェンの脾ひ腹ばらに刺さり、黒い毒液となって散った。まるで硫りゆう酸さんをかけられたように、その肌はだが爛ただれていく。

　しかし仙せん崎ざきもまた、最後の毒を放ってすぐ、アラクナの熱線に体を貫かれていた。

　肥こえたその体が崩れた瞬間、由ゆ姫きは、接した甲こう院いんの意識が大きく震えたように感じた。

　今の彼女がどんな状態なのかは、よくわからなかった。由姫にすれば、甲院を気にしている場合ではなく、今はシューウェンに抵てい抗こうするのが精一杯でもある。

　シューウェンの動きは停止状態にあった。見開かれた眼めが、今にも焦しよう点てんを失おうとしている。

　救いを求めるその声が、うるさいほどに由姫の脳を占しめた。その電気信号の波に、抵抗が押し流され、そして──

　煙の隙すき間まから飛び出してきた金色の爪つめが、由姫の裸ら身しんを強く抱き寄せた。
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　真砂まさごは金色に輝く爪をもって、アラクナの蚯蚓みみず達を引き裂いた。

　手て応ごたえは水を撫なでる程度だったが、その攻撃はアラクナの表皮を傷つけ、熱線を放つ寸前の蚯蚓を引き千ち切ぎる。

　爪の動きは常よりも数段速く、金色の軌き跡せきと残像を残した。

　別の方向からまた熱線が走る。片腕を盾たてにして、真砂はそれを弾き飛ばした。手の甲にしかないはずだったルールーブの爪が、今は真砂の腕全体を覆おおい尽くしている。また全身にも、血管に沿って、薄い膜まくのように透明の爪が及んでいた。

　ネイによって引き出されたその力は、真砂にとってはじめての感覚を伴っていた。全身が異い様ように軽く、動きも根ね黒ぐろ桂けいを凌しのぐほどに速さを増している。そしてなにより、アラクナの熱線が何ど処こから来るか──それを感じ取る、奇妙な勘かんが働いていた。

　アラクナの触しよく手しゆが熱線を放とうとすると、ルールーブの組織が反応を示し、その方向を素早く察さつ知ちできる。腕を覆うルールーブの爪にあたった熱線は、真砂を貫くこともなく、そこで弾はじけ散った。

　腕で器用に熱線を封じながら、真砂は由姫の裸身に手を伸ばし、瀕ひん死しのシューウェンから彼女を奪い取った。その勢いに任せて、由姫のこめかみに手を伸ばし、刺さった針を素早く引き抜く。

　見開かれたシューウェンの眼が、呆ぼう然ぜんと二人を映していた。

　真砂は由姫を抱えて、そのまま蚯蚓達の上を転ころがり、湖へと落ちる。そこに待たい機きしていた白はくの龍りゆう舌ぜつ魚うおが、素早く二人の身をさらい上げた。

　由ゆ姫きは一糸まとわぬ姿だったが、その手にきつく、妖よう刀とう・真しん女めを握っていた。真砂まさごは咄とつ嗟さに取り上げようとしたが、存ぞん外がいにきつく握っている。刀のことは後回しにして、真砂はひとまず逃げの態勢をとった。

　主あるじを失ったアラクナの蚯蚓みみず達は、うろうろとさ迷うように蠢うごめいた。

　その中心にいるシューウェンは──まだ、嗤わらっていた。喉のどを座ざ王おうの刃やいばに貫かれ、半身を仙せん崎ざきの毒どくに爛ただれさせ、それでも彼女は、眼めを見開いたまま微笑していた。

　その唇が微かすかに動き、聞こえない言葉をかすかに紡つむぐ。

　アラクナの蚯蚓達が、たちまち彼女の身を覆おおって隠かくした。それは保護したようにも見え、また捕食したようにも見える。

　由姫を抱えた真砂は、龍りゆう舌ぜつ魚うおに身を預けた。

　蚯蚓達の奔ほん流りゆうを吐き出し続ける聖せい典てんは、どこにあるのか見えなかった。しかしその流れはまだ続いており、アラクナが退ひく気配はない。

『アラクナの──力──これは──』

　シューウェンの声が、背後で低く響いた。

　真砂は頰ほおを引きつらせる。

　座王と仙崎──二人が彼女に与えた傷は、致ち命めい傷しようのはずだった。その彼女の声が聞こえるのは、彼女の体が癒いやされたために他ほかならない。真砂自身、状況はよく知らないものの、ヴィヨンに殺されかけたところを、由姫の召しよう還かんしたアラクナに救われた経緯いきさつがある。

『ふふっ……ふふふふっ……』

　はにかむような少女の笑い声が、地下の湖に響いた。真砂は背筋に悪お寒かんを覚え、反射的に由姫の身を庇かばう。

　シューウェンの顔が、蚯蚓達の隙すき間まから覗のぞいた。半身は毒に爛れ、喉元には治療のためか、アラクナの触しよく手しゆ達が群がっている。

『──その子を、返しなさい──その子が望む限り、アラクナは私にも力をくれるの』

　シューウェンは恍こう惚こつと呟つぶやいた。その耳から伸びた針が、のたうつ蚯蚓の一匹に、深ふか々ぶかと刺さっている。

『私の力では、完全には彼女を従えられないけれど──その子が、甲こう院いんさえいれば──』

　蚯蚓達の中で、シューウェンは微笑ほほえんでいた。

　真砂と由姫を乗せた龍舌魚が数匹、伸びてきた触手に絡からめとられた。その奔流は由姫の細い脚にもまとわりつく。

　真砂は不安定な姿勢のまま爪つめを振るい、それらを退どけようとしたが、斬きったそばから再生していく異い形ぎようの生物は、少しも怯ひるまなかった。

『山やま之の内うちが、近づいてきますね──ひとまずは……』

　シューウェンの声が、やや思し案あんげな響きを帯びた。

　触しよく手しゆ達の動きが勢いを増す。

　アラクナの組織は、まるで生きた〝水〟のようだった。その姿形こそ、蚯蚓みみずや蛆うじ虫むしを連想させる醜しゆう悪あくなものだが、肌はだに触れた感覚は液体に近く、物理的な攻撃をまるで受け付けない。

　殺さつ到とうするその流れに真砂まさごはそれでも抵てい抗こうしたが、周囲の全体を覆おおい尽くされ、視界は虹にじ色いろの光こう沢たくに遮さえぎられた。

　湿った甘あまい匂においを伴う粘ねん液えきに顔を覆われ、真砂は息を詰める。

　触手達の向こう側から、フローラの悲鳴が遠耳に聞こえた。
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　目の前で活発に動きはじめたアラクナを見て、フローラは悲鳴に近い声を上げた。

「なに⁉　なんで、アラクナが……由ゆ姫きは離れたのに！」

「──シューウェンが……操あやつっているのか？」

　背後から、白はくが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「神しん群ぐんはもともと、人の願いをきくものだ。それにシューウェンの場合、あの妙な針を通して、その意思を伝える術を持っている。巫女みこの願いではなくとも、任意の場所に触手を伸ばす程度の簡単な望みならば、どうにかできるということかもしれん。だが──」

　表面上は冷静な口調で呟きつつ、白の声にはしかし確かな焦あせりも含まれていた。

「なに……どうしたのよ？」

　アルコール切れで視力を失ったネイが、事態をつかめずに声をあげる。

　フローラは答えに詰まった。

　アラクナの触手達は──逃げようとした真砂と由姫を捕らえ、〝聖せい典てん〟の中に引きずり込んでいた。シューウェンも、同様に本の〝向こう側〟にある世界へと身を移している。

　手を出す機会を逸いつし、フローラ達はただ見ていることしかできなかった。

　聖典から伸びた蚯蚓の群れは、まだ水面を覆っている。辺りを警戒するように、彼らは外の世界を睥へい睨げいしていた。湖に沈んでいったティギーの触手とは異なり、アラクナのそれに目のような組織はない。しかし、フローラは彼らに見られていることを直感した。

　ネイが再び、声をあげる。

「フローラ、白！　どうしたの！　真砂と由姫は⁉」

「……本の中に……吸い込まれちゃった。シューウェンと、一いつ緒しよに……どうしよう？」

　フローラが絞り出すように呟いたその答えに、ネイは低く呻うめきを返した。

　白が、軽く額の石を叩たたく。

「──読めた。あの女、山やま之の内うち氏が来るのを察して、向こう側に身を隠かくしたな」

　沈ちん黙もくの山之内──彼かの人物が本気を出せば、由姫の身を巻まき添ぞえにして、シューウェンを殺すことも可能なはずだった。シューウェンはそれを警戒し、聖せい典てんの中に退たい避ひしたものらしい。

「時間を稼かせいで〝由ゆ姫き〟との融ゆう合ごうを謀はかる気か──いや、そんな間まはないな。おそらくは由姫を操あやつって、自分は聖典の中に身を隠かくし、聖典から出した触しよく手しゆ達をもってわれわれと戦う気だろう。あるいは──このまま湖から、地下の水脈でもつたって、逃げる気かも知れん。アラクナの触手を用いて水を漕こげば、聖典ごと移動することも可能だろう」

　冷静に分析する白はくに、フローラはつい、すがるような視線を送った。

「どうにかできないの⁉　見てるだけなんて……」

　発せられたその問いに、白は口を閉ざした。現状を把は握あくする彼女にも、上手うまい方ほう策さくはないらしい。

　アラクナの組織は、フローラ達の目の前で座ざ王おうや仙せん崎ざき達をも倒していた。その威い力りよくを見せつけられた後では、動くに動けない。

「──山やま之の内うちが、着いた」

　根ね黒ぐろ桂けいが、唐とう突とつにぽつりと呟つぶやいた。その鋭するどい耳に足音が聞こえたものらしい。ほとんど間をおかずに、湖から通路へと続く鉄てつ扉ぴがはね開けられた。

　振り返ったフローラの前に、見知った中年男の顔があらわれる。

「お前ら！　無事か！」

　肩で息をして駆けつけてきたのは、翁おきな居い夢ゆめ路じだった。背後には首輪の娘、詩し乃のも付き従っている。

　親代わりでもあるその男は、フローラ達を見回し──

　目の前にいるアラクナの一部を見て、眉まゆ根ねを歪ゆがめた。視界に真砂まさご達がいない事実にも気づいたらしく、その眉み間けんに珍しく深い皺しわが寄る。

「聖典の中に、逃げ込んだみたいね」

　すぐ後ろから、露つゆ草くさ弓ゆみの姿をとったフェルディナンが顔を覗のぞかせた。さらに禿とく頭とうの僧そう侶りよが続くが、その後の者達は、狭せまい足場に入ってこない。

　丸まる眼鏡メガネをかけた紳しん士しが、鉄扉の前で後続を制していた。

　夢路と弓以外のその二人も、フローラの知る顔である。

　一方は、東洋の長おさ、沈ちん黙もくの山之内──

　一方は、欧州の主あるじ、災さい厄やくのカーマイン──

　滅めつ多たなことでは揃そろわないその二つの顔を、フローラは鳥とり肌はだが立つ思いで見つめた。

「他の連中は、聖典の中か？」

　夢路が悲痛な声を漏もらした。真砂と由姫、シューウェン──その三人の姿が、ここにはない。

　傍そばに立ったフェルディナンが、忌いま々いましげに触手達を指差した。

「時間を稼がせちゃだめ！　時間を与えれば、それだけシューウェンはアラクナを把握していく。あの子が聖典の中にいるなら、まだ〝末端〟がおとなしいうちに、中に入ってシューウェンを叩たたかないと──もしシューウェンの意思を、アラクナが完全に実行しはじめたら、手に負えないわ。アラクナは、貴方あなた達の基準でいえば、甲こう種しゆを超えてる神しん群ぐんよ」

　その指摘に、夢ゆめ路じが舌打ちを返した。

　発見された神群に関しては、その危険性に応じて、キャラバンの内部で便べん宜ぎ上のランク分けがなされている。甲種は、それこそ人類の存そん亡ぼうにも関かかわりかねない存在とされる、もっとも危険な神群だった。

「向こう側には、アラクナの本体があるだろう。奴やつの本体が近づけば、〝シャパニア〟は起きるのか？」

　夢路が呟つぶやくと、フェルディナンは首を横に振った。

「それは行ってみないと、わからないでしょ。でも、別にシャパニアに頼らなくても、シューウェンさえなんとかすればいいんだから──その後は今まで通り、聖せい典てんの中に封じておけばいいわ」

　夢路が唸うなった。彼の背に棲すむ神群、封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニアは、他の神群を他の異い界かいへと渡す力を持つ。しかしその力が発動されるか否いなかは、神群側の法則にしか拠よらず、そこに夢路の意思は関かん与よできない。

「お前と利害が一致するなんざ、どうにも癪しやくだが──山やま之の内うち、危険だろうが、中まで付き合ってくれるか？」

　水を向けられた禿とく頭とうの老ろう爺やは、にっこりと微笑ほほえんで頷うなずいた。

　フローラが見守る前で、その老爺──山之内謙けんは、大きな口に指先を突っ込み、入れ歯を外はずしながら前へと出る。

　上下の入れ歯を取り除くと、その口こう腔こうには歯が一本もなかった。歯は茎ぐきさえも存在しない、がらんと空あいた洞どう窟くつのような口を開け、沈ちん黙もくの山之内は足場の最前列に立つ。

　その丸みを帯びた背に威い圧あつを感じて、フローラはごくりと唾つばを吞のんだ。

　何かが起きようとしている──そんな予感が、否いや応おうなく湧わき上がってくる。彼女の背中に移植された神群の組織が、わずかな反応を示して疼うずいた。

　前へと歩み出た山之内を牽けん制せいするかのように、一部の触しよく手しゆ達がその身を起こす。

　水面に浮く小山となったその塊かたまりを、山之内は目を細めて一いち瞥べつし──

　大きく開けたその口から、〝声〟を紡つむいだ。
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　傍かたわらに由ゆ姫きの身を抱えた真砂まさごは、険けわしい眼めで美び貌ぼうの少女を睨にらみつけていた。

　アラクナ聖典の中に引きずり込まれてすぐに、真砂は周囲の触手達をどうにか切り裂き、その表に出た。

　顔を覗のぞかせたそこは、宇宙を思わせる空間だった。

　見た目とは違って、無重力ではない。酸素も存在しているらしく、呼吸は可能だった。そのことには安あん堵どしつつ、真砂まさごは出口を探して辺りを見回したが、視界の多くは闇やみに閉ざされている。

　周囲ではただアラクナの触しよく手しゆ達がのたうち──少し離れた位置からは、シューウェンが真砂と由ゆ姫きを見下ろしていた。

　真砂は、蚯蚓みみず達のつくる気き色しよくの悪い足場に、膝ひざをついて起き上がる。

『貴方あなたまでついてこなくても、別によかったのですけれど──』

　シューウェンはくすくすと嗤わらいながら、小首を傾かしげた。愛らしい仕し草ぐさを見せるその体からは、もう仙せん崎ざきと座ざ王おうにつけられた傷が消えていた。

「……殺し損そこねた、か？」

　真砂は虚きよ勢せいを張って、凄すごみの籠こもった笑みを返した。

　ネイによって潜せん在ざい能力を引き出されたことで、アラクナの熱線を凌しのぐ術すべは得たものの──アラクナにダメージを与える手段はない。その事実は痛いほど思い知っていた。

　しかしそれは、シューウェンを倒せないという意味ではない。彼女がアラクナに刺した、生物を操あやつると思おぼしき針──それを破壊すれば、アラクナとシューウェンをつなぐものはなくなるはずだった。

　都つ合ごうよく、もっとも優すぐれた媒ばい体たいとなるはずの由姫は、今も真砂の腕の中にいた。彼女を真砂が押さえている限り、シューウェンもまた、由姫を巻まき添ぞえにするような無む茶ちやな攻撃は行えない。

　間ま合あいを詰めるきっかけさえ摑つかめれば──真砂はその思いを込めて、シューウェンの顔を見上げた。

　触手達のつくる塊かたまりの上に姿を見せたシューウェンは、異い形ぎようの女め神がみを思わせた。塊から伸びる蚯蚓の群れは長く長く、大河のように闇の奥へと続き、その果てが見えない。

　末端の部分だけでも、充分に〝神しん群ぐん〟としての脅きよう威いを発揮していたが、肝かん心じんのアラクナの本体は、遙はるか先にあるらしかった。

　気を張る真砂に、シューウェンは微笑ほほえみかけた。

『そんなに、その娘が大事なら──貴方も、私達と一いつ緒しよになりませんか？』

　突然の提案に、真砂は眉まゆをひそめる。

『ネムエルの力をもってすれば、それも容易たやすいことです。他者との融ゆう合ごうは甘かん美び──その全すべてを理解し、許きよ容ようし、一つになる感覚は、どんな悟さとりよりも、すばらしいものです』

　恍こう惚こつと呟つぶやくシューウェンの下で、触手の壁が割れた。そこには、ガムナ教団が崇あがめる卵型のオブジェがまだあった。

　半はん透とう明めいに透すけた内部に、今は誰だれも存在していない。

　真砂まさごの爪つめが疼うずいていた。それはアラクナに対する反応でもあり、同時に──目の前にいる、ネムエルに対する疼きでもあった。

『融ゆう合ごうとは死ではありません。再構成です。そこには、貴方あなたの意思が確実に残ります。ただ、他人の意思もそこに加わるだけ……いわば人の心と経験、そして能力の〝足し算〟ですわ。我らの神しん群ぐん、ネムエルは、それを可能にします。いかがですか？　その娘も──きっと、喜ぶと思います。貴方が一いつ緒しよならば』

　シューウェンは、さも妙案を思いついたように言った。

　真砂は、しばらく沈黙し──やがて、頷うなずいた。

「──いいだろう。その提案に乗ってやる。どのみち、ぼくの力じゃアラクナには勝てないし……ここから出る術すべも知らない。こいつとぼくが両方、生き残るには、それしかなさそうだ」

　その答えに、シューウェンは満足げな微笑を見せた。

『意外に聡さといのですね。では、こちらへ──』

　シューウェンが両手を広げた。触しよく手しゆ達が、柔やわらかい一本の道を形作る。

　真砂は由ゆ姫きを抱えたまま、その道に立ち、じりじりと間を詰めていった。

　卵の形をした、奇妙なオブジェ──

　それは〝生き物〟だった。内部は液体のみで、生物としての器官らしいものは何もない。しかしその卵型のオブジェこそが、ガムナ教団の神体であり、崇すう敬けいの対象となってきた、〝光ひかりに向むかう獣けもの・ネムエル〟に他ほかならなかった。

　人を融とかし、再構成する──それはつまり、神群に一度は捕食され、新たに生まれかわるということらしい。

　ガムナ教団の中核となったその卵に、真砂は視線を据すえた。

「約束は……守れよ」

　感情を押し殺した眼めで、真砂は呟つぶやいた。殊こと更さらにゆっくり、一歩二歩と、その身は司し祭さいの元に近寄っていく。

　シューウェンは、優やさしい微笑をもって出迎えた。

『貴方独ひとりくらいが混ざっても、私の望みに支し障しようはないでしょう』

「そうか」

　真砂は、卵型のオブジェの真下にまで到達し、肩の力を抜いた。

　シューウェンを下から仰あおぎ見て──由姫の身をその場に置き、真上のシューウェンに向けて跳はねあがる。

　ルールーブの爪つめを限界まで伸ばし、下から上へとシューウェンの身を斬きり上げた。

　シューウェンの全身が、斜めに切り裂かれる。

　奇襲をしかけた真砂の指先には──しかし、水の感かん触しよくしかない。

　たちまち、触手の塊かたまりが真砂の身にまとわりついた。飛びかかる寸前に離した由姫も、また同様にアラクナの虜りよ囚しゆうとなる。

『くすっ──噓うそ吐つきは、貴方あなたの方でしたね？』

　シューウェンの声が、離れた背後から聞こえた。首だけをどうにか振り返らせた真砂まさごの前で、蚯蚓みみずのつくる道から、少女が顔を覗のぞかせつつあった。

〝擬ぎ態たい〟──

　斬きったシューウェンは、アラクナの触しよく手しゆが作り出した偽にせ者ものだったらしい。意外な隠かくし技わざに引っ掛かり、真砂は唇を嚙かんだ。間ま合あいを詰めるための噓も、見破られてしまえば滑こつ稽けいでしかない。

　シューウェンの眸ひとみが、細い光を宿した。

『貴方は私に、降こう伏ふくなんてする人間じゃない。貴方みたいな人を、私は今まで幾人か見てきました。愚ぐ直ちよくなまでにまっすぐで、強い者を相手にしても、馬ば鹿かみたいに抵てい抗こうを続ける人間を──配下にすれば心強い代わりに、敵に回すとひどく厄やつ介かい。けれど──』

　くすりと、嗤わらう。

『〝融ゆう合ごう〟の材料としては、その強い精神力は得難く妙なるもの──貴方は約束を破りましたけれども、私は守りますわ。ルールーブの植しよく神しん効果によって得られた異い能のうというものにも、興味がありますし──』

　真砂は爪つめを振り回した。アラクナの触手達には効かないが、それでも水の感触を持つ彼らを切り裂き、囚とらわれた由ゆ姫きの身を探す。

『探し物は、こちらですか？』

　シューウェンがからかうように言った。蚯蚓の道から浮き上がったその手元に、由姫の身が抱えられていた。アラクナの触手達に運ばせたものらしい。

　気を失っている由姫は、ただぐったりとしていた。

『そんなに大事なものなら、放さなければよかったように思いますけれど……』

　その言葉は、真砂の心に突き刺さった。思えば、この十年──由姫のことを気にはかけつつ、ずっと放っておいたままだった。

　もし、ネイが言っていたように、由姫の心がその間も真砂に向いていたとすれば──真砂はずっと、彼女を裏切り続けていたことになる。

「……後こう悔かいってのは、後からしかできないもんだな」

　舌打ちとともに言って、真砂はまとわりつくアラクナの蚯蚓達に、八つ当たり気味の無む駄だな爪を振るった。

　シューウェンが、由姫のこめかみに再び針を刺そうとしていた。その針が刺されば、彼女はまた、不完全ながらもアラクナを操あやつり、あの妙な熱線を放つこともできるようになる。

　そして山やま之の内うち達から逃げた後で、ゆっくりと〝融合〟をなす──シューウェンのその狙ねらいは、図に当たりつつあった。

「由ゆ姫き！　起き──！」

　真砂まさごの張った声は、しかし途中で何かにかき消された。

　圧倒的な空気の振動を伴う、別の音──それが暗い世界の何ど処こかを走った。一本の直線のように衝しよう撃げきは空間を裂き、その余波だけで、真砂の声を消し去ってしまう。

　見えない振動の直線上にあったアラクナの触しよく手しゆ達は、軒並み消え去るようにして空間に散り、散った周囲で再生をはじめた。

　シューウェンの顔色が変わった。

「──早い」

　小さく呟つぶやくその声の直後に、暗くら闇やみの一角から禿とく頭とうの老ろう爺やが顔を出した。

　顎あごを外はずさんばかりに歯のない口を開け、何事かを叫んでいるようにも見える。しかしその口は開かれたままで動かず、声らしい声も聞こえない。

　丸く開いたその大口を向けられるや、アラクナの蚯蚓みみず達がたちまちに消し飛んだ。

　それから口を閉ざして頭をめぐらし、真砂の姿を視認すると──老爺は、微笑を浮かべた。聖せい典てんの中に踏み込みつつ、老爺は周囲の触手達へ攻撃を加えていく。

　真砂は、はじめて見るその人物が何者かを、すぐに察した。

　山之内派の首しゆ魁かい、〝沈ちん黙もくの山之内〟──彼は、話すことができない異い能のう者しやだった。彼が発する声は、口の外に出た時点で極端な指向性を持つ衝撃波に変わる。仮かりに山之内が人前で話したりすれば、正面で声を聞く者は、たちまちに消し飛ぶという噂うわさだった。

　本気で放てば山をも抉えぐるといわれるその口こう腔こう衝撃波は、厳密にいえば、〝衝撃波〟とは似て非なるものでもある。魔ま窟くつの笛ふえ吹ふき・スフという神しん群ぐんの異能によって発揮されるその力は、まだその本質が精査されていない。ただ、強すぎる破壊力のみが人々に知られ、山之内という一人の権力者を作り上げた。

　その破壊力の一いつ端たんを、真砂は今、目の当たりにしていた。キャラバンの上層部に立つ者の力を侮あなどったことはないが──現実として眼めにすると、さすがに戦せん慄りつを覚える。

　聖典の外側の蚯蚓達をそれで消し飛ばし、彼はこの異い界かいへと続く道を開けたものらしい。

　神しん具ぐである聖典が、その攻撃に耐えたことにも驚いたが、同時に真砂は、こんな所まで自ら突っ込んできた山之内の行動に驚かされた。組織の指導者としては軽けい率そつだが、まだまだ、枯かれてはいないということらしい。

　その背後から、フェルディナンと夢ゆめ路じの姿も続いた。

　そして──

「真砂！　由姫！」

　聞き慣れた甲かん高だかい声が、さらに飛び込んでくる。

「馬ば鹿か！　お前らは……」

　夢路が咄とつ嗟さに押し返そうとするのを退どけて、フローラと白はく、籤くじ方かたと桂けいが雪崩なだれ込んできた。視力を失っているネイは、さすがに向こう側に残ったらしい。下敷きとなった夢ゆめ路じは、フローラ達に押しつぶされて低く呻うめいた。

　シューウェンが目元を歪ゆがめた。その手元には、由ゆ姫きの身がある。

　真砂まさごは──嫌な予感にかられた。今、山やま之の内うちがシューウェンを始し末まつしようとすれば、由姫の身も間違いなく巻まき添ぞえにされる。

　山之内の口こう腔こう衝しよう撃げき波はが近くを通ったことで、アラクナの蚯蚓みみず達が真砂を捕える力が弱まった。その〝隙すき〟には、シューウェンの警戒が、山之内個人に向いたことも影響していたかもしれない。

　刹せつ那なのその機に賭かけて、真砂は奔はしった。山之内がシューウェンを狙ねらえば、自分も巻き添えになる一線を越え、彼女の身に飛びかかる。

　不意をうたれた少女の反応は、一瞬だけ遅おくれた。

　その一瞬に、真砂はネイによって引き出された力の全すべてをぶつける。

　金色の爪つめが一いつ閃せんした。

　由姫を捕えるシューウェンの白い腕が、肩口から切り落とされて落ちはじめる。

　その鮮血がしぶくよりも早く、真砂は由姫の身を一方の手に奪い取り、そのまま駆け抜けた。

　覚かく悟ごを決めて、蚯蚓達のつくる大地から、宇宙に似た暗い空間へと身を投げ出す。

　落下はせず、体は空間の全体に受け止められた。足は大地を踏まなかったが、しかし夢の中を走るような感覚で、体を移動させることもできる。

　凝こり固まった闇やみが見えない足場となり、山之内達もまたその上にいた。

　真砂は一いつ散さんに、シューウェンから離れる方向へとひた走った。

　それを待っていたかのように──背後で、〝沈ちん黙もくの山之内〟の口から、衝撃波が放たれた。

　背に余波を受けた真砂は、由姫の頭を庇かばいながら、前のめりに倒れ伏した。体勢を崩しつつ、肩越しに後ろを振り返る。

　口を開けた山之内の正面を、眼めには見えない力の流れが走りはじめていた。流れはアラクナの触しよく手しゆ達を融とかすように壊こわしながら、暗黒の世界を直線的に歪ゆがませていく。

　その先にいたシューウェンと真砂の視線が、ほんの一瞬だけ交こう錯さくした。

　死を目前にした少女は、人をからかうような、曖あい昧まいな微笑を浮かべていた。

　真砂はその笑顔を、ただ睨にらみつける。

　シューウェンは、くすりと嗤わらって眼を逸そらした。

　やがて彼女の細い裸ら身しんは、強さを増していく衝撃波にさらされ、そして──
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　アラクナの本体を内包する異い界かいに入るなり、翁おきな居い夢路は背中に、自分のものとは異なる鼓こ動どうを感じた。

　後から続くフローラ達を押し返そうとして、しかしそのまま膝ひざをつく。その上にフローラと白はく達が折り重なった。

「──シャパニアが……起きるか」

　下敷きになりながら、夢ゆめ路じは低く呻うめいた。背中に棲すむ封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニアは、日ひ頃ごろは眠っている。しかし神しん群ぐんの存在に反応して、時折は目を覚まし、その神群を別の異い界かいへと導くことがあった。

　顔をあげた夢路の眼前で、山やま之の内うちの口から発せられた見えない衝しよう撃げき波はが、シューウェンの身を砕いていた。

　紅あかい煙が散るように、その体は塵ちりより細こまかい粒りゆう子しとなって搔かき消える。その射線をわずかに逸それた位置には、真砂まさごと由ゆ姫きの姿があった。

　夢路は彼らの無事に安あん堵どしつつ、背中で歓かん声せいを上げるフローラを睨にらみあげる。

「……どけっ……はやく……」

「あ。ごめんね、夢路さん。重かった？」

　軽い動きで飛び退のいたフローラは、夢路の浮かべる苦く悶もんの表情を察して、顔色を改めた。

「山之内──こいつらを、外へ誘ゆう導どうしてやってくれ。どうやら、シャパニアが起きそうだ。アラクナは、相当にでかいから……このまま近くにいると、巻まき添ぞえを食うぞ」

　額に脂あぶら汗あせを浮かべながら、夢路は呻くように言った。吐き気が増してくる。胃の内容物を戻しはじめた夢路を見て、山之内が頷うなずいた。白達はおとなしく、一足先に聖せい典てんの口をくぐって元の世界に戻りはじめる。

「真砂！　急いで！」

　フローラが、由姫を背負って駆けてくる真砂に声を張った。

　夢路に一礼を送った真砂は、由姫を抱えたまま、暗い世界に空あいた目立たない出口に身を飛び込ませる。フローラと山之内が、その穴に続いて戻り──最後に残ったフェルディナンが、夢路の耳元に口を寄せた。

　二人の前では、巫女みこを──人の意思の存在を失ったアラクナが、おとなしくその触しよく手しゆをうねらせていた。シューウェンはもういないが、しかしアラクナの触手達は、山之内の衝撃波を受けてなお、再生をやめなかった。

　その本体は、暗い宇宙の奥に沈んで見えない。ただ末端にある、蚯蚓みみずか蛆うじ虫むしのような触手達だけが、そこに来ている。

　全すべての事象は──そのアラクナの手の平どころか、指先にもならない端の部分ではじまり、そして終わっていた。

　アラクナの本体は、闇やみの深くから、夢路を──シャパニアを見ている。

「──お前も……巻き添えに、なりたくなかったら、逃げ、ろっ……」

　夢ゆめ路じは吐きながら呻うめいた。

「──やっぱり優やさしいのね、貴方あなたは。本当は私のこと、殺したいんじゃないの？　この子のこともあるし──」

　自らの身を示して、フェルディナンは呟つぶやいた。夢路は急せかしたが、眠り続けているシャパニアが起きるまでには、どうしても数分の間が必要となる。吐く物があらかたなくなり、血を吐きはじめたら、それが鬼き神しんの覚かく醒せいする合図だった。

　夢路の背に浮いた鬼神の顔は、まだその瞼まぶたを開けてさえいない。

「──弓ゆみのことか……あぁ、くびり殺してやりたいね。心しん弥やの、代わりに……だが、それをして、あの娘が戻ってくるわけでもない……お前も──責任を感じてるなら、自力で償つぐなえ」

　フェルディナンは、そっと眼めを逸そらした。

「じゃあ……この状況は、貴方の償いなのかしら？　キャラバンを創そう設せつして──結果として甲こう院いんの暴走を許し、ガムナ教団との敵対を生んだ、貴方の罪の……」

　うずくまったまま、夢路はフェルディナンを睨にらんだ。

「──償って、償えるものとは思わないが──せめて、手の届く範囲では、けじめをつけたい」

「──そう。なら、私はもう何も言わない」

　フェルディナンは踵きびすを返し、聖せい典てんの出口に細腕をかけた。そこで思い出したように振り返り、静かな声を紡つむぐ。

「夢路。貴方の罪は──きっと、貴方以外の誰だれかが背負うはずだった罪。貴方はその罪を、自覚しちゃっただけ。ほどほどになさい。でないと──いつまでも、終わらないわ。貴方の心の迷めい宮きゆうは──」

「──似たようなもんだろうが。俺おれも、お前も……」

　夢路はどろりと粘ねばつく血を吐いた。

　フェルディナンは聖典の口から、人の棲すむ世界へと姿を消す。

　そして、夢路の背中に棲む異い形ぎようの生物が、獣けものじみた咆ほう哮こうをあげた。
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　聖典を抜け出てすぐに、真砂まさごは山やま之の内うちから、僧そう衣いの上着を手渡された。

　それを由ゆ姫きの裸ら身しんに被かぶせながら、戻った世界を見渡す。

　地下湖の狭せまい足場の上には、かなりの数の人間が忙せわしく動き回っていた。湖に落ちたガムナ教団の信者達や焰えん鉄てつ衆しゆうを掬すくい上げる作業もはじまっていたが、そのほとんどはすでに息がない。

　聖典から抜け出た真砂の傍かたわらを、水からあがったばかりの座ざ王おうと仙せん崎ざきの遺い体たいが運ばれていった。

　二人の老ろう爺やの死に顔は──ただの、老人のものだった。生きていた頃ころの威い圧あつはそこにない。

　抱えた由ゆ姫きが、真砂まさごの腕の中でぴくりと動いた。その肌はだの暖かさに、真砂は彼女の生命を感じ、ようやく安あん堵どする。

「──乾いぬい、真砂……だったか」

　由姫の唇が、不意に声を紡つむいだ。しかしその口調は、〝碑ひ文もん谷や由姫〟のものではない。

　真砂はぎくりとした。由姫の手──そこには、妖よう刀とう・真しん女めがまだ握られている。

　即座に取り上げようとして、しかし甲こう院いんの抵てい抗こうがまったくないことをいぶかしく思い、真砂は動きを止めた。

　由姫は──甲院は、ゆっくりと眼めを開けた。暗い輝きを宿した眸ひとみが、真砂を映す。

「安心しろ。この娘の体は、すぐに返す。もう、抵抗する気もない」

　疲れきったその声には、まるで覇は気きがなかった。真砂は憎にくむべき敵を前にして、しかし言葉を失う。

　甲院は、薄く溜ため息いきを吐ついたようだった。

「──籤くじ方かたに、話したいことがある。ほんの少しだけ、待って欲しい」

　真砂は黙って頷うなずいた。傍そばで見守る山やま之の内うち達も、事態には気づいていたが、何も言わずに注ちゆう視ししている。

　甲院薫かおるの心はわからない。しかし、腹心の部下である仙せん崎ざきと座ざ王おうを失い、さらに敵ばかりに囲まれたこの現状で、彼女にまだ何かができるとは考えにくかった。

　真砂が頷いた理由は、もう一つある。

　甲院の声が──今までに真砂が聞いた彼女のものとは、明らかに違っていた。

　フローラ達も、ただその動きを見つめる。

　甲院は湖に臨のぞむ足場に、山之内から貰もらった僧そう衣いを軽くまとって立った。何ど処こか神こう々ごうしくさえ見えるその姿は、人に近寄りがたいものを感じさせる。

　そして甲院は、籤方に向き直った。

　緊張に体を固めた剣士の青年は、そこで微かすかに震えていた。顔を俯うつむき加か減げんにし、甲院と眼を合わせようともしない。

　籤方にとってみれば、彼女は〝真女〟ではなく、仙崎や座王の〝主あるじ〟だった。彼にとっての真女とは、刀の状態の彼女だけに他ほかならない。

「わかるか、籤方。私は、〝真女〟だ」

　甲院は、そう名乗った。

　籤方はびくりと肩を震わせ、子供じみた眼で、その顔を見上げる。

「……貴方あなたには、悪いことをした。それだけ言っておこうと思ってな」

　甲院薫は、どこか寂さびしげな微笑を浮かべていた。

　肩の力が抜けたその笑みに、真砂は彼女が、〝甲院薫〟という立場を捨てたことを知った。おそらくは今の状態が、虚きよ勢せいを張らない、彼女の本質なのだろうとも思った。

　甲こう院いんは、胸の前に刀を持ち上げて見せた。

「私は、貴方あなたのおかげで、こうして一度は復活した。だが──どうやら、疲れてしまったようだ。このあたりで休ませて欲しい。貴方とはもう、一いつ緒しよにいられなくなるけれど」

　甲院の声は、あくまで静かに、淡々と紡つむがれた。重ねられる決けつ別べつの言葉に、籤くじ方かたは言葉もなく、肩を震わせる。

「──独ひとりで生きることは、つらいものだ。仙せん崎ざきも座ざ王おうも先に逝いった。アラクナもおそらくは、もう──」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、甲院は自らが宿った刀を、籤方に差し出した。

「ずっと──疑問に思っていた。私はどうして、復活できたのか──その理由がようやくわかったよ。籤方、貴方は──貴方も、グランレイスの異い能のう者しやだったのだな。実験室で生まれた──」

　甲院の言葉に、真砂まさごは少なからず驚いた。

　籤方刀とう至じに影響を与えた神しん群ぐんの名は、資料が焼失したために、ずっと不明とされていた。どこかの研究所の出身であることは知っていたが、特に目立った異能があるわけでもない──そう思っていた。

　甲院は言葉を続ける。

「われわれの実験で、貴方は様々な神群の影響を付加された。だから詩し乃のの眼めにも、どの神群の影響が強いのか、混在してわからなかったのだろうけれど……〝人や物〟に秘められた、潜せん在ざい能力を引き出す力──それは確かに、グランレイスの系統にある力だ。そこの娘は、絵を描くことでそれをなすが──方法はどうでもいい。この能力の基本は、対象を知り、理解し、そしてその力を引き出すことにある。

　そして貴方は、刀に宿った〝私〟を引き出し、真しん女めの切れ味を創つくりだした──」

　甲院は懐なつかしげな声で語り続けた。しかしそこには、身を斬きるような響きも強い。

「……ありがとう、籤方。最後に、私は──自分の愚おろかさを、知ることができた。フェルディナンに殺されたときは、ただ恨うらみを残したが、もう今いま更さらに、思い残すこともない」

　籤方は、甲院に差し出された刀を、困ったように見つめていた。

「貴方には、世話になってばかりで、申し訳ないけれど──あと一つだけ、私の願いを叶かなえて欲しい」

　籤方は戸と惑まどいながら、向けられた刀の柄つかに手をかける。

　真砂達は、ただじっと、二人のやり取りを見つめていた。

　甲院が刀の鞘さやを撫なでた。

「私を──刀に宿った、この真女の意識を──どうか殺してくれ」

　甲院は由ゆ姫きの顔で、微笑を見せた。

「私を引き出した貴方あなたになら、できると思う」

　籤くじ方かたは、震える眼まな差ざしで刀を見つめた。それから答えを求めるように、真砂まさごを見る。

　真砂はただ、黙って眼めを閉じた。決めるのは、籤方でなければいけない。

「あ、あの──俺おれ、俺──」

　籤方はおろおろとして、刀を摑つかんでは離し、なかなか受け取ろうとはしなかった。山やま之の内うちもカーマインも、またその場にいる他ほかの誰だれも、彼に何かを言おうとはしない。

　甲こう院いん薫かおるは、待ったまま動かなかった。

　やがて籤方は──震える手で、刀を受け取った。

　途と端たんに崩れ落ちた碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの体を、真砂はその手に抱きとめる。

「籤方」

　真砂は静かに声をかけた。籤方はまだ迷うように、ひたすら不安げな顔をしていた。しかし迷いながらも、彼は刀を両手で抱きしめる。

「──真しん女めは──ずっと、一いつ緒しよにいてくれたんです……」

　籤方が呟つぶやいた。

「だから、もう──」

　真砂は頷うなずいた。

　籤方は泣いていた。その両眼から涙をぽろぽろと零こぼしながら、刀身を鞘さやから引き抜き、その場に膝ひざをつく。

　真砂達の見守る前で──妖よう刀とう・真女の白く光る刃やいばに、見る見る錆さびが浮いてきた。たちまちに刀身は赤錆に覆おおわれ、拵こしらえだけを残して、刃がその場に砕け散る。

　残ざん骸がいの上に、籤方の涙が一粒二粒と滴したたって落ちた。

　甲院の最さい期ごを見届けて、場の空気がわずかに緩ゆるんだ。

　真砂は由姫を抱えたまま、その場に座り込む。ネイに描かれた反動がきたのか、やたらと軽かった体が、今は妙に重かった。鉛なまりを仕込まれたような気だるさが全身を覆っている。

　周囲を仲間のフローラ達が囲んでいた。会話をするのも億おつ劫くうで、真砂はぼうっとした視線を彼らに向けた。山之内達と共に来たファウナや法のり章あきも、その場についてきていた。

　ネイは視力を失った状態のまま、カーマインと思おぼしき若い紳しん士しに叱られていた。紳士は笑顔で窘たしなめる風ふ情ぜいだったが、ネイの側はただ、申し訳なげにひたすら縮ちぢこまっている。真砂には強い彼女にも、頭の上がらない人物がいるらしい。

　やがて榊さかき糾ただすと霧きり塚づか雅みやびが、人をかき分けて扉とびらの奥から姿を見せる。戦闘に向かない彼女達は、後続に回されていたようだった。二人は顔を泣き崩しながら、揃そろって由姫の身にすがりつく。

　真砂は、独ひとり壁際に立つ根ね黒ぐろ桂けいと視線を合わせた。感謝を込めて、やや疲れた微笑を送る。

　根黒桂は──ごくごく小さく、頷いただけだった。それだけで、充分に双そう方ほうの心は通じてしまう。

　真砂まさごは猛烈な睡すい魔まに襲われていた。

　ぼんやりとした思し考こうの隅すみで、まだ見届けなければいけないことがあったように思う。しかしそれがなんだったかを思い出せないほどに、意識は混こん濁だくしつつあった。

　フローラ達は真砂と由ゆ姫きの無事を喜びながら、しかし床ゆかに置かれた聖せい典てんの側をしきりに気にしていた。

　眠気の中で生返事を繰り返していた真砂にも、その聖典の存在は気になっていた。

　首輪を嵌はめた娘が、じっとその傍そばに立ち尽くしている。

　その娘が聖典の中に飛び込むのを恐れるように、南なん郷ごう司つかさが彼女の肩を押さえつけていた。

　ほんの数分から、数十分──そんな程度の時間が経たったところで、聖典の口から、不意に男の腕が覗のぞいた。

　首輪の娘が、すかさずその手を取って、本の中から男の身を引き上げる。

　出てきた男は、上半身が裸はだかだった。がっしりとしたその背には、顔を思わせる奇妙な文もん様ようが見える。縦横に並んだ数十の眼め、そして固く引き結ばれた唇は、彫ちよう刻こくのようにはっきりと浮いていた。

　飛びかけた意識の中、真砂はぼうっと、彼を見つめる。

　中年男は、心配げに寄より添そう首輪の娘をあやしながら、ゆっくりと振り返った。由姫を抱えたまま座り込む真砂に、にやりと親しみの籠こもった笑みを向ける。

「よう……お疲れさん」

　真砂を労ねぎらうように、男はそう呟つぶやいた。その声だけは、寝ぼけかけた真砂の耳にも、はっきりと届いた。

　彼の無事を見届けてから、真砂は眼を閉じた。フローラやファウナ達が周囲で騒ぎはじめていたが、その喧けん騒そうも遠いものとしてしか聞こえない。

　ぎゅっと抱きかかえた少女の温ぬくもりに──真砂は、ただ安あん堵どした。

　漂ってくる甘あまい髪の匂においに、ふと昔のことを思い出す。

　甲こう院いん派の実験室に捕らえられていた、子供の頃ころ……

　真砂は、彼女と約束したことがあった。それはフローラ達との、〝危なくなったら助け合う〟という約束とは、また別のものである。

　もっと単純で子供じみた、傍はた目めにはどうでもいいかもしれないほど、曖あい昧まいな約束だった。正確には──約束ですら、なかったかもしれない。

　キャラバンによって研究所から保護された夜、桜さくらの華はなが咲いていた。

　真砂は、来年も一いつ緒しよにその華を見られると幼い由姫に言ったが、それは結果的に噓うそになってしまった。由姫はきっと、それをずっと待っていたようにも思う。

　眼を閉じた真砂は眠気に身を任せながら、眠る彼女の頭を抱き寄せ、金の爪つめでその髪を撫なでた。

　春になったら、彼女を、連れて────
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　桜さくらの華はなが、満開に咲き乱れていた。

　山やま肌はだを覆おおうほどではないが、山間にできたわずかな平地に、その桜達は身を寄せ合うようにして華を咲かせていた。

　独ひとりの青年が──視界のほとんどをその桜で占められる位置に、ゆらりと佇たたずんでいる。

　年の頃ころは十八歳ほどだが、表情は幼児のようにあどけない。ぽかんと口を開けて、満開の桜をただ見上げている。

　雑用の僧そうが着る作さ務む衣えをまとい、頭を綺き麗れいに丸めていた。新しん米まいの僧にも見える青年は、竹たけ箒ぼうきを手にしながら、しかし少しも庭を掃はいていない。

　ただ、青空の下に桜を見上げ、魂たましいを吸われたように呆ほうけ続けている。

「──籤くじ方かたさん」

　縁えん側がわから響いた涼すずやかな声が、青年の名を呼んだ。

　呼ばれた青年は、あ、と小さく声を上げて、声の主ぬしを振り返る。

　木のすぐ傍そばに建つ屋敷の縁側に、僧そう衣いをまとった優やさしげな顔立ちの少年がいた。籤方よりは年下だが、その表情は老おいた者のように大人おとなびている。

「あ、法ほう昌しようさん。おはようございます」

　竹箒を抱えた新米僧、籤方は、ぺこりと頭を下げた。彼に法昌と呼ばれたのは、乾いぬい真ま砂さごと同じ実験室の出身者でもある、桝ます村むら法のり章あきだった。僧としての名を、法昌という。

「おはようございます。今日も綺麗に、咲いていますね」

　法章は眩まぶしそうな眼めをして、籤方が眺めていた桜を見上げた。

　早朝の透すき通るような青い空に、白い花弁はなびらが映はえている。ちょうど見み頃ごろではあったが、ここ、幽ゆう禅ぜん寺じは交通に不便な山中だけに、花見客などもほとんど来ない。たまに来るのは、ここを穴場と知る〝キャラバン〟の酔すい狂きよう者ものくらいである。

「は、はい」

　籤方は年若い少年僧に相あい槌づちを送りながら、

「あの、法昌さん──」

　小さな声で、言いにくそうに呟つぶやいた。

「す、すみません。俺おれ、庭掃くの、さぼってました」

　馬ば鹿か正しよう直じきに謝あやまる籤方に、法章は苦笑を送った。

「別にいいんですよ。いくら掃いたところで、この華が散る頃には凄すごい有あり様さまになっていますから。それに、今日はこれから客人が来ます」

　法章が慰なぐさめるように言うと、籤方は安あん堵どの表情を見せた。

「籤くじ方かたさんも、そろそろ箒ほうきを仕し舞まってきてください。もうじきに、いらっしゃるはずです」

　法のり章あきは呟つぶやき、縁えん側がわに正座した。

「は、はい。あの──」

　籤方の声には、相変わらずのわずかな吃どもりがあった。しかしその声からは、以前のような人の癇かんに障さわる卑ひ屈くつさが消えつつある。

「なんですか？」

　年上の籤方に対して、法章は幼い弟に接するような口調で問う。籤方の側も、それを自然なものとして受け止めていた。

「えっと、あの──なんだか、あの桜さくら──今朝は、嬉うれしそうに見えました」

　籤方は表現に迷って首を捻ひねりながら、小声に呟いた。

　法章は、軽く眼めをしばたたかせ──やがて、口の端に微笑を見せる。

「──そうですか。そんな風に、見えましたか」

「はい」

　合がつ掌しようした法章は、庭に生えた桜の木に向けて、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。その下には、幼いままで散らされた命が今も眠っている。

　籤方は不思議そうに、その様子をただ見ていた。

　春の風が吹き、いくつかの花弁はなびらが舞った。
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　甲こう院いん派の騒そう動どうが片付いてから、ほぼ半年の月日が経たとうとしていた。

　その半年の間、乾いぬい真ま砂さごは山やま之の内うち派に戻ることもなく、そのまま榊さかき糾ただすの元へ再び雇やとわれた。

　騒動が終しゆう息そくした当初は、散さん々ざんに裏切った真砂に対し、派は閥ばつの中で処罰案も出ていたらしいが──南なん郷ごうや一部の幹部の取とり成なしが効き、そのあたりは不問に付されている。その代わりに、真砂は山之内派における居場所を失ったが、彼にとって、それは気にするほどのことではなかった。

　この半年間──

　真砂と由ゆ姫き、それに保護者の榊糾は、祭さい夏か老ろう派の拠きよ点てん、紅あか街まち中華街に住み暮らしていた。軽かる井い沢ざわの家が焼けたせいもあり、しばらくの予定で紅街の世話になっていたはずが、居心地が良くなり、ついにはそのまま居つきそうな気配が濃のう厚こうに漂っている。

　異い能のう者しやに寛かん容ようなその街で、真砂は手先の器用さを生かし、人形店〝界かい来らい堂どう〟を営む白はくの手ほどきを受けながら、ごく小さな細さい工く物ものをしていた。たいした収入になるわけでもないが、榊糾の身辺警けい護ごも兼業しているだけに、さしあたって生活に困ることはない。

　そして由姫も今、白の店で、暇ひまな店番をして毎日を過ごしている。

　店主の白はくは専用の地下作業室に籠こもりがちで、真砂まさごの作業スペースは店内に置かれたため、由ゆ姫きと真砂は日がな一日、二人で過ごすことが多かった。

　といって、さして弾はずむような会話があるわけでもない。

　何気ない世間話や、取り止めもない雑談──それだけの毎日だったが、そんな毎日に、由姫の笑顔は絶えなかった。真砂もまた、血の臭においがしない生活に飽あきるということもなく、ただ平へい穏おんな日々を送っている。

　他ほかの面々も、それぞれの生活をはじめていた。

　籤くじ方かた刀とう至じは法のり章あきのいる寺に預けられた。実験室の子供の中で、もっとも老ろう成せいした雰囲気を醸かもす法章は、籤方の受け入れを喜んで請うけ合あった。

　妖よう刀とう・真しん女めを失った籤方には、もう大した戦闘能力はない。彼を雇やとおうとする者もいない中で、法章と幽ゆう禅ぜん寺じは損そん得とくを抜きに、彼を保護してくれている。

　籤方もまた、穏おだやかな寺の暮らしは性しように合ったらしく、時折、真砂の元に届く便りには、少しずつ精神的に成長していく彼の姿が窺うかがえた。多少は奇き矯きようなところも残っていたが、それは愛あい嬌きようともいえる。

　根ね黒ぐろ桂けいは山やま之の内うち派の内部に留とどまり、南なん郷ごうの補佐をして荒あら事ごとを続けていた。

　ネイはまだ、カーマインの下にいる。フローラとファウナも、平時は夢ゆめ路じが経営する中華茶さ房ぼう〝点てん心しん華か心しん〟を手伝いながら、何か変事があると動き回っていた。

　それぞれが、それぞれに時を過ごしている──
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　真砂達を乗せた車が幽禅寺に着いたのは、まだ朝の早いうちだった。

　面子メンツは、同じ実験室の出身者ばかりである。

　偽ぎ造ぞうの免許でライトバンを運転してきた根黒桂、助手席にはナビゲートの白、二列目にフローラ、ファウナ、ネイのやかましい三人が居座り、最後尾には由姫と真砂が乗っていた。

　日ひ頃ごろの行動とは裏うら腹はらの丁てい寧ねいな運転で、桂は幽禅寺の駐車場に車を停とめる。

「んー？　もう着いたぁ？」

　車中から酒を吞のみ続けていたネイは、だらけた動きで窓の外を覗のぞいた。特に変わったものは見えない。

「……なによぉ、森ん中じゃん。お寺ってどこよぉ？」

「反対側」

　白がすげなく言い放ち、車を降りる。

　真砂と由姫も、その後に続いて懐なつかしい地に足を下ろしていた。

　車を降りたネイの鼻先に、華はなの匂においが微かすかに漂ってきた。

　フローラとファウナが揃そろって降り、最後に憮ぶ然ぜんとした面おも持もちの桂けいが、運転席から降りてくる。ネイが飲む酒の匂においに辟へき易えきしている様子だったが、口では何も言わない。

「じゃ、法のり章あきのとこ行こうか」

　フローラが率そつ先せんして歩き出すのへ、由ゆ姫きが口を挟はさんだ。

「──ごめん。その前に私、ちょっと向こうに、独ひとりで行ってきていいかな？　すぐ戻るから」

　そう言って、寺とは違う方角を指差した。

　坂になったその先にある物を察して、ネイは頷うなずく。

「──あぁ。ＯＫ。じゃ、私達は法章のとこで待ってるわ。気をつけてね」

「うん。ありがと」

　由姫は小走りに、森の深くに続く獣けもの道みちに分け入っていく。

　そのまま見送ろうとする真砂まさごの背を、ネイは力一杯にはたいた。威い勢せいのいい音が響き、真砂は大おお仰ぎように顔をしかめる。

「ネイ？　なんだよ？」

「なに、ぼーっとしてんのよ。あんたは行くの！」

　ネイは呆あきれた口調で叱りつけた。真砂はただ、眼めをしばたたかせている。

「え？　けど、由姫は独りで、って……」

「でもここ、熊さんでるよ？　冬眠から覚めたばっかの」

　森に視線を向けたファウナが、何故なぜか嬉うれしそうに言った。動物好きの彼女にとっては、熊も猛もう獣じゆうではないらしい。

　真砂はしばらく、視線を中空にさまよわせた。

「じゃあ、ファウナ……」

「あんたが行けっつってんの！　しばくわよ！」

　ネイは拳げん骨こつでもって、真砂のこめかみを小こ突づいた。

「いや、もう殴なぐってるって──わかったよ、行く！」

　文句を言いかけつつ、さらに拳骨が飛ぶ気配を察したか、真砂は由姫の後を小走りに追っていった。

　その背が木々に囲まれて見えなくなった後で、ネイは肩を落として溜ため息いきを吐つく。

　由姫が真砂に好意をもっていることは、真砂にも教えたはずだった。しかし二人の関係は、この半年で、ほとんど変わったようには見えない。

　おそらくは──由姫が、何も言っていない。そのことをネイは悟さとっていた。今の真砂はまだ、由姫の保護者に近い状態で、肝かん心じんの由姫も、その状況を保とうとしている。だからこういうことに疎うとい真砂の側も、あえて何も言わずにいるらしい。

　由姫の考えていることが、ネイには手に取るようにわかった。彼女は──真砂の足あし枷かせになることを、極端に恐れている。

　真砂まさごがいくらそれを否定したところで、現実に助けられてばかりの由ゆ姫きの側は、それをただの気き遣づかいとして受け止めてしまう。

　きっかけとなる一言があれば、二人の関係も少しは進む──感情の色が見えるネイにはそんな確信もあったが、そのきっかけが難しい。不器用で微妙なその関係は、傍はた目めにはどうにもじれったく見えた。

「……ったく、久しぶりに会ったと思ったら、全然、変わってないし──あの朴ぼく念ねん仁じんは、なんとかなんないわけ？」

　ネイは肩をすくめ、つい愚ぐ痴ちをこぼした。その言葉を受けて、白はくが薄く笑う。

「無む理りだろう。それにあれが簡単に変わるような奴やつなら、由姫の身は助けられなかったはずだ」

　その指摘に、ネイは苦笑して頷うなずいた。

「まぁね。十年前の約束なんか、律りち儀ぎに守ってるくらいだから」

「それは、他人ひとのこと言えないよね」

　フローラが笑った。ネイは大おお仰ぎように肩をすくめて見せる。

「約束を言い出した張本人が、まぁ偉えらそうに──」

「張本人？　違うよ。〝張本人〟は真砂でしょ？」

　フローラはふと、昔のことを思い出すように、その視線を遠い空へと向けた。

「真砂がここで、私達を助けてくれたから──だから私、あんな約束思いついたのよ。

　……ううん、思いついたっていうか──真砂がやったことを、そのまま言葉にしただけ。だからみんなも納なつ得とくして、ずっと憶おぼえてたんでしょ？」

　フローラが一同を見回した。ネイは頷くしかない。無表情のままの桂けいを除いて、他の顔色にも肯こう定ていの様子が濃かった。

「ほんとはさ──あの頃ころは、〝真砂は強い〟から、ひょっとしたら、自分が危なくなった時に助けてもらえるかも、って、打だ算さんもあった。もちろん真砂が危なくなった時にも、なんとかしようって思ってたのもほんとだけど。

　結局──私、真砂に頼りたかったんだと思う。いろいろと怖こわかったから」

　フローラは、昔の自分を笑うように呟つぶやいた。

「研究所にいた胡う散さん臭くさい職員連中が、真砂のおかげでほとんど病院送りになった時、めちゃくちゃいい気味だったよね？　あの時に、刷すり込まれちゃったのかな。真砂は〝強い〟って──でも、ほんとはあの子、そんなに〝強く〟はないと思う。爪つめはすごいけど、攻撃範囲は狭せまいし、隙すきも大きい。それに桂と違って、足の速さなんか普通だもん。銃器とかで狙ねらわれたら脆もろいはずよ。

　──あの子はただ、必死だっただけなんだよね。みんなを護まもりたくて」

　フローラは眼めを閉じた。

　ネイも黙って、還かえってきたこの場所の空気を、深く胸に吸い込む。森の香かおりと、少し湿った春の空気が体に満ちた。

　ここはかつて、甲こう院いん派の研究所があった場所だった。ここでネイ達は様々な人体実験を施ほどこされ、幾人もの仲間が死んでいく様さまを、ただ見つめ続けてきた。

　フローラが眼めを開けた。

「真砂まさごがいたから──あの頃ころの真砂のことを憶おぼえているから、私は約束のこと、忘れなかったんだと思う。みんなも──そうでしょ？」

　フローラが呟つぶやいた言葉に、ネイは頷うなずいた。白はくとファウナも首を縦に振る。

「桂けいは？　どうなのよ？」

　からかうようにして、フローラが白はく皙せきの少年に問いかけた。

「──どうでもいい」

　根ね黒ぐろ桂は視線を背そむけ、ぽつりと呟く。

　無ぶ愛あい想そうな彼にとって、それは肯こう定ていの返事でもあった。
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　先に坂をのぼっていった由ゆ姫きの足は、存ぞん外がいに速かった。

　彼女は新品のサンドバッグとグローブ一式でもって、今も毎日のようにトレーニングを続けている。鍛えているだけに、その動きは軽い。

　後ろをゆっくりと追いかけた真砂が、ようやく彼女に追いついたのは、その目的地についてからのことだった。

　獣けもの道みちの坂を越えた森の奥で、碑ひ文もん谷や由姫は独ひとり──ある墓ぼ石せきの前に腰を屈かがめていた。

　辺りには、他にもいくつかの墓が並んでいる。周囲の草は刈られて、掃そう除じも行き届いてはいたが、あまり人の来る場所でもない。

　それら墓石の全すべてには、名が入っていなかった。それぞれに、事情のある墓ばかりである。

　その中でもまだ新しい墓の前に、由姫はじっと座っていた。

　あえて声をかけずに、少し離れた位置から、真砂は彼女の背を見つめる。

「──真砂？」

　気配を察して、由姫が振り返った。その眼に浮いたわずかな涙を、由姫は慌あわてて袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

「どうしたの？」

　何気ない様子を装よそおって、由姫は微笑を見せた。その表情にはしかし、日頃の快活な雰囲気がない。

　真砂は坂の下を指差した。フローラ達の姿は、木々に阻はばまれて見えなくなっていた。

「このあたりは熊が出るから、護衛についていけってさ」

「あ……ネイが？　そっか──ありがと」

　真砂まさごは、由ゆ姫きに歩み寄った。

　墓ぼ石せきの前には、由姫が差した線せん香こうが手た向むけられていた。

「甲こう院いんの墓──か」

　真砂は呟つぶやく。

「……うん」

　由姫は頷うなずいて、墓石に手を合わせた。真砂は腕を組み、墓石に険けわしい眼まな差ざしを据すえる。

　そこには、甲院ばかりではなく、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうや座ざ王おう、そして焰えん鉄てつ衆しゆうのうち、命を失った者達も、まとめて葬ほうむられていた。個人の墓というよりは、消滅した一つの派は閥ばつに対する慰い霊れい碑ひにも近い。

　甲院を幽ゆう禅ぜん寺じに埋まい葬そうすることには、反発する幹部達もいた。しかし山やま之の内うちの、「死ねば仏ほとけ」の一筆で、彼らは口を閉ざしたと聞く。山之内の意見に納なつ得とくしたわけではなく、つまらないことで軋あつ轢れきを生む事態を避けたということらしい。

　死ねば仏──そして、仏道にある者は、仏を侮ぶ辱じよくするような真似まねはしない──

　真砂の友人である法のり章あきも、そう言って、この墓を幽禅寺で管理することに積極的だったとも聞いた。

　真砂自身は、墓のことはどうでもいいと思っている。ただ、今でも甲院や仙崎、座王達のしたことを許す気にはなれない。

　名のない墓に手を合わせながら、由姫が小声に呟いた。

「……あの人──寂さびしい人だった」

　由姫の声は、わずかに掠かすれていた。

「しばらく甲院と一いつ緒しよにいて、あの人の昔の記憶──いろいろと見えたの。私達もひどい目にあわされたけど、あの人も──」

「それは、他ほかの奴やつを苦しめていい理由にはならない」

　真砂は由姫の言葉を遮さえぎるように言った。

　由姫は小さく頷く。

「うん──わかってる。だから同情はしないし、死んだことが哀かなしいとも思わないけど……けど──」

　由姫は涙を零こぼしていた。

「せめて、事情を知っている私ぐらいは──この人のために、泣いてあげてもいいと思う」

　真砂は手袋を嵌はめた手で、由姫の頭をくしゃりと撫なでた。甲院といた頃ころに切られた彼女の髪は、元のポニーテールに結べるほどに伸びていた。

　由姫は小さな声で、言葉を紡つむぐ。

「甲院は、アラクナのこと、純粋に好きだったみたい。私には、気持ち悪いだけの化ばけ物ものだったけれど……彼女にとっては、心の支えだったの。子供の頃ころから、彼女を守ってくれた存在だったって──」

　涙を拭ふいて、由ゆ姫きは顔をあげた。赤く充血した眼めに、空の色が映る。

「ひょっとしたら、私にとっての〝真砂まさご〟みたいな感じだったのかな？」

　冗じよう談だんのようにいって、無む理りに笑う。アラクナと同列に扱われた真砂は、険けわしくしていた目元を緩ゆるめ、わずかに苦笑した。

　由姫は言葉を続ける。

「それに──アラクナの方も、甲こう院いんのことを大事にしてたって……覗のぞいた記憶では、なんとなく、相互に依い存ぞんしてるみたいな感じだった。甲院にはアラクナが必要で、アラクナには甲院が必要で……でも、甲院には仙せん崎ざきや座ざ王おうもいたけど、アラクナは一人ぼっちで──だから余よ計けいに、甲院はアラクナのことを大事にしていて──」

　由姫は大きく息を吸い込み、立ち上がった。

「身につまされるよね、なんだか。私は真砂に頼りすぎてるって、自分でもわかってるから。真砂は私になんか、依存してないけど」

　少し寂さびしげに、由姫が笑った。

　真砂はしかし、そこで表情を改める。

「由姫、それは違う」

「……違う？　なにが？」

　由姫に問われて、真砂は視線を空に向けた。朝の月が、白くそこに浮いていた。それはこの星の衛星で、遠く離れた位置にいながら、星と相互に干渉しあう存在だった。

　かすむ月を見つめながら、真砂は呟つぶやく。

「──ぼくの方が、ほんとはみんなに頼って、依存してるんだと思う」

　その言葉が意外だったらしく、由姫は小さく首を傾かしげた。

「まだ子供の頃ころ──みんなを、護まもらなきゃって、思った。その思いがあったから、ぼくは植しよく神しん実験で死なずに生き残れた……そんな気がする。もしみんなを護りたいって目的がなかったら──あの時、由姫が隣の実験室にいなかったら、きっとぼくは、とっくに死んでいた」

　そう呟いた真砂の顔を、由姫は呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで見つめていた。

　真砂は、ルールーブの組織をその身に植えつけられた直後のことを思い出していた。

　挑ちよう発はつしてきたエスハの言葉にも刺激されたが──死のその寸前に、由姫を護ろうと願ったことが、自分の命を救った直接のきっかけだったと思う。

　真砂にとってみれば、それは由姫の自分に対する依存と、それほど変わらないものだった。ただ、当人に戦闘力があるかないか──差はそれくらいしかないとも思う。もし由姫に戦う力があったなら、彼女もこんな悩みを抱かなかったに違いない。

　そのことを思って、真砂はやや、語気を強めた。

「ぼくが今みたいにぼくでいられるのは、だから由ゆ姫きのおかげなんだ。ぼくも由姫に助けられてるよ。傍はた目めには、そうは見えないかもしれないけど……心の底で依い存ぞんしてるって点では、たぶん、お互たがい様さまだ」

　それは真砂まさごの本ほん音ねだった。

　自覚しているかいないか──程度の差はあれ、人はどこまでも、人に依存している。ことに真砂の場合は、その自覚が強かった。

　由姫は思し案あんげに、顔を俯うつむけた。

「──ただのお荷物だと思ってた、私。真砂のこと頼りすぎてて、鬱うつ陶とうしいんじゃないかって……」

「鬱陶しかったら、いつまでも同じ所にいない」

　真砂は苦笑を交えて言った。由姫はしばらく沈黙し、消え入りそうな声を紡つむぐ。

「──真砂は……また南なん郷ごうさんのところに戻ったり、どっか行ったりしたいって──思ったこと、ない？　退たい屈くつでしょ、今の紅あか街まちでの生活なんて」

　真砂は──ただ、苦にがい表情を浮かべた。由姫がそう考えてしまう理由はわかる。

　今まで、彼は荒っぽい仕事ばかりを転々としてきた。しかしそれらの仕事は、真砂が望んで得たものとも言い難い。他ほかに、選せん択たく肢しらしい選択肢がなかったのも事実である。

　真砂は革の手袋を外し、人ならぬものに転じたその手を表に出した。

　千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの爪つめは、陽光を受けて金色に輝いている。

「そもそも、勘かん違ちがいされてそうだけど──ぼくは別に、戦うのが好きなわけじゃない。こんな手で、キャラバン関係以外の仕事なんかできないし、能力も戦闘向きだったから、今までそういう仕事にしか就けなかっただけだ。〝戦う武器〟を持っているからって、喧けん嘩か好ずきとは限らないだろ」

　その答えを聞いた由姫は、顔を俯けたまま、さらに声を絞る。

「だけど──その爪を生かせる仕事に就つきたいとか、そういうのは？」

「ちゃんと生かしてるよ。白はくに細さい工く物ものを習いながら」

　事も無げにいって、真砂は由姫の眼前にその爪を見せた。

「〝千界の鍛冶師・ルールーブ〟の爪は、もともと──職人達が〝もっと器用な指を〟って、神しん群ぐんに祈って得られたものなんだってさ。だから本当は、戦闘のための力ですらない。ぼくのは極端すぎるから、使い方次し第だいでいい武器になるのは確かだけど……むしろ戦いに使うことの方が、邪じや道どうなんだと思う」

　爪に触さわりながら、真砂は自身にも言い聞かせるつもりで呟つぶやいた。

　仙せん崎ざきや座ざ王おう──その姿が、脳のう裏りに浮かんだ。彼らはいずれも、神群の力を武器としてのみ扱った。キャラバンの内部でもその傾向は強いが、山やま之の内うちやカーマインは、それを必ずしも是ぜとはしていない。

　かつて、真砂まさごの保護者だった南なん郷ごう司つかさも言っていた。〝異い能のう者しやに対抗するために異能を用いることはあっても、人同士の争いのために、その力は使わせない〟──その言葉を実じつ践せんするために動き続けた南郷に従って、真砂は世界の各地をまわった。

　山やま之の内うち派から干された直後、南郷は難しい顔のまま、真砂に今後のことを問いかけてきた。

　白はくに誘われ、細さい工く物ものの修しゆ業ぎようをはじめると真砂が告げた時──

　南郷はそれを惜しむでも嘲あざけるでもなく、ただ頷うなずいた。いつも苦にがい表情が目立つその口の端に、珍しく微笑が浮いていたことを、真砂は思い出した。

　長い付き合いになる自らの爪つめを撫なでながら、さばけた口調で呟つぶやく。

「今はまだ、何が作れるってこともないけど……でも、物をつくるのはおもしろいと思う。ただ壊こわすより、性しように合ってるかもしれない」

　神しん群ぐんからもらった、金色の爪──

　幾度もの戦いを潜くぐり抜けてきた相あい棒ぼうでもあり、仲間達と自分の身を護まもるための武器でもあったその爪に、真砂は今、はじめて愛あい着ちやくを感じていた。それまで頼りに思うことはあっても、そこに〝可能性〟を見出すことは、あまりなかった。今は、ただ壊すための武器ではなく、その爪があるからこそ、造れる物があるようにも思う。

「だから、物になるかどうかはわからないけど、腰を据すえて、しばらくやってみるよ。この爪なら宝石のカットとかも手軽にできるし、白や紅あか街まち中華街の人たちもつてを紹介してくれそうだから、真面目まじめにやってれば、食いっぱぐれることはないんじゃないか？」

　呟きながら、真砂は手袋を嵌はめ直した。

　由ゆ姫きが顔を上げた。

　真まっ向こうから真砂を見据えるその眸ひとみは、ひたむきな色を湛たたえている。

「私──真砂の足あし枷かせに、なってない？」

　その額を、真砂は軽く小こ突づいた。突然のことに、由姫は眼めをしばたたかせる。

「今のぼくは、南郷さんや山之内派に絡からむしがらみからも離れて、好きなようにやってるよ。だから由姫も、変な気は遣つかうな」

　真砂はそう言って、坂道の下に視線を回した。

「そろそろ戻ろう。あんまり待たせると、フローラ達の機嫌が悪くなる。それに今日は墓参りじゃなくて、〝花見〟に来たんだから」

　声を明るくして、真砂は由姫の肩を叩たたき、背を向けた。

　坂の下、少し離れた寺の敷地に、桜さくらの木が見えた。満開に華はなをつけたその木々の下には、かつての仲間達が今も眠っている。

　墓参りではないと言ったが、彼らに会うことも、今日の目的の一つだった。

　真砂の背後で、由姫が胸に手を当て、大きく深呼吸をした。

　その足元がわずかに震え、由姫はさらに二度三度と呼吸を重ねてから、真砂を呼び止める。

「ね、真砂まさご──私、真砂に、ずっと言いたかったことがあるんだけど──いい？」

　今にも掠かすれそうな声を絞って、由ゆ姫きは呟つぶやいた。

　振り返った真砂の前で、彼女は頰ほおを染め──

　迷いが晴れたように、少しぎこちなく、微笑わらっていた。








了









電子書籍版　あとがき




　前回のあとがきで散々に深海の話をしたのですが、深海と宇宙には類似点があるとよく言われます。

　水圧と真空とで状況は真逆ですが、過酷な環境には違いなく、人間が行くことには困難を伴う点。また基本的に光が届きにくい上、その闇の中に何がいるのかよくわからない――という、妄想をかき立てるあたりが近いのでしょうか。発見されている深海生物の外見が、どこか宇宙的な印象をもたらすことも影響していそうです。

　もちろん人類はまだ地球外の宇宙生物には遭遇していないので、この宇宙生物のイメージも所詮は地球上の感覚で作られたものでしかないのですが――深海で発見される生き物を見ていると、その「地球上の感覚」すら、結局は人類の思い込みだと気づかされるようで、そのあたりのドキドキワクワクと畏怖の念こそが、宇宙と深海の共通項なのかもしれません。




　自宅のプロジェクターでは、深海だけでなく宇宙関連の映像もよく流していまして、同じ映像を何回も見ているはずなのですが、それでも解説に出てくる数字の途方も無さに毎回圧倒されます。

　たとえば太陽の直径は約百四十万キロメートル、地球の直径がおよそ一万二千キロメートルなので、直径だけで比較するとだいたい百十倍くらいの大きさ。

　よく言われるたとえですが、地球がゴルフボールくらいの大きさだとすると、太陽は直径四．五メートルくらいの巨大な球になるとか。

　その時点で球転がしの球よりも遙かにでかいのですが、これが有名なオリオン座のベテルギウスになると、その太陽の更に一千倍の大きさということで――

　仮に地球がゴルフボールのサイズなら、ベテルギウスは直径「四キロメートル以上」の巨大球。

　数字はともかく、スケール感としてはゴルフボール（地球）対富士山（ベテルギウス）、みたいな感じでしょうか……？

　別に立ち向かう必要もないのですが、もうどうしたらいいのか無意味にわからなくなる大きさです。

　このベテルギウスの直径は約十四億キロメートル、半径で七億キロメートルに達します。

　太陽から地球の平均距離が約一億五千万キロメートル。太陽から火星の平均距離が約二億三千万キロメートル。そして太陽から木星の距離が約七億八千万キロメートルということで、もしもベテルギウスが太陽の位置にあったなら、火星まですっぽりと呑み込んだ挙げ句、木星がギリギリでその近くに――という恐ろしい事態になります。

　小学生の頃の授業で「木星でけえ！」と驚いた記憶はあるのですが、もはや木星どころじゃありませんでした。しかもこのベテルギウスが別に最大の恒星というわけではなく、もっとでかいのがそこそこあるという現実の前では、もう目先の〆切とかどうでもよく……は、ならないです。すみません。宇宙に逃げてないでちゃんと机の前の仕事に戻ります。




　そんな宇宙話はさておき、パラサイトムーンに出てくる〝迷宮神群〟は、基本的に別世界の宇宙から空間の壁を越えてやって来る存在という設定です。

　作中にも出てくる広大な星詠みの砂漠、そこにほとんど無限に存在するような砂粒の一粒一粒が、それぞれ別の宇宙を内包していて、神群はそれらの砂粒を移動する旅人という解釈なのですが――

　つまり人類はその砂粒の一つの隅っこの方で、小さな星に密集してひっそりと蠢いている微生物みたいなもの、という感覚です。

　別のシリーズになりますが、『輪環の魔導師』や『空ノ鐘の響く惑星で』も、それらの砂粒の一つが舞台になっているため、些細なつながりがあったりもします。

　輪環では神々の名前がほぼそのまま登場していますし、空鐘においてもシャジールの民が見つけた〝神の深淵〟は星詠みの砂漠に至るための道、〝魔術師の軸〟は神群以外の存在が砂粒と砂粒の間を移動するための装置という裏設定があり、もしかしたら読みながら「ん？」と気づいた方もいるかもしれません。

　物語の本筋とは関係がないので作中では触れていませんが、空鐘の世界にあった〝月を追い掛ける少年の神話〟も、迷宮神群を少年になぞらえたものです。

　それぞれが独立したお話ですので、こうした事情は作者のお遊びの域を出ませんし、ストーリーそのものにはまったく関係ないのですが、余録のパズルのピースをたまに見つけるような感覚で気軽に楽しんでいただければ、とも思っています。

　

　さて、今回の電子書籍版のあとがきについては、一括での書き直しということもあり、それぞれの巻での謝辞は割愛したのですが、最後に少しだけ。

　まずはイラストを担当していただいたはぎやまさかげさんに。当時、ご多忙の中にも拘わらず、表紙に口絵にと魅力的なキャラクターをデザインしていただきありがとうございました。三巻のあとがきでも触れたことですが、はぎやさんに描いていただいたイラストの数々は当時の作者の心の支えでして、特に口絵の霧塚雅とか、ささくれた心をだいぶ癒してくれた気がします。

　また、当時から今までお世話になった複数の担当氏に。

　日頃口下手というか、あまりこういった話にはならないので直接申し上げる機会もないのですが、なんだかんだでここまでやってこられたのは各担当氏の御教導あってのことです。いろいろと至らないところの多い作者ですが、今後ともどうぞよろしくお願いします。

　そして、この本を読んでくれた貴方にも。

　発刊当時から十年を経て刊行された電子書籍ということで、当時の本を御存知の方もいれば、今回初めて触れた方もいるかと思います。

　さすがに時代が経ちすぎて、作者の贔屓目で見てもやや古い印象もあるのですが、少しでも楽しんでいただけていれば幸いです。

　また、この電子書籍刊行のきっかけになった新作、『ストレンジムーン』についても、機会がありましたらぜひお手にとっていただければと思います。




　それでは、長らくのお付き合いありがとうございました。

　また他の作品にてお会いできることを、楽しみにしています。





２０１３年　春　渡瀬草一郎




〔このあとがきは電子書籍の配信にあたり書き下ろしました〕
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。写真は千鳥ヶ淵で去年撮影したものです。染井吉野でしょうか？　ちょっと綺麗すぎて、いつも以上に著者からかけ離れた写真ですが、いつものことと思って勘弁してください。もうすぐ春ですね。
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はぎやまさかげ

昭和五十二年生まれ、水瓶座Ｂ型、夜行性、雑食、主に近畿圏に生息、たまに関東地方や温泉地に現れることもある絶滅危惧種。









電撃文庫






パラサイトムーンⅥ




迷めい宮きゅうの迷まい子ご達たち











渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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